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原 案 可 決 
 

 

２９ 
 

 

上富良野町児童館条例の一部を改正する条例 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３０ 
 

 

上富良野町畜産担い手育成総合整備型事業分担金徴収条例 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３１ 
 

 

上富良野町観光開発審議会条例の一部を改正する条例 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３２ 
 

 

上富良野町障がい者自立支援事業条例の一部を改正する条例 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３３ 
 

 

上富良野町公共施設整備基金の一部支消の件 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３４ 
 

 

上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３５ 
 

 

教育委員会委員の任命の件 
 

 

３月22日 
 

 

同 意 可 決 
 

 

３６ 
 

 

固定資産評価審査委員会委員の選任の件 
 

 

３月22日 
 

 

同 意 可 決 
 

 

３７ 
 

 

平成２４年度上富良野町一般会計補正予算（第１３号） 
 

 

３月13日 
 

 

原 案 可 決 
 



 

 

議案 
番号 

 
件                名 

 

 
議決月日 
 

 
結    果 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔予算特別委員会付託〕 
 

 議案第１号 平成２５年度上富良野町一般会計予算 

 議案第２号 平成２５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

 議案第３号 平成２５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第４号 平成２５年度上富良野町介護保険特別会計予算 

 議案第５号 平成２５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会 

       計予算 

 議案第６号 平成２５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

 議案第７号 平成２５年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

 議案第８号 平成２５年度上富良野町水道事業会計予算 

 議案第９号 平成２５年度上富良野町病院事業会計予算 

 

 
 

 

 

 

 

３月22日 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

原 案 可 決 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

諮    問 
 

 

 
 

 

 
 

 

１ 
 

 

人権擁護委員候補者推薦の件 
 

 

３月22日 
 

 

適     任 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

執 行 方 針 
 

 

３月６日 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

行 政 報 告 
 

 

３月５日 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

町の一般行政について質問 
 

 

３月13日 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

報    告 
 

 

 
 

 

 
 

 

１ 
 

 

監査・例月現金出納検査結果報告の件 
 

 

３月５日 
 

 

報     告 
 

 

２ 
 

 

委員会所管事務調査報告の件 
 

 

３月５日 
 

 

報     告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

議案 
番号 

 
件                名 

 

 
議決月日 
 

 
結    果 

 
 

 
 

 

発    議 
 

 

 
 

 

 
 

 

１ 
 

 

上富良野町議会会議規則の一部を改正する規則 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

２ 
 

 

上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条例 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

３ 
 

 

平成２５年度地方財政対策に関する意見の件 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 
４ 

 

公務公共サービスを担う非正規雇用労働者の雇用安定と均等待遇実現 
を求める意見の件 

 
３月22日 
 

 
原 案 可 決 

 

 

５ 
 

 

町長の専決事項指定の件（上富良野町税条例の一部を改正する条例） 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 

６ 
 

 

ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見の件 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

閉会中の継続調査申出の件 
 

 

３月22日 
 

 

原 案 可 決 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年第１回定例会 

 

 

 

上富良野町議会会議録（第１号） 

 

 
 

平成２５年３月５日（火曜日） 
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○議事日程（第１号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 会期決定の件 ３月５日～２２日 １８日間 

第 ３ 行政報告   町 長 向 山 富 夫 君 

第 ４ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告の件 

代表監査委員 米 田 末 範 君 

第 ５ 報告第 ２号 委員会所管事務調査報告の件 

第 ６ 議案第１０号 平成２４年度上富良野町一般会計補正予算（第１２号） 

第 ７ 議案第１１号 平成２４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

第 ８ 議案第１２号 平成２４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

第 ９ 議案第１３号 平成２４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

第１０ 議案第１４号 平成２４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第１５号 平成２４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１２ 議案第１６号 平成２４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

第１３ 議案第１７号 平成２４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第２号） 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１４名） 

      １番  佐 川 典 子 君      ２番  小 野   忠 君 

      ３番  村 上 和 子 君      ４番  米 沢 義 英 君 

      ５番  金 子 益 三 君      ６番  徳 武 良 弘 君 

      ７番  中 村 有 秀 君      ８番  谷     忠 君 

      ９番  岩 崎 治 男 君     １０番  中 澤 良 隆 君 

     １１番  今 村 辰 義 君     １２番  岡 本 康 裕 君 

     １３番  長谷川 徳 行 君     １４番  西 村 昭 教 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町     長  向 山 富 夫 君     副 町 長         田 浦 孝 道 君          

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         米 田 末 範 君 

 教育委員会委員長         菅 野 博 和 君     農業委員会会長  中 瀬   実 君 

 会 計 管 理 者         中 田 繁 利 君              総 務 課 長         田 中 利 幸 君 

 産業振興課長         前 田   満 君     保 健福祉課 長  坂 弥 雅 彦 君          

 健 康 づ く り 担 当 課 長         岡 崎 智 子 君     町民生活課長         北 川 和 宏 君 

 建設水道課長         北 向 一 博 君     農業委員会事務局長         菊 池 哲 雄 君 

 教育振興課長         野 﨑 孝 信 君     ラベンダーハイツ所長         大 石 輝 男 君 

 町立病院事務長  松 田 宏 二 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局      長  藤 田 敏 明 君      主     査  佐 藤 雅 喜 君   

 主     事   新 井 沙 季 君
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第１回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、３月１日に告示され、同日、議案

等の配付をいたしました。 

 今期定例会までの議会の運営については、１月２

３日、２月１５日及び２月２７日、議会運営委員会

を開き、会期及び日程等を審議いたしました。 

 今期定例会まで受理しました陳情、要望の件数は

２件であり、その内容は、さきに配付したところで

あります。 

 監査委員から、監査・例月現金出納検査結果報告

書の提出がありました。 

 今期定例会に提出の案件は、町長からの提出案件

３７件並びに議会における委員会からの報告案件１

件及び議員からの発議案５件であります。 

 なお、人事案件の、議案第３５号教育委員会委員

の任命の件及び議案第３６号固定資産評価審査委員

会委員の選任の件並びに諮問第１号人権擁護委員候

補者の推薦の件は、後日配付いたしますので御了承

願います。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項について

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、本日、平成２４年度建設工事発注状況及び総

括表を配付いたしました。 

 町長から、平成２５年度の町政執行方針並びに教

育長から教育行政執行方針について、発言の申し出

がありました。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向に掲載したところであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ５番 金 子 益 三 君 

     ６番 徳 武 良 弘 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月２２日までの１

８日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から３月２２日までの１８日

間と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 町長から、今期定例会までの主要な事項について

の行政報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第１回定例町議会に御出席をいただ

き、まことにありがとうございます。 

 この機会に、去る１２月定例町議会以降における

町政執行の概要について報告させていただきます。 

 報告に先立ちまして、３月２日、３日にかけ、北

海道内を襲いました暴風雪により、各地に甚大な被

害をもたらし、富良野市を含め、道東中心に９名の

方が犠牲となられました。大変痛ましい出来事であ

り、心から哀悼の意をあらわすものであります。住

民の安心・安全を守る立場にある者として、改め

て、さまざまな災害に対応できる体制の整備の重要

性と責任の重さを再認識したところであり、この教

訓を今後に生かしていく所存でございます。 

 それでは、行政報告に入らせていただきますが、

初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてでありま

すが、上川総合振興局、地域災害対策連絡協議会及

び十勝岳火山防災会議協議会主催で、上富良野、美
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瑛両町と北海道上川総合振興局により、２月２１日

から２２日の２日間の日程で実施いたしました。 

 訓練実施に当たっては、旭川地方気象台、陸上自

衛隊、北海道警察、富良野広域連合消防本部、上富

良野消防署、消防団など、多数の関係機関に御協力

をいただいたほか、関係機関独自、あるいは共同に

よる訓練も実施いただいたところであります。 

 当町においては、１日目は非常配備体制構築、自

衛隊災害派遣準備、情報の収集と伝達訓練を主体

に、２日目は職員非常招集、災害対策本部設置、自

衛隊災害派遣要請、避難路確保、避難所開設、避難

指示情報伝達、避難、道路閉鎖など、各種実働訓練

とあわせて、災害発生想定図上訓練を実施するとと

もに、新たな取り組みとして、エリアメールを活用

した避難指示、一斉送信と、防災協定に基づく三重

県津市との通信訓練を実施いたしました。 

 避難訓練では、緊急危険区域の住民を対象に７カ

所の避難所を開設し、実施したところであり、本年

度は、新しい取り組みとして、草分、栄町、中町の

３地区の自主防災組織において、高齢者や障がい者

など、災害時要援護者の避難支援を行う自主避難訓

練も行われ、全体では１５５世帯、２２５人の参加

をいただいたところであります。自主防災組織の訓

練参加も年々活発になってきており、さらなる地域

防災力向上に努めてまいります。 

 防災訓練にあわせて行われた関係機関の訓練で

は、島津球場における救助・救出訓練、避難指示区

域における未避難者の確認訓練を、陸上自衛隊、北

海道警察、消防、消防団により行われ、さらに地上

偵察訓練と災害対策本部での野外用指揮システムの

運用訓練を陸上自衛隊により実施いただいたところ

であり、各防災関係機関の御協力に対して改めて感

謝申し上げるところであります。 

 次に、国の栄典関係についてでありますが、長年

にわたり上富良野町議会議員を務められ、１月１８

日にお亡くなりになられた故吉岡光明氏が、同日付

の発令による特別叙勲において従六位旭日双光章を

授与されました。近く伝達の運びとなるところであ

り、改めて故人の御功績に心から敬意をあらわすも

のであります。 

 次に、昨年度より試行運行をしている予約型乗合

いタクシー運行事業についてでありますが、本年度

は運行区域を全町に拡大し、試行運行を実施してま

いりました。１月末現在の登録者数は６３９人と

なっており、延べ利用者数は５,２８７人、延べ運

行回数は２,３５６回で、全体の稼働率は７０.４％

となっております。運行に当たっては、特に問題も

なく、交通弱者の移動手段として機能発揮している

ところであり、これまでの運行内容を基本として、

平成２５年度からの本施行に向けて準備を進めてま

いります。 

 次に、平成２５、２６年度の競争入札参加資格申

請についてでありますが、１月１５日から２月８日

まで受け付けを行い、建設工事で４０８件、設計等

で２４６件、物品その他で３４９件の申請を受けま

したので、現在、資格者名簿への登録作業を進めて

おります。入札契約に当たっては、地域経済の振興

対策とあわせて、競争性、公正性が強く求められて

いるところであり、今後とも時代変化等を踏まえ、

改善を講じながら、さらなる適正化に努めてまいり

ます。 

 次に、自衛隊関係でありますが、まず、基地対策

関係では、１月１１日に、北海道自衛隊駐屯地等連

絡協議会によります北海道の自衛隊体制維持・拡充

を求める要望を、２月１２日には上富良野町基地対

策協議会によります防衛施設周辺整備対策等に関す

る要望を、翌１３日には陸上自衛隊第２師団地域市

町村と自衛隊協力会道北地区連合会共同によります

北海道及び道北地域の自衛隊体制維持・拡充を求め

る要望を、さらに、富良野地方自衛隊協力会により

ます上富良野駐屯地現状規模堅持、さらなる拡充を

求める要望を、それぞれ北海道選出国会議員及び防

衛省に行ってまいりました。 

 また、部隊行事関係では、１月３１日に上富良野

演習場において開催された第２師団冬期戦技競技会

に出席し、上富良野駐屯地から参加した第２戦車連

隊と第２対舟艇対戦車中隊の応援を行ってまいりま

した。 

 次に、高齢者の地域見守り活動に関する協定につ

いてでありますが、昨年１２月１９日に、生活協同

組合コープさっぽろと同協定を締結し、町内配達時

に高齢者の安否確認や、異変があった場合、配送ス

タッフから町や関係機関への通報協力をしていただ

けることになりました。 

 次に、平成２５年度スタートする第２次健康かみ

ふらの２１計画、第２次上富良野町食育推進計画、

第２次上富良野町障害者計画についてであります

が、昨年１２月までに素案をまとめ、その後パブ

リックコメントを経て、それぞれ作成したところで

あります。第２次食育推進計画は平成２９年度まで

の５年間、第２次健康かみふらの２１計画は平成３

４年度までの１０年間、また、今回、障害福祉計画

と合体した第２次障害者計画は平成３２年度までの

８年間を計画期間としてまとめたところであり、今

後、それぞれの計画目標を達成するよう、計画に沿

い、着実な実践に努めてまいります。 

 次に、町税等の収納対策についてでありますが、

今年度の取り組み状況については、国税徴収法に基
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づく預金調査、給与調査等の財産調査を実施し、所

得税還付金、普通預金など、合計８３件の差し押さ

えを執行し、３１３万７,０００円の換価収納をい

たしました。 

 また、５月には、管理職全員による滞納プロジェ

クトを実施し、延べ５１名の臨戸訪問徴収により町

税等１０７万８,０００円を徴収するとともに、同

時期に夜間納税相談窓口を開設し、１２月期には現

年度分未納者２２６名に対し納税催告を行い、納税

の促進を図りました。 

 さらに、国民健康保険税の滞納者、延べ７９世帯

１５８名に対しては、国民健康保険証の短期交付を

行い、納税勧奨に努めたところであります。 

 次に、平成２４年度分所得税の確定申告について

でありますが、２月１８日から３月１５日までの期

間で、また、消費税及び地方消費税の確定申告につ

いては２月１８日から４月１日までの期間で実施し

ており、町民の方が混乱を来さないよう、所得税の

申告と同時に、相談受け付けの対応を図っていると

ころであります。 

 次に、昨春より策定作業を進めてまいりました観

光振興計画についてでありますが、アンケート調査

や意見交換会、パブリックコメント等を経て、１２

月２０日に観光開発審議会より答申をいただき、策

定をいたしました。今後は「あなたと創りたい か

みふらの物語～五感で感じる上質の癒やし空間へよ

うこそ～」を基本コンセプトとして定めた当計画に

沿って、町と観光協会が中心となり、各関係機関と

連携した推進体制を構築し、計画目標の実現に向け

て取り組みを進めてまいります。 

 次に、冬の観光イベントについてでありますが、

今回で４９回を数えます、かみふらの雪まつりを、

２月３日、日の出公園を会場に開催いたしました。

当日は、雪、風、ともに強く、あいにくの天候であ

りましたが、会場には上富良野駐屯地第２戦車連隊

制作による滑り台つき大雪像１基と、商工会青年部

制作による滑り台が設置され、約１,０００人の町

民の方々に、雪と親しむイベントプログラムで楽し

い一日を過ごしていただけたものと思っておりま

す。雪像制作から当日の各種イベントまで、御支

援、御協力をいただきました陸上自衛隊上富良野駐

屯地、建設業協会、商工会青年部、女性団体連絡協

議会、自衛隊協力会女性部を初め、各関係機関及び

協賛いただいた皆様に感謝を申し上げるところであ

ります。 

 また、翌週の２月９日と１０日の両日、本町とし

ては７回目の参加になるシーニックバイウェイ大

雪・富良野ルート、ウインターサーカス２０１３が

見晴台公園及び深山峠駐車場を会場に開催され、町

内外から多くの方が会場に訪れ、特産品のＰＲや交

流など、有意義な活動が展開されたと報告をいただ

いているところであります。 

 次に、成人式についてでありますが、１月１３

日、保健福祉総合センター「かみん」において、町

議会議員を初め多くの来賓各位の御臨席を賜り挙行

いたしました。式では、新成人９７名の出席のも

と、厳粛な中で式典が行われるとともに、安政太鼓

保存会と清流獅子舞保存会による公演が披露され、

皆さんで成人としての門出を祝福したところであり

ます。 

 次に、第６回青少年国内交流事業についてであり

ますが、１月８日から１１日までの４日間、小学生

２４名、子ども会リーダーの中高生２名と引率者４

名の計３０名が、友好都市の三重県津市を訪問いた

しました。訪問先では、関係者の温かい歓迎を受

け、安東小学校での交流のほか、施設の見学や、さ

まざまな体験活動を行い、津市と本町のかかわりや

歴史を学ぶ有意義な交流となったところでありま

す。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、１２月定例町議会で報告以降に入札執行した建

設工事は、２月２１日現在、件数で３件、事業費総

額で８１３万７,５００円で、本年度累計では４９

件、事業費総額３億６,２７３万３,０００円となっ

ております。詳細につきましては、お手元に、平成

２４年度建設工事発注状況を配付しておりますの

で、御高覧いただきたく存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査

委員から報告を求めます。 

 代表監査委員、米田末範君。 

○代表監査委員（米田末範君） 監査及び例月現金

出納検査の結果について御報告いたします。概要の

み申し上げますので、御了承賜りたいと存じます。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行しましたので、同条第９項の規定によ

り、その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、上富良野町教育委員

会、教育振興課所管の財務事務を監査の対象とし

て、平成２５年２月５日の１日間、平成２４年度に
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執行された財務及びこれらに関する事務の執行状況

を監査いたしました。 

 監査の方法ですが、所管財務事務に関しての一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類の資料の提出を求め、この中から抽出し

て点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職

員から事務の執行状況及び内容の聴取もいたしまし

た。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務は、

おおむね適正に執行されていると認められました。 

次に、財政援助団体監査の結果について御報告を申

し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第７項の規定により、財政

援助団体監査を執行しましたので、同条第９項の規

定により、その結果を報告いたします。 

 監査の概要ですが、平成２５年２月６日に、上富

良野町教育委員会、教育振興課所管の上富良野高等

学校教育振興事業補助金事務を監査の対象として、

金銭出納簿など関係諸帳簿を検閲し、補助金の実地

検査を行いました。 

 検査の結果、財政援助団体の財務に関する事務の

執行は、おおむね適正に処理されていると認められ

ました。 

 次に、３ページから１４ページの例月現金出納検

査の結果について御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成２４年度１１月分から１月分について、内容

並びに検査結果を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも、各会計の出納の収支状況は別紙資料に示

すとおりであり、現金は適正に保管されていること

を認めました。 

 なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては１５ページに

ございますので、参考としていただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 一番最後の１５ページ、町

税のところですが、プロジェクトも組んで大変頑

張っていらっしゃるのですけれども、ほとんど昨年

同期と比べて収納率は高いのですけれども、町民税

の個人の滞納繰越分のところで、前年同期の収納率

に比べて１２％低い２９.６％と、軽自動車税の滞

納繰越分も前年に比べて２７.５％、約半分でしょ

うか、２９.６％となっているのですけれども、こ

れについてはどのようにお考えになるのでしょう

か。私は、生活が厳しくて、払いたくても払えない

という状況が見られるのかなと。ここ、もう年々で

すね、町民の方の生活の厳しい状況があらわれてき

ているのかなというふうに捉えるのですけれども、

監査委員の方はどのようにお考えなのか、ちょっと

お伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 代表監査委員、答弁。 

○代表監査委員（米田末範君） 税の収納に関しま

して、見せていただいておりますけれども、現実

に、その差があるのは事実だろうと思いますけれど

も、結果的に、最終でどういうふうになってくるか

というのが、私どもとしては大事に捉えたいなと

思っております。ただ、御発言のとおり、おくれれ

ば、それだけおくれてくるという可能性もあるのだ

ろうと思いますし、社会情勢が影響しているという

ことに関しては、私どもとしては、一概には言えな

いだろうと思いますけれども、それがあるのかなと

いうふうには思ってございます。ただ、細かい内容

につきましては、事務方のほうから必要があればお

答えをしてまいりたいというふうに思っております

けれども。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって監

査・例月現金出納検査結果報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号委員

会所管事務調査報告の件について、報告を求めま

す。 

 総務産建常任委員長、今村辰義君。 

〇総務産建常任委員長（今村辰義君） ただいま上

程されました、委員会所管事務調査報告の件につい

て報告いたします。 

 報告第２号委員会所管事務調査報告の件。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

を会議規則第７７条の規定により報告いたします。 

 既に御高覧いただいていると思いますので、主

に、まとめの部分を報告にかえさせていただきたい

というふうに思います。 

 まず、島原市のほうでありますが、皆さん御存じ

のように、島原大変という火山の爆発がありまし
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て、それに基づいて島原のほうを調査してまいりま

した。 

 そのまとめでございますけれども、大規模災害時

には、行政等において被害者支援のために行われる

さまざまな対策をあわせて、被害者のニーズに迅速

に対応することができるボランティアによる救援活

動が重要であると改めて感じました。特に、多くの

災害ボランティアが駆けつけ、災害救助活動を行う

ことが予想されることから、被災者のニーズとボラ

ンティアの力を効果的に結びつけ、被災者救援と被

災地の早い復興につなげるためには、近隣の県、市

町の社会福祉協議会と相互に応援協力し、職員の派

遣などを行って、協定や関係機関との相互の連携体

制づくりが必要であると考えます。そして、災害時

における災害ボランティアセンターの設立が肝要で

あります。また、自主防災組織においても、共助に

よる防災活動を行い、お互いの生命や財産を守り、

そして、災害時要援護者となる高齢者、身体障がい

者や介助の必要な方を救助できるのは、その方々の

住む地域であるため、本町においても早期に、自主

防災組織の整備と全町内の地域防災、高齢者マップ

の策定をすることが喫緊の課題であると考えており

ます。 

 続きまして、上天草市でございます。上天草につ

きましても、まとめのほうを朗読させていただきま

す。 

 上天草市は、周りを海や山々に囲まれ、自然が豊

かで、歴史、文化に恵まれた地域である。観光と６

次産業化は市長のマニフェストにうたわれており、

現在において計画ができ、推進中である。今回説明

を受けた観光マスタープランですが、非常に具体的

な計画になっているのが印象に残ります。コンセプ

トにおいても、抽象的な部分は少なく、はっきりと

打ち出している。また、ターゲットは、マーケット

が成熟していて、経済的にも余裕のある大人の女性

と、はっきり打ち出した計画になっています。全体

として総花的ではなく、いわゆるエッジが立ってい

る印象であります。総合計画とも連動させていて、

過疎地域自立支援計画（平成２２年度）や第１次経

済振興戦略（平成２４市長通達）、さらには、６次

産業化マスタープランのアクションプランとも連動

している。また、特に印象に残ったのは、計画策定

の背景にあった、市民１人当たりの所得が熊本県の

平均を下回っており、市民がゆとりある生活を実感

できる状況ではないというくだりであります。ここ

に、上天草市の観光にかける熱い思いがうかがえま

す。美しい景観や、今ある産業や、そこに住む市民

が協働し、観光開発をより一層進めることにより、

雇用の創出、経済的なゆとりを見出していく思いが

詰まった計画だと感じられました。また、オレルと

いう韓国発祥の、自然の中を散策して楽しむという

もので、海外の観光客誘致、特に韓国を対象にして

います。我が町、上富良野にもフットパスという先

進事例があり、大いに活用していくことが町の観光

の発展にも寄与すると考えます。このように、より

具体的な目標を掲げながら、かつ、柔軟な取り組み

ができる計画が望ましい。また、観光面のみにス

ポットを当てるのではなく、町全体の産業や雇用の

促進といったことなどを視野に入れつつ、町民の協

働と連携し、住んでよかった、これからも住み続け

たい上富良野と思える町を創造していくことが、町

全体の発展につながるものと考えております。 

 続きまして、高原町でございます。記憶に新し

く、新燃岳が噴火したところでございます。まとめ

を読ませていただきます。 

 高原町の新燃岳噴火後の対応につきましては、迅

速な災害対策本部の設置、地域住民へのハザード

マップの配付、日ごろからの危機管理への意識高揚

策、自主防災組織への月２回の情報の提供や防災研

修、ボランティアセンターの運営等に取り組んでお

り、これらは大いに参考とすべきである。また、我

が町の社会福祉協議会独自での災害ボランティアセ

ンターへの対応は、職員数からも脆弱だと思われ

る。災害ボランティアセンター設立、運営や、貸付

窓口業務などへの対応をするためにも、他市町村の

社会福祉協議会との災害時に助け合う協定を速やか

に結び、職員の確保や情報共有などで連携すること

が必要であると考える。そして、自主防災組織の長

（住民会長）の町長からの委嘱や非常勤の特別職と

しての処遇、手当の均一化など、参考とするものが

あった。自然との共生（恵みと災害）の大切さを、

３００年前の遭遇と題して過去の歴史の見直しを図

り、地域住民への情報提供の重要性（収集、伝

達）、共有化が必要であり、気象台の情報などを地

域住民へいかに早く伝達するなどの対応が極めて重

要であると思います。心の温かさ、関係機関との連

携の重要性、未来への贈り物と題する資料の展示、

保存などの、今回の噴火の経験を無駄にしない取り

組みがなされており、前向きな姿勢は大いに参考と

して、町の防災対策に役立たせる必要があると考え

ています。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御質疑がなければ、これを

もって委員会所管事務調査の報告を終わります。 

 この際、理事者に申し上げます。 
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 ただいま報告されました内容について十分参考と

され、今後の行政運営に反映されますことを御期待

申し上げます。 

────────────────── 

     ◎日程第６ 議案第１０号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第１０号平

成２４年度上富良野町一般会計補正予算（第１２

号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号平成２４年度上富良野町一般会

計補正予算（第１２号）の提案要旨について御説明

申し上げます。 

 １点目は、国の平成２４年度補正予算の成立に伴

い、その対象となる上富良野小学校改築事業費の補

正及び地方債の追加、並びに繰越明許費の設定をお

願いするものであります。 

 ２点目は、４月１日より業務が開始となる上富良

野町議会広報誌印刷製本費ほか４件について、債務

負担行為の追加をお願いするものであります。 

 ３点目は、興農地区道営経営体育成基盤整備事業

ほか５事業の事業費確定に伴います地方債の変更を

行うとともに、昨年の集中豪雨に伴う災害復旧費の

うち、対象となる起債額が確定したことから、限度

額の変更をお願いするものであります。 

 さらに、清富地区地上デジタル辺地共聴施設整備

事業についてですが、当初予定を上回る国庫補助金

が充当されたことから、財源組み替えを行うととも

に、地方債を廃止するものであります。 

 ４点目は、この冬の厳冬及び燃料費高騰に伴いま

す保健福祉総合センターほか１２施設の燃料費の増

額補正をお願いするものであります。 

 ５点目は、各事業費確定に伴います執行残等の減

額補正をお願いするものであります。 

 以上申し上げました内容を主な要素といたしまし

て、財源調整を図った上で、さらに財源的余剰とな

る部分につきましては、今後の不測の事態に備える

ため一定額を予備費に留保するとともに、残りにつ

きましては、今後の大型プロジェクト等の整備に向

けた財源確保に備えるため、公共整備基金に５,０

００万円を積み立てることで補正予算を調整したと

ころであります。 

 それでは、以下、議案につきましては、議決対象

項目の部分について説明をしてまいります。 

 議案第１０号平成２４年度上富良野町一般会計補

正予算（第１２号）。 

 平成２４年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

６億５,５７７万円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７０億９,８７６万４,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費の補正。 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第３条、債務負担行為の追加は、「第３表 債務

負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第４条、地方債の追加、変更及び廃止は、「第４

表 地方債補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称及び補正額

のみ申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款町税２,１９４万１,０００円、６款地方消費

税交付金７３９万２,０００円の減、１２款分担金

及び負担金２２万７,０００円、１３款使用料及び

手数料１４９万１,０００円の減、１４款国庫支出

金１億７,５３５万９,０００円、１５款道支出金１

８３万８,０００円、１６款財産収入５８１万９,０

００円、１７款寄附金２１万７,０００円、１８款

繰入金３４０万７,０００円の減、２０款諸収入１

３４万１,０００円の減、２ページに移ります、２

１款町債４億６,４００万円、歳入合計は６億５,５

７７万円であります。 

 次に、３ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款議会費４６万２,０００円の減、２款総務費

３,９９６万９,０００円、３款民生費１,３１１万

９,０００円、４款衛生費１,５７２万４,０００円

の減、６款農林業費３,３４８万円の減、７款商工

費１４６万２,０００円の減、８款土木費１,０２９

万１,０００円、９款教育費６億７,７７５万５,０

００円減、４ページに移ります、１０款公債費５８

８万５,０００円の減、１１款給与費１,０９４万

１,０００円の減、１２款災害復旧費１,３８８万

１,０００円の減、１３款予備費３５２万９,０００

円の減、歳出合計は６億５,５７７万円でありま

す。 

 ５ページをお開きください。 

 次に、第２表の繰越明許費補正及び第３表の債務
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負担行為補正、第４表の地方債補正につきまして

は、冒頭、説明をさせていただきましたので、説明

を省略させていただきます。 

 以上、議案第１０号平成２４年度上富良野町一般

会計補正予算（第１２号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） ４款衛生費のところです。

４６ページ、がんの検診予防のところですが、たし

か昨年よりも少し上乗せして予算をしたかと思いま

すけれども、１,０４９万３,０００円の予算でした

けれども、マイナス１２５万３,０００円残ったと

いうことでございますが、ここの平成２４年度の受

診率ですね。２３年度は、乳がんが目標５０％だっ

たと思うのですけれども、それに対して１８.６

％、子宮頸がんは、年代別もありますけれども、２

０代が１８.９％ということで、目標を達成いたし

ておりません。それで、伸ばそうということで、少

し予算も上乗せしたのですけれども、平成２４年度

のこの受診率は、乳がんと子宮頸がんについて、ど

のようであったのか、ちょっとお尋ねしたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ３番村上委

員の御質問にお答えいたします。 

 がん検診につきましては、議員がおっしゃったと

おりに、２３年度の実績よりも、２４年度は、おお

よそ３００人ほど受診数を伸ばしたいということで

予算を計上しておりましたけれども、実績としまし

て、やはり昨年よりも若干少ないぐらいの実績にと

どまったということで、減額をさせていただいてい

ます。 

 現在の乳がんと子宮がんの受診率についてですけ

れども、３月末でないと対象数が確定しませんの

で、まだはっきりした数字は言えませんけれども、

がん対策基本法の関係で、２３年度の前は、もう８

０歳でも９０歳でも対象になっていたのですけれど

も、２３年度から、乳がんが４０歳から６９歳、子

宮がんが２０歳から６９歳ということで制度が変わ

りましたけれども、今のところ、乳がんのほうが２

５％ぐらいと、子宮がんのほうが１７％ぐらいの数

字になるのではないかというふうに予想をかけてい

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は、このピンクの乳がん

撲滅のバッジをつけているのですけれども、早期発

見して助かっている方が何人かいらっしゃいます。

それで、やっぱり早期発見なのですよね。だから、

努力をしっかりされていると思うのですけれども、

そういったことについて伸ばす方法、やっぱり、こ

れどうなのでしょうね、啓蒙啓発というのでしょう

か、どうしたらいいでしょうかね、ちょっとその

点、よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ３番村上議

員の御質問にお答えいたします。 

 乳がんと子宮がん検診につきましては、地元で検

診を受けられるような体制を整備しましたりとか、

平日受けられない方のために土曜日の検診を設定し

ましたりですとか、クーポン券の発行、あと、クー

ポン券の対象になった方で検診を受けていない方に

ついては、１月以降に、お一人お一人に電話をかけ

て、がん検診のクーポン券が届いていると思うの

で、ぜひ使っていただきたいということでお話しす

るような電話もかけさせていただいたりとか、さま

ざまな働きかけは行っているところです。ただ、や

はり、なかなか、２年に１回の検診というふうに変

わったせいもありまして、やはりまだ、必ず２年に

１回受けるというふうな習慣化には至っていない状

況です。来年度につきましては、病院での検診を、

乳がんはちょっと受け入れていただけるところがな

いのですけれども、子宮がんに関しては病院での検

診も町の助成対象にするとか、もう少し検診を受け

られる場所の拡大を図ることで、環境整備を行いつ

つ、やはり乳がんですと、町の検診で今まで１９人

発見されていますけれども、全員が今もお元気だと

いう状況をきっちりお伝えするとか、検診の有効性

についても正確に伝えるような形で、もう少し２年

に１回の検診が定着するような形を考えています。 

 あと、子宮頸がんにつきましては、３０歳のヒト

パピローマウイルスの検査とかも取り入れるとか、

国の制度に呼応したような形で対策を打っていきた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ２７ページにかかわって、

企画費のところで、基地調整室という形で、基地対

策費、演習場周辺地区整備補助という形で、今回精

査されておりますが、その対象は、日の出、富原、

倍本地区という形で、地域福祉に貢献するもの、あ
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るいは公共施設の維持管理や教育文化振興等にかか

わったものに対して補助をするという形になって、

これをつけたわけですが、この点、実質、結果です

ね、どういったものが対象として支出されているの

か、その効果等についてはどのように考えておられ

るのか、この点についてお伺いしておきます。 

 次に、燃料費全般についてお伺いいたしますが、

今回、保健福祉センターの燃料費も含めた中で、燃

料費の高騰によって補正がされるという形になって

おりますが、Ａ重油だとか、Ｂ重油という形があり

ますが、今回、この点ではＡ重油だったかなという

ふうに思いますが、単価はどのぐらいで、今後、量

として、年間補正して、どのぐらい量を落として使

用されているのか。 

 それとあわせて、全般的な問題ですが、いわゆる

燃料高騰にかかわった福祉灯油が、各自治体で実施

されております。近々では、もう既に、各自治体、

実施されている自治体では、国あるいは道の補助金

なども活用しながら財政措置をとって、補正予算を

計上しながら、燃料高騰に備えた対策という形でと

られておりますが、上富良野町については、今回の

補正には上がってきていないというような状況が見

受けられます。その価値については、従来実施した

けれども、なかなか、実施したはいいけれども、そ

の効果等については、なかなか見受けられないとい

う形の中で計上されていなかったのかなというふう

に思いますが、なぜ、今回、補正で計上されていな

いのか、この点確認しておきたいというふうに思い

ます。 

 次に、４２ページの保健福祉費、障害者自立支援

費の中で、介護給付等が補助費という形で計上され

ておりますが、どういう項目が今回この中で一番伸

びているのか、その点をお伺いしておきたいと思い

ます。 

 次にお伺いしたいのは、建設費のところで、これ

は全般になるのかなというふうに思いますが、町道

の維持管理のところでお伺いいたします。町道の維

持管理という形で、今回、補正が組まれているかと

いうふうに思います。除雪、排雪の対応だというふ

うに聞いておりますが、今、ようやっと路地等が排

雪になった部分もありますし、早急に、やはり路地

等の排雪については速やかに行ってほしいというよ

うな声も大分寄せられております。そういう意味で

は、効果のある財政支出になる部分もあるのかなと

いうふうに思います。路地の排雪等については、大

体どのぐらいまで終了するのかという点と、今年

度、町道の維持管理については、委託を前提として

予算が計上されました。その中については、いわゆ

る委託業者とよく話し合いながら、どこまでが委託

業者のみずからの判断でできるのかということも含

めて、今後、適切な受託のあり方を協議したいとい

う形になっております。簡易なものについては、草

刈りだとか、清掃等の保安安全、倒木だとかです

ね、そういったもの等については、受託者の、みず

からの判断に基づいて迅速にこれを撤去したりだと

か、清掃するという形の中身であったかというふう

に思いますが、結果として、今回、そういう受託さ

れた中で、こういった判断基準で、今後、新年度に

生かすべき点等は何だったのか、また、受託してこ

ういうことが課題になったのかということも含め

て、その点、わかれば教えていただきたいというふ

うに感じております。 

 それと、教育全般にわたってでありますが、新年

度予算の中では、すくらむ策定事業という形で、子

どもさんの健康管理も含めた台帳整備をするという

形で、今回、予算が計上されておりました。その部

分について、どのような状況まで今進んで、その評

価等についてはどのようになっているのか、お伺い

しておきたいというふうに感じております。 

 それと、今回、地方債の補正という形の中で、上

富良野小学校の整備等が実施されて、早期に事業を

完成したいということも含めて、国のこういった補

助事業に乗っかった形の中で、財政を効率的に運用

しようという形の起債措置もされたのかなというふ

うに思います。そこで、今年度、ヒートポンプの導

入という形で、地中における掘削試験的な作業も実

施されていると思います。それを、省エネルギーと

いう形の中で、一部、暖房等に供給するという形の

旨の対策だったかというふうに思いますが、この点

で、どのぐらいの熱量が得られるのかお伺いしてお

きたいというふうに思います。 

 また、今後、上富良野小学校が改築に当たって、

仮設校舎の問題等もいろいろありますけれども、こ

ういった起債等の財源措置も含めて、財源的な効果

というのでしょうか、どういうような効果が財源的

に得られているのか、この点も含めてお伺いしてお

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ４番米沢議員の何点か

の御質問にお答えを申し上げます。 

 まず、１点目の演習場周辺地区整備補助でござい

ますが、当初予定しておりました２００万円のう

ち、事業費がほぼ見込みが出ましたので、今回、そ

れらの執行残について補正をさせていただきまし

た。その内容につきましては、全て申し上げるわけ

にはいきませんが、まず、地域のコミュニティーの

核となっております、その地域の会館の整備とか、

あるいは、高齢者の方が集まってくるための、いわ
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ゆる座椅子用の椅子というのですかね、低い椅子で

すね、これらの整備ですとか、あとは地域の健康の

ためのスノーシューの整備ですとか、さまざまな取

り組みをしていただいております。内容につきまし

ては、２５年度予算特別委員会の資料等でもお出し

したいというふうに思ってございますが、今回につ

きましては、当初、この事業の最大の目的でありま

す、その地域のコミュニティー活動を向上しよう

と、あと、福祉活動を向上しようという狙いからす

ると、それらの目的に沿った活動が１年間されたと

いうふうに理解をしてございます。 

 次に、燃料費の、今回、６６０万円ほど補正をさ

せていただきましたが、毎年そういう状況ですが、

まず、この２４年度予算については、いわゆる２３

年の１２月ごろからその予算を立てていきますの

で、実は燃料費についてはタイムラグがあります。

２３年の１２月段階での燃料費単価を、まず、２４

年度当初予算に１リットル当たり幾らというふうに

入れていきます。そのために、上がったり下がった

りの状況がありますので、このたびの補正について

は、今回の、ことしの、特に高騰等もありますの

で、約１０円ほど当初予算を見積もった部分をオー

バーしているというような状況がございます。あ

と、毎年行っているところですが、それぞれの施設

の予算の総額に応じて、実績を見ながら、いつもこ

の時期については上げるもの、あるいは下げるも

の、そういう精査をしながらやっていくものであり

ます。ことしについては、この厳冬、さらには燃料

費の高騰等もありましたので、これらの補正予算を

お願いしたものであります。 

 総務課関係につきましては、以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ４番米沢議員の保

健福祉課所管の２点の項目につきまして、お答えし

たいと思います。 

 福祉灯油の関係の予算計上がされていないのでは

ないかというような御質問でございますが、福祉灯

油の関係につきましては、このたび、道の補助金を

もって、希望するところというような道の姿勢や何

かもございました。町でも検討はさせていただきま

した。また、過去に、平成１９年度と平成２０年度

に福祉灯油、名称自体は、平成１９年度が冬の生活

支援事業、２０年度が福祉灯油特別対策事業という

ことで実施をさせていただいたところでございま

す。平成１９年度、２０年度とも、灯油高騰がござ

いまして、それぞれ補正予算化しまして、年前から

その準備をしまして実施した経緯がございます。平

成１９年度につきましては１７５名、１７５万円の

商品券、平成２０年度については２７９名、３７０

万円の実施というようなことがございました。た

だ、２年次目につきましては、年前までは燃料が結

構高かったのですが、年を明けて交付するような段

階になりましてから値段がどんどん下がりまして、

そこら辺の効果だとか、そういった部分で、平成２

０年度につきましては、夏場のほうが１３０円ほど

あったのですが、交付する２月、３月ごろになりま

すと、約半分の６０円中盤ぐらいの値段になったと

いうような経過や何かもございます。そういったこ

とも踏まえた中で、また、今回の高騰につきまして

は、新政権が発足しましてから急激に円安が進んだ

といったようなこともございまして、年明けの１月

下旬から２月にかけて上昇したといったような経過

もございます。 

 そういった中で、そういった状況なんかも加味し

た中で、町としまして、高齢者を初めとする方々の

生活を考えた場合に、今回の道の補助金だとかとい

うようなことのあるなしにかかわらず、恒久的な対

策をとって助成すべきでないかというようなこと

で、今般につきましては、そういうような検討を新

年度で具体化していくというようなことで、今回、

補正予算には計上していないというような状況にご

ざいます。 

 それから、４２ページの自立支援の項目の関係で

の伸びの関係でございます。自立支援の項目的に

は、伸びているのが、居宅介護、それから施設入

所、それから宿泊型自立訓練、就労移行支援、それ

から就労継続支援Ｂ型といったようなことで、それ

ぞれの項目につきまして、利用実績、また、利用者

がふえているといった状況の中で、それぞれ伸びて

いるというような状況になってございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。  

○建設水道課長（北向一博君） 続きまして、４番

米沢議員の土木費関連、町道維持の委託業務に関す

る部分についてお答えいたします。 

 現在、冬期間ということで、除雪は雪が降れば出

動しておりますけれども、住民の多くが求めている

のが、議員がおっしゃられるとおり、道路の排雪作

業が今後どうなるのだということで、日ごろから電

話とか要望などもいただいているところです。 

 進捗状況につきましては、幹線を含めた主要道路

につきましては、１回目の排雪で一度全て完了して

ございます。現在、２間道路、狭い道路になりまし

て、通常の大型車両が入って作業ができません。こ

のため、いろいろな工夫をして排雪可能な部分を、

順次、現在進行しております。恐らくは、３月１５

日ぐらいまでかかるかとは思いますけれども、平常

年行っている路線については、除雪は行うというこ
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とで計画に組んでございます。 

 あと、新たに委託体制が変わったということで、

皆様から多くの苦情とか改善点、要望が寄せられて

ございます。昨年度、２３年度までは、道路の維持

管理については直営で行っておりましたけれども、

ことしから、管理距離４１５キロメートル町道があ

りますけれども、これらの通常パトロール等、簡便

な維持管理、修繕を含めたものを委託としてござい

ます。あと、車道につきましては、この４１５キロ

のうち、除排雪対象ということで２３７キロが冬期

間の管理対象として委託しております。総体的に言

えば、６０％弱、五十八、九％になるかと思います

けれども。あと、道路に敷設する歩道の除雪につき

ましても、歩道敷設箇所は多くありますけれども、

除雪幅がとれないということもありまして、このう

ちの２６キロメートルを歩道除雪で出しておりま

す。 

 なお、昨年度までは、この除雪路線で言えば、２

１２キロは既に委託しておりまして、２５年度から

新たに、直轄だったものを２５キロ、新たに追加委

託したものでございます。町民の多くの方がちょっ

と誤解されている部分がありまして、今まで町で

やっていたものが全て、全路線が委託になったとい

う勘違いをされておられる方もおりまして、多くの

苦情が、昨年と除雪の方法が異なっているという御

意見がありますけれども、実態としまして、昨年と

同じ業者が同じ方法でやっているところが大半でご

ざいます。ごく一部、異なる、新たに委託に出した

部分、それから、効率的な除雪のための路線変更な

どがありまして、一部、昨年と業者が違う部分があ

りますけれども、そういう状況にあります。全てが

変わったという趣旨で連絡を受けていることが多く

ありますけれども、この原因としましては、ことし

の雪の状況が例年と大幅に違ったということが反映

しているのではないかということで分析してござい

ます。始月の下旬に初雪が降ったわけですけれど

も、その初雪が即、根雪となりまして、一回も解け

ることなく現在に及んでおります。例年でしたら、

１２月の１５日以降、除雪出動がございますけれど

も、ことしは１１月の下旬、もう、初雪がすぐ根雪

になった関係で、下旬には４０センチ近い積雪があ

りまして、すぐ出動するという体制がございまし

た。それらのこともありまして、結果として、今

回、補正をいただくほど、予定する除雪作業量が多

くなってしまったと、除排雪作業が多くなってし

まったという事情がございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 まず、すくらむの件でございます。すくらむの件

につきましては、本年度作成いたしまして、各幼

児、保育所、幼稚園の園児、それと小学校、中学

校、これらのところに既に配付を行っておりまし

て、幼児につきましては健診の折、その他について

はその施設において配付を終えております。これに

つきまして、成長の過程を記録しまして、保護者と

これら施設の教育関係者含めて連携がとれるという

ようなことで進めておりますので、それらを今後も

引き続き活用を図ってまいりたいと思ってございま

す。 

 続きまして、上小の関係でございます。今回、

ヒートポンプを導入するということになりまして、

これらの部分の御質問のありました熱量関係でござ

いますが、ヒートポンプの試験結果につきまして

は、おおむね予定の数値が出たということで、主に

熱伝導率の数値でございました。これらを受けまし

て、今回、この暖房に使うわけでありますが、この

ヒートポンプを活用することによって、校舎全体に

この温水のパネルなどが回ることになりまして、重

油ボイラーも一部たきながら、厳寒期１月、２月を

除いて、ほぼ、このヒートポンプで暖房が得られる

と、そのような確証が得られましたので、こういっ

たことで、ヒートポンプを導入をさせていただきま

した。 

 また、財政効果の部分でございます。今回、国の

緊急経済対策が、２月２６日、国会で可決されまし

て、この中の大型補正予算ということで、公立学校

の耐震化、老朽化対策が予算化されました。このよ

うな中から、財政的なメリット、うちの町としまし

て、この補正予算の中に地方の負担の軽減というこ

とで、元気臨時交付金、国で約１兆４,０００億円

の予算化がされました。これが、地方公共団体が計

画した事業に交付されるということでございまし

て、この中に上小の建設工事を含めて、これらが主

に算定の対象事業になると、これが一番大きなメ

リットでございます。 

 また、あわせまして、補正予算債ということで、

起債の部分でありますが、補正予算債を活用するこ

とことによりまして、この補正予算の充当率も上が

りまして、なおかつ、交付税の算入のほうにも有利

になるということで、結果としまして、一般財源基

金の出動がなくなったということで、効果があった

と判断しております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 福祉灯油の点についてお伺

いいたします。 
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 恒久的な措置をとるという形の話でありますが、

それでは、いつ、どういう形で、その手法をきちん

とした計画で明示されようとしているのか、お伺い

いたします。仮に、その２０年度の例を挙げられた

かというふうに思いますが、それは、確かに生きた

お金の使い方ということで見ればマイナス要素にな

るのかもしれません。しかし、それは相手次第で

あって、なかなか不透明で読み取れないところがあ

ります。ましてや、福祉の立場からすれば、やはり

燃料高騰の折に、どんどん、燃料が９０円、１００

円という形で上がっていって、それが生活を一定程

度圧迫しているというふうになれば、そういったも

のに対して、近々の課題として財政措置を行って手

当てをするというのは、社会保障の立場から言え

ば、何もそれが財政的に不都合な話ではないわけ

で、その点、どのように判断されているのか。全て

財政効率で抑えるという、そこに問題があるのでは

ないかなというふうに私は感じております。そうい

う意味では、きっちりとした恒久的な財源も当然必

要でしょうが、当面の対策として、とるべきことは

きちんとやるということが必要だと思いますが、こ

の点、町長はどのようにお考えなのか、お伺いして

おきたいというふうに思います。 

 二つ目に、道路維持管理の問題で、きっちりと答

えられていなかったのですが、受託期間における対

応の課題等が、恐らく、もう既に、草刈り等の課題

や、土砂が道路に流れて、それを速やかに除去する

体制づくりだとかという課題があると思いますの

で、その点どうだったかなというふうに聞きたいの

で、答弁がなかったので、もう一度、その点、明確

にしていただきたいというふうに思います。 

 今後、財政全般で言えば、教育委員会もおっ

しゃっているように、国が進めているこの交付金の

活用によって、一定程度、町も財源的な余裕が生ま

れる部分が出てきます。道においても、そういった

灯油の高騰に当たっての財源の出動も一定部分ある

と聞いておりますので、やはりそういう部分なんか

も活用しながら、住民の切実な問題に対してきちん

と財政措置をするというのは当然な話だというふう

に思います。そういうものをもっと大いに活用した

まちづくりを積極的に私はやるべきであると同時

に、当然、財源のやりくりですから、きちんと無駄

のないようにというのも大切でありましょうが、し

かし、それはそれとして、また、社会保障の充実と

いう点からも、福祉灯油の出動は必要ではないかと

いうふうに思いますが、この点について、町長、も

う一度確認しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） それでは、４番米沢議員

の福祉灯油の関係について、私のほうから、まず御

答弁させていただきたいと思います。 

 詳しくは担当課長のほうから申し上げましたし、

議員も、多分、この福祉灯油の制度の沿革について

は承知かと思いますけれども、いずれにしまして

も、極めて化石燃料単価が高騰しているのは、もう

言うまでもないところでございまして、今申し上げ

られるように、また、新聞報道にもありますが、こ

の燃料が高騰していることによって、国内的には、

あらゆる分野で大変な影響が出ているというのが実

態でございますし、これは大きく言えば、産業界、

それから、生活者の保護等々を考えると、国が一定

程度、そういう需給調整をするということ、価格の

あり方について是正するということも大事かと思い

ます。 

 我々行政におきましては、議員がおっしゃるよう

に、社会保障的に生活弱者に対応するという、そう

いう観点で、今まで、この間きましたが、いかんせ

ん、北海道が持ち合わせている制度を活用する中

で、その時限的に対応しているという実態にござい

ますので、なかなか思うように、お互いに活用でき

ていないということもあるのかなという思いをして

いるところであります。ただ、灯油の単価だけに捉

えて、その単価高騰したときに、それを一定程度補

填するということだけでいいのかどうかについて、

行政内部でも思いをはせてございますので、まだ成

案を得ていませんし、検討途上でございますので詳

しくは述べれませんが、他の例を見ますと、経済的

に困窮している方を対象に、この冬の期間は、北海

道は着るものから暖をとる、いろいろな面で非常に

負担が高騰しますので、押しなべて、冬期の生活支

援を、前段申し上げましたような経済的に困窮され

ている方を対象に、何らかの形で支援するという形

で恒久制度を持っている自治体もございますので、

そういうことも参考にしながら、我々は町長に決断

を仰ぐための、今、成案を得るための検討をしてご

ざいますので、そういう意味で、今回は見合わせて

いるということは御理解いただきたいと思います

し、繰り返しになりますが、この状況にかかわって

は、あらゆる面でいろいろな影響が出ていますの

で、そういう面での捉え方をすると、やはり行政に

おいては限られた形で対応することしかできないわ

けであります。したがいまして、今、つらつらと申

し上げましたようなことを、一つの例でございます

けれども、そういう方向で議論していることを、ひ

とつ御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ４番米沢議員の道

路維持管理業務に関する御質問の答弁漏れについて
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御説明申し上げます。 

 さきに質問の中で、改善点を見出されているだろ

うという御指摘でございまして、本年、１年目とい

うことで、夏場の道路の維持管理部分で、結構、

しっかり仕様書を業者間で確認しなければならない

なという反省点を設けております。その内容といた

しましては、近年多発しております、いわゆる豪雨

災害時の対応になります。これは、通常の道路維持

管理業務の範囲をどこら辺までで区切るか、それか

ら、復旧工事の業務、応急工事の業務をどこで切り

分けるかというところを詳細に打ち合わせしたいと

思っております。 

 なお、臨機応変に対応できるように、本年度につ

きましては、直轄で発注する復旧工事、維持修繕工

事が直轄経費として盛っておりますけれども、これ

の一部分を委託費に組み込んで、独自の判断で、迅

速な、補修を超えた、何といいますか、大きな壊れ

た部分の工事を委託の業務範囲内でできるように、

見直そうと思ってございます。 

 あと、道路のパトロールのあり方によりますけれ

ども、受託を受けていただいている業者が４業者あ

りまして、一応、パトロール区域を４工区に分け

て、夏場は管理いただいております。ただ、これら

が、工区の接合点がちょっと曖昧になって監視漏れ

が生じているような部分がありますので、そこら辺

は改善したいと思っております。 

 あと、冬場の除雪のことになりますけれども、新

たに委託した２５キロメートル、これは町の臨時職

員を含めた３人が対応していた２５キロメートル

が、新たに業者側で受け持つことになりまして、こ

れらの組みかえと同時に、既存の委託路線等、工区

をちょっと、一部組みかえて作業を行っているよう

です。その関係で、除雪の車が回る時間帯、例え

ば、従来でしたら４時過ぎぐらいに一番に回っても

らったものが、今回昼ごろになった、回る方向が変

わった関係で、後のほうになったということもあり

ます。そこら辺、もとどおりというわけにはいきま

せんけれども、事前に、１年経過したという点もご

ざいますので、住民に御理解をいただくように、十

分な周知広報を行っていきたい思っております。 

 また、宅地からの雪出しが、これは本当は道路交

通法上、違法な行為となります、これらが、よく住

民の方々が御理解なされずに、雪出しして、結果、

通行している車両に支障を及ぼす、その結果、すぐ

に除雪に来いというような悪循環な苦情が繰り返さ

れた経過がございます。ここら辺も、住民に対する

十分な御理解と協力体制を組まなければならないと

思っております。 

 ことしにつきましては、改善できる部分について

は既に改善しております。先ほども申しましたけれ

ども、１１月の下旬から１２月の上旬、これは予想

外の雪で、実は、請け負っている業者側につきまし

ても、十分な事前の訓練が欠けた状態で作業に入っ

てしまったため、その時点の非常な不手際が多発し

てございます。町で掌握した部分もございますし、

各事業者、特に、新たに取り組んだ路線につきまし

てはいろいろなトラブルが発生して、１２月下旬ぐ

らいには、町と受託側双方で調整、作業の仕法など

によって指導を行いまして、現在は大分解消してお

ります。ただ、１年次目ということもございまし

て、まだまだ改善すべき点が残されてございますの

で、来年に向けて、さらに進めてまいりたいと考え

てございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 道路の維持管理の点につい

ては、今後、直轄がなくなるという形で、より受託

者に、その緊急的な判断だとか、すぐ体制がとれる

ようなつくりというのは非常に大切だというふうに

思います。１年目ということもあるでしょうが、何

よりも住民の道路の安全確保という点では、これは

しなければならないということは当然でありますの

で、この点、きっちりとした対策がとれるような指

示を仕様書に基づいて行う、緊急時の場合には、当

然、町が何らかの形で出動するというのも僕は必要

だというふうに思います。この点、確認しておきた

いと思います。 

 それと、除排雪の問題では、確かに地域の皆さん

方が、一部、道路上に排雪する、出すということも

あるかというふうに思いますが、何せ、この雪です

から、悪気はないというふうに思います。安全上の

問題ですから、きちんと協力を求めるのは当然私も

必要だと思います。しかし、道路交通法上からいっ

ても、やはり道路の安全を確保するのは、その町道

の管理をしている行政がやるということをうたわれ

ています。そういう立場からすれば、緊急な声が

あった場合、速やかに、除排雪についても、その状

況によって、すぐ行けない場合もあると思います、

だけれども、やはり、その道路交通法上の問題から

いけば、施設管理者がきっちり対処するというのは

当然のことだというふうに思いますので、この点確

認しておきたいと思います。 

 それと、福祉灯油の問題でありますが、副町長は

いろいろと述べましたが、僕が聞いていたら、やら

ない前提の話で、こういうことがあるから、こうい

うこともあるからできないのだというような話だっ

たのかなというふうに思います。仮に、副町長が言

うに、恒久的な対策という形になったとしても、そ
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れがどういうときに恒久的な対策として発動される

前提が何かというのも全然わかりません。それはそ

れとして大事ですが、当面のことをどうするのかと

いうことも含めて、過去の事例をつらつら述べまし

たけれども、当面の困っている問題に近々に対応す

るということは、僕は必要だというふうに思いま

す。過去の燃料が高騰して、下がってきたからそう

いう事例もあるので、今回もそうなるのではないか

というような不安要素だとか、いろいろ勘案して

やっておられるのかもしれませんけれども、もう一

度確認します。これだけ燃料が高くなっているわけ

ですから、きっちりと補正予算に計上する、道も、

そういった申請した自治体に対する財政措置も、私

たちは、道議会でも道議団がそういった自治体につ

いては道も支援するということがはっきり述べてい

るわけですから、この点も大いに活用すべきだと思

いますので、もう一度確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） 米沢議員の再度の

道路維持管理の委託に関する御質問にお答えいたし

ます。 

 まず、宅地の雪出しの部分、若干言い過ぎた部分

がございますけれども、ただ、情報として提供いた

したいと思うのですけれども、最近、宅地内除雪を

いたしますということでお金をいただいてですね、

本来、宅地内の雪は運び出して、町の指定する雪捨

て場、もしくは独自に確保した雪処理場で処理しな

ければならないのですけれども、お金だけを頂戴し

て、道路に出して、そこで終わりと。そして、周辺

の住民から、通行できないぞと、除雪に来てくれと

いうことで、行ってみますと、そういう経過もある

ということで、高齢者の宅地が多いようです。そこ

ら辺も含めて、協力体制を持って、できるだけ安全

な道路、快適な道路を維持してまいりたいと思って

おりますので、広報体制も含めて、新たに対策をし

たいと考えてございます。 

 また、災害時の迅速な対応も、当然ながら委託業

務に任せるだけでなく、町の責任を持った対策とし

て実施するというのは基本でございます。ただ、直

轄で作業できる能力が欠けるといいますか、職員が

なくなりますので、業者側とのしっかりした事前の

対応、それから、中長期の天気予報、最近は確率が

大変上がってございます、事前に打ち合わせをし

て、いざ、予想される災害を受けた場合、迅速に対

応できるような仕組みというものをつくり出してま

いりたいと考えてございます。御理解いただきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 米沢議員の御質問に、多

分、町長からも発言があるかと思いますけれども、

今、議員の発言にありましたように、私どもは、や

らないことを前提に講釈を述べているつもりはござ

いません。ただ、今、議員が言われるように、この

時期に、どう、そこをするのだということについて

は、このままだと間に合わないなという、少し思い

もあります。ただ、今後を考えたときに、灯油を初

めとした燃料の単価がどの程度上がってやるのか、

そういう非常に複雑な、どこが起点かという、今、

議員からもありましたような、そういう思いでやる

ことについては、今までの経過を考えると、果たし

てそういうことを繰り返していることがいいのかど

うかについては、我々も思いがあるところでありま

す。 

 したがいまして、今、少し、先ほどの答弁で申し

上げましたように、冬期間は、押しなべて費用が増

嵩するわけでございますので、本当に経済的に困窮

されている方をイメージして、冬期間の生活を支援

するという形がいいのではないのかなと。これは一

つの案でございますけれども、まだ成案を得ていま

せんので、そういうことで、冬期間に、そういう

方々に手当てをするという形を恒久制度として起動

することはできないか、そういう考え方で種々内部

で議論していますので、くれぐれも、やらないこと

を前提に申し上げているということではございませ

んことを、ひとつ御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ただいま、米沢議員のほう

から何度か御質問いただきました、福祉に関します

福祉灯油について御質問をいただいておりますけれ

ども、生活困窮者の方々に対します生活支援の方法

として何ら私も否定するものでもございませんし、

ただ、先ほどから、担当課長、あるいは副町長から

もお話しさせていただいておりますように、さまざ

まな、今大きく政権が変わりましてから、そういっ

た経済状況が大きく今変化をしている途中でござい

ます。灯油もしかりでございますし、あるいは、御

案内のように、今まで我が国ではなかなかなじみの

なかったインフレターゲットを設けるなど、そうい

うような経済運営に、非常に今まで経験したことの

ないようなことが、これから想定されることもござ

います。私といたしましては、そういったこれから

の経済の動き方、あるいは、その数字だけが踊っ

て、実体経済が生活の豊かさにつながらない、そう

いうようなことも私としては想定しておりまして、

そういう中で、真に生活の支援をすることが町民の

生活の安全・安心を守ることにつながるような方策

というのは他にあるのではなかろうかというふうに
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考えているところでございまして、先ほど副町長か

らお話しさせていただきましたように、少しそう

いった視野を広く持った、裾野の広い生活支援策に

つながるような、そういう制度設計をして取り組む

ことが、私は町民のために資することだというふう

に考えておりますので、御意見にありますようなこ

とも、当然、想定の中のツールとしては考えに入っ

ていくものと思いますけれども、もう少し裾野が広

がるような、そういったことを私としてはイメージ

をして、今、制度設計をしていただくようにお願い

をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩といたします。 

 再開は１１時といたします。 

────────────────── 

午前１０時３９分 休憩 

午前１１時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 質疑を受けたいと思います。 

 ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 教育費の関係で伺います。 

 ７２ページから７４ページもちょっと関連します

けれども、児童就学助成費、それから生徒就学助成

費、これは小学生と中学生があるからこういうふう

になっているのだと思いますけれども、減額補正を

されていますね。この助成費が少なければ少ないほ

ど、とにかく、町としてはいいのだというふうに思

いますけれども、ちょっと中身についてお尋ねをし

たいのですけれども、ことし、実際に受けられてい

る生徒の数、それは何％ぐらいになるのか、その

点、まず最初にちょっと伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ８番谷議員の御質

問にお答えしたいと思います。 

 就学援助ということで、児童と生徒、中学生の部

分がございます。今回、児童の就学援助ということ

で、１２０万６,０００円の減額になってございま

す。当初予算においては６５０万７,０００円とい

うことで、当初においては６９人見ておりました。

それが結果としまして６０人になったということ

で、これが主な要因の減額でございます。 

 生徒の就学ということで、中学生の部分でござい

ます。これにつきましては、１４７万９,０００円

の減額になってございます。当初予算６０９万６,

０００円でございましたが、結果として４６１万

７,０００円ということで、この金額が減額になり

ました。人数につきましては、要保護７名のところ

が、結果１名、それと準要保護が、４５名が３７名

と、このような関係から減額になりました。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） この助成事業ですけれども、

これは、学校教育法で、こういう助成をしなさいよ

と定められているというふうに理解しているのです

けれども、この助成の中身というか内容というの

は、それぞれ自治体で違うのかなと。上富良野は、

例えば学用品だとか、例えばスキーだとか、スケー

トの助成だとか、そういったものも含まれているの

だと思いますけれども、その中身についてちょっと

お尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ８番谷議員の御質

問にお答えいたします。 

 中身の部分でございますが、国の制度がもちろん

ございまして、国の補助金も入ってきてございま

す。国のその補助金の部分の項目となるような学用

品ですとか、そういった部分について、国に準じて

出してございます。ということで、今、町のほうで

は国に準じた部分で、学用品ですとか、給食費です

とか、体育の実技用品、スキーですとか、そういっ

た費目について出してございまして、平成２４年度

よりは、町はＰＴＡ会費、生徒会費、クラブ活動費

も追加して、国に準じて出すように制度を改めて追

加してございます。このような制度に、国に準じて

町のほうも行っているということで御理解くださ

い。 

○議長（西村昭教君） ８番谷忠君。 

○８番（谷 忠君） 国の基準もそうですけれど

も、道の基準も緩和しなさいと。基準を見直して、

緩やかにして、今言われたようなＰＴＡ費だとか、

あるいは生徒会費だとか、そういったものも含め

て、２５年度については助成しようと、こういう方

向で行っているというふうに理解してよろしいので

すか。 

 それともう一つ、助成する基準、所得基準だと

か、あるいは、そういった中身、あるいは非課税世

帯だとかあるのだと思いますけれども、上富良野の

場合は、国に準じて所得基準だとかというのをどう

いうふうに設定されているのか。生活保護も、こと

しから見直しをされるというようなこともあります

ので、そういったところについてお尋ねをしたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） 谷議員の質疑に対

してお答えいたします。 

 まずもって、冒頭ありました国の基準に基づいて
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の部分でございますが、先ほど言いましたように、

平成２４年度よりＰＴＡ会費等を追加しましたの

で、今は、国の制度全てを町のほうで支給してござ

います。 

 ２点目の収入の部分でありますが、生活保護基準

に基づいて準要保護という部分、家族全体の収入額

が生活保護基準の１.２倍以下ということで、町の

ほうで基準を定めてございます。この基準につきま

しては、それぞれ市町村で約１.１倍から約１.３倍

まである中で、町は、その中の１.２倍を採用しま

して、この準要保護の部分の支給対象としてござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） ７４ページです。上富良野

中学校の燃料費の関係でお尋ねをしたいと思いま

す。当初、総務課長が、総体、１３施設で６５０万

円ぐらいの補正ということで、燃料等の高騰という

ことで上げられておりました。それで、調べてみま

すと、上富良野中学校が２１１万４,０００円の増

額補正ということです。上富良野小学校が１６万

８,０００円、こうやって見ると、西小学校が１０

万２,０００円、東中４７万２,０００円ということ

で、非常に上富良野中学校が突出をしております。

したがって、これらの要素というのはどういう理由

なのかということが、まず１点。 

 それからもう一つは、例えば、２３年度の上小

と、それから上中の燃料の入れた量はどうだったの

かということで確認をしたいと思います。というの

は、２１１万４,０００円というと、余りにも突出

しているものですから、当初の予算見積もりが少な

かったのかというようなことと、もしくは、特殊に

費消する条件が何か出てきたのか、それらも含めて

お聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ７番中村議員の御

質問でございます。上中の突出した燃料費の増額の

部分でございます。これにつきましては、教育委員

会としても、この突出した部分、現場のほうにも聞

き取りをしまして今回の計上に至ったわけですが、

まずもって大きな要因としましては、上富良野中学

校は一番大きなボイラー３基がございまして、そう

いった部分の大きさの燃料消費が大きいということ

とあわせまして、上富良野中学校は部活動というこ

とで、冬休み期間中、ことしは、特に吹奏楽部、特

別教室のほうを使いまして、暖房を入れて全道大会

に向けて励んだと。このようなことと古さの部分も

含めて、これら燃料消費の部分が増加したというこ

とと、年度当初の予算見積もりが７万リットルと見

てございまして、それら、今回、若干その部分でも

当初予算の部分では、結果として、寒さも含めて足

りなかったかなと、このように考えてございます。 

 なお、２３年度の実績の部分でございますが、上

富良野中学校は、実は８万４,０００リットルたい

てございます。それに比較しまして、上富良野小学

校については６万リットルということで、結果的

に、そのような燃料消費になってございまして、こ

としの冬においては、昨年も寒かったのですが、こ

としも寒さ含めて、そういった理由ということで所

管では押さえてございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 増加の理由というのは、大

型ボイラーが３基ある、部活動があるというのは、

これはもう例年のことでしょう、昨年も同じでしょ

う。それで、実際には８万４,０００リットルとい

うことであれば、７万リットルということ自体が、

やはり若干見積もり不足、予算計上の不足でないか

なという感じがするのですけれどもね。というの

は、私、ほかのを比べると、２１１万４,０００円

というと、「かみん」のほうは１４６万７,０００

円で、あそこの状況とも比較をすると、それ以上に

突出をしているということになれば、僕は、２４年

の予算の見積もり計上が若干甘かったのではないか

なという感じがするのですけれども。実際は、部活

動もそうだし、ボイラーも、今も現状のまま２３年

度も同じだということで私は理解をしているのです

けれども、その点はいかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（野﨑孝信君） ７番中村議員の御

質問でございますが、議員のおっしゃるとおり、当

初の部分と実績を比較すると、確かにそのようなこ

とが言えるかと思いますが、現場としましては、で

きるだけ節約を心がけていてということで予算見積

もりをしたのですが、この寒さ含めて、そういった

理由ということと含めて、今回、特別教室において

は部活動の部分で、冬休み、特に、正月若干休んだ

そうですが、主に活動を盛んにやっていた部分で

も、現場においては燃料消費が多かったという報告

を受けていまして、１月中の燃料給油は実は４回あ

りまして、例年ですと３回以内で済んでいた部分な

のですが、そういった部分で、現場のほうから、そ

ういった燃料消費が多かったという報告は受けてご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第１１号平

成２４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました議案第１１号平成２４年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまし

て提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、四つの要素から成っており

ます。 

 １点目は、国民健康保険税の増額が見込まれるこ

と。２点目は、療養給付費負担金及び交付金並びに

財政調整交付金の実績見込みから減額が見込まれる

こと。３点目は、高額医療費共同事業負担金及び交

付金並びに保険財政共同安定化事業交付金の額が確

定したこと。４点目は、保健事業費の繰入金の増額

など一般会計の繰入金が確定したこと。これらを主

な要素といたしまして所要の補正をしようとするも

のであります。 

 次に、歳出につきましては、二つの要素から成っ

ております。 

 １点目は、高額医療費共同事業拠出金及び保険財

政共同安定化事業拠出金の額が確定したこと。２点

目は、保険給付費及び特定健康診査等の保健事業並

びにその他の歳出項目の実績見込みから事業費を精

査したこと。これらを主な要素といたしまして所要

の補正をしようとするものであります。また、収支

の差額につきましては、不足の支出に備え、予備費

に充当しようとするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので御了承願

います。 

 議案第１１号平成２４年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２４年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,８９２万１,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１４億１,２１５万９,０

００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税６１４万６,０００円、２款

国庫支出金１,８２５万３,０００円の減、３款療養

給付費交付金１,１６１万２,０００円の減、４款前

期高齢者交付金２２６万１,０００円、５款道支出

金３０万円、６款共同事業交付金１７０万円、８款

繰入金３５万６,０００円、１０款諸収入１８万１,

０００円、歳入補正の合計は１,８９２万１,０００

円の減であります。 

 ２ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費８３万９,０００円の減、２款保険給

付費２,５２６万円の減、６款共同事業拠出金９０

万１,０００円の減、７款保健事業費１３０万２,０

００円の減、１０款諸支出金９８万９,０００円、

１１款予備費８３９万２,０００円、歳出補正の合

計は１,８９２万１,０００円の減であります。 

 以上で、議案第１１号平成２４年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明とい

たします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 
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◎日程第８ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第１２号平

成２４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま上程いた

だきました、議案第１２号平成２４年度上富良野町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につき

まして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入につきましては、後期高齢者医療保険料の増

額が見込まれることから増額補正をしようとするも

のであります。また、後期高齢者医療制度円滑運営

臨時特例交付金の交付に伴い、一般会計からの繰入

金の減額補正をしようとするものであります。 

 次に、歳出につきましては、後期高齢者医療保険

料の歳入増額相当分を広域連合納付金として増額補

正をしようとするものであります。 

 それでは、以下、議案の説明につきましては、議

決項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書に

つきましては省略させていただきますので御了承願

います。 

 議案第１２号平成２４年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２４年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４７７万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１億１,９８３万６,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料４７７万３,０００

円、３款繰入金２万９,０００円の減、５款諸収入

２万９,０００円、歳入補正の合計は４７７万３,０

００円であります。 

 ２、歳出。 

 ２款広域連合納付金４７７万３,０００円、歳出

補正の合計は４７７万３,０００円であります。 

 以上で、議案第１２号平成２４年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の説明と

いたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第１３号平

成２４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） ただいま上程され

ました、議案第１３号平成２４年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第３号）につきまして提案

の主な要旨を申し上げます。 

 １点目は、歳出において保険給付費及び地域支援

事業費の年度末までの執行見込みにより、各種の介

護サービス給付などの所要額を増額、減額補正する

ものです。この歳出の補正に対応する、国、道、

町、支払基金の歳入をルールに基づいて所要額を増

額、減額補正するものです。 

 ２点目は、歳入において北海道財政安定化基金の

交付額が確定し、２８３万９,０００円を増額補正

するものです。 

 ３点目は、その他歳入歳出の年度末までの執行見

込みを精査し、介護保険事業基金の繰入額を減額補

正するものです。 

 以上により、歳入歳出予算総額に１,７００万８,

０００円を追加し、合計額８億１,８８２万円とし

ようとするものであります。 

 それでは、以下、議決項目部分について議案を朗

読して説明いたしますが、事項別明細書以降につき

ましては説明を省略させていただきますので御了承

願います。 

 議案第１３号平成２４年度上富良野町介護保険特

別会計補正予算（第３号）。 

 平成２４年度上富良野町の介護保険特別会計の補



― 19 ― 

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,７００万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８億１,８８２万円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款の名称と補正額のみ読

み上げさせていただきます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ２款分担金及び負担金２９万５,０００円の減、

３款国庫支出金６４６万１,０００円、４款道支出

金７８３万９,０００円、５款支払基金交付金６５

９万１,０００円、６款財産収入２,０００円、７款

繰入金２７４万５,０００円の減、９款諸収入８４

万５,０００円の減、歳入合計１,７００万８,００

０円。 

 ２ページに参ります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費２９万４,０００円の減、２款保険給

付費２,３９４万円、３款地域支援事業費１９９万

２,０００円の減、４款特別給付費５万円の減、５

款基金積立金４,０００円、７款予備費４６０万円

の減、歳出合計１,７００万８,０００円。 

 以上、議案第１３号平成２４年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第３号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただき、お認めくださいますようよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１３号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第１４号

平成２４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ただいま

上程いただきました、議案第１４号平成２４年度上

富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算

（第３号）につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 １点目は、寄附金の計上と寄附者の趣旨に沿って

の介護用備品購入費の計上による増額補正でござい

ます。２点目は、職員給与費の減額補正でございま

す。３点目は、共済費、社会保険料、雇用保険料の

減額補正でございます。４点目は、燃料費の高騰に

よります増額補正でございます。５点目は、福祉協

会負担金、公務災害負担金の減額補正でございま

す。６点目は、施設整備基金積立利息の基金への積

み立てによる増額補正でございます。 

 以下、議案の説明につきましては、議決項目の部

分についてのみ説明し、予算の事項別明細書以降に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

 議案第１４号平成２４年度上富良野町ラベンダー

ハイツ事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２４年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ６０万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３億１万６,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 ３款寄附金６０万８,０００円の増、歳入補正額

の合計は６０万８,０００円の増でございます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費２２万円の減、２款サービス事業費６

１万円の増、４款基金積立金１,０００円の増、６

款予備費２１万７,０００円の増、歳出補正額の合

計は６０万８,０００円の増でございます。 

 これをもちまして、議案第１４号平成２４年度上

富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算
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（第３号）の説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 今回の全般にわたってお伺

いしたいわけですが、というのは、職員の健康診断

等についてお伺いしておきます。 

 聞きますと、一般の正職員と、５時間雇用のいわ

ゆる臨時職員というのでしょうか、健康診断に差が

あるという形になっているかというふうに思いま

す。本来、こういった介護施設に従事する職員等に

おいては、入所者に対して、やはり健康管理という

のは当然一番大事なものだというふうに考えており

ますが、この、差があるということ自体がおかしい

と思いますが、この差というのはどういうふうに、

どういう項目になって、健康診断の該当する項目が

受けられていないのか、この点についてお伺いして

おきたいと思いますが、この点どうなっているで

しょうか。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） ４番米沢

議員の御質問にお答えいたします。 

 ラベンダーハイツの臨時職員の健康診断につきま

しては、社会保険の、健康保険の加入している方に

ついてということで、現在、健康診断を実施してお

ります。これにつきましては、総務課のほうから健

康保険に該当している人ということで、今現在、予

算計上しているわけでございますけれども、ハイツ

といたしましても、町として、そういう方について

も健康診断をするといういうふうなことでお話があ

れば、予算計上をしていくことはやぶさかではない

と考えておりますので、今後は、町全体の中で考え

ていくような事案かと思っておりますので、そうい

う理解でおりますので、御理解賜りたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 所長が言うとおりに、ひと

しく入所者の健康を扱うという形で、いわゆる社会

保険に入っている方と入っていない方で健康診断の

項目が違ってくるわけですよ。そういうことがあっ

てはならないのかなというふうに思います。特に、

そういった老人保健施設だとか、こういうラベン

ダー施設、入所にかかわる、直接、入所者と触れ合

うわけで、そういったところに、インフルエンザだ

とか、そういった予防接種だとか、そういったもの

に差があってはならないというふうに思うのです

が、その点、もうちょっと改善を図る必要があると

いうふうに思いますが、町全体の問題だと思います

ので、この点をお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） ４番米沢議員の御質問

に私のほうから、町全般にかかわります状況につい

て御説明申し上げます。 

 今、ラベンダーハイツ所長が申し上げましたよう

に、町においては、さまざまな雇用形態があるとこ

ろであります。労基法に基づいて、いわゆる社会保

険の対象になる臨時職員においては、さまざまな福

利厚生を実施しているところであります。ただ、例

えば、短期の、いわゆるパートにかかわる臨時職員

もおられますので、それらの方々については、今回

御質問にあります健康診断等の福利事業については

実施をしていない経過でございます。 

 御質問にあります、特に福祉現場において、どの

ようにそれらをするのかは、これから検討する余地

もあるのかなというふうに捉えています。ただ、ど

のような状況にしていくのか、いわゆるインフルエ

ンザ等は、当然、おっしゃるとおり、入所者に感染

するようなことのないように、それらは万全を期す

ような方法が必要かなというふうに思いますが、検

討すべき課題だなというふうに理解をしておりま

す。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 確かに、社会保険に入って

いる入っていないで、やはりそういう差があっては

ならないと思います。なぜ、そういうことを言うか

というと、総務課長もおっしゃったように、特に福

祉施設に働く方については、直接、入所者と接する

わけです。一方は、そういった予防接種が基本的に

きちんとやられて、片方のパートという形の中でそ

れがされていないで、常に入所者とも接近して対応

しているわけです。そういうことを考えれば、やは

りお互いの健康の問題を考えれば、きちんとした、

いわゆる社保に加入している方と同じような健康診

断の、せめて福祉施設に働いている方については、

必要最小限行ってもしかるべきではないかなという

ふうに私は考えるものですから、この点は非常に大

事な点だと思いますが、町長が答えられなければ副

町長でもいいのですが、この点、今後の課題として

受けとめているということで総務課長もおっしゃっ

ているので、今後、対応としてどうなさるのか、明

確に答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 私のほうからお答えをさ
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せていただきたいと思います。 

 今、総務課長のほうから答弁申し上げましたよう

に、検討の余地はあるということでございまして、

ただ、健診項目に、今どういうものを想定するかに

よります。押しなべて、国民皆保険でございますの

で、一般健診等については国保で住民として受診さ

れるでしょうし、職域の保険に入っていれば、それ

は事業所として一定程度その福利厚生的に責任を果

たさなければならないという形で、そういう機会を

設けるでしょうし、今、多分論点は、その福祉施設

としての、入所施設としての特性を生かして、入所

者にいろいろなことが及ばないような形で、そうい

う健康状態を保つという観点からすれば、身分がど

うであろうと、そこに従事している方には、当然、

職場として一定の対応をしなければならないという

ことでございますので、今、総務課長が申し上げま

したように、前向きに検討させていただきたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１４号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第１５号

平成２４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました、議案第１５号平成２４年度上富良野町

簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）につきま

して、補正の要旨を御説明いたします。 

 １点目は、水道使用水量の減少に伴う使用料収入

の減、２点目は、事業費等の確定による歳入歳出の

精査減、３点目として、これらを反映した一般会計

からの繰入金の減額となっております。 

 以下、議案の議決項目のみを朗読し、説明にかえ

させていただきます。 

 議案第１５号平成２４年度上富良野町簡易水道事

業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成２４年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

２１０万４,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６,０４１万７,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款使用料及び手数料２０万円の減、２款繰入金

１７５万１,０００円の減、４款諸収入１５万３,０

００円の減、歳入合計では２１０万４,０００円の

減となっております。 

 次に、２、歳出。 

 １款衛生費２１０万４,０００円の減、歳出合計

２１０万４,０００円の減となっております。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決を賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１６号

平成２４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま上程いた

だきました、議案第１６号平成２４年度上富良野町

公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）につき

まして、補正の要旨を御説明いたします。 

 歳入に関しましては、１点目は受益者負担金及び
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水道使用料滞納分などの収入増、２点目は事業費精

査による下水道事業債の減、３点目として、歳入増

と歳出減に伴う一般会計繰入金の減によるもので

す。 

 歳出側では、１点目として、事業費確定及び執行

残の精査による調整増減、２点目として、公債費の

確定などによる減によるものです。 

 以下、議案の議決項目のみを朗読し、説明にかえ

させていただきます。 

 議案第１６号平成２４年度上富良野町公共下水道

事業特別会計補正予算（第４号）。 

 平成２４年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２４９万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４億１,３８８万４,０００

円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 以下、款ごとの補正額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金２２万８,０００円、２款

使用料及び手数料６０万円、４款繰入金３０２万

５,０００円の減、７款町債３０万円の減、歳入合

計では２４９万７,０００円の減となっておりま

す。 

 次に、２、歳出。 

 １款下水道事業費５７万円の減、２款公債費１９

２万７,０００円の減、歳出合計では２４９万７,０

００円の減となっております。 

 次に、２ページへ参ります。 

 第２表、地方債補正。 

 （１）変更。 

 事業費確定に伴いまして、公共下水道事業債一般

分の限度額を３０万円減じて、４,０３０万円とす

るものです。 

 以上、説明を終わります。 

 御審議いただきまして、議決を賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより議案第１６号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１７号

平成２４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第

２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（松田宏二君） ただいま上程さ

れました、議案第１７号平成２４年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第２号）につきまして、初め

に提案の要旨を御説明申し上げます。 

 今回の補正内容は、二つの要素で構成されており

まして、１点目の資本的収入及び支出につきまして

は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で実施し

ましたコンピューター断層撮影装置更新事業と、医

療機械購入事業により４機種を整備更新したこと、

さらには、企業債を財源として実施しました画像保

存通信システム購入事業の各事業費が確定しました

ので、収入では一般会計の出資金と企業債を、ま

た、支出では不用額をそれぞれ減額するものであり

ます。 

 ２点目は、前回の補正後に御寄附を４件、２０万

円をいただいておりますので、寄附者の御趣旨に沿

いまして備品の購入費用として予算措置しようとす

るものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第１７号平成２４年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第２号）。 

 総則。 

 第１条、平成２４年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 資本的収入及び支出。 

 第２条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 以下、補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。 
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 第１款資本的収入、補正予定額１９９万円の減、

第１項出資金１９万円の減、第３項企業債２００万

円の減、第４項寄附金２０万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１９９万円の減、第２項建設改

良費１９９万円の減。 

 企業債。 

 第３条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次

のとおり補正する。 

 （１）変更。 

 起債の目的、画像保存通信システム購入事業、限

度額を２００万円を減額し、補正後の限度額を２,

１００万円とするものであります。 

 なお、次ページ以降につきましては御高覧いただ

いておりますので、説明を省略させていただきま

す。 

 以上で、議案第１７号平成２４年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第２号）の説明といたしま

す。 

 御審議いただきまして、お認めくださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、質疑を終了いた

します。 

 討論を省略し、これより議案第１７号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あすの予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） あす３月６日は本定例

会の２日目で、開会は午前９時でございます。定刻

までに御出席賜りますようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午前１１時５１分 散会 
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○議事日程（第２号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 執行方針 

  〔町 政 執 行 方 針        〕 町 長 向 山 富 夫 君 

  〔教育行政執行方針〕 教育長 服 部 久 和 君 

第 ３ 議案第 １号 平成２５年度上富良野町一般会計予算 

第 ４ 議案第 ２号 平成２５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

第 ５ 議案第 ３号 平成２５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

第 ６ 議案第 ４号 平成２５年度上富良野町介護保険特別会計予算 

第 ７ 議案第 ５号 平成２５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

第 ８ 議案第 ６号 平成２５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

第 ９ 議案第 ７号 平成２５年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

第１０ 議案第 ８号 平成２５年度上富良野町水道事業会計予算 

第１１ 議案第 ９号 平成２５年度上富良野町病院事業会計予算 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 昨日に引き続き、御出席、

まことに御苦労に存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第１回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 一般質問の通告期限は、先例により本日正午まで

となっています。時間までに通告されますようお願

い申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ７番 中 村 有 秀 君 

     ８番 谷     忠 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第 ２ 町政執行方針から 

◎日程第１１ 議案第９号まで  

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町政執行方針及

び教育行政執行方針並びに日程第３ 議案第１号平

成２５年度上富良野町一般会計予算、日程第４ 議

案第２号平成２５年度上富良野町国民健康保険特別

会計予算、日程第５ 議案第３号平成２５年度上富

良野町後期高齢者医療特別会計予算、日程第６ 議

案第４号平成２５年度上富良野町介護保険特別会計

予算、日程第７ 議案第５号平成２５年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計予算、日程第８ 

議案第６号平成２５年度上富良野町簡易水道事業特

別会計予算、日程第９ 議案第７号平成２５年度上

富良野町公共下水道事業特別会計予算、日程第１０ 

 議案第８号平成２５年度上富良野町水道事業会計

予算、日程第１１ 議案第９号平成２５年度上富良

野町病院事業会計予算の件を関連がございますの

で、一括して議題といたします。 

 まず、町長より、町政執行方針について説明を求

めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 平成２５年度第１回定例町議会の開会に当たり、

町政執行の基本方針について、その概要を申し上げ

ます。 

 まず、昨年１２月に行われました町長選挙におき

まして、町民皆様の心温まる御厚情と御支援を賜

り、引き続き２期目の町政を担わせていただくこと

になりました。改めて、その責任の重さを認識する

とともに、決意を新たにしたところであります。 

 これまでの４年間、私は「まちの隅々まで光の当

たるまちづくり」を基本理念に、決して弱者をつく

らず、上富良野町の基盤である農業・商工業を中心

とした産業の振興と、町民生活に必要な生活環境の

整備に努め、誰もが安心して暮らしていけるまちづ

くりに取り組んでまいりました。 

 この間、就任時に町民の皆様と思いを共有させて

いただきました数々のまちづくりについて、今日

しっかりと根をおろすことができたもの、達成への

仕組みづくりができたもの、あるいは、いまだ道半

ばのものもあり、これらの実態を検証し、これから

の任期を通じ、町民の皆様の夢や願いをかなえるこ

とができるまちづくりを基本に据え、「住民の安心

安全」「健康づくりや心が通う福祉の充実」「世代

を通した教育の振興と充実」「自衛隊・駐屯地との

信頼関係の強化」、さらに「活気が生まれる産業の

基盤づくり」、これらを実感できるまちづくりに向

け、誠心誠意、全力で取り組んでいく決意であり、

町民の皆様を初め、議員各位の御指導、御協力を引

き続きお願い申し上げる次第であります。 

 さて、我が国の経済状況は、長引くデフレ状況が

続く中で、東日本大震災からの復興需要や、これま

での経済対策を初めとした政策効果のあらわれなど

により、昨年の夏場にかけて一時回復に向けた動き

が見られましたが、その後、ヨーロッパの財政不安

などもあり、世界経済の改善が見られず、再び景気

は弱い動きとなり、時には底割れさえ懸念される状

況となったところであります。 

 そのような中、昨年１２月に行われました衆議院

総選挙において政権交代がなされ、前政権下で進め

られてきた政策が大きく変わり、経済回復を最優先

課題と位置づけ、スタートしたところであります。 

 新政権におきましては、現在の日本経済再生に向

けて、これまでに例のない「大胆な金融政策」「機
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動的な財政政策」「民間投資を喚起する成長戦略」

の「三本の矢」により、長引く円高・デフレ不況か

らの脱却を図るため、いわゆる「１５カ月予算」と

いう考え方のもと、切れ目のない緊急経済対策を実

行するため、公共事業の前倒し実施を中心とした１

３兆円規模の平成２４年度補正予算が決定し、現

在、９２兆６,０００億円規模の平成２５年度予算

案が国会において審議がされているところでありま

す。 

 その中で、地方財政政策については、地方が安定

的に財政運営を行うことができるよう、地方税など

を加えた一般財源総額においては昨年度と同水準と

されたところでありますが、地方交付税では、東日

本大震災の復興財源確保のため、国家公務員給与を

平均７.８％カットするとした臨時特例措置を地方

公務員にも求める形で、総額で昨年に比べ４,００

０億円削減し、１７兆１,０００億円と示されたと

ころであります。この問題に関しては、国と地方６

団体との協議の末、これまでの地方における人件費

削減努力を反映し、削減額に見合った事業費を、防

災・減災事業、地域の活性化など、緊急課題への対

応として特別枠を設けることとなりましたが、全く

十分とは言えず、その算定方法などについても不透

明な部分もあり、財源の多くを地方交付税に依存す

る我々地方公共団体にとっては大変厳しいものと受

けとめており、今後の財政運営において、この影響

は避けられないものと考えております。 

 さて、当町におきましても、引き続き厳しい経済

環境が続いている中において、自主財源の町税など

の大きな伸びは見込めず、また、歳入一般財源の中

で大きな比率を占める地方交付税についても、先ほ

ど申し上げた要因などから、一定程度の減額が避け

られないと見込まれ、一方、歳出においては、社会

保障分野での自然増を初め、老朽化している道路を

初め、建物、施設などの公共施設の改修や事業化を

目指す農地防災など、喫緊の課題が山積しているこ

とから、財政需要の増大が避けられない状況となっ

ております。 

 このような実態から、本年度予算についても、そ

れぞれの事業実施に対し優先順位などを十分考慮し

予算編成を行ってきたところであり、冒頭申し上げ

ました「夢や、願いを叶えることができるまちづく

り」への第一歩を踏み出すことを念頭に、さらに

は、本年度以降の財政見込みにおいても計画的な財

源確保が重要となるため、今後も持続可能な安定し

た財政構造を維持するとともに、時々の経済・社会

状況を適確に把握し、経済の活性化や人材育成な

ど、町の体力強化に積極的に取り組んでまいりま

す。 

 また、「第５次総合計画」が、本年度で策定から

計画期間の中間年を迎えることから、社会情勢や時

代変化に柔軟に対応できるよう見直しを行うこと

で、より、町が活気に満ち、真に町民の皆様が幸せ

を実感できる地域風土が醸成できるよう力を注いで

まいりますので、町民の皆様や議員各位の一層の御

支援と御協力をお願い申し上げます。 

 それでは、各分野の主要施策について、総合計画

に示しました五つの暮らしづくりに沿って、その主

なものについて申し上げます。 

 最初に、一つ目の「人や地域とつながりのある暮

らしづくり」についてであります。 

 まず、「地域ぐるみで支え合う健康・福祉コミュ

ニティの実現」については、ひとり暮らしの高齢者

や障がい者、子育て中の家庭など、支援を必要とす

る人たちが、地域の中で心豊かに安心して自立した

日常生活を送ることができるよう、地域福祉計画を

基本として、社会福祉協議会を初め福祉関係機関や

関係事業者の皆様との協力体制をより密にし、真に

必要なサービス、支援は何かを常に見きわめ、安心

な暮らしが実現できる福祉サービスの提供がされる

よう、地域福祉の推進役である民生委員・児童委員

の方々とも連携して、地域全体で支え合う地域福祉

の向上に努めてまいります。また、地域福祉計画に

ついては最終年度を迎えますことから、平成２６年

度からの５年間の新たな計画を策定してまいりま

す。 

 次に、「信頼と絆で結ばれる産業の実現」につい

てですが、基幹産業である農畜産業の発展が町内経

済活性化に直結することから、一番身近な消費者で

ある町民の皆様に、地元農畜産物への信頼と安心を

感じていただけるよう、産業間の連携を強め、各イ

ベントや食育など、さまざまな機会を通じて地元食

材への認識を深めていただくとともに、消費拡大に

努めてまいります。 

 現在は、地元農畜産物の多くは１次生産品のまま

出荷されておりますが、徐々に、生産者による直売

や、１次生産品を原料に加工・商品化する取り組み

も行われてきており、それらの取り組みが広がり、

また、安定した経営につながるよう、有効な制度活

用などの情報提供や、高付加価値化への取り組み支

援を図り、６次産業の創出に努めてまいります。ま

た、これらの取り組みが、町内他業種との連携へ広

がるよう支援を行ってまいります。 

 次に、「人・モノ・地域を結ぶ社会基盤の充実」

についてですが、予約型乗り合いタクシー事業は、

これまでの試行運行を踏まえ、利用者ニーズに沿っ

て本運行を開始します。 

 次に、「町民主体で成り立つコミュニティづく
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り」についてですが、「情報共有」「自助・共助・

公助」「参画と協働」をまちづくりの基本原則とし

た自治基本条例の規定に基づき、その積極的な推進

に努めるとともに、地域のさまざまな課題を解決し

ていくことができるよう、個々人が持っている知識

や能力を町民活動やボランティアなどの社会貢献活

動に生かされるような環境や意識づくりに努めてま

いります。 

 次に、二つ目の「穏やかに安心して過ごせる暮ら

しづくり」についてであります。 

 まず、「安心の暮らしを支える福祉医療環境づく

り」についてですが、高齢者が住みなれた地域で安

心して暮らすことができるよう、福祉・保健・医療

サービスを総合的に提供してまいります。 

 また、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の

増加とともに、認知症高齢者の方も増加しているこ

とから、関係機関・地域住民が一体となって地域全

体で見守り、安心・安全な生活を送ることができる

よう、認知症高齢者を守るためのネットワークの充

実にも努めてまいります。 

 障がい者福祉については、本年度施行の障害者総

合支援法など、各障がい福祉制度に基づいて、広域

対応事業や町単独事業の充実に引き続き取り組んで

まいります。また、障害者計画、障害福祉計画を基

本として、住みなれた地域で安心して暮らすことが

できるよう、障がい者の健康増進や軽スポーツなど

に関連する機会を設けるなど、各種の障がい福祉施

策を進めてまいります。 

 障がい者の権利擁護については、成年後見制度が

活用されるよう、各種機会を通じて制度の啓発、啓

蒙を進めてまいります。また、町内外の障がい者福

祉事業所などと連携しながら、障がい者が自立した

生活ができるよう、各種の自立支援事業を引き続き

進めていくとともに、町内における民間事業者によ

る障がい福祉施設の設置に対しても必要な支援をし

てまいります。 

 ラベンダーハイツについては、地域の高齢者福

祉・在宅福祉施設の拠点として、他の施設との連携

も図り、サービス向上と経営の安定に努めるともと

に、昨年度に引き続き、トイレ・洗面所を改修整備

し、入所者にとって安全で快適な施設運営を図って

まいります。 

 介護保険事業については、第５期介護保険事業計

画に位置づけた地域密着型サービスの機能を早期に

有するために、民間事業者などによる小規模多機能

型居宅介護と認知症対応型グループホームの整備実

現に向け、でき得る協力や支援に努め、一層の在宅

福祉を推進してまいります。 

 また、団塊の世代が後期高齢を迎える２０２５年

の超高齢社会を見据え、町民の皆様や関係する事業

所の皆様と有機的に連携し、「地域包括ケアシステ

ム」の構築を目指してまいります。 

 国民健康保険事業については、非常に厳しい財政

状況にありますが、引き続き保健指導に力点を置い

た生活習慣病予防を積極的に取り組むことで、医療

費増嵩の抑制を図りながら、持続的かつ安定的な事

業運営に努めまいります。 

 しかし、長引く経済の低迷や被保険者数の減など

から、保険税収入が減少している現状にあり、一

方、被保険者の高齢化が進んでいることから、医療

費は増加傾向をたどっております。これらのことか

ら、国保財政は依然として大変厳しい状況にあるこ

とから、保険税率の改定も検討していかなければな

らない状況にあります。 

 病院事業については、一般病床と病院併設型の介

護療養型老人保健施設・救急告示病院などの役割を

担うとともに、富良野協会病院との病病連携を継続

し、泌尿器・循環器内科・眼科の診療を行ってまい

ります。また、本年度も医療機器の計画的な整備更

新を図ってまいります。 

 次に、「のびのび子育てを支える成長環境づく

り」についてですが、どこよりも安心して子どもを

産み育てることができる地域を目指し、子育て支援

の充実に取り組んでまいります。保育所運営、ファ

ミリーサポートセンター事業に民間活力を導入する

など、子育て事業関係者との連携を密にし、子ども

たちがすくすくと育つ環境づくりと事業展開を進め

てまいります。 

 障がい児支援については、引き続き、法改正に伴

う体制整備を進めるとともに、教育機関や民間事業

者との協力関係を構築し、一層の充実を図ってまい

ります。 

 次に、「本気・やる気が実を結ぶ産業づくり」に

ついてですが、前政権における「戸別所得補償制

度」「中山間地域等直接支払制度」「農地・水保全

管理支払交付金事業」の活用により、農地、農業施

設などの地域協働活動への支援とともに、より収益

を確保できる作物の導入推進に向けた「生産振興事

業」の推進、さらに各種制度を活用した営農支援な

どにより、農地の有効活用、農業所得の向上、農業

経営の安定に努めてまいります。また、豪雨などに

よる農地被害を抑制するための減災対策も、地域と

協力し、継続して進めてまいります。 

 農業農村基盤整備事業については、東中西地区を

本年度、新たに着手してまいります。この東中西地

区を初め、既に着手済みの東中中央地区及び東中南

地区につきましては、並行して換地業務を行ってま

いります。また、東中５地区で最終着手となる東中
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東部地区について、事業対象農地の従前評価を主と

した換地計画の策定を行ってまいります。 

 しかしながら、現計画においては、１地区当たり

の事業期間が９年と長期に及ぶことが予想されてお

り、一日も早く効果が発現されるために、引き続

き、予算確保と早期の着手完了に向け、期成会や受

益農業者の皆様とともに関係機関への働きを強化し

てまいります。 

 畜産環境整備については、生産基盤整備と畜産担

い手総合整備事業に着手し、酪農経営の安定化を進

めてまいります。 

 エゾシカなどの有害鳥獣による農業被害対策につ

いては、猟友会への助成などを継続して駆除対策を

行うとともに、現在、上富良野町有害鳥獣対策協議

会が中心となり、防護策の設置について協議を進め

ているところであり、その動向も見きわめ、農業者

の意向を踏まえた上で必要な対応を講じるよう準備

を進めてまいります。 

 商工業の振興については、町内消費者の旭川や富

良野方面への消費流出やインターネット販売の普及

などにより、町内小規模事業者には依然として厳し

い経営状況にありますが、特に本年度は、活力ある

元気な商工業の振興を目指し、北海道から職員の派

遣を受けながら、商店街の活性化につながるよう、

商工会や観光協会などと一体となり、さまざまな情

報収集や、新たな事業展開の可能性を見出すため、

商工会が行う経営改善普及事業などへの協力を通

じ、各個店や商店街の活性化を支援してまいりま

す。 

 観光振興につきましては、これからのまちづくり

の大きな柱となってくるものと考えており、とりわ

け、集客力の向上は、地域経済の底上げに大きな効

果を持つため、観光事業者だけでなく、地域全体で

の取り組みとなるよう、観光協会の諸事業に対する

支援を初め、農畜産業や商工業との有機的な連携が

図れるよう取り組んでまいります。 

 企業立地の促進や既存立地企業の事業拡大につい

ては、地元雇用機会の拡大や地域経済の発展に寄与

することから、引き続き企業振興措置条例に基づく

助成措置を行うとともに、既存企業本社組織への規

模拡大要望や新規企業誘致に向けた情報発信などの

取り組みを強化してまいります。特に、上富良野町

の自然環境や景観は、道内他地域と比べても優位性

があると思われることから、これらを最大限生かし

て町のＰＲを積極的に行い、さらに企業との信頼関

係を築いていくことが極めて重要と考えておりま

す。 

 また、長引く景気低迷により、当町においても失

業者の発生が懸念されており、国の緊急雇用対策を

受け、失業されている方に対して、次の雇用までの

つなぎとして臨時的な雇用、就業機会を提供する緊

急雇用創出事業も行ってまいります。 

 次に、「身近な生活の安全を支える社会基盤の充

実と環境保全」についてですが、生活の基盤となる

社会資本の整備と機能維持は、日常の暮らしにおい

て欠くことはできないものであり、近年多発してい

る局所的な集中豪雨に対する減災機能や施設の長寿

命化を基本に、継続的かつ計画的に整備を進めてま

いります。なお、除排雪を含めた生活道路の維持管

理については、民間事業者への委託体制に移行して

２年次目を迎えますが、初年度に確認された課題に

ついて十分に検討し、町民の皆様に不安を与えるこ

となく、効率的で適切な管理運営に努めてまいりま

す。 

 環境問題については、地域一体となった温室効果

ガスの削減に向けた取り組みを継続してまいりま

す。特に、平成２３年度から３カ年を期間として進

めている省エネ・新エネ型の住宅用設備機器導入補

助、生活灯の省エネルギー型への転換補助、住宅リ

フォーム補助の３制度については、さらに多くの町

民の皆様に利用いただくようＰＲに努めるととも

に、本制度は本年度をもって終期を迎えるため、こ

れまでの事業に対する評価検討を行い、今後の後継

制度のあり方と方向性を見きわめてまいります。 

 次に、「生活の不安を取り除く地域社会づくり」

についてですが、十勝岳火山災害・風雪水害・地震

災害を想定した実践的かつ具体的な地域防災計画の

見直しとあわせて、危機管理体制強化を図ってまい

ります。 

 大雨災害については、水路や河川の水処理機能の

維持と質的改良を促進するとともに、農地などから

の土砂流亡を防ぎ、肥沃な大地を守る活動を支援

し、地域における協働の取り組みによる減災対策を

継続的に推進してまいります。 

 災害時における高齢者、障がい者などの要援護者

対策については、町の「災害時要援護者支援制度」

に基づき、避難支援を地域の中で受けられるよう、

避難支援体制などの整備に向け、地区住民会・自主

防災組織などと連携し、いわゆる災害弱者と言われ

る方々が安心して暮らすことができる地域づくりに

努めてまいります。 

 交通安全・防犯・消費生活の安全などに関する対

策については、町民一人一人の意識を高め、地域が

一体となり見守り、支え合い、一日一日の積み重ね

による地道な取り組みが何より必要であり、これか

らも関係機関と一層連携強化を図りながら、事件、

事故のない、安全で安心して生活できる環境づくり

を推進してまいります。 
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 特に昨年度は、町内における交通死亡事故ゼロ

１,０００日を達成したことは、関係機関の取り組

みと町民の皆様の意識の高まりがあったものであ

り、さらに１,５００日、２,０００日となるよう、

町民一丸となった啓蒙活動に取り組んでまいりま

す。 

 次に、三つ目の「快適で楽しく潤いある暮らしづ

くり」についてであります。 

 まず、「意欲と活力ある暮らしを導く心づくり・

身体づくり」についてですが、町民の皆様一人一人

が、みずからの健康はみずからが考え、健康に生き

る生活習慣を日常的に身につけることができるよう

支援するとともに、引き続き各種健康診査と保健指

導の充実に努め、健康のまちづくりの確立を目指し

て努力をしてまいります。 

 次に、「地域の魅力を満喫する産業環境づくり」

についてですが、町内飲食店などにおいて、既に

「かみふらのポーク」を活用したメニューなど、

「食」による地域ブランド化に向けた活発な活動が

行われておりますが、新たなブランド化の可能性を

持った潜在的資源も多くあり、これらの掘り起こし

と積極的な情報発信に努めるとともに、新たな地域

ブランド品の開発・普及に取り組めるよう各関係機

関との連携を深めながら、必要な支援を行ってまい

ります。 

 次に、「憩いと安らぎを提供する快適空間づく

り」についてですが、日の出公園ラベンダー園の植

えかえ更新を早期に終え、観光拠点としての再生計

画を推進し、「ラベンダーのまちかみふらの」が名

実ともにアピールできるよう魅力アップを図ってま

いります。 

 次に、「楽しく便利な地域生活の実現」について

ですが、全国的に高速情報通信基盤の整備が進んで

きている中で、各自治体間において、さらに、地域

内においても情報通信環境に格差が生じている現状

を受けとめ、当町においても地域間での情報通信環

境の格差の解消を図りながら、機能性を備えた高速

通信環境整備が早期に実現できるよう検討してまい

ります。 

 次に、四つ目の「地域の宝を守り・育み・活用で

きる暮らしづくり」についてであります。 

 まず、「担い手が輝き、地域の強みを生かす産業

づくり」についてですが、農畜産業・商工業の後継

者の確保と育成は大きな課題であることから、安定

した経営につながるよう後継者や担い手に対する奨

励金制度を継続して行うなど、活力ある地域づくり

の中核的役割を担えるリーダー育成のために人材育

成アカデミー事業を実施するなど、関係機関と協力

し、農業・商工業・観光が一体となり、地域資源を

有効活用した産業連携を積極的に進め、地域力がさ

らに高まるよう、強いまちづくりを目指し、取り組

んでまいります。 

 また、新たに小規模小売業などの事業展開をしよ

うとする事業者へ支援制度を創設し、空き店舗の活

用を含め、商店街の活性化を支援してまいります。 

昨年度策定した「観光振興計画」に基づき、「長期

滞在型観光促進事業」「町民ツアー」「かみふらの

ＰＲ用ＤＶＤ製作」など、当町の恵まれた自然環境

や食資源を活用した戦略的・具体的な観光振興への

取り組みを進めてまいります。さらに、昨年発足し

た、美瑛町、上富良野町、中富良野町、３町連携に

よる花人街道連携協議会の事業も有効に活用してま

いります。 

 また、観光振興の重要な要素であります地域が一

体となった観光客へのおもてなしの環境づくりにも

努め、「かみふらの」の知名度アップと情報発信を

積極的に行い、観光客入り込み数の増加につながる

よう取り組みを進め、観光振興がもたらす経済効果

による地域の活性化を推進し、さらに魅力あるまち

づくりを目指してまいります。 

 吹上温泉保養センター白銀荘と吹上露天の湯につ

いては、ここを訪れる皆様にとって心地よい保養の

場となるよう環境整備を行い、十勝岳温泉郷への観

光入り込み客数の増加につながるよう努めてまいり

ます。 

 次に、「風土に調和した社会基盤・活動基盤づく

り」についてですが、景観行政団体としての「かみ

ふらの景観づくり計画」に加えて、本年１０月から

「屋外広告物の許可等に関する権限」を北海道から

移譲を受けることで、地域実態を反映した、よりよ

い良好な景観が守られるよう生かしてまいります。 

 町営住宅の整備については、「町営住宅等長寿命

化計画」及び「住生活基本計画」などに基づき、当

町のまちづくり全体との調和や将来の人口動態や年

齢構成などを見据え、計画的に必要な整備を行い、

良好な住環境の提供に努めてまいります。本年度に

おいては、泉町南団地の建てかえ整備に向けた実施

設計業務などに着手してまいります。 

 定住・移住対策については、町内の関係する団体

で設立した「上富良野町定住移住促進連絡協議会」

との連携・協力をさらに推し進め、受け入れ条件整

備とあわせ、着実な成果につながるよう取り組みを

進めてまいります。 

 次に、五つ目の暮らし「誇りと責任・役割を分か

ちあえる暮らしづくり」についてであります。 

 「協働のまちづくり」は、自治基本条例に掲げた

まちづくりの基本原則であり、「協働のまちづくり

推進委員会」の御意見をいただきながら、その推進
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に努めてまいります。なお、本条例は、時代ととも

に育てる条例として位置づけられており、見直し作

業を「協働のまちづくり推進委員会」において昨年

度から実施しており、本年度で取りまとめる予定と

なっているところであります。 

 行財政改革については、本年度は町政運営改善プ

ランの４年目であり、取り組むべき事項について

「プラン２５」として整理しましたので、その着実

な実践に努めてまいります。また、行政組織のあり

方についても、組織力が最大限に発揮されるよう職

員個々の資質向上とあわせて、行政機能が効率的、

効果的に機能し、真に町民皆様の期待に応え得る組

織として進化するよう努力してまいります。 

 町税は町財政の根幹をなすものであり、適正な課

税と納期内納税の推進に努め、滞納者に対しては、

その実態に応じた適切な収納対策を進めてまいりま

す。 

 自衛隊関係については、平成２２年度末に防衛計

画大綱の見直しと次期中期防衛力整備計画が策定さ

れ、今後の我が国の安全保障及び防衛力のあり方に

ついて示されていたところですが、現政権下におい

て従前の防衛計画大綱の見直しが閣議決定され、直

ちに新大綱策定に向けた作業に着手している状況に

あります。 

 自衛隊との共存共栄は、当町のみならず、地域共

有の重要なまちづくりの根幹をなすものであり、現

政権に対しても関係団体と連携を図りながら、これ

までどおり駐屯地の現状規模堅持・拡充と、演習場

のさらなる拡張の要望活動を強力に進めてまいりま

す。 

 広域行政の推進については、発足５年目を迎えた

「富良野広域連合」について、構成自治体として広

域連合を設置した意義を認識し、これからも構成市

町村と連携し、相互理解を深めながら取り組んでま

いります。また、北海道後期高齢者医療広域連合に

は、昨年度から引き続き当町の幹部職員を派遣し、

知見を積むとともに、広域連合の事業運営に貢献し

てまいります。 

 最後に、五つの暮らしづくりにおける成長・学習

の政策分野の多くの部分につきましては、教育行政

執行方針に沿って進められる教育委員会の取り組み

を基本に促進してまいります。 

 以上、平成２５年度の町政執行に当たり、所信を

述べさせていただきました。 

 次に、平成２５年度予算案の概要を申し上げま

す。 

 本年度は、さきに申し上げましたように、国にお

いては、「１５カ月予算」として、平成２４年度補

正予算に引き続き、平成２５年度予算案が審議され

ており、とりわけ２５年度予算については、年度内

成立の可能性は、ほぼ、ないと考えられ、このたび

は、例年以上に多くの不確定要素を内包した中で、

当町の平成２５年度予算編成を行う結果となりまし

た。御提案させていただきました予算案につきまし

ては、可能な限りの直近情報を反映しておりますこ

とを御理解いただきたいと存じます。 

 今後、国の動向が明らかになった時期におきまし

て、適宜適切に、補正予算などにより対応すること

とし、議会での御審議を賜りたいと存じます。 

 まず、一般会計では、総額６３億４,６００万

円、前年対比３.９％、２億３,６００万円増の規模

となっております。増額の主な要因として、上富良

野小学校改修分として約１億１,６００万円、泉町

南団地町営住宅整備事業に約３,１００万円、日の

出公園整備事業として２,７００万円、損耗の激し

い公共施設補修分として約３,０００万円を計上し

ていることが主な要因となっており、これらを除き

ますと、ほぼ昨年度と同程度の予算規模となってい

るところであります。 

 本年度は、今後の応急的な災害対策事業や老朽化

している公共施設などの改修に備え、一定程度の積

立金の確保や、国の平成２５年度予算に伴う地方交

付税等依存財源の大幅な減額などへの対応を見据

え、当初予算段階では財政調整基金からの繰り入れ

を行わず、各目的基金から支消計画に基づいた繰り

入れを実施するとともに、年々増加している社会保

障費については、来年度からの消費税引き上げによ

る一定額財源が確保されていることが見込まれるこ

とから、本年度限りの措置として、社会保障費増加

負担分の財源として、新たに地域福祉基金から２,

７００万円繰り入れすることで予算を調整したとこ

ろであります。 

 申し上げるまでもなく、財政の安定化は町政執行

の基本であり、本年度以降も予想される事業実施の

財源確保を行うため、今後とも持続可能な財政構

造・財政計画の構築に向けて取り組みを進めてまい

ります。 

 次に、特別会計及び公営企業会計についてです

が、制度改正に伴う対応のほか、事業運営に必要な

事項についても、一般会計同様に効率的な対応方針

のもとに財政見通しを立て、加えて一般会計からの

繰出金及び補助金などについては、法令の基準に基

づくものや財源確保として妥当なものに限り、措置

を行ったところであります。 

 会計ごとに申し上げますと、国民健康保険特別会

計では、総額１３億６,２０２万８,０００円、前年

対比１.１％、１,５８０万６,０００円の減となっ

ております。町内経済が依然と厳しい実態にあるこ
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とから、所得向上が見込める状況にはなく、保険税

収入は減少している現状にありますが、その適正な

把握に努め、保険者としての負担すべき保険給付

費、後期高齢者支援金及び介護給付費納付金などの

費用とのバランスを図ったところであります。 

 後期高齢者医療特別会計では、総額１億１,６３

７万５,０００円、前年対比０.９％、１０１万１,

０００円の増となっておりますが、被保険者数の増

加によるものであります。 

 次に、公共下水道事業特別会計では、総額４億７

８２万１,０００円、前年対比０.９％、３８１万

７,０００円の減となっておりますが、現在実施中

の長寿命化計画に基づく浄化センター更新事業にお

いて、年次ごと事業量に、ばらつきがあることが要

因であります。 

 次に、簡易水道事業特別会計では、総額６,３３

４万６,０００円、前年対比１.９％、１１６万１,

０００円の増となっていますが、里仁地域深山峠地

区の配水管布設がえ工事実施の増によるものであり

ます。 

 次に、介護保険特別会計では、総額８億６７０万

４,０００円、前年対比３.８％、２,９２６万５,０

００円の増となっております。これは、新たな要介

護者の出現率は低い水準で推移しているものの、高

齢化の進展とともに要介護者が重度化する傾向にあ

ることから、介護給付費の増加を見込んでおりま

す。 

 次に、ラベンダーハイツ事業特別会計では、総額

２億９,７３９万７,０００円、前年対比３.１％、

８９６万５,０００円の増となっておりますが、主

な要因としては、スプリンクラー設置事業の元金償

還が始まることや、給与の昇級、賃金の単価アップ

などによるものであります。昨年度に引き続き、利

用者のトイレ・洗面所の改修工事を行い、安全で快

適な生活確保のための整備を進めてまいります。 

 次に、病院事業会計では、総額８億８,６３４万

１,０００円で、前年対比６.３％、５,９９１万５,

０００円減の予算規模となっております。収益的収

入及び支出の予算額は８億６,９０３万６,０００円

で、前年対比０.３％、２５６万３,０００円の増と

なっております。これは、特に事業収益においては

実績見込みを踏まえて、入院・外来収益を減額計上

しておりますが、他会計負担益の増が主な要因で、

収支をそれぞれ見込んだところであります。資本的

収入及び支出の予算額は１,７３０万５,０００円

で、前年対比７８.３％、６,２４７万８,０００円

の減となっております。これは、コンピューター断

層撮影装置、いわゆるＣＴを更新、画像保存通信シ

ステム（ＰＡＣＳ）整備の事業完了に伴うものであ

ります。 

 最後に、水道事業会計では、総額２億５,４５２

万４,０００円、前年対比４.１％、１,０８８万円

の減となっております。収益的収支においては、料

金収入の減、電算システム更新経費の増、資本的収

支では、検満工事数量の減に伴い、総額では減額と

なっております。 

 これら特別会計及び公営企業会計予算の合計は、

４１億９,４５３万６,０００円で、さきに申し上げ

た一般会計予算とあわせた町全体の予算では、１０

５億４,０５３万６,０００円、前年対比１.８％、

１億８,５９８万４,０００円減の規模となっており

ます。 

 以上、予算の概要を申し上げましたが、依然とし

て国の財政状況が大変厳しく、また、経済・雇用の

改善も見えない中、とりわけ地方においては、特に

その影響は深刻であり、これからのまちづくりにお

いては、地域の底力が大きく将来を左右することが

考えられます。今こそ町民一丸となって、豊かな自

然を生かし、人のぬくもりが感じられる新しい価値

観を創造したまちづくりが必要であると考えてお

り、引き続き、町民の皆様、並びに議員各位の御理

解と御協力を心からお願い申し上げ、平成２５年度

の町政執行方針といたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長より教育行政

執行方針について説明を求めます。 

 教育長、服部久和君。 

○教育長（服部久和君） 平成２５年第１回定例町

議会の開会に当たり、上富良野町教育委員会の教育

行政の執行にかかわる主要な方針について申し述

べ、町議会を初め町民の皆様の御理解と御支援をお

願い申し上げます。 

 初めに、グローバル化や高度情報化の進展、少子

超高齢化など、社会の急激な変化に伴い、高度化、

複雑化する数多くの課題への対応が必要になってお

り、多様な方向性や視点など交錯する変化が激し

く、先行きが不透明な社会へと移行しつつありま

す。こうした中で、「人と人との支え合い」や「ふ

るさとを愛する心」「子どもたちの自主的な行動」

「優しく人を思いやる心」などは、教育が目指す原

点であると考えております。 

 まちづくりは、人づくりと地域の教育によって支

えられ、活性化されるものであります。その主体と

なって次代を担う人材を育むために、教育の果たす

役割はますます重要になってきております。このた

めに、教育における不易と流行を見きわめ、幼児期

から高齢期まで、ライフステージに応じた学習の機

会を提供するとともに、何より、町民一人一人が、
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みずから進んで学ぶことに生きがいや喜びを感じ、

「笑顔」があふれる教育行政に取り組んでまいりた

いと考えております。 

 そのために、教育委員会といたしましては、町民

憲章を踏まえ、「上富良野町教育振興基本計画」並

びに「教育目標」を基本として、十勝岳の自然豊か

な地域素材や人材を生かし、家庭・学校・地域が一

体となった教育活動を大切にし、「次代を担う豊か

な人づくり」を推進してまいります。また、各施策

の点検管理や執行状況を明らかにする「教育委員会

点検・評価」を継続して実施し、その取り組みを、

より効果的かつ円滑に推進するよう努めてまいりま

す。 

 学校教育においては、「夢広げ、たくましく未来

を切り拓く児童生徒の育成」を基本方針に、「確か

な学力と豊かな心やたくましい体の育成」「開かれ

信頼される学校づくりの推進」「人間力を磨く教師

の育成」「教育条件整備の充実」のさらなる推進に

向けて学校教育を進めてまいります。 

 本年度は、平成２１年度から施行している「上富

良野町教育振興基本計画」が１０カ年計画の中間年

となるため、社会情勢や教育環境等の変化などから

家庭・地域・学校・行政がともに連携・協力し、課

題に向き合った教育の推進ができるよう見直しを

図ってまいります。 

 「確かな学力の向上」につきましては、これまで

の全国学力・学習状況調査等の結果から、基本的生

活習慣やマナーなどが身についており、安定した家

庭・学校生活や道徳心が保たれている様子が見られ

ています。また、学力面では、国語・算数・数学と

もに基礎的な学力が身についている様子がうかがえ

ますが、年度によって違いが見られておりますの

で、引き続き、基礎・基本の確実な定着と、それを

活用して解決するために必要な思考力・判断力・表

現力などを育み、主体的に学習する態度をさまざま

な取り組みを通して育ててまいります。 

 そのため、各学校においては、「全国学力・学習

状況調査」や「標準学力検査」などの結果をもと

に、確かな「学力の育成プラン」を作成し、具体的

に実践を進め、成果や課題の交流を図り、学力の向

上に努めてまいります。 

 北海道では、平成２６年度の学力調査までに「全

国平均以上」とする目標を立てており、本町におい

ても目標を設定し、「先進校への研修」や「公開研

究会」などを通して、「学校力」や「教師力」を高

めるなど、学校と連携し、総合的に推進してまいり

ます。 

 また、確実に学力の定着を図るため、家庭学習の

習慣化に向けた取り組みを学校と連携するととも

に、子どもたちの学力等の状況を引き続き検証して

いくため、本年度も全国学力・学習状況調査を北海

道と連携を図りながら実施を予定しております。 

 「豊かな心の育成」につきましては、道徳の時間

をかなめとして、全教育活動を通して、人の気持ち

を理解し、思いやりの心や規範意識、感動する心、

そして、生命を大切にする心など、本町の子供たち

に定着している「心」をさらに向上させる取り組み

を推進してまいります。 

 そのために、道徳の時間の充実や総合的な学習の

時間、特別活動の充実とキャリア教育の一環とした

職場体験学習を通し、多様な体験活動を促進させ、

自然や人との触れ合いを深めて、子供たちの豊かな

心づくりの推進に努めてまいります。また、「いじ

め・不登校」などの未然防止に向け、学校・家庭・

関係機関との連携や、各種の調査やアンケートなど

を活用して、早期発見・早期解決に努力をしてまい

ります。 

 「たくましい体づくり」につきましては、正しい

生活習慣と健康管理の理解と定着を促し、運動する

機会をふやし、体力の増進を図ってまいります。そ

のために、体育の授業の充実と日課の工夫によっ

て、運動する時間の確保や習慣化を図ること、家庭

や地域と連携しながら「早寝・早起き・朝ごはん」

運動など、望ましい生活習慣の定着を図ってまいり

ます。また、体力・運動技能の向上とともに、自主

性や協調性・忍耐力など、心身の健康の保持増進を

図る少年団活動や部活動への支援にも努めてまいり

ます。 

 以上の方策と、地域に開かれ、信頼される学校づ

くりのため、保護者への授業参観だけではなく、地

域の方々や各機関へも授業を見てもらう機会を継続

して進めてまいります。また、学校評議員や学校関

係者評価委員会の意見、保護者・地域の外部アン

ケートなど、多くの声を生かした学校評価の充実を

図り、学校運営の改善を積極的に進めてまいりま

す。 

 児童・生徒の指導等につきましては、いじめや不

登校、虐待・自殺・有害情報・体罰などの問題が依

然として後を絶たない現状があります。本町におい

ては、学校・家庭・地域の努力と連携協力によっ

て、問題等の事例は少ない状況にあります。しかし

ながら、それぞれの問題はどこの学校でも起こり得

るもので、日ごろから児童生徒などが発する危険信

号を見逃さないよう、早期発見に引き続き努めてま

いります。 

 その手だてとして、教職員の児童生徒理解力を高

める研修と、日常的に子供たちの目線に立ち、「教

育相談や相談体制の充実」を図ってまいります。上
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富良野中学校には、引き続き「心の教室相談員」と

「スクールカウンセラー」を配置するとともに、適

宜、学校教育アドバイザーを学校や保護者・地域と

の相談に対応させてまいります。 

 へき地・複式教育につきましては、それぞれの地

域実態や特色を生かした指導によって魅力ある学校

の推進を実現し、地域に信頼される学校づくりに効

果を上げているところであります。今後も地域や保

護者との連携を深めながら、小規模校ならではの教

育活動を推進し、その充実を図ってまいります。そ

のために、各学校の特色ある取り組みや行事等への

支援はもとより、へき地・複式教育の研究を進めて

いる「上川へき地・複式教育研究連盟」への支援も

継続して行ってまいります。 

 江幌小学校においては、地域の温かさと自信を育

てる少人数指導などを望む児童が、校区外からも就

学できる「特認校」として、さらなる充実を目指し

て情報提供に努めてまいります。 

 東中中学校につきましては、残念ながら、平成２

６年３月をもって、６７年にわたる歴史を閉じるこ

とになりました。校舎等の跡利用について、地域や

関係機関の意見を伺いながら検討を進めてまいりま

す。また、昨年に引き続き、事務職員未配置校であ

る東中中学校に、校務や閉校事務を円滑に進めるた

め、町費で事務職員を配置してまいります。 

 特別支援教育につきましては、障がいや困り感の

ある子供の教育的ニーズに応じた校内体制と指導法

の改善に継続して努めてまいります。 

 そのために、個別に対応した人的支援が重要であ

ることから、本年度も、上富良野小学校と上富良野

西小学校、上富良野中学校に「特別支援教育指導助

手」を配置し、指導の充実を図ってまいります。ま

た、今年度は、上富良野小学校に「言語学級」、東

中小学校には「知的学級」と「情緒学級」の新設を

してまいります。 

 昨年作成しました、個に応じた育ちの記録と学び

の応援ファイル「すくらむ」の活用を図ってまいり

ます。また、幼稚園の特別支援に対して助成を継続

し、指導の充実に努めてまいります。 

 さらに、「上富良野町特別支援教育連絡協議会」

や「就学指導委員会」の活動を通して、関係者の連

携や研修の機会を持ち、指導の充実と特別支援学校

や専門機関等の専門的見地からの助言指導を得て、

自立や進路・社会参加への支援を積極的に行ってま

いります。 

 学校の危機管理につきましては、噴火・大雨・地

震など、自然災害や事件・事故の危機から子供たち

の安全・安心を確保するとともに、地域の指定避難

所としての役割を学校が果たしていくため、町防災

計画と連動した防災・減災教育や危機管理マニュア

ルの点検を行ってまいります。また、発生時の対応

及び連絡等について、関係機関との共通理解と連携

を図る取り組みを継続して進めてまいります。 

 そして、住民会・町内会による登下校時の「見守

りパトロール」や「青少年健全育成をすすめる会」

など、継続して、地域総ぐるみで協力体制づくりを

進めてまいります。さらに、状況に応じて、各学校

の教職員や教育委員会職員による町内巡視活動も継

続して実施し、子供たちにかかわる安全確保や事件

及び事故の予防に最善を尽くしてまいります。 

 教育環境の整備につきましては、上富良野小学校

の校舎改築に向けて、上富良野小学校建設検討委員

会にて審議をいただき、実施設計を行ってまいりま

した。今年度から工事に着手し、来年度竣工予定で

進めてまいります。また、江幌小学校外壁改修など

を実施し、安全・安心な学校環境の整備を図るとと

もに、教材備品の拡充を図るなど、学習環境の整備

にも継続して取り組んでまいります。 

 学校給食につきましては、昨年、主食提供業者の

変更がありましたが、今年度も、新鮮な食材、旬の

味覚を味わうことができる地場産食材を活用した

「顔の見える学校給食」の提供に継続して取り組ん

でまいります。また、「お弁当持参の日」は、親子

の触れ合いや家族への感謝など、親子の「絆」につ

ながるものとして、継続して実施してまいります。

さらに、栄養士などによる食の正しい知識や望まし

い食習慣の指導を、学校と連携を図り推進してまい

ります。 

 国際理解教育につきましては、友好都市でありま

すカナダ・アルバータ州カムローズ市から英語指導

助手を迎えて、各学校の授業やサークル活動を通し

て、国際理解教育の推進とともに、上富良野町とカ

ムローズ市との交流発展に努めてまいります。 

 また、小学校の外国語活動のサポートや中学校の

英語授業において積極的に活用を進めてまいりま

す。さらに、幼稚園・保育所への訪問や英会話教室

などを利用し、幼児も含めた町民の皆様に国際理解

の輪を広げるよう、その推進に努めてまいります。 

 なお、現任の英語指導助手につきましては、本年

７月までの任期となっておりますが、引き続きカム

ローズ市より後任者を迎え、これまでと同様の活動

をしていただく予定であります。 

 姉妹校交流推進事業につきましては、平成９年７

月の「上富良野西小学校」と三重県津市の「安東小

学校」の姉妹校提携調印以来１６年目を迎えており

ます。本年度は、安東小学校から西小学校への訪問

を予定されており、両校の交流を深めてまいりま

す。 
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 道立上富良野高等学校の振興につきましては、中

学卒業生の減少によって、ますます生徒の確保が難

しく、その存続を危ぶむ声が多方面から聞こえてく

る状況であります。上富良野高校では、小さな学校

だからできる、一人一人に目を向けた学習指導や進

路指導などの教育の実践を進めております。また、

町内事業所の協力を得て就業体験を実施し、「学力

だけでなく、人として生きる力」を養うキャリア教

育の充実を図っております。今年度から新たに、通

学交通費や下宿代、就学支援金の助成を行うととも

に、継続して資格取得検定料の補助や入学準備金な

ど、家庭への支援を進めてまいります。そして、

「上富良野高校教育振興会」「上富良野高校サポー

ターズクラブ」「上富良野高校野球部を応援する

会」や地元関係各位の協力をいただきながら、地元

高校存続に向けて全力を尽くして取り組んでまいり

ます。 

 社会教育の推進につきましては、公民館や図書

館、社会教育総合センターなどの社会教育施設を活

用しながら、町民一人一人に生涯にわたって自主的

に学ぶ機会を提供し、社会教育基本方針に基づき、

「豊かな心と健やかな体を育み、潤いある地域づく

りをめざす生涯学習」のさらなる推進に向けて、社

会教育を進めてまいります。 

 そのために、平成２１年度から施行している第７

次社会教育中期計画が今年度最終年次となるため、

国・北海道の計画を踏まえ、その進捗状況に応じ検

証を進め、第８次社会教育中期計画を策定し、家

庭・学校・地域社会のそれぞれが持つ教育機能の充

実や連携・融合を進めてまいります。 

 家庭教育につきましては、家庭こそ、子供たちの

人格形成に必要な「基本的生活習慣」と「調和のと

れた心身」を育むことが教育の原点であります。こ

のことから、「早寝・早起き・朝ごはん」運動など

を通して、食事や睡眠などの大切さの理解と「親子

の絆」や「健やかな子育て」の向上を目指して、多

様な学習機会や情報の提供とともに、本の読み聞か

せや芸術鑑賞などの情操を豊かにする取り組みな

ど、地域の教育力も活用させていただきながら、そ

の充実を図ってまいります。 

 また、家庭教育学級や子育てサークルなどを通し

ての相談活動や交流活動・スポーツ活動などを積極

的に支援するとともに、明るく安心して子育てを進

められる家庭環境づくりを目指し、講演会や研修会

の拡充に努めてまいります。さらに、毎月第３日曜

日の「道民家庭の日」の啓発や普及促進を図り、本

町の家庭教育力のさらなる向上を推進してまいりま

す。 

 青少年教育につきましては、次代を担う青少年の

スポーツや文化活動の推進を図るため、子ども会や

スポーツ少年団、青少年団体協議会など、自主的活

動を尊重し、継続して支援・協力を行ってまいりま

す。将来の地域のリーダーづくりを目指し、「なか

よしサミット」や「青少年交流事業」などを通し

て、小・中・高校生を対象とするジュニアリーダー

育成事業を推進してまいります。 

 今年は、３年ごとに開催している姉妹都市「カナ

ダ・アルバータ州カムローズ市」へ、中学校１年か

ら高校３年生を対象に、第７回青少年国際交流研修

を実施し、見聞を広めてまいります。 

 また、地域・ＰＴＡ・関係機関の協力をいただい

ております「学校支援ボランティア」の活動や「青

少年健全育成をすすめる会」などによる活動を通し

て、青少年が健やかに育つ環境づくりやまちづくり

を継続して行ってまいります。 

 放課後プラン事業につきましては、保護者・学

校・地域などの理解と協力を得ながら、子供たちの

放課後の活動が「より安全で安心な居場所づくり事

業」として、放課後スクールと放課後クラブを引き

続き運営してまいります。地域の方々のさらなる御

協力を得ながら、学校や保健福祉部局と連携し、上

富良野の子供たちを健全に守り育てる事業として推

進してまいります。また、この事業を、より円滑に

するに当たり、日々、子供たちのお世話をしていた

だく人材の確保に今後とも努めてまいります。 

 成人・高齢者教育につきましては、成人の方々の

自主的なサークル活動への支援と、各種の学習機会

の開設などに取り組み、その活動の活性化に努めて

まいります。 

 成人女性を対象とした女性学級と、「若く老いよ

う」を合い言葉にした高齢者対象の「いしずえ大

学」を引き続き開設し、健康で明るい生活を築く学

びの機会を提供するとともに、生きがいづくりと社

会参加の促進を図ってまいります。今後も、成人者

や高齢者の方々が培った知恵や技能を各種の学習活

動や体験活動に生かし伝えていただくなど、積極的

なかかわりの中で、学び合い、支え合う人づくり・

まちづくりを進めてまいります。 

 文化芸術の振興につきましては、人々の心に安ら

ぎと潤いをもたらすことを目標に、美術展覧会や音

楽・舞台芸術の公演などを、文化団体や愛好者と連

携し、すぐれた芸術・芸能・文化に触れる機会の充

実を図ってまいります。 

 ことしは、総合文化祭５０回記念として音楽鑑賞

会を実施するとともに、町民の文化芸術にかかる活

動を支援してまいります。また、「文化連盟」も創

立５０周年を迎えるに当たり、さらに活動を支援し

てまいります。 
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 また、町民の皆様が心の豊かさを求めて日常的に

練習を行っている文化芸術活動の発表の場として、

総合文化祭を開催し、自主的な発表の機会を支援す

るとともに、地域文化の継承と発展を目指してまい

ります。 

 図書館の運営につきましては、昨年度策定した

「子ども読書推進計画」をもとに、子供がその成長

に応じた読書に親しめる環境づくりを目指すため

に、読書推進活動に必要な方策を講じてまいりま

す。 

 子供たちの読書への関心を高めるため、児童書の

充実を図るに当たり、各年齢期に応じた推薦図書ガ

イドブックを作成し、妊婦や乳児期には絵本に触れ

るきっかけづくりのブックスタートや、幼児期での

読み聞かせの充実、学童期は各小学校に朝読書支援

や移動図書活動を継続してまいります。 

 また、読書普及活動などに御協力いただいている

ボランティア団体への活動支援も引き続いて行って

まいります。 

 今後もさまざまな機会を通して、町民の皆様の御

意見、御希望を広く聞き、「町民に親しまれる図書

館」を目指して取り組んでまいります。 

 郷土館につきましては、郷土学習に活用が図られ

るよう、郷土館ホームページの収蔵資料により情報

提供をしてまいります。 

 今年度、郷土館の開館について、開拓記念館の開

館期間に合わせて日曜日を臨時開館し、町民の歴史

学習の機会充実と観光客への対応を図ってまいりま

す。 

 郷土館事業としては、指定文化財等郷土歴史を探

訪する研修会や「郷土館特別展示」を総合文化祭に

合わせて開催し、多くの町民の皆様に郷土の歴史な

どについての造詣をさらに深めていただけるよう、

充実に努めてまいります。 

 また、「郷土をさぐる会」が郷土をさぐる発刊３

０号特別号として「かみふらの歴史年表１１５年」

を発刊するに当たり、支援してまいります。 

 スポーツ振興につきましては、スポーツ基本法に

基づき、人格の形成、体力の向上や心身の健康増進

を保持するとともに、私たちに多くの夢や大きな感

動、楽しみを与え、活力に満ちた社会を形成する上

で欠かすことのできない大切な役割を果たしており

ます。そのため、それぞれの体力や年齢に応じた多

様なスポーツや体力増進に取り組むことができるよ

う、各種スポーツ大会を開催するほか、地域や各ス

ポーツ団体との連携を図りながら指導者への支援を

行ってまいります。また、スポーツの競技力向上や

各種スポーツ団体の自主的な活動の支援にも努めて

まいります。 

 スポーツ施設の管理運営につきましては、利用者

ニーズの多様化に応じて施設の有効利用が図られる

よう、スポーツ団体や地域との協議を行い、適正な

管理運営を目指します。また、学校の協力のもと、

引き続き、学校開放事業を実施してまいります。 

 社会教育施設につきましては、町民の社会教育活

動の場として、本年度は、郷土館及びパークゴルフ

場管理棟の屋根外壁塗装や島津球場防球ネット整備

を実施し、社会教育施設の適切な維持管理を図ると

ともに、指定管理者や関係団体との連絡を十分に図

りながら、多くの町民の方々に利用していただける

よう努めてまいります。 

 以上、平成２５年度の教育行政の執行に関する主

要な方針について申し上げました。 

 「豊かな人づくり」の実現に向けて、教育の果た

す役割はますます大きく、とりわけ、たくましく未

来を切り開く子供たちを地域全体で守り育てていく

ことが重要であります。 

 教育委員会といたしましては、教育・文化・ス

ポーツの振興と生涯学習社会の実現を目指し、一つ

一つの施策を全力で取り組んでまいります。 

 議員並びに町民皆様の御支援と御協力をお願い申

し上げて、教育行政執行方針といたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上で、教育執行方針の説

明を終わります。 

 暫時休憩といたします。 

 再開は、１０時半といたします。 

────────────────── 

午前１０時１３分 休憩 

午前１０時３０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） それでは、休憩前に引き続

き、会議を再開いたします。 

 次に、各会計予算について説明を求めます。 

 初めに、一般会計予算について説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま、町長から、

平成２５年度におけます町政全般の執行についての

基本的な方針、また、教育長からは教育行政の方針

につきまして、それぞれに述べられました。その方

針などに沿いまして編成いたしました平成２５年度

の各会計予算のうち、まず、一般会計予算の議決対

象項目の部分につきまして説明をしてまいります。 

 それでは、各会計予算書の１ページをお開きくだ

さい。 

 議案第１号平成２５年度上富良野町一般会計予

算。 

 平成２５年度上富良野町の一般会計の予算は、次
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に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６３億４,６００万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （債務負担行為）。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務

を負担する行為をすることができる事項、期間及び

限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債）。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

 （一時借入金）。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は４億円と定

める。 

 ２ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算額の

み申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款町税、９億５,８３７万８,０００円。 

 ２款地方譲与税、１億２,４３０万円。 

 ３款利子割交付金、１２０万円。 

 ４款配当割交付金、１４０万円。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、２０万円。 

 ６款地方消費税交付金、１億２,２６０万円。 

 ７款国有提供施設等所在市町村助成交付金、５,

８７０万円。 

 ８款自動車取得税交付金、２,８７０万円。 

 ９款地方特例交付金、３５０万円。 

 １０款地方交付税、２９億４,０００万円。 

 １１款交通安全対策特別交付金、１９０万円。 

 １２款分担金及び負担金、８,１４３万２,０００

円。 

 ３ページへ移ります。 

 １３款使用料及び手数料、１億３,９９９万５,０

００円。 

 １４款国庫支出金、５億８,６８３万５,０００

円。 

 １５款道支出金、４億１,７０９万６,０００円。 

 １６款財産収入、１,１７２万３,０００円。 

 １７款寄附金、１,０００円。 

 １８款繰入金、２億１,４２９万８,０００円。 

 １９款繰越金、６,０００万円。 

 ２０款諸収入、１億９,６５４万２,０００円。 

 ２１款町債、３億９,７２０万円。 

 歳入合計は、６３億４,６００万円であります。 

 ４ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款議会費、６,１９９万円。 

 ２款総務費、７億２,５１１万３,０００円。 

 ３款民生費、１０億６,０９２万７,０００円。 

 ４款衛生費、７億４,０２３万８,０００円。 

 ５款労働費、７５５万６,０００円。 

 ６款農林業費、５億８,７６３万６,０００円。 

 ７款商工費、１億９,６３３万６,０００円。 

 ８款土木費、６億２,９２７万３,０００円。 

 ５ページへ移ります。 

 ９款教育費、４億５,３１７万７,０００円。 

 １０款公債費、９億１２０万７,０００円。 

 １１款給与費、９億６,２５４万７,０００円。 

 １２款予備費、２,０００万円。 

 歳出合計は、６３億４,６００万円であります。 

 ６ページをお開きください。 

 第２表につきましては、債務負担行為を設定する

６事業につきまして、期間及び限度額などを記載し

ております。まず、戸籍総合システム機器更新事

業、庁舎電話交換等更新事業、畜産担い手育成総合

整備事業、上富良野小学校改築事業につきまして

は、それぞれの事業期間に応じ債務負担行為を設定

し、事業を進めてまいります。また、南部地区土砂

流出対策事業につきましては、国庫債務負担行為に

基づき、２カ年継続事業として取り進められますこ

とから、本町におきましても債務負担行為を設定す

るものであります。また、見晴台公園指定管理業務

につきましては、指定管理期間を５カ年間の契約と

することから、債務負担行為を設定するものでござ

います。 

 次に、７ページの第３表では、地方債の限度額

を、延べ１１件で、金額にして３億９,７２０万円

と定め、各項目ごとの利率や、その償還方法などを

記載しております。 

 特に、将来の財政見通しが、昨今の経済情勢など

により不透明でありますことから、できる限り後年

度負担の抑制を図ることに重点を置きまして、対象

事業につきましては、継続的に取り進めている事案

及び緊急性あるいは必要性の高い事案に絞りまし

て、地方債を財源の一部として計画的に整備を図る

ものであります。 

 また、加えまして、国の地方財政対策で暫定措置

されております臨時財政対策債につきましても、昨

年度に引き続き所要額を計上しております。 

 ここまで申し上げましたことが、一般会計予算の

議決対象項目の説明でございます。 
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 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、国民健康保険特別会

計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について説

明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） 続きまして、議案

第２号平成２５年度上富良野町国民健康保険特別会

計予算につきまして、朗読をもちまして御説明申し

上げます。 

 予算書の８ページをお開きください。 

 議案第２号平成２５年度上富良野町国民健康保険

特別会計予算。 

 平成２５年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１３億６,２０２万８,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は３億円と定

める。 

 （歳出予算の流用）。 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用す

ることができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）、保険給付費の各項に計上した予算額に過

不足を生じた場合における同一款内での、これらの

経費の各項の間の流用。 

 ９ページをごらんください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税、３億８６８万６,０００

円。 

 ２款国庫支出金、３億２,２２５万円。 

 ３款療養給付費交付金、６,３３７万５,０００

円。 

 ４款前期高齢者交付金、２億９,７８７万１,００

０円。 

 ５款道支出金、８,５２３万５,０００円。 

 ６款共同事業交付金、１億５,２２５万８,０００

円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 ８款繰入金、１億９８２万８,０００円。 

 ９款繰越金、２,０００万１,０００円。 

 １０款諸収入、２５２万３,０００円。 

 歳入合計は、１３億６,２０２万８,０００円であ

ります。 

 １０ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、４,７８５万５,０００円。 

 ２款保険給付費、８億８,８５３万６,０００円。 

 ３款後期高齢者支援金等、１億６,２９１万４,０

００円。 

 ４款前期高齢者納付金等、９万６,０００円。 

 ５款介護納付金、７,２０３万円。 

 ６款共同事業拠出金、１億７,１０５万７,０００

円。 

 ７款保健事業費、１,７０２万５,０００円。 

 ８款基金積立金、１,０００円。 

 ９款公債費、１,０００円。 

 １０款諸支出金、７０万３,０００円。 

 １１款予備費、１８１万円。 

 １１ページをごらんください。 

 歳出合計は、１３億６,２０２万８,０００円であ

ります。 

 続きまして、議案第３号平成２５年度上富良野町

後期高齢者医療特別会計予算につきまして、朗読を

もちまして御説明申し上げます。 

 １２ページをお開きください。 

 議案第３号平成２５年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計予算。 

 平成２５年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億１,６３７万５,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 １３ページをごらんください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料、７,７０９万７,００

０円。 

 ２款使用料及び手数料、１,０００円。 

 ３款繰入金、３,９１６万４,０００円。 

 ４款繰越金、１,０００円。 

 ５款諸収入、１１万２,０００円。 

 歳入合計は、１億１,６３７万５,０００円であり

ます。 

 １４ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、１１３万１,０００円。 
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 ２款広域連合納付金、１億１,５１３万２,０００

円。 

 ３款諸支出金、１１万１,０００円。 

 ４款予備費、１,０００円。 

 歳出合計は、１億１,６３７万５,０００円であり

ます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（西村昭教君） 次に、介護保険特別会計予

算について説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（坂弥雅彦君） 続きまして、議案

第４号平成２５年度上富良野町介護保険特別会計予

算につきまして、朗読をもって説明申し上げます。 

 １５ページをお開きください。 

 議案第４号平成２５年度上富良野町介護保険特別

会計予算。 

 平成２５年度上富良野町の介護保険特別会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ８億６７０万４,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （歳出予算の流用）。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）、保険給付費の各項に計上した予算額に過

不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

 １６ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し述べます。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款介護保険料、１億３,５２０万円。 

 ２款分担金及び負担金、１９８万６,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億８,４０５万円。 

 ４款道支出金、１億１,５３７万３,０００円。 

 ５款支払基金交付金、２億１,６４８万１,０００

円。 

 ６款財産収入、１,０００円。 

 ７款繰入金、１億４,８７４万４,０００円。 

 ８款繰越金、２００万円。 

 ９款諸収入、２８６万９,０００円。 

 歳入合計、８億６７０万４,０００円。 

 １７ページをごらんください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、４,２０９万８,０００円。 

 ２款保険給付費、７億３,９６６万円。 

 ３款地域支援事業費、２,３８２万４,０００円。 

 ４款特別給付費、１０万円。 

 ５款基金積立金、１,０００円。 

 ６款諸支出金、５,０００円。 

 ７款予備費、１０１万６,０００円。 

 歳出合計、８億６７０万４,０００円。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、ラベンダーハイツ事

業特別会計予算について説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（大石輝男君） 次に、議

案第５号平成２５年度上富良野町ラベンダーハイツ

事業特別会計予算につきまして、御説明申し上げま

す。 

 １８ページをお開きください。 

 議案第５号平成２５年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算。 

 平成２５年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２億９,７３９万７,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （一時借入金）。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は７００万円

と定める。 

 １９ページに移ります。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 款ごとの名称と予算金額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款サービス収入、２億８,０３６万円。 

 ２款使用料及び手数料、１万４,０００円。 

 ３款寄附金、１,０００円。 

 ４款繰入金、４１８万円。 

 ５款繰越金、１,２５９万１,０００円。 

 ６款諸収入、２５万円。 

 ７款財産収入、１,０００円。 

 歳入合計は、２億９,７３９万７,０００円。 

 ２０ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費、１億７,００６万５,０００円。 

 ２款サービス事業費、１億１,３５０万６,０００

円。 

 ３款施設整備費、３９９万円。 

 ４款基金積立金、１,０００円。 

 ５款公債費、９７３万９,０００円。 
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 ６款予備費、９万６,０００円。 

 歳出合計、２億９,７３９万７,０００円となりま

す。 

 以上で、ラベンダーハイツ事業特別会計予算の説

明を終わります。 

○議長（西村昭教君） 次に、簡易水道事業特別会

計予算及び公共下水道事業特別会計予算並びに水道

事業会計予算について説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） 次に、簡易水道事

業特別会計、公共下水道事業特別会計及び水道事業

会計の平成２５年度予算について、議決対象項目に

ついて、議案の朗読をもって御説明申し上げます。 

 ２１ページをお開きください。 

 議案第６号平成２５年度上富良野町簡易水道事業

特別会計予算。 

 平成２５年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６,３３４万６,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （地方債）。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことのできる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 

地方債」による。 

 （一時借入金）。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、２,００

０万円と定める。 

 ２２ページへ参ります。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 以下、款ごとの予算額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款使用料及び手数料、１,４９０万円。 

 ２款繰入金、４,４４４万４,０００円。 

 ３款繰越金、１,０００円。 

 ４款諸収入、１,０００円。 

 ５款町債、４００万円。 

 歳入合計では、６,３３４万６,０００円となって

おります。 

 ２３ページへ参ります。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費、２,１２５万３,０００円。 

 ２款公債費、４,２０９万２,０００円。 

 ３款繰出金、１,０００円。 

 歳出合計は、６,３３４万６,０００円となってお

ります。 

 ２４ページへ参ります。 

 第２表、地方債。ここには簡易水道事業にかかわ

る起債の限度額を４００万円とするほか、起債の方

法を利率、償還の方法について、表内記載のとおり

定めるものです。 

 次に、２５ページ、公共下水道事業へ参ります。 

 議案第７号平成２５年度上富良野町公共下水道事

業特別会計予算。 

 平成２５年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ４億７８２万１,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （債務負担行為）。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務

を負担する行為をすることができる事項、期間及び

限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債）。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことのできる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

 （一時借入金）。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、１億１,

０００万円と定める。 

 ２６ページへ参ります。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 以下、款ごとの予算額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金、４３万５,０００円。 

 ２款使用料及び手数料、１億２,９０１万７,００

０円。 

 ３款国庫支出金、２,９７０万円。 

 ４款繰入金、１億４,０８６万４,０００円。 

 ５款繰越金、１,０００円。 

 ６款諸収入、４,０００円。 

 ７款町債、１億７８０万円。 

 歳入合計は、４億７８２万１,０００円となって

おります。 

 ２７ページへ参ります。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費、１億６,２７４万２,０００

円。 

 ２款公債費、２億４,４５７万８,０００円。 

 ３款繰出金、１,０００円。 
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 ４款予備費、５０万円。 

 歳出合計では、４億７８２万１,０００円となっ

ております。 

 ２８ページへ参ります。 

 第２表、債務負担行為。 

 ここには下水道施設の長寿命化計画に基づきます

根幹的施設建設工事委託、平成２６年度について、

平成２５年度から平成２６年度の期間で、限度額２

億７００万円の債務負担行為を設定するものとなっ

ております。 

 第３表、地方債。 

 公共下水道事業、一般分について３,１６０万

円、公共下水道事業、資本費平準化分について７,

６２０万円を限度額とするほか、起債の方法、利

率、償還の方法について、表記のとおり定めるもの

となっております。 

 次に、２９ページ、水道事業へ参ります。 

 議案第８号平成２５年度上富良野町水道事業会計

予算。 

 （総則）。 

 第１条、平成２５年度上富良野町の水道事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）、給水戸数、４,１０１戸。 

 （２）、年間総給水量、７７万９,１７０立方

メートル。 

 （３）、１日平均給水量、２,１３４立方メート

ル。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款水道事業収益、１億５,７４２万５,０００

円。 

 第１項営業収益、１億５,１９２万９,０００円。 

 第２項営業外収益、５４９万６,０００円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用、１億５,７４２万５,０００

円。 

 第１項営業費用、１億１,４４０万４,０００円。 

 第２項営業外費用、１,７７１万９,０００円。 

 第３項特別損失、１,０００円。 

 第４項予備費、２,５３０万１,０００円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 （資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

７,９０９万９,０００円は、過年度分損益勘定留保

資金２,４０９万９,０００円、減災積立金５,５０

０万円で補填するものとする。） 

 収入。 

 第１款資本的収入、１,８００万円。 

 第１項企業債１,８００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、９,７０９万９,０００円。 

 第１項建設改良費、４,２０２万９,０００円。 

 第２項企業債償還金、５,５０７万円。 

 ３０ページへ参ります。 

 （企業債）。 

 第５条、企業債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 表内は、起債の目的と限度額のみを申し上げま

す。 

 配水管布設替事業、１,８００万円。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第６条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 （１）、職員給与費、２,９８２万８,０００円。 

 （他会計からの補助金）。 

 第７条、水道事業運営のため、一般会計からこの

会計へ補助を受ける金額は、５３８万８,０００円

である。 

 （棚卸資産購入限度額）。 

 第８条、棚卸資産の購入限度額は、１,１４９万

９,０００円と定める。 

 以上でございます。 

 失礼いたしました。議案中、一部欠落文字がござ

います。この朗読中でございますが、訂正させてい

ただきます。議案第７号の第２条、２５ページにな

ります。債務負担行為、第２条、地方自治法２１４

条とございますが、地方自治法第２１４条というこ

とで訂正させていただきます。次第の「第」が抜け

ております。まことに申しわけありません。 

○議長（西村昭教君） 次に、病院事業会計予算に

ついて説明を求めます。 

 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（松田宏二君） 議案第９号平成

２５年度上富良野町病院事業会計予算について御説

明申し上げます。 

 ３１ページをお開き願います。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第９号平成２５年度上富良野町病院事業会計

予算。 

 （総則）。 
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 第１条、平成２５年度上富良野町の病院事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量）。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）、業務量。 

 イ、病床数、一般病床４４床。 

 ロ、定員数、老人保健施設入所２８名。 

 ハ、患者数、年間４万３,７５０人、１日平均１

６４人。入院患者、一般病床、年間１万７５０人、

１日平均２９人。外来患者、年間３万３,０００

人、１日平均１３５人。 

 ニ、入所者数、老人保健施設、年間９,５００

人、１日平均２６人。 

 （収益的収入及び支出）。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款病院事業収益、８億６,９０３万６,０００

円。 

 第１項医業収益、５億９,８６３万６,０００円。 

 第２項医業外収益、１億３,７４０万円。 

 第３項老人保健施設事業収益、１億３,３００万

円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用、８億６,９０３万６,０００

円。 

 第１項医業費用、７億３,３６７万９,０００円。 

 第２項医業外費用、２３４万６,０００円。 

 第３項老人保健施設事業費用、１億３,３００万

円。 

 第４項特別損失、１,０００円。 

 第５項予備費、１万円。 

 （資本的収入及び支出）。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款資本的収入、１,７３０万５,０００円。 

 第１項出資金、８３０万５,０００円。 

 第２項補助金、９００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出、１,７３０万５,０００円。 

 第１項企業債償還金、４８０万５,０００円。 

 第２項建設改良費、１,２５０万円。 

 次のページをお開きください。 

 （一時借入金）。 

 第５条、一時借入金の限度額は３億円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用）。 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）、医業費用と医業外費用との間。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。 

 第７条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 （１）、職員給与費、５億９,７６５万３,０００

円。 

 （２）、交際費、３０万円。 

 （他会計からの補助金）。 

 第８条、経営基盤強化などに要する経費に充てる

ため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額

は、１億２,０３８万９,０００円である。 

 （棚卸資産購入限度額）。 

 第９条、棚卸資産の購入限度額は、１億１,２８

８万８,０００円と定める。 

 以上で説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 以上で、議案の説明を終わ

ります。 

 これより、質疑に入ります。 

 なお、これからの質疑については、先ほどの町長

及び教育長の執行方針に限ったものといたしたいと

思います。 

 なお、質疑の回数は、議会運営に関する先例によ

りまして包括的範囲とし、１人１回限りといたしま

す。 

 これより、質疑をお受けいたします。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 町長と教育長に質問させて

いただきます。町長の執行方針について、２点質問

させていただきます。 

 まず、６ページから７ページにわたりまして、民

間事業者による障がい福祉施設の設置に対して必要

な支援をしていくと。また、民間業者による多機能

型居宅介護と認知対応型のグループホームの整備に

ついても、できる限り協力や支援に努めると述べら

れましたけれども、こういった施設を町が建てない

で民間事業者でやってもらうということは、障がい

者や高齢者、認知対応型は、専門的な知識ですとか

ノウハウを持った民間業者にやってもらったほうが

いいと、こういうお考えで、そのかわり、町としま

しては惜しみない協力と支援をしていきますよとい

う町長のお考えかと思いますけれども、どこまで行

政としての支援を考えていらっしゃるのか、お聞か

せください。それと、また、こういった福祉行政施

設に対しましても、やはり住民とか地域とか、一体

となって、町民も関心を持って、理解を示してもら

わなければいけないと思うのです。そういうことを
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考えますと、整備等についても町民に情報を伝える

必要があると考えるのですけれども、その点はいか

がでしょうか。 

 それと、２点目は、１４ページにあります泉町南

団地の町営住宅の整備に着手するということで、実

施設計の予算化もされましたけれども、この地区の

公住にお住まいの方が一番高齢化、６５歳以上の方

が多いということで、そういうことも示されており

ます。また、あと何年かしますと、間違いなく、限

界集落といいましょうか、そういう高齢化の方が大

変多いことになるのではないかと心配いたしており

ます。そうなりますと、あそこの場所に、また同じ

ような画一的な公営住宅を建てていいものかなと、

そういう意見も出ておりまして、１４ページに、当

町のまちづくりの全体との調和や将来の人口動態や

年齢構成などを見据え、計画的に必要な整備をする

とあり、まさにそのとおりだと私は考えておりま

す。この述べられました町長の方針に何とか従って

泉町南公営住宅も整備をしていただきたいものと、

このように考えております。いかがでしょうか。 

 次に、教育長に質問させていただきます。 

 ２ページにあります、確かな学力の向上のところ

で、基礎的な学力が身についているということです

が、その年度によっては違いが見られるということ

で、違いというのはどういうことを指していらっ

しゃるのか、まずもってお尋ねしたいと思います。 

 それから、５ページに、ことしは特別支援教育に

力を入れていかれるということで、大変本当にいい

ことだと私は思います。それで、上小に言語学級

と、東中中学校に知的学級と情緒学級を新設すると

いうことでございますけれども、このたびの補正予

算で、指導教材とか、それから備品なんかは補正予

算で準備しましたけれども、それを担う教職員です

か、こういった人、その人については新たな配置を

考えていらっしゃらないのかどうか。配置したほう

が私はいいと思うのですけれども、その点はいかが

でしょうか。 

 それから、６ページの学校給食のところでござい

ますが、今、アレルギーのお子さんが大変ふえてい

る状況にありまして、１０３名おられます。それ

で、少し、他町村と比べ多いのかなと考えますけれ

ども、アレルギーに対して今取り組んでいらっしゃ

るそういう対策でいいのかどうか。教育長として

は、そのアレルギー対策について、今までと同じよ

うな対策でいいのかどうかなと考えるところでござ

います。それで、そういったことにつきまして、ど

のようにお考えなのか、お尋ねしたいと思います。 

 それから、１１ページにあります、スポーツ振興

のところでございますが、多様なスポーツや体力増

進に進むことができるように、各種スポーツ大会を

開催すると。スポーツ振興するには、何といっても

指導者の養成とか、支援が必要と考えます。皆さ

ん、仕事もしながら、ボランティア精神で、ボラン

ティア活動で取り組んでいただいていると思うので

すけれども、そういったことで、やはり指導者の養

成とか、それから、そういう人方に対しての支援と

かが必要だと思うのですけれども、その点につきま

してはどのようにお考えなのか、お尋ねしたいと思

います。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 最初に、町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問に、

一般質問の内容等に対しますお答えさせていただき

ます。 

 まず、最初にお尋ねがございました、介護保険事

業にかかわります小規模多機能型介護施設、あるい

は、認知症対応型のグループホーム等についての社

会福祉にかかわります施設整備のお尋ねにお答えさ

せていただきますが、これらの事業につきまして

は、さまざまな、議員御質問の中にもありましたよ

うに、豊富な知識や経験、あるいはノウハウをお持

ちの民間事業者の方々が、こういった事業展開をし

ていただくことが、私は望ましい形だというふうに

理解をしております。しかし、一方で、民間事業者

に委ねるにいたしましても、やはり地域を預かる自

治体といたしまして、それらの方々にスムーズな設

置がされ、あるいはスムーズな運営が図れるような

支援策というのは、これは一方ではしっかりと整え

ていかなければならないというふうに考えておりま

す。収益事業を後押しするような、収益事業の部分

に直接支援をするというような、そういったもの

は、これは少し距離を置かなければならないと思い

ますが、しかし、例えば、立地をお手伝いすると

か、あるいはインフラの部分でお手伝いをすると

か、そういったことは積極的にかかわっていくべき

だというふうに思います。 

 一方、お尋ねにありました、地域、あるいは住民

の皆さん方としっかりと連携をとっていかなければ

ならないのではないかということは、全く同感でご

ざいます。とりわけ、利用を想定しているのは、当

然、地域にお住まいの住民の方々ですから、その設

置の意義、あるいは利用の仕方等については、これ

は、町も住民の皆様に十分理解をしていただけるよ

うな、むしろ、町も積極的にそういった部分は力を

かしていく必要があるというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 それと、２点目にお尋ねがありました、２５年度

の事業におきまして計画を予定させていただいてお
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ります公営住宅の整備についてのお尋ねでございま

すが、公営住宅の整備に当たりましては、町の住生

活基本計画というもの、あるいは公営住宅の長寿命

化も含めまして、どういった地域に、あるいはどう

いった形態の公営住宅、町営住宅を整備していけば

いいかということが、まず大前提でございます。私

の考え、思いといたしましては、今、はやり言葉と

いう表現は正しくはないかもしれませんけれども、

例えばコンパクトシティーのような、集中して都市

機能を持った、そういうことも一つの考えとして言

われていることも承知しております。しかし、私

は、上富良野町としての、一定程度の町の広がりと

いうものも、町の勢いを保つ一つの大きな要素だと

思っております。そういうことで、大きく大別しま

すと、上富良野町の西、東、この地域のバランスを

しっかりと見きわめながら、いろいろな公共施設も

それぞれの地域にございますので、それぞれの地域

において、平等に、限りなく平等に住みやすさを確

保をしていくというようなことを前提に、今回、公

営住宅の設置に当たって計画をさせていただいたと

ころでございます。均衡ある町の発展を願っている

ということで御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ただいま御質問いただき

ました、３番村上議員の４点の御質問にお答えさせ

ていただきます。 

 初めに、確かな学力の向上の関係で、年度によっ

て違いがという部分の、具体的な部分は何なのかと

いう御質問ですけれども、これにつきましては、年

度によって、点数にばらつきがあるという意味でご

ざいます。これについては、その問題を解決するべ

く、まず、教師力の向上と学校力を高めていかなけ

ればならないというふうに考えております。年度に

よってお子さんの質が変わるということでは決して

ありませんので、そこの部分の問題解決のために、

今申し上げた形の部分を積極的に進めていきたいな

と、そんなふうに考えているところでございます。

それで、本年については、そこの部分の強化という

ことで、公開研究会と、他町村、東北地方への研修

の計画をしているところでございます。 

 次に、特別支援教育についてであります。議員も

お話しされておりましたように、３月の補正予算で

教材費について補正をさせていただきました。人的

な配置につきましては、道費で賄われます教員の２

名の配置を予定しております。町で指導助手の配置

ということは、小規模ですので考えておりませんけ

れども、東中小学校については、対象になる児童が

それぞれの教室に１名ずつでございますので、その

１名ずつに対して、道費の教員を配置する予定と

なっております。 

 次に、学校給食関係で、アレルギーの対策につい

てでございます。当町のアレルギーをお持ちになっ

ているお子さんの数が多いのか少ないのかという議

論は別にいたしまして、全道的、全国的に、そのア

レルギーをお持ちのお子さんがふえているというこ

とは確かなようでございます。このアレルギーをも

とにいたしまして、昨年の１２月でしたか、アレル

ギーで、初めから食べさせてはいけないものを先生

が間違って確認しないで与えて、死亡事故につな

がってしまったというような事例もございます。当

町教育委員会といたしましては、これらの悲しいこ

とが起きないように、保護者のほうから、その状況

の聞き取り調査票を提出してもらって、その対策に

万全を期すように確認作業を進めているところであ

ります。新年度におきましては、現在のところ、給

食をとるときに、それぞれ、きょうはこれが入って

いますよという部分の、アレルギーのある子は食べ

てはいけませんよというような確認作業を一つ入れ

たらいいのではないかいうことで、今、そういう方

法の検討をしているところでございます。 

 次に、スポーツ振興の関係で、指導者への支援に

ついてでございますけれども、こちらについては、

講習会への案内等について支援をしていくと。あ

と、指導者の方へのバックアップ体制を、基本的に

は講習の案内などが主の支援になっているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、１１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 町長と教育長にお伺いい

たします。 

 まず、町長でございますけれども、二つございま

す。一つ目は、国家公務員給与を平均７.８％カッ

トするという臨時特例措置、これを地方公務員に求

めているということに関しての町長のお考え方でご

ざいます。この執行方針を読むと、３ページと、１

６、１７ページあたりに書いてあるのですけれど

も、私がこの文面から読むと、多分、職員の給与は

減額しないで乗り切っていくだろうという考えであ

ろうと思います。その町長のはっきりしたお考えを

知りたいなということでございます。それは３ペー

ジに、優先順位などを決めると、それぞれの事業実

施に対して優先順位を決めるというふうになってお

ります。ここからもうかがえられますし、１７ペー

ジですか、当初予算段階では財政調整基金からの繰

り入れを行わない。要は、地方交付税が、まだ国の

予算が決まっていませんから、決まって、町はやら

ないとなると、これで乗り切ろうというのがうかが

えます。そういう気持ちなのか、お聞きしたいと思
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います。ラスパイレス指数は、報道にもございまし

たように１０８.１％、高いですよね。ただ、町と

しては、職員定数を大幅に減らしてきて、現職の職

員が非常に苦労をされていると、あるいは、給与

をカットすると地方の経済発展に非常に影響がある

と。いろいろな問題点から、こういったふうになっ

たのであろうということは推測されます。ただ、推

測でございますので、町の当初予算、あるいは、国

がはっきりと示した後、町はどういうふうな予算を

編成していくのかというところと、優先順位という

のはどういうものなのか、お聞きしたいというふう

に思います。 

 二つ目でございますけれども、９ページと１２

ページに、日の出公園のお話、あるいは観光振興に

ついてのお話がございますけれども、日の出公園の

駐車場の件でございます。駐車場が否決されてか

ら、もう５年目に入ろうとしていますけれども、こ

のまま臨時駐車場をずっとやっていると、毎年１０

０万円前後のお金が臨時駐車場の項目で消えていく

わけでございます。日の出の駐車場を今後どのよう

にするのか、町長のそのお考え方をお聞きしたいと

いうふうに思います。 

 あと、教育長でございますけれども、この教育執

行方針を読みますと、新学習指導要領のお話が一つ

も載っておりません。新学習指導要領では、音楽で

は国歌を歌えるように指導しなさい、あるいは、道

徳に愛国心を入れなさい、あるいは、保健体育では

武道を必修にしなさいと、そして、日本の伝統と文

化を子供たちに深めさせなさいというふうになって

いますよね。そういったところが、文面にはござい

ません。ただ、一生懸命やっておられる、国歌なん

かも歌うようになってきたということはわかりま

す。だから、お聞きしたいのは、この教育執行方針

で、上富良野町教育振興基本計画及び教育目標に基

づいてやるのだよというふうになっていますよね。

この基本計画は、２１年度から施行されているわけ

です。新学習指導要領は、中学校は去年の４月か

ら、小学校はその１年前からですよね。だから、そ

の前に出たやつですから、この教育振興基本計画に

全く、その新学習指導要領の話は載っておりませ

ん。これに基づいてやるといっていても、新学習指

導要領の話が全くないわけです。なぜ載っていない

のか。あるいは、どこかの団体に遠慮しているの

か、あるいは、意図的に避けているとは思えないの

ですけれども、どうなのか。載せなくても、違った

項目でこうやっているからいいのだよというお話を

お聞きしたいというふうに思っています。 

 もう一つは、３ページです。たくましい体力づく

りについて、今、学校では、小学校５年生の体力測

定を実施していますよね。そして、それに基づいて

指導をしています。ただ、５年生だけですから、継

続的な指導ができないと思うのです。それを、１年

生はどうかと思いますけれども、できるだけ全学年

に広げると、担任の先生も継続的な指導ができると

思いますし、このたくましい体力づくりそのもの

が、子供たちに計数を与えておくことによって目標

となると思うのです。来年はもっといい測定結果を

出そうというふうになると思うのです。５年生だけ

今やっていることを、今後広げるお考えがあるのか

どうかということをお聞きしたいというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 最初に、町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 今村議員の行政執行方針に

ついての御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１点目にお尋ねありました、予算策定の中

におきます財政運営、あるいは財政見通しの中にあ

ります、国において示されております国家公務員給

与７.８％カットに準じた地方交付税におけるそう

いう措置が示されているところでございます。当町

におきまして、どのような対応を図るかということ

に対しましては、冒頭の執行方針の中でも若干触れ

させていただいておりますが、その想定される影響

分のうち、防災、減災、あるいは活性化事業等に

よって形を変えて、それらの減額分に対応する措置

として、おおむね影響分の半分ぐらいが、数字上、

国において措置をするというようなことが考え方と

して示されております。しかし、残りの５０％につ

いては、そういった措置も想定をされておりませ

ん。御案内のように、私ども地方自治体で構成して

おります地方６団体におきましては、こういった国

の対応に対しては理解ができないということを一貫

して主張させていただいているところでございま

す。そういう中で、国が現実に、地方交付税の算定

の中で、そういう給与の部分について影響が出るよ

うな予算が示されております。我が町といたしまし

ては、どのような対応をしていくかということで、

まだ決断を、あるいは結論を導いているわけではご

ざいませんが、今申し上げましたように、仮に、理

想の姿ではありますが、これは非常にハードルの高

いものというふうに思いますが、少なくとも５０％

については、何らかの形で、形を変えた支援策に変

えているという国の説明でございます。しかし、５

０％については、そういった措置が講じられており

ません。ということは、裏を返せば、その５０％の

分については、これは、町民の皆さん方の血税を

もって職員給与を支えて、今まで以上に支えていく

ということを町民の理解として、これが成り立つか
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どうかというところの判断が非常に私は大きいと

思っております。７月を想定しているというふうに

言われておりますので、これからの期間を通じて、

どういう形で上富良野町として、これを定めて方向

づけていくことがいいのかということは、少し、一

時、時間を経ながら、さまざまな方々の御意見、あ

るいは他の情勢等を見きわめながら、最終的に決断

をするというような考えでございます。 

 それから、この予算の編成に当たって、優先順位

というものについてどういうふうに考えているのか

というようなお尋ねもございました。これについて

は、優先順位を構成する要素といたしまして、毎年

でございますが、中長期計画に基づいた計画を優先

するという、これも優先の一つの考え方でございま

す。あるいは、その時々の社会情勢の中で変化が起

きてくる、それに対応するということも、その中で

は優先順位の一つの考え方となってきます。それか

ら、そういったもののほかに、上富良野として緊急

性を要する、例えばで申し上げますと、防災対策だ

とか、そういった緊急災害対策のように、緊急性を

要するような、そういうようなことも発生してきて

いる実態もございまして、そういったものをトータ

ルで、町の限られた予算の中で何を優先していくべ

きかということが、私の述べております優先順位と

いうことでございますので、広い意味があるという

ことで御理解を賜りたいというふうに思います。 

 それから、もう１点、日の出公園の駐車場につい

てお尋ねがございました。今村議員の御質問のとお

り、町が公設駐車場として設定している、現在、整

備はなされておりません。東町にあります国有地を

お借りして、現在、供しているところでございます

が、この国有地につきましては、国のほうが普通財

産というふうに位置づけを変えておりまして、これ

については、売却を国としては想定しているようで

ございます。そういった動向を見きわめ、さらに

は、広く議会の皆さん方のお考え、あるいは町民の

皆さん方の思い、そういったものを総合的に私なり

に考慮いたしまして、上富良野町として、どういう

姿に落ちつけるべきかということは、遠くないうち

に判断をしていかなければならないのかなという想

定をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） １１番今村議員の２点の

御質問にお答えいたします。 

 １点目でございますけれども、新学習指導要領に

関しての記述が執行方針のほうに記載されていない

という部分のお話であります。まず、学習指導要領

につきましては、子供たちを育てるマニュアルとい

うふうに捉えていただきたいと思います。その前

に、基本とすべき教育振興計画などがあるという御

理解をしていただきたいと思います。自然体で、議

員のほうからもお話がありましたけれども、中学校

については今年度完全実施、その前の年が小学校と

いうことで、通常の教育の中で、この学習指導要領

に基づいて、学習が日々進められているということ

で、まず御理解をいただきたいと思います。その中

で、知・徳・体のバランスのいい教育が進められて

いるということで御理解をいただきたいと思いま

す。それで、このもととなる部分の、今回改正を予

定しております上富良野町教育振興計画、これの計

画の関係も、道、国がそれぞれ定めておりまして、

これについては１０年に一度作成するものなのです

けれども、中間年に、時代に合わせた計画を立てる

ということで、５年ごとに見直しがされているとこ

ろでございますので、あわせて御理解をいただきた

いと思います。 

 次に、たくましい体づくりに関連しまして、体力

測定に対する御質問でありますけれども、体力測定

については、議員がおっしゃっておりましたとお

り、子供たちの励みになるものというふうに考えて

おります。小学校５年生のみという部分のお話があ

りましたけれども、小規模校については、各学年、

実施が可能となっておりまして、小規模校について

は、それぞれの学年で体力の測定を実施していると

ころでありますが、大規模校については、非常に授

業が詰まっている中で、全部できれば一番いいので

すけれども、なかなか実施が難しい状況になってお

ります。今後におきましては、できる限り、その日

課の調整ができるものについては、随時検討を進め

て、多くの学年ができるような形にできればなとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 町長に関して、数点お伺い

いたします。 

 まず、１点目でございますが、この安心の暮らし

を支える医療福祉というところでございますが、保

健福祉医療サービスを総合的に提供ということでご

ざいますが、これら、上富良野町の、それぞれ保健

福祉、健康づくり、町立病院といった、個々の力と

いうのは非常にポテンシャルも高く、大きな力を

持っているのですが、それらが、横の連携をいかに

取りやすい立場をとっていく仕組みづくりを、今年

度考えていらっしゃるのか。加えまして、病院事業

でございますが、慢性的な赤字体質だったものが、

過去、この数年間に及びまして、劇的に構造的な改

革を行いまして病院事業というものをやってきたと
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ころでございますが、この北海道内におきます医師

の偏在等における要因から、上富良野町も医師不足

というものが懸念される病院になっております。病

病連携の実施というものは大事でございますが、そ

れ以上に、医師の確保ということが、さらに、この

病院運営、また、安心に暮らしていける上富良野町

の医療体制にも、根幹になる部分だと思いますの

で、これらの医師の確保について、町長は、どのよ

うに今後取り進めていかれるのかをお伺いいたした

いと思います。 

 続きまして、高速情報通信整備の部分でございま

すが、町長が就任されてからも、この部分につきま

して、いろいろ取り組みについて、議会と若干の相

違があるようになっておりますが、いよいよ、この

上富良野町につきましても、本当に、道内の中で数

少ない高速情報通信網の整備がされていない地域と

なってまいりました。今年度、総務課を中心として

いろいろな動きがある中においても、この流れに乗

るためには、やはり、まずは光通信を導入するとい

うことが一番の目的でございますので、できれば、

初期段階で導入する地域においてのインセンティブ

というものを構築するべきではないかと考えます。

具体的に申しますならば、１年間程度、１年間がい

いのか、それ相当の年月がいいのか別としても、初

期段階で導入する方に関して、せめてプロバイダー

料を除く通信のかかる部分を若干補助をする、全額

補助をしたとしても、全部で６,０００万円強のお

金があれば、それらが整備できることになります。

まずもって、その高速情報通信網が導入されないこ

とには郡部への拡充もできませんし、その最初の

ハードルを低くするために、ぜひ、それらのインセ

ンティブの考えがあるかどうかの御質問をしたいと

考えております。 

 最後に、３点目でございますが、町長、この２５

年度予算におきまして、非常に産業に関するてこ入

れというものが大きく予算に反映されているように

感じます。特に基幹産業であります農業の基盤整備

事業の強化に加えまして、それらの恵みからなされ

ますものを観光分野に大きく広げていこうという気

持ちが見えるところでございますが、この上富良野

町におきます観光入り込み数を見ますと、約六十数

万人の観光入り込みのうち、夏場の６月から８月に

かけまして、そのほとんどの５０万人弱の方がこの

期間に偏っている状況にございます。町長が進めま

す観光の部分におきましても、これらの平準化を図

るような仕組みづくり、また、ターゲットを、どこ

の時期に、誰を呼ぶかといった、それらの具体的な

方策があるのかどうかをお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ５番金子議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、最初にお尋ねのありました、町の医療福祉

の充実についてのお尋ねでございますが、これは非

常に町の根幹をなす部分でございまして、大変重要

であるということは議員と思いを等しくするもので

ございます。とりわけ、議員の御質問の中にありま

した、それぞれ医療福祉を担う各セクションの連

携、協力、現在もそういったことについては十分配

慮はさせていただいているつもりでございますが、

特に老人の福祉施設、あるいは障がい者の事業、そ

ういったことにまで全てに及んで、どこが中心にな

るということではなくて、それぞれが対等に情報を

共有して、そして、町民の安心・安全をしっかりと

確保できるような仕組みづくり、これは普遍的に

行っているつもりでおります。しかし、これでいい

ということはありませんので、そういったことにつ

いて、とりわけ、病院を中心とする部分について

は、非常に大きな部分でございます。上富良野町で

は、そういうことはないと思いますけれども、特

に、この病病連携にも及びますが、けさのテレビな

んかでも言っていましたけれども、診療拒否をされ

たというような悲しい出来事も報道されておりまし

たけれども、少なくとも、この地域でそういうこと

がないように、あるいは、医療を受けたくても、ど

ういう医療を、あるいは、どういう介護を受けたら

いいのかわからないというようなことはなくすため

に、それは、連携は、さらにこれからもしっかりと

整備していこうというふうに考えております。 

 それから、医師の確保問題でございますけれど

も、非常にハードルが高い問題でございます。おか

げさまで、十分とは申しませんが、現在、上富良野

町立病院におきましては、旭川医科大学に非常に御

理解をいただいておりまして、極力、研修医制度が

変わりましてから、私も何度もお訪ねして、医局の

状況も見させていただいておりますけれども、本当

に病院のほうへ、現場へ出ておられる方が多いせい

もあるかもしれませんけれども、本当に人が少ない

のは実感として私も伝わってきます。しかし、そう

いう中で、旭川医科大学と上富良野町立病院との、

院長先生の非常に御努力もあります、それらが総合

的に、いい意味で作用しているなというふうに思い

ます。医大の、それぞれ３内もあります、１外もあ

りますが、それぞれの先生方が、私どもがお訪ねい

たしますと、本当に真剣に上富良野の町民の健康維

持にために町立病院を支えていただいていると。そ

してまた、ドクターに極力負担のかからないよう

に、そういう配慮も本当にしてくれているというこ

とで、医大としても、上富良野町立病院を地域の核
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の病院として、これはもう何としても守っていきた

いという気持ちはあるのだということで、現実、姿

として、一時から見れば、多少は先生方の御都合で

診療の体制も少しは変化しておりますけれども、基

本的に、上富良野の町民の皆さん方、地域の皆さん

方のための体制は維持できているというふうに考え

ております。しかし、金子議員がお話しされており

ますように、これからしっかり、安心して安定して

医師が確保できるかということは、非常にハードル

が高いのは実態だと思います。今後、さらに医大と

の信頼関係をしっかり築くとともに、町民の皆さん

が、みんなの病院であるから支えようということ

も、町として、ひとつ盛り上げていかなければなら

ないというふうに考えているところでございます。 

 それから、情報通信網の整備にかかわりましてお

話がございました。何としても、この道内の地域間

格差をなくしたいという思いで、今回、ＮＴＴさん

の御協力をいただきまして、まず、中心市街地のほ

うを中心に整備を図ることに踏み出したわけでござ

います。確かに、導入に向けての、先方は営業ベー

スでございますので、それにかなったような条件整

備というものが、一つのクリアしていかなければな

らない課題ではあります。しかし、そういった先進

事例等もいろいろ研究してまいりましたけれども、

やはりＮＴＴさんと会話を重ねる中で、上富良野町

のＮＴＴさんが想定している部分については、非常

に商業ベースとして見通しが立つというような潜在

的な思いが、実は私に伝わってきております。です

から、この間から、１,０００件の契約が、ぜひと

いうことで、皆さん方の御協力もお願いしておりま

すけれども、ＮＴＴさんは、最終的にどの程度の

ハードルというふうに設定しているかわかりません

けれども、少なくともＮＴＴさんとしても、自然体

の中で、この地域が応援してくれるということは大

前提ですけれども、それが整備されれば、ＮＴＴさ

んとしても設置に向けた決断はしていただけるので

はないかなということで、さらに皆さんに広く利用

していただくための条件整備は、それはないよりは

あったほうがいいということは私も全く同感でござ

います。ただ、私は、上富良野の地域の中で、さら

に先に進むところと、少し後発になるところとの、

このギャップを埋めたいというのはずっとあるので

す。ですから、その辺のバランスも、やはり考えて

いかなければならないということで、それぞれ御利

用を希望される方の自助努力に期待するというとこ

ろでございます。 

 それから、３点目にお尋ねのありました観光振興

でございますけれども、いろいろな機会を通じて申

し上げておりますけれども、私は、この観光という

もの、農業に起因するところもありますけれども、

恐らく、これからの上富良野のまちづくりの中で

は、かなりの太い柱にしていくべき大きな仕事だと

思っております。そういう中で、議員からお話あり

ましたような、通年ですね、年間を通じて観光客の

皆さん方が上富良野に足を向けていただけるよう

な、そういった方策というものは、これはもうやっ

ぱり絶対大事だと思っています。しかし、残念なが

ら、具体的に今それを具現化するための手法を持っ

ているかということになりますと、しっかりとし

た、これだとお示しできるものは、残念ながら持ち

合わせておりません。これから、観光振興計画も

しっかりできましたので、皆様方からさまざまな御

意見をいただきながら、通年観光ができるような、

そしてターゲットを、それを国内にするのか、海外

に向けるのか、アジアに向けるのか、そういったこ

ともいろいろ研究しながら、ただ、絵を描いている

だけではなくて、しっかりとした具体化できるよう

な方向に進んでいけるよう頑張ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 地域密着型のサービス関係

についてお伺いいたします。 

 今後、ことし、小規模多機能型の居宅介護施設が

できますが、しかし、認知高齢者が、傾向として、

ふえるという状況が見られます。そうしますと、こ

の施設では、それでは十分かどうかということにな

ると、まだまだ十分ではないというふうに考えてお

ります。そういう意味では、上富良野町にグループ

ホームがありますが、１ユニットしか認められてい

ないという形の中で、やはり認知高齢者がふえると

いう状況の中では、必要最小限のものが当然必要に

なってくるのだろうというふうに私は考えておりま

すが、この点についてはどのようにお考えなのか、

お伺いいたします。 

 次にお伺いしたいのは、社会保障の問題でありま

すが、当面は、ことしは、基金を支消しながらその

事業に充てるという形になっておりますが、来年度

以降については、恐らく、消費税増税目当てという

形になっているかというふうに思いますが、景気が

悪くなって、消費がなかなか上がらないということ

になれば、それも、なかなか財源も活用できないと

いう形になる可能性もありますが、わかりません。

しかし、基本は、支消がないということになれば、

受益者負担、あるいは何らかの形で財源を確保する

ということに走るだろうというふうに考えておりま

すが、この点は、どのような財源確保を、来年度以

降目指そうとしているのか、お伺いしておきたいと
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いうふうに思います。 

 次に、観光の問題では、同僚の議員も言いました

が、いわゆるターゲットを絞る、あるいは、通年型

という形にどう展開するかというところでありま

す。ことしから観光計画に基づいた財源措置もされ

て、これから出発しようという段階で、本当に期待

するものも多いという状況になっており、やはり体

験型観光という形の中で、冬期間においても、いろ

いろと工夫された中で実施する自治体もふえてきて

おりますので、やはりそういったものも取り入れな

がら、地域の特色を生かす地域振興観光づくりとい

うのが大切だと思いますが、この点と、さらに観光

客が一番述べているのは、町に来て、上富良野町の

特産品を買い求める場所がないという形の声が多数

寄せられております。確かに、見晴台という形の中

ではありますが、私は十分ではないというふうに考

えております。将来は、そこを廃止して、別な位置

で、抜本的にそういうものを担えるような場所づく

りを考える時期に差しかかっているのではないかと

いうふうに考えておりますが、この点について、ど

のようなお考えをお持ちなのか、お伺いしておきた

いというふうに考えております。 

 教育の問題では、学力を向上させるという点では

非常にいいというふうに思いますが、しかし、それ

一辺倒では、やはり子供たちの感受性を育てる、情

感を育てるというのが失われつつあります。そうい

う意味で、知育、徳育という形の、広角的な立場か

らの教育行政を進めるということは大切になってき

ているというふうに思います。やはり、学力を高め

て何をするのかというところも含めて、子供たちの

感受性も育てる、そういうものも取り入れながら学

力の向上と結びつけていかないと、無になってしま

うような気もしますので、その点はどのようにお考

えなのか、この点、簡単ですが、お伺いをしておき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 答弁につきましては、昼か

らにしたいと思います。 

 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ０時 １分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） それでは、休憩前に引き続

き、会議を再開したいと思います。 

 午前中、米沢義英君の質問がございましたので、

町長より答弁をお願いいたします。 

 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の、午前中に

賜りました質問３点につきましてお答えさせていた

だきます。 

 まず、１点目にお尋ねいただきましたグループ

ホーム等の整備の件に関しましてお答えさせていた

だきますが、私も、議員同様、グループホーム、認

知症の方が潜在的に増加傾向にあるということは全

く同感でございまして、そして、そういう施設対応

によります認知症の方々に対するケアというものに

向けての整備を必要とすることも全く同感でござい

ます。そういう意味におきまして、町といたしまし

て、グループホーム等の整備につきましては、そう

いう町として環境整備を、あるいは認知症対応を推

進してまいりたいという情報発信をさせていただこ

うと思っております。これによって、既に日常的

に、そういった上富良野町内においてグループホー

ム事業を参入できないかということは、潜在的にお

問い合わせもあるものですから、少し前向きに、そ

の情報発信をさせていただこうというふうに考えて

いるところでございます。 

 それから、２点目にお尋ねのありました社会保障

費の増嵩に伴います対応ですが、これは、私は国を

信じる以外ございませんで、今年度につきまして

は、単年度をもちまして、基金から一部充当させて

いただく予算編成とさせていただきましたけれど

も、これは、もう既に何度も国民の耳に届いており

ますように、今回、消費税のアップについては、社

会保障に目的税化するということが明確にうたわれ

ておりますので、そういった部分で、国において財

源が確保していただけるものという思いを持って、

これからも対応させていただこうと思っているとこ

ろでございます。 

 それから、３点目にお尋ねのありました観光振興

につきまして、私の思いをお答えさせていただこう

と思っておりますが、先ほど、午前中、金子議員か

らもお尋ねがありましたように、私も通年型、年間

を通して観光客の方が上富良野に足を向けていただ

ける、あるいは関心を持っていただけるような整備

というものは大事であるということの認識は全く同

じでございます。そういう中で、体験型、これも、

私は、これからの観光体験型というのは、非常に新

しい分野ではありますけれども、息長く皆さんが取

り組んでいただけると申しましょうか、将来性のあ

る分野だというふうに思っておりまして、こういっ

た体験型の観光が振興できるような、そういうお手

伝いも積極的にさせていただこうと思っておりま

す。既に、産業振興課のほうにおいて、そういった

取り組みを、志を持っておられる方々の協議も既に

始まっておりますので、多分、実を結んでいくもの

というふうに期待しているところでございます。 

 それから、特産物の販売、あるいは、そういった
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ことに対する場所の提供、それについてもお尋ねが

ございました。基本的に、私は共通する部分もあり

ますけれども、町の中におきます特産品の、あるい

は特産物の販売等については、これは、民間の皆さ

ん方がそれぞれ知恵や工夫、アイデアを凝らして、

商品開発も含めて、そういったことに力を注いでい

ただくことが、伸びていく大きな力になると思って

おります。一方、そういった上富良野のさまざまな

特産物の情報、あるいは観光資源の情報提供等につ

いては、これは、公が積極的に担っていく分野だと

いうふうに考えておりまして、見晴台公園のことも

御質問にありましたけれども、やはり交通の要衝と

なるような部分において情報を発信していくという

ことは、これは、私は普遍のものであろうというふ

うに考えておりまして、これはこれとしての機能を

やはり生かしていくような方法を講じていくべきだ

ろうと思っております。また、そういった特産品を

販売するような、あるいは御提供させていただくよ

うな、そういう仕組みづくりについては、これはま

た少し切り口を変えて、取り組みをする必要があろ

うというふうに考えるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の、学力向

上に関連する御質問にお答えいたします。 

 議員からお話があったように、学力だけではな

く、知・徳・体ということで、情緒の心の部分も、

体力の部分も、当然必要な要素であります。これら

については、同時進行で三つの要素がきちんと子供

たちに育まれるよう最大限の努力をしていきたいと

思っているところであります。 

 なぜ、その学力という部分が現在焦点に、重点的

に行っているかということについて、若干お時間を

いただきたいと思います。まず、全国学力・学習状

況調査でありますけれども、これによって、北海道

の学力が、全国的に見たときに、残念ながら下位に

あるということが１点ございます。それと、高校に

進んでから、ほぼ、中学校を卒業した生徒は高校の

ほうに全入という形で入学いたします。その結果、

高校において学び直しが必要だというような状況、

６割の高校が学び直しをしなければならない学力の

状況であります。結果、高校を卒業して社会人に

なっていくときに、就職という部分が十分できない

というような実態がございます。これらの実態を踏

まえた中で、子供たちに最低限の学力を保障すると

いう考えから、これらの学力を重点的に進めていこ

うというものでございます。当町におきましても、

社会人になったときに、子供たちがしっかりひとり

立ちできるように、知・徳・体のバランスのとれた

状態に、そういう大人になってもらうために、教育

委員会としては力を入れていきたいというふうに考

えておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 平成２５年度の町政執行方

針に、町長へ５項目、それから、教育行政執行方針

に、教育長に７項目について質問をさせていただき

たいと思います。 

 まず、第１点は、５ページの中段以降にある情報

共有ということについてお尋ねをしたいと思いま

す。確かに、自治基本条例に沿ってやっておられま

すけれども、ただ、昨年の秋の情報等が適確に、議

会に、もしくは所管に反映されない例がありまし

た。例えば、西小学校の専決処分についても、第３

回定例町議会が９月１９日から２０日にあって、当

然、このときは間に合わないだろうから情報提供は

ないだろうと思いますけれども、その翌日に専決処

分がされていると。その後、２４年１０月１日に、

議員で行政調査を行いました。そのとき、西小学校

の体育館の耐震改修工事ということで行ったけれど

も、実際に工事は進行しているのに、これらの情報

の提供が一切なしと。それから、もう一つは、決算

特別委員会でも、１０月３日から５日にあったけれ

ども、事前に若干の報告等があってもいいのかな

と。それから、第３回の臨時町議会、２４年１１月

１９日、これも報告なしであるし、専決処分もなく

て、最終的に２４年１２月１１日にあったというこ

とで、非常に、これは委員会も含めて、議会に対し

ても、３回もこういう機会があったのに、全然そう

いうことがなかったということで、最終的に失念を

されていたということで終わりましたけれども、果

たしてこれでいいのかどうか。 

 それから、もう１点は、中央保育所の民間移譲の

関係です。９月１０日に、厚生文教委員会に説明が

ありました。実施計画、それから公募要綱、審査及

び選定に関する事項ということで。そして、９月１

３日に全員協議会があって、同じような形で中央保

育所の民営化についてありました。そして、２４年

１２月３日に厚生文教常任委員会、それから協議会

が行われましたけれども、この段階で、恐らく１２

月４日、審査意見書が提出されていないからという

ことで、報告はなかったと思いますけれども、この

ときもない。それから、１２月４日に審査意見書が

提出された、そうしたら、１２月５日に議会運営委

員会が９時から、そして、１２月６日に全員協議会

が、そうすると、この段階で、わずかな時間でもい
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いから、所管の委員会が開催されてもよかったので

はないかというような気がいたします。それで、こ

れが全員協議会の１２月６日の議題に入っていない

のですよ。その他の項目で、とうとうと坂弥課長が

述べたので、議員の皆さん方が、資料はどうなのだ

ということになっています。したがって、こういう

姿勢で２５年度も行われることがあっては困るので

す。議長がよく言う、議会と町は両輪だと言いなが

ら、これでは片輪もいいところなのです。したがっ

て、その点、２５年度の執行に当たっては十分配慮

していただかなければならないのですけれども、こ

の点について町長に確認をいたしたいと思います。 

 それから２点目、７ページ。同僚の議員からも小

規模多機能型の関係、認知症の関係が質問をされて

おります。それで、町長の言う、あくまでも町民が

利用するのだから、できるだけの協力と支援をする

のを基本的に考えているということでございます。

したがって、できるだけという基本的な考え方を、

もうちょっと具体的に御説明をいただきたいと思い

ます。 

 それから、３点目、９ページの中途で、商工業の

進行ということで、観光振興計画等が、若干、同僚

議員から話されました。それで、北海道から職員の

派遣を受けながら、商店街の活性化につながるよう

ということでございます。北海道のどこの職場か

ら、上富良野町のどのセクションに配置をするの

か、その点の確認をいたしたいと思います。 

 それから、１６ページ。広域行政の推進について

お尋ねをいたします。発足して５年を迎えたのです

が、現実の問題として、２６年から広域計画が出さ

れようとしております。したがって、私は、議会の

議員同士でも、これについては討論をしよう、当

然、理事者とも、これらの関係にて討論をしていか

なければならないのではないかという気がいたしま

す。いかに上富良野町が、どういう立場でこの広域

計画に臨むかということをやっていかなければなら

ないという判断をしておりますので、その点につい

て、議会とも十分協議する場を持つ意思があるのか

どうかということも含めて、確認をしたいと思いま

す。 

 それから、もう１点、広域行政の中で、一般廃棄

物の関係で、２５年度予算を見ると、他市町村の一

般廃棄物の処理料負担が４,４６３万６,０００円と

いうことで計上されております。それで、富良野

が、焼却処理をしている衛生用品の支援化処理試験

の実施ということで、これを固形燃料として使って

いきたいということで、専用ボイラーの燃焼試験を

実証していきたいということで、富良野市長の執行

方針の中で出ているのです。それで、担当に聞きま

すと、富良野から２３年度決算ではどのぐらい来て

いるのかということで確認をしますと、５４０ト

ン、１,９９８万９,０００円、約２,０００万円、

富良野市からの部分が入っているということなので

す。そうすると、僕は、広域連合のこの中で、今

後、事前に首長同士でのこれらの協議が行われてい

るかどうかを含めて確認をいたしたいと思います。 

 それから、次に５点目、中央保育所が民間委託に

なります。したがって、中央保育所の給食関係が非

常にウイズ店からのシェアが大きいのです。そうす

ると、これは、農協のほうは、今、ことしの３月２

４日でウィズ店が閉店するということになっていま

す。したがって、これらの対応策をどのようにされ

ていくのかということで、以上、町政執行方針につ

いてお尋ねをいたしたいと思います。 

 それから、次に、教育行政の関係についてお尋ね

します。 

 １ページの教育委員会の点検評価の関係です。私

も従来申し上げておりますけれども、この教育行政

評価委員会の開催状況ということで、富良野は規模

が大きいから、第１回から第４回まで４回開催して

います。それで、上富良野は１回だけです。それか

ら、南富良野は２回で、第１回は評価の説明概要、

そして、質疑を行い、そして２回目は評価報告書に

対する評価委員の最終意見交換、集約ということに

なっています。それで、うちの町も、今までの評価

を見ますと、非常にずさんな面も何件かありまし

た。したがって、私は事前に配付するか、もしくは

説明をして、何日か置いて、できれば最低二日ぐら

い、南富良野と同じような形でやってはどうかとい

うことで確認を、実施するかということでお尋ねを

いたしたいと思います。 

 それから、２ページの学力の関係です。上富良野

中学校だよりの９月号第６号で、学力・学習状況調

査結果来るということで、細かく学科ごとに書いて

あります。したがって、これに基づいてということ

で、先ほど、教育長も、同僚議員の説明の中では、

ある面で、教師、それから、生徒も個々で毎年かわ

るからというような形でしたけれども、本町におい

ての目標設定ということでございますけれども、そ

の目標設定の内容的なものは、どういう方向づけを

されているのか、お聞きをいたしたいと思います。 

 それから、次に、３点目。学校だよりを発行とい

うことで、私は住民会長をやっていますので、上富

良野小学校と上富良野中学校から、それぞれ学校だ

よりが来ます。それを町内会長に配付をしてやって

います。非常に内容もあるし、学校の動き、状況等

も十分掌握をできます。したがって、これは町内の

全学校で、それぞれ学校の校下に回覧等をされてい
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るのかどうか。もし、なっていなければ、できるだ

けそういう方向で、地域と学校が、また家庭が、一

体になっていると、そういう感覚で、ぜひやってい

ただきたいと思います。 

 それから、次に、４点目は６ページ。見守りパト

ロールの関係です。地域的に、町内会、それから老

人会、もしくは住民会で、非常に積極的に、腕章な

り、ワッペンなり、ウエアなりということでやって

いただいております。したがって、継続して地域の

総ぐるみということで、一つは、学校と地域と教育

委員会と、これらの状況の意見交換等も恐らくなさ

れているだろうと思いますけれども、なされている

のであれば、そういう内容、もしくは、なされてい

なければ、今後、こういう形でやっていくというよ

うなことを教えていただきたいと思います。 

 それから、次に、７ページの上富良野高等学校の

振興策です。一応、通学の関係ということで、最高

額８万円を限度ということになっております。それ

で、きょうの新聞を見ると、中富良野町が、通学定

期１８８名を３分の１負担を補助すると。そういう

関係で、うちの補助との関係が、きょう出た新聞だ

から、対応は難しいかもしれませんけれども、それ

らの関係について、当然、我々も聞かれると思いま

すので、その点の確認をいたしたいと思います。 

 次に、第６点。青少年団体協議会の皆さん方が、

創立５０周年記念誌ということで発行されました。

これは、教育委員会から、予算的にどうなのか、

ちょっと確認できませんけれども、一応、２４年度

は、青少年団体協議会の補助金は９万円出ています

けれども、５０周年との関係はどうかということ

で。ただ、自主的運営ということで尊重するのです

けれども、現実に５０周年記録を見ると、非常に大

ざっぱで、若さあふれた企画的なものが全然見られ

ない、写真もない。極端に言えば、年度別に事業を

何したということが書いてあるのですけれども、こ

れをずっと私は拾って読みましたら、昭和３８年か

ら４０年まで、会長は浦島さん、向山さん、西村議

長も入っていますね、昭和４８年から５３年の中

に。そうすると、２６年間が空白なのですよ。何も

していないのか、していないわけはないのだけれど

も、もうちょっと、これらが非常に尊重するとは言

いながら、一つは、歴史をつくってきたのは皆さん

方だから、そういうものがあっていいのかなという

気がしますし、この中で、役場の職員も何人か会長

等も経験しているし、あるだろうと思いますけれど

も、非常に残念のような気がいたします。 

 それから、最後になりますけれども、今度、新し

く菅野教育委員長が就任をされたということで、本

当におめでとうございます。ただ、この中で私が感

じたのは、どこかで、全員協議会か、それとも所管

の委員会か何かで、１月１０日、教育委員会で選任

されました。私が見たのは、１月１６日の北海道新

聞なのですよ。それまで、全部つんぼ桟敷。恐ら

く、ほかの議員の方も漏れ承っているだろうけれど

も、どうなのだというようなこと。それで、恐ら

く、従来の形で言えば、教育委員長が交代すれば、

沿線や管内の教育関係機関に退任の挨拶、新任の挨

拶等が配られるだろうと思うので、もし配られた

ら、そのときに我々議員にも来るのかなということ

を感じていたのですが、それらが一切ないのです

ね。ですから、極端に言えば、きのう、教育委員長

の挨拶はくれたけれども、１月１０日から就任して

５４日目で初めて我々議員の前に、公の前に出され

て、挨拶をされた。僕は、議会がどういう状況に

なっているかというのは、教育委員会の事務局はわ

かると思うのですよ、菅野委員長はわからなくて

も。それであれば、それらの配慮を教育委員会の事

務局がやるべきではないかという感じをします。そ

の間、全員協議会があったり、それから委員会が

あったりというような形がありましたから、そうい

うような配慮を、ぜひやっていかなければ大変でな

いかという気がいたします。 

 それから、２点目。教育委員会の執行の関係で、

今回、教育委員会の会議録を見ていたら、平成２５

年第２回の上富良野町教育委員会会議録、これは２

５年１月２８日に、１６時から招集し開催されてい

ます。その中に、開会というところがあるのです

が、これが２４年１２月２７日になっているので

す。これは、平成２４年第１３回の教育委員会の開

催日と同じなのですよ。それから、もう一つ、閉会

のところ、２５年１月１８日になっていますけれど

も、２８日に開催したものが、何で１８日に閉会に

なるのかと。もう一つ申し上げます。決裁印が、教

育長、課長、主幹二人、それから担当スタッフ、そ

れから、会議録書名の中では菅野さん、三熊さん、

吉村さん、これらの方々が、トータルで９名の方々

が、上に全部判こを押してあるのですよ。それか

ら、署名議員は裏の方にちゃんとしてありますか

ら。こんなような会議録の出し方を、つくり方をし

ているのか、どこかでチェックできなかったかとい

うことが、非常に私は残念に思うのです。 

 以上、町の関係５項目、それから、教育委員会関

係７項目、一応、質問を終わらせていただきます。 

○議長（西村昭教君） 最初に、町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の、私の執行

方針に対します御質問に順次お答えをさせていただ

きますが、執行方針に対する御質問ということで受

けとめさせていただいておりますので、具体的な政
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策、施策にかかわる部分については、多くを、今後

の予算委員会、あるいは今後の一般質問等に委ねる

ことのほうがいいかなという理解をしておりますの

で、その点、御理解いただいておきたいなというふ

うに思っているところでございます。 

 まず、１点目の情報共有につきましては、いろい

ろ、議会に対します理事者側からとしての情報の出

し方、提供の時期、そういったものにつきまして、

手続上、おくれが生じたり、あるいは十分でなかっ

たりというようなものについては、事務執行上、こ

れは、しっかりとその目配りをして、皆さん方に御

迷惑をかからないような配慮は、これは不断に行っ

ていかなければならないということで、職員に対し

ましても、そのように指示をしているところでござ

います。一方、どういう情報を、どういうふうに、

皆さん方に御提供申し上げるかということに対しま

しては、それは、一つ一つのことに対しまして、御

質問の中に、具体的にいろいろお話ししていただき

ました部分もありますが、それら全て、求められる

ものが全て提供していくという、必ずしもそういう

ものでは私はないというふうな理解もしております

ので、それは、私のほう、あるいは議会事務局等を

通じまして、しっかりとその辺のコミュニケーショ

ンをとりながら情報共有を図っていくことが望まし

いのではないかというふうに考えているところでご

ざいます。 

 それから、グループホーム等につきましても、町

としての協力支援についてのお尋ねでございます。

これにつきましては、冒頭、村上議員だったかと思

いますが、御質問ありましたときにもお答えしてお

りますが、例えば用地の提供だとか、当然、無償と

いうような想定はしておりませんが、そういうよう

なもの、あるいは道路、あるいは、公共下水道等の

引き込み等、そういったインフラの面での支援をさ

せていただける町としての部分があるのかなという

ふうに理解をしているところでございます。それは

ケースによっていろいろ対応がありますので、一概

に申し上げられませんが、例えば、そういうような

方法も町としての応援の仕方かなというふうに理解

をしているところでございます。 

 それから、３点目の、北海道からの職員の派遣に

つきましては、どういう部署から派遣していただけ

るのかということは、これは、先方任せでございま

すので、どこからというようなことは特定できませ

んが、ただ、町として、担っていただこうと想定し

ている部門が、商工観光を一応想定しております。

そういった部門を担っていただきたいなということ

を、北海道のほうにも振興局を通じて申し上げてお

りまして、何とか、そういった町の思いがかなうよ

うな派遣を、振興局としても努力をしたいというふ

うにお話を伺っているところでございます。 

 それから、これらに伴いまして、実は、相当の権

限移譲もセットで制度がなされておりますので、当

然そういった権限移譲に対します対応も、そういっ

た派遣職員の方々の力のかりて、十分機能を満たし

ていくようなことにも力をかりたいなというふうに

考えているところでございます。 

 それから、広域連合の今後の進め方、あるいは、

将来に対します中での議会の皆さん方と協議をとい

う御質問でございました。当然、五つの自治体の共

同体でございますので、さまざま新しい広域計画を

立てながら進んでいく中では、それぞれの各自治体

の中におきます議会との協議というものは、これは

当然生じてくることと思いますので、私といたしま

しては、そういった課題が生まれた、あるいは課題

と思われるようなことが生じた段階におきまして、

都度、適切に議会の皆さん方に情報も提供いたしま

すし、協議やお知恵を拝借しながら、上富良野町と

してのかかわりはどうあるべきかということは見定

めてまいらなければならないというふうに考えてい

るところでございます。 

 それから、衛生ごみの処理についての御質問もご

ざいました。このたび、富良野市を中心といたしま

して、衛生ごみを資源化したいというようなお話が

あったことも承知もしておりますし、それは試験的

にそういう事業に取り組みたいということでござい

まして、現在、富良野市の取り組みと、当町のごみ

の処理の分別等の取り組み方に大きな開きがござい

まして、私どもの当町が資源化するための実験事業

に取り組むためには、まだまだ上富良野町として前

提条件が整っておりませんので、それは先行した地

域がそういう価値観を持って、思いを持って進める

ことでございますので、それについては、思いを共

有できる、あるいは取り組みが共有できる自治体で

取り組んでいただいているというところでございま

して、上富良野町が、今後どういうように、その資

源化も含めまして取り組んでいけるかということに

は、一定程度の時間が必要かなというふうに考えて

いるところでございます。 

 それから、保育所の給食の供給先につきまして

は、これは現場において適切な対応を図っていただ

けるものと思いますし、子供たちがしっかりと、食

を通じて、食も保育の大きなファクターでございま

すので、そういった部分は子供たちに支障のないよ

うに、あるいは供給先についても、しっかりと構築

していただけるものというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 
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○教育長（服部久和君） ７番中村議員の７点の質

問についてお答えいたします。 

 １点目でございますけれども、教育委員会点検評

価の開催回数についての御質問でございます。現

在、点検評価につきましては、事前に委員さんのほ

うに１０日ぐらい前にお渡しして、効率的にやると

いうことで、１回の開催で評価報告をまとめている

ところでございます。他市町村につきましては、中

村議員のほうからお話があったとおり、それぞれ回

数、南富良野で２回、富良野市が４回というような

お話でございますけれども、それぞれの市町村でや

り方が異なっても、これはいたし方ないことかなと

いうふうに考えております。委員さんにも、御意見

については、こういう意見もあるのだよというお話

もさせていただいた中で、点検評価のまとめ方につ

いて検討をしてまいりたいと思っております。 

 ２点目の学力向上についての御質問でありますけ

れども、こちらにつきましては、現在、北海道にお

いて立てている目標、平成２６年度の全国学力・学

習調査までに全国平均に達するというのが、今、当

町も持っている目標であります。その中で、この目

標をクリアするために、まず、学力試験の中身なの

ですけれども、基礎の部分と応用の部分の二つの分

野に基本的に分かれております。まずは、基礎の部

分をしっかりと身につけさすと、ここのところで点

数を上げていこうということに力点を置いておりま

す。それができて初めて応用のほうというようなこ

とで、今、対応を図っているところでございます。 

 ３点目の学校だよりについてでありますが、こち

らは、関係する校区に対して学校だよりを出してお

ります。全ての学校で、学校だよりを校区に向けて

配付させていただいているところであります。 

 ４点目の見回りパトロールに関してでございま

す。意見交換の実態についてお尋ねかと思いますけ

れども、こちらのほうについては、関係者が集まっ

て懇談会を持ったということはございません。た

だ、上富良野町生活安全推進協議会のそれぞれ傘下

に入っておりますので、それら教育委員会もそのメ

ンバーになっておりますので、総会において、状況

というものの把握をさせていただいているところで

ございます。 

 ５点目、上高の振興対策にかかわる部分でありま

す。交通費補助、けさの新聞で見たところでありま

すけれども、今後において、それぞれのところがど

のように取り扱うという部分については、中富良野

町と協議を進めて、結果が出た段階で報告、協議を

させていただきたいなと、そんなふうに思っており

ます。 

 ６点目、青少年団体協議会５０周年事業に関する

記念誌の部分のお話でありますけれども、式典に私

も参加しておりましたけれども、それぞれ記念を、

節目を祝うということで、歴代の会長さんやなんか

が集まって、盛大に、盛会裏に終えたところであり

ます。５０周年記念誌の中身につきましては、改め

て私がコメントをすることではないのかなというふ

うに思っております。また、最近、この青少年団体

協議会自体が、上川管内で残っているのは、上富良

野町と中富良野町の２町であります。その辺の部分

を考えますと、いまだに少ない人数の中で一生懸命

やっているという部分を考える中で、小さいけれど

も、目的を持って若者が集い、その目的を果たして

いくという観点で、今後についても町として支援を

していきたいと、そんなふうに考えているところで

あります。 

 ７点目の関係でございますけれども、教育委員長

さんの就任に関する部分についてであります。新聞

と、あと、広報のほうで紹介はさせていただいてい

るかなと思います。あと、管内については、当然、

挨拶状をもって、退任される方、就任される方のお

知らせをしたところでございます。配慮という観点

のお話ですけれども、それぞれ立場の違いで、思わ

れる部分というのは非常に違いがあるのかもしれま

せんけれども、今までの状況がどうだったかという

部分、特に今回に限りそういう状態だったとは思っ

ておりませんので、そういう部分で御理解をしてい

ただきたいと思います。２点目の会議録につきまし

ては、これについては、本当に配慮どころか、全く

私自身もチェックを十分していないという観点から

は、今後において、このようなことがないように、

しっかりしたチェックをしていきたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかに質問はございません

か。 

 ９番岩崎治男君。 

○９番（岩崎治男君） 町政執行方針の７ページで

すけれども、町立病院事業についてですけれども、

一般病棟と病院併設型の介護療養型老人保健施設、

また、救急告示病院などの役割を担っているという

ことで、富良野協会病院との病病連携を継続して、

泌尿器、循環器内科、また眼科と、三つのこういっ

た科の診療を行っていくということですけれども、

これについて、医師の確保などは万全にできるの

か。それから、これらの科を診察することによっ

て、１９ページとも関連ございますけれども、医療

機器の整備などについて、これも大丈夫なのかとい

うことを伺っておきたいと思います。 

 次に、１９ページですけれども、ラベンダーハイ
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ツ事業のところで、毎年、スプリンクラーとか、以

前にはお風呂場の改修とか、いろいろやられて、２

５年度にはトイレ、洗面所の改修を行っていくとい

うようなことでございますけれども、こういうよう

に、ちまちま古い施設を改修していくことも一つの

手でしょうけれども、こういう施設を、私どもも、

時に接して、見学をすることがございますけれど

も、今は個室といいますか、一人一人が自由に生活

のできるような、そういった施設ができているわけ

でございまして、これを一段踏まえて、こういう改

修改修でやっていくのもいいですけれども、将来的

に、これを大改築するとか、また新設するとか、何

かそういった将来に向けた構想があるかどうかとい

うことを、ひとつ伺っておきたいと思います。 

 もう１点、定住移住対策について伺いたいと思い

ます。上富良野町の定住移住促進連絡協議会という

のを立ち上げて、今、これを推し進めようとしてい

るわけでございますけれども、こういう、私どもに

も話題提供をしてくれるのですけれども、この水も

よし、空気もよし、景観もよしという、こういうと

ころに住んでみたいなということでお話を伺うこと

があるわけでございますけれども、なかなか、夏の

仕事は、基幹産業の農業に従事して生活の足しにで

きる部分もありますけれども、冬場の仕事がなくて

なということでございます。東中小学校などにも、

子供連れが、この学校だったら通わせてもいいなと

親御さんが言われて、いざ、そこに住もうとした

ら、仕事がないということで、よそのほうへ去って

いかれるというのが現状でございます。そういった

ことで、仕事場とか、職業のあっせんを、久しくお

話を聞いてあげて、そういうものに協力をして、職

場のあっせんなんかをきちんとやる町の姿勢が保た

れているのかどうかということについてもお伺いを

いたしておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ８番岩崎議員から御質問を

３点お尋ねいただきました。お答えさせていただき

ます。 

 まず、協会病院との病病連携につきましてお答え

させていただきます。ここにお示ししておりますよ

うに、泌尿科、循環器内科、眼科の病病連携を行っ

ております。これにつきましての医師の確保という

部分につきましては、協会病院から専門のドクター

が上富良野町立病院へおいでいただいて診察をして

いただくということでございますので、従来も行っ

ておりますが、そういうことで、改めて医師の確保

という部分についての懸念はないのかなというふう

に考えているところでございます。 

 こういったことが、さらにしっかりと、例えば、

診療回数をふやしていただくとか、工夫の余地が、

もしあるとすれば、それは、これからの病病連携の

中で構築してまいりたいと考えておりますけれど

も、協会病院さんのほうの配慮で、このような、あ

るいは白田院長さんを中心としますドクター同士の

そういう連携が、こういう裏打ちされているという

ことで御理解をいただきたいと思います。 

 それから、医療機器を充実することによって、こ

ういうことがさらに促進されるのかということでご

ざいますけれども、その部分については、特にその

病病連携を進める上において、新たな機器の整備だ

とか、そういったようなことは現場からも求められ

ておりませんし、私は、今そういったことは課題と

なっているというふうには受けとめておりませんの

で、御理解をいただきたいと思います。 

 それから、ラベンダーハイツにつきましてお尋ね

がございました。スプリンクラーの整備も行わさせ

ていただきました。昨年は、２４年度についてはト

イレ等の改修も行わさせていただきました。２５年

度も引き続き行わさせていただきますが、なかなか

一度に多額の投資ということもできませんので、そ

の辺は御理解いただきたいと思います。ただ、一度

に行うことによって効率的な財政執行につながると

いう部分については、工夫は必要だと思いますの

で、それについては研究してまいりたいというふう

に考えております。 

 それから、施設そのものの、今、ユニット化と申

しましょうか、個室化というのが時代の流れでござ

います。しかし、当町の施設におきましては、複数

の方が一緒に住まわれるというような方、そういう

仕組みで運営をさせていただいておりまして、これ

も、運営の方法としては認められております事業で

すから、抜本的なラベンダーハイツの施設そのもの

の大きな改修につながるような事業ということまで

の思いは現在持ち合わせておりませんことから、当

面いたします生活環境の改善に努めていこうという

ところでございます。 

 それから、３点目にお尋ねのありました定住、移

住につきましてですが、定住移住者を確保する、あ

るいはふやしていくということにつきまして、働く

場の確保は大事でございます。とりわけ、議員から

お話のありました冬期間の雇用というものは非常に

難しいものがございますが、上富良野のみならず、

北海道の置かれた現実の状況というものをしっかり

と理解していただいて定住をしていただくというこ

とが前提でございますので、移住、定住者のため

に、何か特に職場を確保するということまでの体力

は、この地域にはまだ備わっていないというふうに
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考えております。そういうことから、仕事のあっせ

んも通じて定住を促すというようなところにまで及

ばないということで御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 １番佐川典子君。 

○１番（佐川典子君） 全般的に、町長さんに伺い

たいと思います。 

 前回は、光が当たるようにという執行方針で、心

の中に残っておりましたが、今回、その光が、何か

どこに行ったのかなというような、全般的に見てで

すね、町の方針の、夢が見えてこないような気がい

たします。心に何か伝わってこないような気がいた

します。私から見ると、何か、職員が書いているよ

うな、そのような文章に感じられるのですが、これ

は誰が書いているのか、そこだけ伺いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 佐川議員の御質問にお答え

いたします。 

 ここに表題に書いてありますように、私の町政執

行方針だということで、全て御理解いただけると思

います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） ないようですので、これを

もって執行方針についての質疑を終了いたします。 

────────────────── 

◎予算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案第１号から議

案第９号までの以上９件につきましては、なお十分

な審議が必要と思われますので、この際、議長を除

く１３名の委員をもって構成する予算特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査することにいたした

いと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第９号までの以上９

件につきましては、議長を除く１３名の委員をもっ

て構成する予算特別委員会を設置し、これに付託の

上、審査することに決しました。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決             

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合によりまして、３月７日から１２日ま

での６日間を休会といたしたいと思います。これに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月７日から１２日までの６日間を休会

とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

７日から１２日までの６日間は、休会といたしま

す。 

 ３月１３日は、本定例会の３日目で、開会は午前

９時でございます。定刻までに御参集賜りますよう

お願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 １時５２分 散会 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第１回上富良野町議会定例

会３日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 町の一般行政について中村有秀議員外５名の議員

から一般質問の通告がありました。 

 ３月６日議会運営委員会を開催し、一般質問の日

程を決定いたしました。質問の順序は、先例により

通告を受理した順となっており、質問の要旨は本日

配付したとおりであります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ９番 岩 崎 治 男 君 

    １０番 中 澤 良 隆 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎会期の変更 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ３日、４日目に予定しておりました一般行政質問

の人数が少数のため、３日目、４日目の日程を１日

にまとめて１３日とし、４日目を２２日に変更した

いと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、４日目を２２日に変更することに決しま

した。 

────────────────── 

◎追加日程の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま町長から、議案第３７号平成２４年度上

富良野町一般会計補正予算（第１３号）の件が提出

されました。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３７号を日程に追加し、直ちに議

題とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議案第３７号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 議案第３７

号平成２４年度上富良野町一般会計補正予算（第１

３号）の件を議題といたします。 

 提案者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま上程いただき

ました議案第３７号平成２４年度上富良野町一般会

計補正予算（第１３号）の提案要旨について、御説

明申し上げます。 

 １点目は、平成２４年度地方交付税の減額調整分

が全額配分されましたことから、増額補正をお願い

するものであります。 

 ２点目は上富良野町中学校吹奏楽部の部員７名

が、日ごろの活動成果が認められ、このたび３月２

０日、東京都で開催されるクラリネットアンサンブ

ルコンクールに、また３月２４日、川崎市で開催さ

れる日本サクソフォーン協会アンサンブルコンクー

ルにそれぞれ出場することとなったことから、その

出場経費について所要額を計上するものでありま

す。 

 以上を申し上げましたことを主な要旨といたしま

して、余剰となる財源につきましては予備費に計上

することで補正予算を調整したところであります。 

 それでは以下、議案の説明につきましては議決項

目の部分につきまして説明をし、予算の事項別明細

書につきましては省略をさせていただきますので、

御了承願います。 

 議案第３７号平成２４年度上富良野町一般会計補

正予算（第１３号）。 

 平成２４年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

６９１万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７１億５６７万８,０００円

とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区
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分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は

「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。 

 第１表歳入歳出予算補正。 

 １歳入。 

 １０款地方交付税６９１万４,０００円。歳入合

計は、６９１万４,０００円であります。 

 ２歳出。 

 ９款教育費３１万円、１３款予備費６６０万４,

０００円。歳出合計は６９１万４,０００円であり

ます。 

 以上、議案第３７号平成２４年度上富良野町一般

会計補正予算（第１３号）の説明といたします。 

 御審議いただき、議決賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 これより、議案第３７号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって本件は、原案のとおり可決しました。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。 

 初めに、７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私は、さきに通告いたしま

した一般行政の一般質問として４項目行いたいと思

います。 

 まず第１項目めは福祉灯油の速やかな実施につい

てでございます。 

 今冬の灯油の高騰が続いており、低所得者は大き

な打撃を受けております。上川管内の２３市町村の

うち、２０市町村が福祉灯油として灯油購入費の助

成を実施、また予定をしていると平成２５年２月６

日付の北海道新聞で未実施の市町は旭川市、鷹栖

町、上富良野町と報道されております。当町内の灯

油価格は特に安いわけでもないので、福祉灯油を速

やかに実施できないか、次の点についてお伺いをい

たします。 

 １点目、北海道からの福祉灯油補助に関する通達

文書の発信年月日、内容、締め切り月日等について

お尋ねをいたします。 

 ２点目、道の通達内容によって、当町が試算した

場合の内容についてお伺いをいたします。 

 ３点目は、２月２８日までに現在までに実施予定

がないとのことの理由についてお伺いをいたしたい

と思います。 

 次、２点目、道路維持と市街地町道除雪について

苦情内容とその対策についてお伺いをいたしたいと

思います。 

 平成２４年度より、町道維持管理と市街地除雪が

民間委託として実施されてきたが、町民からさまざ

まな苦情が例年より多数寄せられていると聞いてい

るが、町民からの苦情件数、内容を具体的にその説

明を伺いたいと思います。 

 また、その対策はどのように措置されたのかお伺

いをいたします。 

 次に３点目、民間でできることは民間でというア

ウトソーシングとしてのラベンダーハイツの取り組

みについてお伺いをいたします。 

 町政運営改善のプランとして、平成２２年から計

画にあるがその取り組み状況と今後の推進策の展開

を求めたいと思います。 

 ４点目、小規模多機能型居宅介護事業所の動きが

あるが、その状況についてお伺いをいたします。 

 上富良野町社会福祉協議会が、小規模多機能型居

宅介護事業所の開設準備が進められているが、町と

してその計画内容について承知している範囲で伺う

とともに、町の対応と考え方について見解を伺いた

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） おはようございます。 

 ７番中村議員の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 １項目めの福祉灯油に関する３点の御質問です

が、１点目、２点目につきましては担当課長からお

答えいたしますので、３点目の福祉灯油の実施に関

してお答えさせていただきます。 

 まず、福祉灯油事業につきましては、何ら否定す

るものでもなく、その意義につきましては評価をす

るものであります。 

 しかし、昨年末の政権交代以後の現政権下におけ

る財政経済運営の取り組みを見ますと、長引くデフ

レからの脱却や来年度に控えた消費税増税に向けた

環境づくりなどから、大胆な金融緩和策や財政出動

は当面維持されると思われ、今後も円安傾向は続く
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ものと推察しております。 

 年明け早々の円高是正の動き以来、ガソリン等大

きく値上がりしており、さらに小麦、輸入雑貨等に

影響してくるものと思われます。 

 加えて今後、電気料金の大幅値上げも遡上に上

がっており、反面、地方経済や私たちの生活実態は

一向に改善の兆しも感じられず、ますますこの

ギャップは広がっていくものと危惧をしておりま

す。 

 このようなことから、私といたしましては、今後

の見きわめが大変難しい状況ではありますが、今回

は福祉灯油事業実施を見合わせ、高齢者、障がい

者、あるいはひとり親世帯などの方はもちろんであ

りますが、さらに裾野の広い恒久的な生活支援策を

講じる必要性を強く感じていることから、その制度

化を目指し、町民の方々の生活実態、あるいは必要

とされる支援策の見きわめなどを行い、それらの仕

組みづくりがまとまり次第、御呈示申し上げ、事業

実施に向け取り進めてまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの町道維持管理業務に関する御質

問にお答えいたします。 

 平成２３年度をもって車両班を解消し、本年度よ

りバス運行と公用車管理部門を総務課に、また重車

両と道路維持管理部門を建設水道課に移行した経緯

があります。 

 この業務体系の変更に伴い、除排雪を含めた通年

の道路維持管理業務を町内土木会社４社により構成

する特定共同企業体に全面委託して現在に至ってお

ります。 

 本年度は、全面委託の１年次目としてこれまでの

事業実績を参照し、作成した業務仕様書について、

その制度は適正であるかを現場の中で確認、検証し

ながら適時、修正を加える移行期間として位置づけ

しております。 

 さらに、スムーズな移行をバックアップするた

め、直営機能も一部存在させておりますが、実態と

してはさまざまな問題や課題が発生しており、町民

の皆様に多々御不便をおかけしていることに対しま

して、おわび申し上げるところであります。 

 町といたしましては、既に車両運行業務につきま

してはこれまでに随時委託化を図ってきており、今

回の町道維持管理部門の委託をもって一応、完了す

るところであり、一連の委託化により行政効果や

サービス向上が図られているものと思われ、今回の

委託事業につきましても皆様から寄せられているさ

まざまな改善点を十分に今後に生かし、本来の事業

目的が果たされるよう取り組んでまいりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めのラベンダーハイツのアウトソー

シング検討状況に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 町においては、従来から行政が担ってきた事業に

ついて、その担い手を民間事業者など外部に委ねる

ことで、事業目的の達成やサービス向上、さらに行

政の効率化が図られるとともに、民間活力の向上に

つながると判断される業務につき、アウトソーシン

グの手法を講じるよう取り組んでいるところであり

ます。 

 御質問のラベンダーハイツにつきましては、専門

的な知識や技能を有する多くの人的資源により、２

４時間入所者の生活を安全に維持する機能的な運営

が求められる重要な福祉施設であります。 

 これまで多くの自治体におきまして、公営から民

営に移行している実態にあることから、町政運営改

善プランにおいては、これまでの行財政改革実施計

画等を引き継ぎ、アウトソーシングの検討対象事業

として位置づけしているところであります。 

 このような中、これまでも給食業務の民営化の検

討や多様な雇用形態の活用など、経営の効率化に努

めてきたところであります。さらに、施設全体にわ

たる経営形態のあり方については、民間移行した他

自治体のほか、小規模多機能型居宅介護事業所やユ

ニット型特養施設の実態を視察するなど、研究をし

ているところであります。 

 このような内部での研究に加え、本町の高齢者介

護の将来見通しや他の福祉施設の関連など、ラベン

ダーハイツのアウトソーシングについての方向性を

見定めるためには、なお一定の時間が必要と判断し

ているところであり、現在、目標を定めた検討に

至っていない状況であることを御理解賜りたいと存

じます。 

 次に、４項目めの小規模多機能型居宅介護事業に

関する御質問にお答えいたします。 

 小規模多機能居宅介護事業所につきましては、第

５期介護保険事業計画に位置づけているところです

が、昨年３月に上富良野町社会福祉協議会におい

て、事業所の開設について理事会を経て、評議員会

で組織決定したと承知しております。 

 その後、昨年９月に社会福祉協議会より建設予定

地として旧泉町教員住宅敷地を建設予定地として貸

し付けを受けたい旨の要望があり、町の保健福祉政

策に寄与すること、また遊休町有地の有効活用の観

点から貸与が可能であるとの回答をしたところであ

ります。 

 また、本年１月には理事会を経て、評議員会にお

いて定款の変更、基本財産の取り崩し及び補正予算

が承認され、事業実施に向けての基本設計等を発注
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し準備を進めていると伺っております。 

 町といたしましては、社会福祉協議会が国の交付

金の活用を希望していることから、国への補助申請

時期を考慮し、３月中旬を目途に事業計画、事前協

議書の提出を依頼しているところでありますが、現

段階ではまだ提出がされておらず、町として計画内

容の詳細については承知していないところでありま

す。 

 今後につきましては、事業計画事前協議書が提出

され次第、その内容について書類審査等行うととも

に、介護保険事業運営協議会の意見を聞いた上で事

業者決定の可否を判断したいと考えております。 

○議長（西村昭教君） 次に、健康づくり担当課

長、答弁。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ７番中村議

員の福祉灯油に関する一、二点目の御質問に私のほ

うから答弁させていただきます。 

 １点目の北海道からの福祉灯油補助に関する通達

文書の発信年月日、内容、締め切り月日であります

が、平成２４年１０月２２日付事務連絡で北海道上

川総合振興局から各市町村あてに市町村福祉灯油事

業の実施状況調査について、平成２４年度市町村福

祉灯油事業実施状況調査を実施するので、地域づく

り総合交付金、福祉振興、介護保険基盤整備事業の

２８、高齢者等の冬の生活支援事業の活用の有無に

かかわらず１１月２日まで回答するよう通知を受け

ています。 

 この事務連絡文書は例年同時期に調査されている

ものです。 

 次に、平成２５年１月１７日付、上保社第２８４

６号で北海道上川総合振興局から各市町村あてに市

町村福祉灯油事業の実施状況調査についての表題

で、平成２４年１０月２２日事務連絡調査したが今

般の福祉灯油の高騰を踏まえ、平成２４年度におけ

る市町村福祉灯油事業の実施状況について再度調査

するので、地域づくり総合交付金、福祉振興、介護

保険基盤整備事業の２８、高齢者等の冬の生活支援

事業を活用していない市町村についても１月２１日

まで回答するよう通知を受けており、その中でなお

今回の調査結果については、議会資料等で公表する

場合があるので、御承知おきくださいと記載されて

います。 

 次に、２点目であります試算については、北海道

地域づくり総合交付金を活用しての福祉灯油事業に

ついては、先ほど町長から答弁がありましたように

事業を希望してございません。事業を希望して実施

する場合には、その対象を範囲や助成金額、対象世

帯を確定しなければ試算できなく、試算してござい

ませんので御理解願います。 

○議長（西村昭教君） 次に、建設水道課長、答

弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ７番中村議員の２

項目め、町道維持管理委託業務における苦情等に関

する御質問にお答えいたします。 

 委託業務内容としましては、まず雪のない夏季に

おいては町道の定期パトロールと町民の皆様からの

通報に対応して、主に道路施設の維持補修を行って

おりますが、ここ２年継続した局所的な豪雨災害が

平成２４年度においても７月から９月にかけて４回

発生したため、経常的な維持管理と災害対応が合併

した結果、さまざまな苦情の原因となったものと考

えております。 

 災害通報との区分けは難しいのですが、夏季期間

では災害関連を含めて５００件前後あった通報、苦

情、要望のうち、委託業務にかかるものについては

１００件前後、委託業務として対応した内容は路面

の土砂清掃と段差解消、側溝や道路陥没、デリネー

ター等ポール類や案内標示物の補修などでありまし

た。 

 また、冬季期間の業務については、今後の融雪期

へ向けた雪割り作業が残っているため、現在までの

状況としてお答えさせていただきますが、除排雪業

務は昨年度までの受託工区２１２キロメートルを基

準に新たな委託路線２５キロメートルを加えて一部

工区の組みかえと貸与の町有作業車両の配置変更を

行っています。 

 除排雪作業においては、自然現象であるためや迅

速さを求められること、交通安全や通勤、通学、バ

ス運行などのための作業時間の制限などから御迷惑

をおかけすることも多く、例年、多くの苦情をいた

だき対処しているところです。 

 また、特に本年度は直営から委託工区に変わった

東中地区の一部、本町、宮町、旭町、新町、東町の

４、５丁目において、除雪対象でありながら除雪車

が入っていない、雪の押し込み場所が異なる、除雪

幅が狭い、作業が雑、除雪車の走る方向が昨年と異

なる、また昨年までと除雪する時刻が違うなどの苦

情が寄せられており、これらのうちで技術的なもの

や作業配慮で対応できるものは現在までに解消され

ているものと掌握しております。 

 苦情のうち、宅地通路前に雪を残さない、また間

口を多く広げた除雪など、作業上、対応が困難なも

のについては御理解と御協力をお願いするところで

す。 

 なお、御質問の苦情件数については、業務時間中

は職員が直接対応いたしますが、週休日、休日及び

夜間については役場当直員が受けて職員に伝達する

もの、また直接企業体連絡員や工区作業担当者に連
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絡するもの、さらには住民から直接委託業者に連絡

される場合もあり、この正確な数を掌握しておりま

せんが、町内全域について建設水道課で受けて対応

したもので５０件前後、業者側で受けて対処したも

のは１００件前後で、これらの多くは１１月から１

２月中旬に集中したものとなっています。 

 本年度は、１１月下旬に降った初雪が根雪とな

り、１１月から除雪出動、例年１月中旬が始める排

雪作業を１２月下旬から始めざるを得ないという異

例な気象状況ではありましたが、除雪体制の変更を

要因とした苦情も寄せられておりますことから、再

発防止に向けた対策を尽くす考えでありますので、

御理解をお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） まず、１項目めの１点目、

道の関係でございます。一応、発信月日ということ

で一応お尋ねをいたしましたけれども、この２４年

１０月２２日付、それから２５年１月１７日付での

回答がそれぞれ１１月２日、１月２１日ですけれど

も、この回答日はいつなのかお尋ねをいたしたいと

思います。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ７番中村議

員の御質問にお答えいたします。 

 回答日につきましては、１０月２２日に受けまし

た事務連絡に関しましては１１月５日に回答なしで

報告しております。 

 あと１月１７日付で調査のありましたものにつき

ましては、１月２１日回答しております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） それでは、１回目が１１月

５日、２回目が翌年の２５年１月２１日ということ

でわかりましたけれども、それでは道の地域づくり

総合交付金の活用をしないと、決定した日はいつな

のでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ７番中村議

員の御質問にお答えいたします。 

 町におきまして、今後、体系的な制度を恒久的な

支援制度を構築するということで意志を決定して

いったのは…… 

 申しわけありません、決定月日につきましては

ちょっと後ほど答弁したいと思います。 

○議長（西村昭教君） ほかにあれば。 

 中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） いや、これは重要なポイン

トなのですよ。実際に町長は、こういうものが必要

だと認めていながら、何もしないでそのままずっと

利用しない、実施しないということになって、その

日にちの間に他の市町村は着々と進めているので

す。 

 ですから、その間、何で恒久対策が中富良野でも

美瑛でも、南富良野でもやっているのですよ。そう

いうことで、その日にちが重要なポイントなのです

けれども、とりあえず今わからないというのであれ

ば、それではどのような会議で決定されて、その出

席メンバーはどなただったのか確認したいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午前 ９時３３分 休憩 

午前 ９時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほど中村議員から質問がございましたが、皆さ

ん今、保健福祉課長の坂弥課長が所用によりまして

欠席をいたさせましたので、かわりに福祉対策班の

真鍋主幹、それから高齢者支援班の北川主幹をかわ

りに２名、説明員として出席いたさせますので御了

承いただきたいと思います。 

 それでは、先ほどの質問に対しまして答弁をお願

いいたします。 

 健康づくり担当課長。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ７番中村議

員の御質問にお答えいたします。 

 福祉灯油に関しまして、町でどのような方向で支

援策を組み立てていくかということで検討の意志決

定をした日は１月３１日となっております。それま

でに福祉対策班及び高齢者支援班等を含めまして内

部協議を行って、都度の支援策を講じるべきなの

か、どのような恒久的な支援策を講じるべきなのか

ということで協議を行って、その結果として３１日

に意志決定しております。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私が言うのは、１１月５

日、１月２１日に上川総合振興局にこの事業をしな

いということを出しているのですよ。それが何で１

月３１日なのですか。その前に部内の調整をやっ

て、それがどういう会議で誰が集まったかというこ

とを聞きたかった。全然、その１月３１日は違うで

しょう、いかがですか。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答

弁。 
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○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ７番中村議

員の御質問にお答えいたします。 

 詳細につきましては明解に御答弁できなくて申し

わけありませんけれども、１１月におきましても、

その段階におきましては、町としては福祉灯油のメ

ニューを選択しないということで、さまざまなメ

ニューの中で選択をしないということで判断してお

りました。 

○議長（西村昭教君） それでは、副町長に答弁い

たさせます。 

○副町長（田浦孝道君） それでは答弁させていた

だきたいと思います。 

 日にちの経過等については担当のほうから説明し

たとおりでありまして、予算の議論の中でもこの案

件については町長の発言も含めていろいろ考え方を

述べさせていただいたところでございますが、直近

では１９年、それから２０年に実施をしてまいりま

した。 

 その段階でも、市場の灯油の単価、それからその

単価の動向がどうあるかということも踏まえて、今

回、少し推測になりますけれども現場の所管としま

しては市場単価の動向等見きわめて実施の実例と照

らすとそういう状況下にはないという思いを含め

て、上川総合振興局のほうに考え方の方向としてそ

れぞれ応答しているところでございますので、その

点はひとつ御理解いただきたいと思います。 

 それと最終的に組織の中で、そういう所管の考え

方も含めて、またさらに今後のありよう含めて１月

３１日に担当課長が申し上げましたように町長交え

て組織としての最終の意志決定をしたと、その意志

決定の趣旨については今後の恒久対策を講じるとい

うことの意志決定をしたことが非常に占める内容と

しては大きいということでありますので、その点ひ

とつ担当課長からの説明ではございませんが、私の

ほうの所管とのやり取りを含めてかいつまんで申し

上げましたので御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） ２５年１月３１日は、これ

はしないけれども恒久策をするということでしょ

う。 

 私が言うのは１１月５日に上川振興局にこの地域

づくり総合交付金、この高齢者の冬の生活支援事業

は上富良野はしないという決定をしたのはいつなの

かというを聞いているのです。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 確信的な答弁にはなって

いないかもしれませんが、繰り返し私のほうから申

し上げますけれども、特に１９年、２０年連続して

実施しました。 

 非常に年数は経過してございますが、特に平成２

０年の実施の成果として、これは方針の決定ではご

ざいませんが、あるべき方向としてはそういう事態

に立ち入ったときに同じような特例の要綱を持って

やることについては、なかなか課題もいろいろある

という総括はしてございますので、所管段階で実施

の方向にないと、これは単価の市場単価の動向も含

めててございますが、そういうことについて所管が

思いをはせているのは２０年の総括が土台にあると

いうことでひとつ御理解いただきたいと思います。 

 そういう方向で１月３１日に、その以後も含めて

恒久策を練るということを前提に、過去と同じよう

な実施についてはしないということも含めた意志決

定をしてございますので、御理解賜りたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 副町長、中村議員が聞かれ

ているのは上川振興局に対して、その事業に乗らな

いという返事をしたのはいつなのかということを聞

いているのです。それを聞いているのです。そこを

はっきりすればいいので、理由は今言ったとおりだ

と思うのですが、もう一度、答弁願います。 

 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 今、私が説明申し上げま

したように、組織的に協議の場をもって意志決定し

た時期については１月３１日でございます。 

 それ以前のそういう判断を加える、もしくはそう

いう方向を所管が持ち合わせてという、そういう根

底については２０年のそういう総括等々が根底にあ

るということでひとつ御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 明確に答えられないのです

よ。部内だけで最初は実施をしないということを

やったのですから、言うなれば福祉行政の担当の内

部だけでやったのではないですか、その点はっきり

してください。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 私のほうから答弁をさせ

ていただきたいと思います。 

 先ほども担当課長と確認してまいりました、また

担当主幹とも確認しましたが、内部協議も会議形式

等を用いた協議をしてございませんので、繰り返し

になって申しわけございませんが、今、議員から

おっしゃられるように、いつ、どういうメンバー

で、どういう形で意志決定をしたかということにつ

いては、そういう形式をとっていないことでなかな

か明確な答弁はではないわけでありますが、所管と

しては繰り返しになって申しわけございませんが、

正式な意志決定については１月３１日でございます

し、そういう方向を所管が認識をしているというこ
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とは、２０年の総括から始まっていることでござい

ますので、繰り返し申し上げますが、その点はひと

つ御理解賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） １９年、２０年と言います

けれども、現実の問題、１９年度は１７５名、１７

５万、道の補助は２５万２,０００円、２０年は２

７９名、３７０万の商品券、道補助７５万、こうい

うことをやているのです。 

 そうすると私は、ここの２番の中で試算をしない

というのは、もうあくまでやらないから試算をしな

いのだと、現実にこれだけの実績があって、道新に

載った段階で私のところに多くの意見が寄せられま

した。何で上富良野だけしないのと、上富良野町長

あの人何言っていましたか選挙のとき、隅々まで光

を当てるという、そのことの反映が全然されていな

いのです。 

 ですから、私は現実の問題として確かに２０年度

のときは過大に数字を上げて予算を上げ過ぎたので

す。それが失敗していたのです。だけど、現実に２

７９名の方が３７０万円もらっているのです。です

から、そのもらっている人たちからすれば、上富良

野がなぜなのかということが当然、出てきます。 

 現実に上川支庁管内２３のうち２０が実際にやは

りやっている、それから道の段階でも、道で照会し

ました１７９市町村のうち１３６市町村やってい

る、７５％の市町村がやっている、そのうち１２６

が道の補助を受けている、それから１０が単独で

やっているという、これからもまだふえるでしょう

ということで、道の担当者言っておりました。 

 ですから、例えば中富良野が２月に臨時議会を開

いてそしてやっているのですよ。その必要性を考え

るのであれば、なぜもうちょっと恒久策を決めたの

は１月３１日であれば、その前に町民の多くのそう

いう低所得者生活弱者の人たちは現実に１１月、１

２月、１月、高騰された中で日々生活していたわけ

です。それが今、恒久策にしてもその分はどうなる

のかと、全道なり、それから上川総合振興局の中で

の実施状況を見ると上富良野がなぜかというのが大

きな疑問が持ちます。 

 特に、町長は言っております町政執行方針の冒頭

に、これまでの４年間は私は町の隅まで光の当たる

まちづくりを基本理念に、決して弱者をつくらず、

誰もが安心して暮らしているまちづくりを取り組ん

でまいりましたと述べております。 

 それからもう一つは選挙公報です。この中には、

私の決意、私は４年間の町政運営に当たり、町の隅

まで光の当たるまちづくりをモットーにしている

と。いかに保健福祉課の皆さん方が町長の信念をど

う捉えて行政に反映するか、そうすると私はやらな

いから試算をしないのだということにはならなく

て、もし考えるならば試算をしてこれこれかかるけ

れども、理事者、財政当局とどうなのかという話し

合いを当然しなければならないです。それをしない

ということは、先にしないが先にありきだったと思

うのです。 

 私は、町長のこの公約、それから平成２５年度の

執行方針の冒頭を見ますと何でということで非常に

むなしい気持ち、職員はもうちょっと５０万、１０

０万のお金が何とかなる方法がなかったのかという

ことが検討すべきだったと思う、その点お伺いしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ７番中村議員の福祉灯油に

かかわる一連の経過等についてのお尋ねでございま

した。 

 平成１９年、２０年、この福祉灯油に特化いたし

ました事業につきましては、当時、私も議員として

その事業の推移を見させていただいた一人でござい

ました。 

 それらの当時の事業に対する私なりの思い、それ

から今回の昨年暮れから年明けにかけましての灯油

等の価格の推移、そういったものを私なりに判断い

たしまして全道的に、あるいは管内的にいろいろ動

きがあるということも報道等で承知もしておりまし

た。 

 しかし、今までの機会の中でもお答えさせていた

だいておりますように、私といたしましてはさらに

裾野を広げた恒久的な生活弱者と言われる方々に対

します手の差し伸べ方は他にあるだろうというよう

なことを常々念頭にございますので、そういったこ

とを１月以降、非常に流動的な状況でございますの

で、現在もどちからと言えばその流動的な状況の渦

中にありますけれども、そういったものをしっかり

灯油に特化しなくても、これは年間を通じて弱者を

出さないというような信念に基づきまして、しっか

りと支える仕組みづくりができれば、政治は結果で

ありますから、私はそういう信念でこれから恒久策

を講じることが真に町民の皆さん方を隅々まで思い

を届けるということにつながると思っておりますの

で、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私、先ほど中富良野の例を

出しました。中富良野は福祉灯油購入助成事業とい

うことで、これは２月に臨時議会を開いて、そして

２月１３日か２月２８日に申請を受け付けるという

ことをやっているのです。 

 だから今、町長の言うのは詭弁だと思う。１１
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月、１２月、１月、本当に生活弱者の人たちが灯油

を購入しているのですよ、高いの。そうすると、そ

れはそれで対策を練る、それからもう一つは今町長

の言う恒久策はまた別な形で対策を練る、これが当

然だと思うのです。 

 ですから美瑛を見ます、美瑛町は準要保護世帯と

法外援護事業ということで、生活保護世帯に準ずる

生活困窮者云々ということでの福祉灯油も含まれた

形で１世帯２万５,０００円ということで、今年度

１２月支給、１世帯当たり２万５,０００円で道の

補助６０万円、一般財源７５万円でやっています。 

 中富良野もそういうことでおくれてはいるけれど

も、１世帯１万で３９１世帯、道補助５０万円、一

般財源３４１万円でやっている、ですから僕は恒久

策と別に１２月、１１月、１２月、１月の部分のそ

ういうものを僕は対策すべきではなかったのかとい

う気がいたします。 

 それで恒久策をやるということであれば、それは

逆算して１２月、１月の関係の、言うなればことし

の冬の関係の支給対象には入らないということにな

るのでしょうか、その点。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 冒頭お尋ねありましたように、どういう支援策を

講じるかということに対しましては、それぞれ個々

人の政策に対する信念や思いでございますから、そ

の部分について云々は申し上げませんが、私といた

しましてはこの冬の灯油も考慮の要因の一つとして

は否定もいたしません。 

 しかし、まだまだこれから心配される生活を脅か

すような要因がこれからも発生してくるような予想

もされますので、そういったものを十分見きわめ

て、そして夏冬関係なく、やはりさまざまな要因で

生活を圧迫するものに対する支援策を講じることが

町民に対する思いではないかというふうに理解して

いますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） それでは、ことしの冬の部

分は支給をしないということなのか確認いたしま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 灯油の高騰に対する特化し

た一般的に言う福祉灯油という名のもとにおける事

業は予定をしておりません。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） これは最終的に町長の権限

だろうことと思いますけれども、町長の公約の中で

の隅にまで光を当てる、それから道の状況、言うな

らば７６％、それから上川総合振興局８７％という

と、非常にそれこそ公約にうそをついているという

ような感じをしないでもありません。 

 私は課長会議にでも２４年９月からずっと調べて

みたら、これらの関係は一切会議録には載っており

ません。非常に私は残念だと思います。 

 時間がなくなりましたので、次に移ります。 

 ２番目の道路維持の関係です。この中で、業務委

託ということで行政効果、サービス向上ということ

で目的で実施をされているのですけれども、現実に

維持管理費の軽減による財政負担軽減がどのぐらい

あるのか、もう一つはサービス向上といっても、こ

としの冬の除雪、排雪状況を見ますとサービスの低

下になっているということを住民会長会議の中でも

出されております。 

 それで、ここで町長が認識しているさまざまな問

題と課題ということで答弁書の中にあります。その

内容はどういうものなのか、認識している問題と課

題についてお尋ねをしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の御質問にお答え

いたします。 

 課題、問題等は冒頭、担当課長のほうから御説明

したような基本と申しましょうか、大部分をそう

いったこと冒頭の御説明した中に含まれております

が、例えば私も技術的なことは仕様の詳細について

は全てを熟知しておりませんけれども、例えば出

動、除雪について言えば出動のする仕組み、あるい

は仕事の分担の仕方、あるいはパトロールのあり

方、それから独自判断、受託側がいろいろな状況を

見て判断をする、その判断の裁量の幅、そういった

ことはまだまだ工夫の余地もありますし、改善の余

地もあるのではないかなというふうに理解をしてお

ります。 

 それから、お尋ねいただいたと思うのですけれど

も、効果額等については今、私はちょっと額では承

知しておりませんので、必要であれば準備してお答

えさせていただきます。 

 私の問題、課題についての考え方をお答えいたし

ました。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ７番中村議員の委

託にかかわる効果の部分の御質問にお答えをいたし

ます。 

 実は町長からさきに説明のとおり、車両班体制が

解消するという、これは職員の適性化計画に基づく

ものなのですけれども、その業務を新たに組みかえ

ると同時に民間でできるものについては民間に委ね

るという、アウトソーシングの計画に基づいた一環
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でもございます。 

 このため、単純に費用を削減するという効果を求

めたものではないという部分も御勘案いただきたい

と思いますが、実質のところ既に車両班が退職時不

採用という方針をずっととってきておりまして、そ

のたびごとにその欠員となった職員部分を委託に順

次移してきております。 

 このため、人件費が委託費に置きかわるという経

過がずっと続いて、最終的に全面委託という今回の

形になった関係で、その過程において費用面では効

果が出ていただろうと、結果的に今回、効果が発生

しているかというと、実質のところ業務の置きか

え、それから民間に雇用の場所を与えるという、そ

ういう面での地域振興効果のほうが大きく働いてい

るものと判断してございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 時間がないので答弁のほう

も簡単に焦点を充ててお願いをいたしたいと思いま

す。 

 それで、冬季の苦情件数ということでいろいろな

ケースがある、建設水道受け付けで５０件前後、業

者受け付けでは１００件前後ということでございま

すが、ただデータ的にきちっととっていないという

ことなので、一応、苦情、要望の内容は多岐にわ

たっているのは承知しますけれども、苦情の受け付

けカードということで全部整理をし、それを最終的

に苦情内容及び要望、それから苦情の地域、苦情の

処理状況というのを集計し、分析するということ

で、今後の対策上必要だと思いますけれども、答弁

は要りません、ぜひこういうものをやっていただき

たいと思います。 

 次に、３番目のラベンダーハイツのアウトソーシ

ングの関係、これは一応、基本的に了解いたしまし

たけれども、一応、尾岸町長時代の行財政改革から

これらがずっと遡上に上がっていて、２２年度、こ

れは町政運営改善プランということでやってきてお

ります。 

 そういうことで、僕はだんだん年月がたっていけ

ば、中央保育所もそうですし、それからハイムいし

ずえもそうですけれども、移譲する段階で非常にあ

そこも、ここも直さなければならない、そういうよ

うなこともあるもので、できるだけ早急に対処して

いただきたいという気がいたします。 

 次に、４番目の小規模多機能型居宅介護事業所の

開設でございます。 

 それで、この建設予定地ということで、旧泉町教

員住宅、この敷地はどのぐらいなのかということ

と、もう一つはこの敷地に対する貸し付け金額とい

うのはどういう形で計算されたのか確認いたした

い。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） 中村議員の御

質問にお答えいたします。 

 旧泉町教員住宅の敷地貸し付け面積につきまして

は、おおむね１,０００平米でございます。 

 貸付料の試算なのですけれども、行政財産の目的

外使用の関係の単価を計算いたしまして、現段階で

は試算しております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか、試算した

金額がほしいのですよね。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） 申しわけあり

ません。金額については現在、今、持ち合わせてい

ませんので、後ほどお知らせ申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 打ち合わせしていないわけ

ないでしょう。社会福祉協議会の会議録を見ます

と、土地利用にかかる関係機関等の事前相談の状

況、その中で平成２４年１１月８日、協議相談相

手、上富良野町、町所有地旧泉教員住宅敷地貸し付

け金額４６万７,４２４円と回答を受ける。その

後、２４年１１月１９日にはこの減額について検討

を依頼するということになっております。 

 したがって私は、これからいくと貸し付け金額は

あさひ郷と同じような形でこの４６万７,４００を

５０％ということになると、２３万３,７１２円に

なるのです。そうしたら社会福祉協議会の今回の１

５日に行われる評議員会の予算書を見ると、この２

３万３,７１２円が２３万４,０００円ということで

きちっと出ているのです。 

 そうすると、多機能型の関係の協議の経過を見る

とその点は十分、話し合っているのではないです

か。ただ、結論が出ていないかどうかは私はわかり

ませんけれども。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） 中村議員の御

質問にお答えいたします。 

 先ほど済みません、言葉がちょっとあれだったの

ですけれども、持ち合わせていませんということ

で、詳細な数字はちょっと手元にないということ

で、打ち合わせ、金額の提示等はしてございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 小規模多機能型ということ

で一般質問で通告しているのだから、それらの資料

をちゃんと持ってくるのが常識ではないですか。 

 それともう１点、この中であさひ郷と同じような
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形で、時間がありませんけれども、例えば土地使用

料は半額で２３万４,０００円ということが、社会

福祉協議会の評議員の予算書に載っております。 

 それともう一つ、公共下水道受益者負担、これは

７５％、あさひ郷は減免なのですけれども、これら

についてはどう話し合われているのか。 

 それからもう一つは、事業所設置補助ということ

で、あさひ郷さんの障がい支援施設については５０

万円、これは今年度の２５年度の予算書の１０７

ページにはっきり５０万円ということで載っており

ます。 

 それであれば、今回の社会福祉協議会は一応、担

当課としてどのように考えているのか、その点、確

認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） １点目の減免

の関係なのですけれども、基本的にはまだ貸し付け

の申請も出てきていない状況です。出てきた時点

で、あさひ郷等々の事例を参考に判断したいと考え

ております。 

 あさひ郷にかかわって５０万円という形で補助金

を出しているのですけれども、今回の小規模につい

てのそのたぐいの補助金については現在のところ考

えてございません。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 私は３月１５日に予算特別

委員会があるから、私は評議員のやつ出れないので

す。 

 現実の問題として約４０名の住民会長含めて多く

の方々が出席する、それから理事役員で三十何名以

上います。約７０名以上の人たちがこの福祉協議会

の評議員会の資料を見て、町としてこうなっている

のだ、予算が例えば土地の問題についても計上され

ているのだなと、言うなれば２３万４,０００円な

のかなというような気がいたします。 

 それで、一つ赤字が万が一出た場合の体制は町と

して補填するのかどうかということで議論になって

おりますけれども、その点は我々厚生文教委員会で

社会福祉協議会と話し合った、それから１月２９日

の社会福祉協議会の評議員会の中でも赤字が出た場

合、町では補填しませんということをはっきり言わ

れたということなのです。 

 ただ私は、今のあれから言うと１年半ぐらいにな

らないとペイにならないのかなという感じがするも

のですから、そうすると町民が利用するのだから何

とかしてくれということも泣きが入るかもしれない

という危惧もあるのです。 

 したがって、一応どういう事情であれ、赤字の補

填はしないということで理解をしていいのか確認し

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中村議員の小規模多機能型

居宅介護事業所計画にかかわります御質問にお答え

させていただきますけれども、事業者がどこであろ

うと収益事業でございますので赤字を町が補填する

ということは非常になじまないものというふうに理

解しております。 

○議長（西村昭教君） ７番中村有秀君。 

○７番（中村有秀君） 今、町長言うように、こと

しの１月２９日に評議員会があって、その中で約款

を変更したと、言うなら町長の言う収益事業もやり

ます。そうすると、あさひ郷と同じような民間の立

場になるので、あくまでそういう形でするというこ

とで理解をしていきたいのですけれども、あと担当

のほうでわからないということであれば、その公共

下水道の受益者負担、それから事業所の設置補助、

５０万円はあさひ郷だったので、それらの関係につ

いても一応、考慮していくということで町長は考え

ているのか確認したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ただいまの御質問に対しま

してお答えさせていただきます。 

 あさひ郷の事業の計画に対します町の対応の仕

方、これらと準じるような形の支援になろうかとい

うふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） 以上で、中村有秀君の質問

を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

 再開を１０時４０分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２４分 休憩 

午前１０時４０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、３番村上和子君の発言を許します。 

○３番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます４項目について町長と教育長に質問いたしま

す。 

 まず１点目は低所得者層に灯油（福祉灯油）の支

援策を。 

 北海道の冬の生活に欠かせない灯油の価格は８年

ぶりに急騰している、１００円ぐらいです。厳冬期

の燃料の高騰は家計に大きな痛手で、低所得者層へ

の灯油購入費を助成することは考えていないかお伺

いいたします。 

 ２点目は空き家対策の取り組みと条例化を。 
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 町内には何軒かの空き家が見られ、何ら管理され

ずに長期間放置されている、冬には除雪の問題や夏

には雑草等が生い茂り、近隣住民にも迷惑がかかっ

ていると考えられるが、町ではこれらの把握はでき

ているのか、調査が必要と考えるがいかがか。 

 空き家の持ち主については自分で維持管理する条

例などを制定してはどうか、空き家の持ち主に町で

利用してもいいという賃貸等空き家バンク（仮称）

に登録してもらってはいかがかお伺いします。 

 ３点目は、福祉目的障がい者支援施設建設予定の

具体的な内容は。 

 上富良野町の緑町町営住宅を解体した跡地に社会

福祉法人富良野あさひ郷は障がい者施設支援施設の

建設を予定している。今まで富良野に通っていた障

がい者が何名の受け入れとなるのか、現在、通所す

るための交通費を町で助成しているが、建設後は事

業所が町で送迎することとなるのか、また子どもセ

ンターの中にあるつばさ会の作業所等は設置される

のか、町で土地を貸与するため、施設建設に地元業

者が参入できる体制づくりを町としても考えるべき

ではないかお伺いいたします。 

 次、４点目はいじめを可視化して実効性のある対

策を。 

 全国的に社会を揺るがすいじめ問題が大きく取り

上げられているが、町内の子供たちにおいては今の

ところそういう声は聞かれていない。 

 それであればなおさら、いじめがあった場合など

の対策を打ち出しておくことが大事だと考える、対

応マニュアル等の実効性や教員、研修啓発の現状は

どのように取り組まれているのか教育長にお伺いい

たします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えをさせていただきます。 

 まず１項目めの福祉灯油に関する御質問ですが、

先ほど７番中村議員の福祉灯油の実施に関する御質

問にもお答えさせていただいておりますとおり、今

回の灯油価格の高騰は他に考慮を要する要素もあり

ますことから、福祉灯油事業は見合わせまして、今

後、高齢者、障がい者、ひとり親などの生活支援を

必要とする世帯等含めまして、少し広角に対応した

支援制度を構築するよう検討してまいりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの空き家対策に関する３点の御質

問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の長期間放置されております空き家の

実態等についてでありますが、多くは不在地主の

方々が所有管理しているものと考えられ、その実態

把握はできておりませんが、空き地に関する御意見

も含めて年に一、二件程度の情報が寄せられてお

り、都度、個別に対応しているところであります。 

 今後におきましても、地域の皆様からの情報によ

りまして、都度、適切に対応してまいりますので、

個別に調査を実施する予定はしていないところであ

ります。 

 次に、２点目の空き家対策に関する条例などの制

定についてでありますが、全国的には都市部を中心

に３０程度の自治体におきましてこのような条例が

施行されていることは承知しているところでありま

す。 

 ただ、土地建物の維持管理につきましては、あく

まで所有者の自己責任により行われるものでありま

して、地域の環境維持に支障を来すものにつきまし

ては従来どおり個別に対応してまいりますので、現

在は条例制定の考えは持ち合わせておりませんこと

を御理解賜りたいと存じます。 

 次に、３点目の空き家バンクの登録についてであ

りますが、町で利用することを前提とする登録制度

は想定しておりませんが、民間での活用を図り定

住、移住につなげるよう空き家、空き地情報バンク

登録制度を設けているところでありまして、皆様に

御活用をいただけるように提案に努めてまいりま

す。 

 次に、３項目めの障がい者支援施設建設予定の内

容に関する御質問にお答えさせていただきます。 

 緑町町営住宅取り壊し跡地の有効活用方針に基づ

き、社会福祉法人富良野あさひ郷が計画いたします

障がい者支援施設の建設予定地として、町有地を提

供することといたしております。 

 建設予定の施設は、富良野市にある障がい福祉

サービス多機能型事業所北の峰学園の分場で、いわ

ゆるサテライト施設になり、ことし１０月に開設が

予定されております。 

 現在、富良野市内の通所施設を利用する町内在住

者は１０名おられ、町内施設が開設した際にはその

方々の利用が見込まれているところでありまして、

将来的には独立した事業所として定員３０人を目指

すと伺っているところでございます。 

 また、平成２３年度から開始しております富良野

市内の障がい福祉施設への福祉車両による送迎支援

事業は、この開設後は事業実施法人におきまして地

元利用者の送迎が行われますことから、その時点に

おいて終了の予定であります。 

 また、子どもセンター内のつばさ会作業所は、平

成２６年３月いっぱいで子どもセンターの使用を終

えまして、建設予定施設の中で通所作業への移行や

作業スペースの確保などが検討されていると伺って
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おります。 

 また、施設建設に際しての地元業者の参入できる

体制づくりをとの御質問でありますが、当該社会福

祉法人におきまして、施設建設工事の発注するもの

でありまして、町が制度をもってかかわることは適

当でないことから、そのような考えがないことを御

理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の４項目

め、いじめ対策に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 初めに、各学校の現状でありますが、道教委と文

科省の取り組みとして本年度、子供たちへのいじめ

アンケート調査を３回実施し、いじめの記述があっ

た場合は児童生徒、保護者への聞き取り調査を含む

きめ細やかな追跡調査を行っております。 

 そのほかに、学校独自のアンケート調査や教育相

談などを実施し、いじめの把握を行い、子供たちに

はいじめはいかなる理由があろうと人間として絶対

許されないという強い認識に立ち、道徳教育などを

進めております。 

 これらにより、未然防止とともに早期発見、早期

解決に努めているところであります。 

 現在、本町においてはいじめの事案はありません

が、この問題についてはどの学校でも起こり得るも

のであり、もしいじめがあった場合は本町でまとめ

ております初期対応マニュアルに沿った対応と上川

教育局や各機関との連携を図りながら対応などを講

じていく必要があると考えております。 

 教職員への対応につきましては、いじめの問題に

かかわる校内研修を実施するとともに、校外研修に

も積極的に取り組んでいるところであります。 

 また、保護者に対しましては参観日や懇談会など

の機会にいじめの問題に対する話し合いを持ち、情

報の共有などを図っております。 

 今後におきましても、一人一人の子供たちが安心

して生活し、学ぶことができる環境づくりを学校、

家庭、地域、教育委員会が連携し取り組んでまいり

ますので御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） １点目の低所得者の福祉灯

油のところですが、５年前、２００８年のときも同

僚議員と３人が同じ視点で原油高騰による高齢者の

生活支援ということで、町長も言っておられました

けれども、そういうことで質問させていただきまし

て、前町長のときに低所得者層には生活支援事業と

して実施していただいた経緯があるものですから、

今回も中村議員と同じ答弁になると思いましてこれ

以上申し上げませんけれども、今回も同僚議員３人

が同じ高齢者の低所得者層への生活支援をと同じ視

点の議員がたくさんいるということを踏まえていた

だきまして、今回、別の角度で考えていただけると

いうことですのでよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 それでは２点目の空き家対策、こちらに参りたい

と思います。空き家が私が知っているだけでも富

町、本町、その他中心の市街地にもちょっと認知症

になられてひとり暮らしが大変だということで、息

子さんが引き取られて、その後、空き家になってい

るケースですとか、それからＹスタンドなんかも廃

屋のような状態に、あれは空き家と言わないかもし

れませんけれども、私も知っている限りでもかなり

空き家がふえてきておりまして、それで現在、町で

は住民の情報もあっているということで、住民から

の情報をいただいてというようなことの御答弁をい

ただきましたけれども、やはり現在のやり方では

ちょっとだめだと思うのです。もうちょっと町でも

かかわっていただいて、１０年ぐらい前に住生活マ

スタープランなんていうのもありましたけれども、

そのときなんかにどうだったのでしょうか。やは

り、町ももう少しかかわっていただいて、その空き

家の調査必要だと考えます。 

 それで、職員の方がお忙しいというのでありまし

たら、こういったところに緊急対策、雇用というの

でしょうか、雇用して、そして調査を進めていかな

ければないなと、いただけないのかと思うのですけ

れども、その点いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 １点目にお尋ねいただきました福祉灯油の関係に

つきましては、中村議員にお答えさせていただきま

したように、そういった生活弱者の皆さん方が非常

に支援を求められているという実態があるからこ

そ、少し広角にということでございますので、御理

解を賜りたいと存じます。 

 それから２点目、お尋ねいただきました空き家の

状況でございますけれども、議員お話のように私も

あるなという状況は把握しております。 

 ただ、そういう中で、例えば特にこういう積雪期

に屋根の雪がたまって、道路のほうへ落ちてくると

か、あるいは倒壊の危険があるとか、そういうよう

なものについては現在のところ、それぞれお住まい

の地域の方々からの情報、あるいはいろいろな角度

からの情報に基づきまして、個別に対応させていた

だいているのが実態でございます。 

 ただ、今後のことを考えますと、どういう形が望
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ましいかは別にいたしましても、そういう実態を町

としてやはり把握しておくということは、これはや

はりそういう方向で対応するのが望ましいのかなと

いうふうに思いますので、手法等についてはちょっ

と今、まだ想定しておりませんけれども、住民会の

皆さん方の手を煩わすことになるのか、あるいは他

の方法になるかは別として、実態はやはりしっかり

と押さえておくような姿勢でいくことが大事だとい

うふうに理解しております。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 考えていただきたいと思い

ます。 

 それから、土地、建物の維持管理ですけれども、

所有者の人がもちろん、自分の家は自分で自己管

理、維持管理をするということは当たり前のことで

ございまして、それができている人はいいのですけ

れども、できていない人がいるからこそ、やはり条

例等があれば町としてもやはり対応しやすく、何と

いっても防災とか、防犯とか、いろいろな面から何

かそういう不安もございますし、安心・安全な町を

つくると、こういうふうに町もうたってあるわけで

ございますので、防災に努めなければいけないと思

うのですけれども条例策定は考えていないというこ

とですけれども、私はかえって町はこういう条例を

制定すれば対応しやすいのではないかと思うのです

けれども、その点どうでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ３番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 お尋ねの空き地等の管理に関しますお尋ねでござ

いますけれども、大きな大都市あたりはそういうよ

うなことで環境に非常に悪影響、あるいは御近所に

御迷惑をおかけしたりという、そういう事例も散見

されるのかもしれませんけれども、我が町でも皆無

とは申しませんけれども、何カ所かはそういうよう

な、私も通常、町中歩いていて特に夏以降、草が繁

茂したりして非常に見苦しいなというような感じる

ところは私も体感しておりますけれども、そういっ

たところにつきましては、最低限度程度を超えるよ

うなものにつきましては冒頭お答えさせていただい

ておりますように、土地等についてはほとんどのも

のが所有者が特定できますので個別に対応させてい

ただいたりしている実態でございます。 

 今の上富良野町のそういった実態を総合的に判断

いたしますと、条例を制定してそういったものに対

応するというような、私といたしましては差し迫っ

た状況はまだ迎えていないということから、現在、

そういうような方向に進むことは想定していないこ

とで御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 私は１１年前に、平成１４

年にこの前の町長のときですけれども空き地が非常

に点在していて、雑草とか、火災とか、病害虫だと

か、それでそういう対策をしたらどうかということ

を質問いたしましたら、広報を通じて不在地主に対

応していくと、そういうふうに言われて、そのとき

に適正な管理体制を制定してはどうかということを

提案申し上げましたところ、土地の管理、保全につ

いては既に法律が定められているので、条例制定は

考えていないと、この法令に用いてやるのだと、空

き地についてはそういう答弁いただきましたので、

私はもう町も今、公営住宅だけを維持管理していた

らいい時代とはもうじゃないんではないかと、これ

だけ超高齢化になりまして、いろいろと住みかえを

したりとか、いろいろなひとり暮らしはどうもでき

なくなったとか、いろいろな状況が出てきまして、

大きな町でないからこそ、やはりもう公営住宅ばか

りを、公営住宅にはしっかりいろいろ入居基準だと

か、維持管理だとか、いろいろな条例がつくられて

おります。 

 ですから、今こそ超高齢化時代になった現況をよ

く踏まえていただいて、やはり制定をつくったほう

が町としても私は対応しやすいのではないかと、こ

のように思いますけれども、もう一度聞かせてくだ

さい。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 とりわけ空き地等が散見される状況は年々ふえて

きていることは、これは実態でございます。 

 しかしながら、やはりこういった個人の資産に関

しますものの管理については、これは所有者の自己

責任において管理するということが大前提でござい

まして、それを今、上富良野町の現状において制度

をもって、それを公権力を持ってそこに一定のルー

ルを設けていくというようなことは、相当のそれま

でに至るプロセスがなければ、非常にハードルの高

いことだなというふうに思っております。 

 転ばぬ先の杖という解釈にも一方では成り立つの

でしょうけれども、私といたしましては現在、個別

の対応等において町民の皆さん方にとりわけ御迷惑

をおかけするようなことは何とか避けていけるので

はないかなというふうに思っておりますので、これ

がただいま議員が御質問があったような方向へ、こ

れからさらにそういった方向へ向かっていくような

状況があるとすれば、それはその時点でまた検討を

要することであろうと思いますけれども、現在、ま

だそこまで至っていないということで御理解いただ
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きたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 次、空き家、空き地の情報

バンクということで、登録制度を設けているという

ことですけれども、余り町民には見えておりませ

ん。 

 それで、もっと活用されるようになるように空き

家情報、買ってくれる人がいれば売りたいとか、住

みかえをしたいとか、そういった情報を提供等、民

間業者と連携しまして、やはり今後の移住、定住促

進にもなると考えますので、町広報等なんか利用し

てもいいのではないかと私は空き情報なんかも提供

するような考えはお持ちでないかちょっとお尋ねし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の空き家バンク等

についての御質問にお答えさせていただきます。 

 現在、町が冒頭お答えしましたように、町が利用

することを想定した登録の仕組みは持っておりませ

んけれども、民間同士の皆さん方が空き地、空き家

等についての利用をしていただきたいという希望者

が情報を提供する手段は持ち合わせています。 

 しかし、それ以前にそこへ至るまでにも既に個別

に、個別対応で空き家があるという情報を業者、あ

るはその友人、知人等を通じて、もう既にそういう

ことで空き家の解消が図られている実例は幾つもあ

ります。 

 ただ、全く白紙で全部オープンに情報として提供

して、利用していただく方を募りたいというような

ことは、そういう仕組みはあるのですけれども、現

実になかなか応募していただくというのでしょう

か、希望を申し出てくれる方が少ないというのが実

態でございまして、ただ個人的に先ほど申し上げま

したように空いているところがあるのだけれども、

利用してもらえる人がいたらということで、そうい

うつながりの中で動いている実態はあります。 

 ですから、ホームページにもそういう掲載すると

ころを設けておりますし、町といたしましてはそう

いう希望者どうぞというような体制は整えておりま

すので、もし十分でなければ、さらにそういう有効

活用を図ることを目的とする方おりましたら、どう

ぞ申し出てくださいということは、これはＰＲして

いくことは大事だと思っております。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 大体、町長は空き家はどれ

ぐらい、大体ですね、富良野市では大体１割ぐらい

が空き家になっていると、こういうような話ですけ

れども、頭の中ではどれぐらいが空き家になってい

るということを考えていらっしゃいますか、思って

いらっしゃいますか、ちょっとお尋ねします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 町内、大体家の棟数で３,

５００から４,０００前後かなと、４,０００までも

ないでしょうけれども、そのうち１００戸ぐらいは

空いているのかなと、空き地になっているのかなと

いうことは想定できますけれども、調査に基づいた

戸数というものは頭の中には置いておりません。 

 しかし、その中で先ほどお答えすればよかったの

でしょうけれども、それの空き家を活用してほしい

という方はごく少数だなというふうに理解しており

ます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 次の３項目めの障がい者支

援建設予定の内容のところでございますが、２５年

１０月に開設予定だと、それで町内在住者１０名の

方がおられまして、この方がそちらのほうに利用さ

れるだろう、こういうことで、それで送迎について

はその事業者、その実施法人の方のほうでされるの

ではないかと、こういうことでございまして、交通

費の助成はその時点で終わるということは、一応の

初期の目的は達成しているのかなと、こう思いま

す。 

 それで、３０名を目指していらっしゃるというこ

とですので、まだほかに今まで通所していらっしゃ

らなかった方がそこに行くということ、行きたいと

いうことになったときには、それはあさひ郷さんと

の話し合いになるかと思うのですけれども、今、何

でこういう質問をさせてもらったかといいますと、

利用されている障がい者の親御さんたちが果たして

どうなるのか、送迎のことも何もわからないという

ことでございまして質問させていただきました。 

 それで、どちらかというと町とあさひ郷さんとの

話で障がい者を置き去りにしないように、どちらか

というと何もわからないのだというようなことを聞

いたものですから、それではちょっと具体的に聞か

せていただきたいと思いまして。 

 それから町としてはこれらの対応ですね、障がい

者の方たちのためであれば、窓口になって細やかな

対応の支援をお願いしたいと思うのですけれども、

町長もインフラとか、そういったものをいろいろ考

えているのだと、執行方針でおっしゃいましたので

すけれどもそういった細やかな支援体制の窓口的な

要素になるような、そういうことについてどのよう

に考えておられるかちょっとお尋ねしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の障がい者施設等

に関します御質問にお答えさせていただきます。 
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 通所に関しましては、私どもとあさひ郷さん、あ

るいは社会福祉協議会の今の通所支援の事業と、そ

の当事者同士は確かに情報共有し合っていますの

で、先ほどお答えしたようなことで理解し合ってい

ますけれども、施設を利用される、当事者の方々は

今、議員がお話のように熟知されているかというこ

とは、今ちょっと聞かされまして、欠けていたのか

なという反省もしておりますので、それは現在、利

用なさっている方含めて、あさひ郷さんのほうで潜

在的に利用者と将来なり得るだろうという方々にも

そういった情報が届くように、それは十分に配慮し

て、窓口としての役割を果たしていきますので御理

解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） それから、施設を建てるに

当たっては、もちろんそのあさひ郷さんがお建てに

なるのですけれども、一応あさひ郷さんのほうから

上富良野町のかみんから５分、保健福祉センターか

ら５分ぐらいのところで３,０００平米ぐらいの土

地を貸してほしいと、そういうことであればという

ことで、緑町公住を解体、これは３,０００万円か

かりました。緑町公住を解体して、インフラ整備も

しまして建ててもらうわけですので、あさひ郷さん

の条件を受け入れての上富良野で町としてもやはり

地元の業者が何とか施設の建設に当たっては、でき

るだけ地元の業者を使ってほしいということを、そ

ういったことがお願いできるのではないかと思うの

ですけれども、町長も考えていただいているかと思

いますけれども、この点はいかがでございますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 施設建設に対します地元業

者を活用していただくことに対する御質問にお答え

させていただきますけれども、直接、町がその公共

事業と違いまして、民間の事業者が行う事業でござ

いますので、そこにどういった形で事業者を選定し

ていただくかということに対して、町が直接的にそ

こに町の思いを伝えるということは、私は冒頭申し

上げましたように、それは適当ではないというふう

に理解しております。 

 ただ、あさひ郷さんのほうはやはり議員からお話

ありましたように、上富良野町といろいろ思いを共

有し合って施設の設置をしたいということで、町と

いたしましても最大限お答えできる範囲内で支援を

させていただこうという表明をしておりますので、

あさひ郷さんのほうから仮に上富良野町に私どもの

あさひ郷さんが計画しているような建物、施設を建

設するとしたら、そういった事業に担当と申しま

しょうか、そういった事業を担っていただけるよう

な業者さんてどれくらいあるのでしょうかねという

お尋ねがありましたので、こうこう、こういう業者

さんはありますよということの話で終わっておりま

す。そういう情報は提供させていただいています。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 地元の業者を使ってもらえ

ば、循環型経済、やはり経済の地元の活性化になる

と思いますし、もちろん民間ですのでコスト面と

か、いろいろな面を言ってこられるかとは思います

けれども、町長お聞きするとそういう問い合わせも

あったということでしたら、何とかやはりできまし

たらあさひ郷さんの条件もある程度、聞き入れて、

土地も貸与させてもらって建ててもらうことですの

で、そこは何とか町の経済、循環型経済の活性化の

ためにも何とか力を入れていただきたいと思いま

す。 

 それで、何とか力を入れてもえるかどうかちょっ

とお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 村上議員の御質問にお答え

させていただきますけれども、力を入れてという意

味合いが非常に判断が難しいところでございますけ

れども、先ほど申し上げましたようにあさひ郷さん

のほうは業者を御紹介いただきたいとか、そういう

状況を知りたいということで意思表示をされており

ますので、そのあたりで酌み取っていただけるので

はないかなという期待感を持っている状況でござい

ます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） それでは、今度は教育長の

ほうにお尋ねしたいと思います。 

 いじめ対策のところですけれども、アンケート調

査をされて、きめ細やかな追跡調査もされていると

いうことで、本町ではいじめの事案はないというこ

とですが、教育長の執行方針では何かいじめ、不登

校、虐待、自殺、有害情報、体罰、全国的にはある

けれども、上富良野町での事例としては少ない状況

だと申されたものですから、私はいじめはないとい

うことですのでいいことだとは思うのですけれど

も、この中に不登校が入っていたので、そのように

少ない状況というふうに申されたものですから、な

いということはあれですけれども、このいじめだけ

はきょうまではないとしても、これから春休みとか

新学期、新入学とありますし、やはりいつ起こるか

わからない事例でもございますし、早期の気づきと

相談しやすい環境づくりをつくるということが大

変、大切なことだと思うのですけれども、その未然

名防止対策が一番大切で、初期マニュアルをつくっ

ていらっしゃるというのですけれども、初期マニュ

アルは各学校に配置されて、そしてどういうふうに
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教育委員会のほうで指導に当たっていらっしゃるの

かちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の御質問に

お答えいたします。 

 まず、初期マニュアルの御質問かと思いますけれ

ども、初期マニュアルにつきましては、国でつくっ

ているもの、そして北海道でつくっているマニュア

ル、そして当町独自でつくっているマニュアルの三

つがございます。 

 基本的に、いじめが発生したときにどういうふう

に教員が動くのかという学校側の動きに対するマ

ニュアルとなっております。 

 発生したときに教員が子供たちにどのように指導

するのかとか、残念ながら被害を受ける子供と被害

を与えるお子さんが双方いるわけですけれども、そ

ういう事案が発生したときに、保護者も交えてそれ

ぞれのところに教員が相談業務に入っていくだと

か、そういう細かいマニュアルを作成しているとこ

ろでございます。 

 いじめについては、非常に早期に発見することが

重要です。子供たちが日々、いろいろな部分でけん

かをしたり、いざこざがあります。そういう部分を

教員が見逃さないで、次どういうふうになっている

のだろうと、日ごろから細やかに子供たちを見守る

ことが特に重要であると考えています。 

 これらきちっとできることによって、大きなしこ

りを残さない、そういう流れの中でいじめに対して

は対応していきたいと考えております。 

 したがって、先ほどもお話ししましたけれども、

個々教師の教師力、そして学校力を高めていく努力

を今後も引き続き続けていきたいと、そんなふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） どうしてこういうことを言

わせていただいているかと言いますと、今回、国の

教育再生実行会議のほうで、市町村教育委員会にい

じめ防止のための対策で、必要な指導、助言または

援助を行うということが学校ごとにいじめ防止の基

本方針を立てることが明記されたものですから、そ

れでどうなっているのかなということでお尋ねしま

して、いろいろといじめ対策については取り組まれ

ているということがわかったのですけれども、私は

難しいことよりも、校内のスローガンなんかを掲げ

まして、いじめをしない、させない、許さないと

か、わかりやすいスローガンというのですが、この

四つの頭文字とってＩＳＳＹでも結構ですけれど

も、そういう運動というのでしょうか、いじめは絶

対だめなのだよと。だから、いじめをしない、させ

ない、許さないというような、わかりやすいスロー

ガンなんかも統一した、皆さん学校全体の取り組み

とか、地域、御父兄の方もいらっしゃると思うので

すけれども、今、各学校の新しい校舎や耐震の対策

等、体育館改修しましたり、いろいろと子供たちの

環境づくりには努めております。 

 だからこそ、やはり子供たちは元気で、いじめの

ない子供たちで、そういう状態、今のところはいじ

めがないということで本当にあれですけれども、万

全の対策を考えていったほうがいいのではないかな

と思っておりますので、もう一度ちょっと教育長の

いじめ対策についてお考えを聞かせていただきたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ３番村上議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 スローガンどうだろうというお話もありましたけ

れども、ここいじめ問題に対する取り組みといたし

ましては、本年いじめ根絶仲良し宣言というものを

行っております。これは全校で取り組みをして、ス

ローガンではありませんけれども、それぞれいじめ

はしないよとか、そういう宣言を既にしているとこ

ろであります。 

 いろいろないじめに対する取り組みはあるわけな

のですけれども、特に道徳教育を中心とした部分で

いじめは絶対いけないことなのだという部分を子供

たちに指導をより深めていきたいと、そんなふうに

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、３番村上和子君の一般質問を

終了いたします。 

 次に、１１番今村辰義君の発言を許します。 

○１１番（今村辰義君） 私はさきに通告してあり

ます２項目について質問させていただきます。 

 まず１項目めですが、協働のまちづくりを推進し

ていくためにであります。 

 協働のまちづくりを進めるための自治基本条例が

平成２１年４月１日から施行されて４年が経過しよ

うとしています。そして協働のまちづくり基本方針

が２３年１月に示されています。 

 これらに基づき、これまでに各地域にある公園、

広場などの維持管理を住民会が担ったり、住民会の

自治防災組織において、防災士の育成がされ、町民

との協働のまちづくりが進められています。 

 そこで協働のまちづくりをさらに推進していくた

めに、次の点についてお伺いいたします。 

 （１）各団体の活動を推進するために、会議の内
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容や議案、情報を伝達するためのチラシなどの印刷

する印刷機を町内の各団体が利用できるように公共

施設内に設置すべきではないか。昨年、町内の印刷

会社が営業をやめてから、各団体はたくさんの部数

の印刷をする場合に大変、苦労をしています。 

 （２）町内には住民会や町内会のほかにも、協働

のまちづくりを進めている多くのボランティア団体

などがありますが、ほとんどの団体の役員が高齢化

し、活動に支障を来しており、特に事務局を担う方

には負担がふえています。 

 これらの団体の役員を役場職員が担っている団体

もありますが、これらの職員を評価する制度（職員

評価制度）を設けているのでしょうか。 

 また、勤務に支障を来さない範囲でこれらの団体

の仕事ができるような支援策（ボランティア休暇ま

たは職務専念義務免除など）を設ける必要があると

思われるがいかがでしょうか。 

 続きまして２項目めでございます。 

 低所得者世帯などへの福祉灯油の実施について。

灯油価格の高騰が続く中、低所得者世帯などに灯油

購入費を助成する福祉灯油を実施する自治体が上川

管内で広まっています。 

 報道によりますと、上川総合振興局のまとめで

は、２月２１日現在で今冬に福祉灯油を実施する管

内の自治体は旭川市と鷹栖町、上富良野町の３市を

除く２０市町村、灯油価格は１月２１日に１００円

を突破して以来、高どまり傾向が続いています。 

 この灯油高を受け、管内の自治体では当初７市町

村が福祉灯油の実施を検討し、準備を進めていまし

たが、道が実施団体への補助金の追加申請に応じた

こともあり、２０市町村に拡大しました。 

 道の補助は自治体の人口規模に応じて５０万から

１００万を配分、管内では総額９４０万円となる見

通しであるとの報道でございます。要するに、管内

では３市町を除く管内の２０市町村が福祉灯油を実

施、道が補助金の追加申請に応じた、このような現

実があるわけであります。 

 そして、今般の第１回定例会に補正予算として厳

冬及び燃料費高騰に伴という説明で、保健福祉セン

ターほか１２施設の燃料費６６５万９,０００円を

追加しました。要するに燃料費が高騰した当初予算

では賄えないということを認識しているわけであり

ます。 

 では、我が町はこういった他市町村や道の実施状

況、あるいは厳冬及び燃料が高騰しているという、

このような認識をしているのになぜ福祉灯油を今ま

で実施していないのか、また今後、実施の再検討は

あるのかお伺いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの協働のまちづくりの推進に向け

た２点の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目の各団体が利用する印刷機の設置につ

いてでありますが、議員御発言のとおり昨年、町内

の印刷会社が廃業したところでありますが、他にも

それらのサービスを提供している事業者も複数あり

ますことから、社会教育関係団体や自治会関係団体

などから意向を伺いながら、実態を把握した上でど

のような形の支援策が必要なのかを検討してまいり

たいと考えております。 

 次に、２点目の協働のまちづくりの推進におきま

す町職員のかかわりに関する御質問についてです

が、町職員も含め、町民の皆様が地域の中でさまざ

まな活動を通じて、地域づくりに参画していただく

ことは協働のまちづくりの基盤をなすものと考えて

おり、議員と意を同じくするものであります。 

 私といたしましても、町職員には地域住民の一員

として地域内でのさまざまな活動に積極的に参加す

るよう日ごろより声をかけているところでありま

す。 

 ただ、町職員においては法的に職務に専念する義

務を有していることから、基本的には業務に支障の

ない範囲で有給休暇を活用するほか、職員個々の私

的な時間を有効に活用して、それらの活動に参加し

ていくものと受けとめております。 

 したがいまして、個々人の地域活動への参加の有

無や濃淡などについて職員評価に直接結びつける考

えは持ち合わせていないところであり、あわせて職

務専念義務免除の適用対象とすることはなじまない

ものと考えております。 

 なお、ボランティア休暇につきましては阪神淡路

大震災を契機に国家公務員において制度化され、本

町においても職員がボランティア活動に参加するこ

とで日ごろの行政活動とは異なる地域貢献活動に参

加することなので、職員自身の視野を広め、引いて

は行政面でもよい効果が期待できるとの考えから、

年間５日間の範囲内で特別休暇として既に制度化し

ておりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２項目めの福祉灯油に関する御質問にお答

えいたします。 

 燃料価格高騰につきましては十分、認識している

ところでありますが、中村議員、村上議員へ答弁い

たしましたとおり、今後は灯油価格の高騰による福

祉灯油事業としての支援策を講じるのではなく、少

し広い角度から生活支援を必要とする世帯等に対し

まして、恒久的な支援制度を構築するよう検討して
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まいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） まず、協働のまちづくり

を推進していくためにというところの１点目の印刷

機の設置でございますけれども、町長答弁にござい

ました他にもそれらのサービスを提供する業者もあ

ると、要するに昨年、休業しました印刷会社がやっ

ているサービスと同じ業者があるということで、昨

年休業した印刷会社というのはどのようなサービス

をやっていたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 今村議員、具体的になりま

すとちょっと今は。 

○１１番（今村辰義君） 私なぜ聞いているかとい

うと、これから社会教育関係団体や自治関係団体の

意向を考えながら実態を把握した上でやっていきた

いと、検討してまいりたいということで非常にあり

がたい答弁だとは思うのですけれども、やはり私が

この質問を出してから締め切り日から数えても１週

間ございます。その１週間でまだ実態を把握してい

ないというのはちょっとやはり答弁としてはやはり

ちょっとまだ程度が低いのではないかというふうに

思います。 

 やはり、実態を把握した上で、そしてその１週間

の中でできる限りの私に対する答弁をする必要があ

るというふうに思っているのでそういう質問をしま

した。こういうことについてどうですか、事前にや

はり現地に行って最新の状況を確認して、そして物

事は進めていかないと、計画もつくらないと、実行

に移していかなければならない、答弁も同じだと思

うのです。 

○議長（西村昭教君） 今村議員、質問の趣旨に

沿って質問をしていただきたいのです。 

 今は質問に対する答弁の部分で言われている部分

あると思うのですけれども、質問の趣旨に沿って質

問されるようにお願いしたいと思います。 

○１１番（今村辰義君） 私の答弁の趣旨に沿った

部分だけでよろしいですが、いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員のいろいろ

な協働活動に対します、特に最近、皆さん方、印刷

等のそういった情報媒体を用いることは大変、最近

多い状況でございます。 

 現在のそれぞれ各種団体、あるいは組織等がどう

いうようなそういった、とりわけ今村議員がそのお

尋ねいただいている部分で私も印刷という概念で、

大量に印刷するという概念でお尋ねいただいている

のか、あるいは通常のちょっと五、六枚のコピーと

か、そういったものなのかということ、少し区分

が、そこで少し区分をしなければならないというふ

うに考えておりまして、大量に印刷するものについ

ては先ほどお答えさせていただきましたように、既

にそういったサービスを提供している民間業者があ

りますので、それらについて民業を圧迫するよう

な、そういったことに公が手をかすということは、

これは控えるべきだというふうに考えております。 

 一方、通常のそれぞれ諸団体の会合等の必要な一

般的な通常、必要とする印刷物等についてはそれぞ

れ各組織が、特に地域におきましてはさまざまな地

域における自治体活動の中で、あるいは農村部にお

いては農村部の取り組んでいる事業の事業費の中で

そういった印刷する手段を持ち合わせている地域が

多数ありまして、地域はそういったものを活用して

既に対応しております。 

 それから、各町内会事業等については通常のもの

は、通常の活動費の中でコピーサービスをしている

ようなところで対応している、あるいは住民会のそ

れぞれ役割を担っておられる方が個々のプリン

ター、あるいはそういったもので対応しておられ

る、そういった多様な実態があることは、この御質

問をいただいてから私どもも把握をしております。 

 しかし、そういった物事を全てくくりまして、今

後そういったところでまた満たされていない部分が

あるとしたら、どういうふうに対応していくことが

いいのかということをこれから検討してまいりたい

というふうにお答えさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 実態等把握されていると

いうふうに思います。 

 製本するような話ではございません、チラシとか

総会のための年次資料とか、そういう話です。ホッ

チキスの資料の話でございます。 

 要はコンビニというは１枚１０円かかるのは御存

じですよね。それと赤川事務販売というのがござい

ます、ここはそういうホッチキスの印刷をやってお

りません、基本的に。基本的には製本関係の印刷で

す。まだこの市街地には中茶屋がございます。中茶

屋の営業時間だとか、休みは把握されていると思う

のですけれども、一応言っておきます冬期間、１１

月から３月いっぱい土日休みなのです。そして午後

４時で終わる、夏季は午後５時で終わって日曜日だ

け休み。 

 要は、役場の先ほどの職員のボランティア活動も

同じなのですけれども、仕事やりならがそこを活用

するのはなかなか難しいという話なのです。仕事終

わったときは中茶屋も終わっている、コンビニは先

ほど言ったように高い、そういった実態があって

今、非常に苦労されていますので、ひとつどうかそ



― 78 ― 

こら辺を考慮して、ぜひ検討していただきたいと思

います、よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 中茶屋のお話も出ました、中茶屋がサービス提供

している時間帯について承知しております。とりわ

け、中茶屋については利用されている諸団体、ある

いは利用されている印刷等に対する部数、そういっ

たものを承知しております。 

 しかし、そこの機能が議員お尋ねのように町内の

皆さん方のそういったことに対する機能を中茶屋が

持ち合わすことが皆さんが満足される姿なのかどう

か、そこら辺は検討を要するのではないかなという

ふうに考えておりますので、お答えとしたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ２点目の話でございます

けれども、協働のまちづくりの推進ということで、

町の職員とのかかわり全く意を同じくするというこ

とでございます。 

 そこで、職員個々の私的な時間を有効に活用して

やっていくというお話もございました。非常に、実

際に事務局を担当している方が何人かおられますけ

れども、非常に大変な思いをされていると。 

 そこで、町の実態としてはどのような評価をして

いるのかなということを人事でございますので、町

長の発言できる範囲内でお聞きいたしたところでご

ざいます。 

 そこで、職員評価に直接結びつける考えはない

と、これは私も理解できます。これは、どちらかと

いうとそうだろうと確認いたました。 

 それで、ボランティア活動の話なのですけれど

も、私もいろいろ根拠を調べました。このボラン

ティア活動で制度化していると言われております

が、この根拠条例、法令というのですか、これはど

ういうところに載っているのか、まずそこをお聞き

したいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） １１番今村議員の御質

問にお答えをさせていただきます。 

 職員の特別休暇に関する規則がありますので、町

長お答えありましたように特別休暇として５日間と

いう規定を設けたところであります。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 特別休暇のところですも

ね、私もその資料を持っているのですけれども、非

常に厚いやつですね。 

 運営状況を評価しているのは同じだと思うので

す。特別休暇には、特別休暇の概要と取得状況とい

うことで、特別な事由に該当とする場合、事由とい

うことが２３項目載っています。この２３項目の

今、課長が言われた該当するところは６項目めに

なっていると思うのです、 

 ６項目めには何て書いてあるかといいますと、職

員が自発的にかつ報酬を得ないで次に掲げる社会に

貢献する活動を行う場合で、その勤務しないことが

相当であると認められるとき、そして（１）（２）

（３）がございます。この中にはボランティアの話

がないのです、だから私は言っているのです。ボラ

ンティア休暇も設けたほうがいいのではなかろうか

というお話を僕は提案しているわけでございます

が、いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（田中利幸君） １１番今村議員の御質

問に私のほうからお答えをさせていただきます。 

 直接、ボランティア休暇という書き方はございま

せんが、いわゆる今、御発言にありました社会貢献

がいわゆるボランティア休暇でございます。 

 ちょっと申し添えますと、いわゆる今回の御質問

にあります各種団体の事務を行っている事務をする

ために、これらのボランティア休暇を対応するよう

な考えはございません。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 採用する勤務はないの

だったら、なぜ私の答弁にこういうことを言うので

すか、なおボランティア休暇について阪神淡路を契

機に国家公務において制度化され、本町でも職員が

ボランティア活動に参加することで日ごろどうのと

書いてあって、年間５日間の範囲内で特別休暇とし

て制度化しておりますので御理解を賜りますと書い

てあるではないですか、なぜこんなことを言う必要

があるのですか。 

 これによったら一筆いるでしょう。あなたが言っ

ていることには、ここは該当しないよと、何も、こ

れ書いてあったらボランティア制度設けているよと

言うではないですか、私はこれ調べなかったらわか

らないですよ、わからないと思って言っているので

すか。 

○議長（西村昭教君） ちょっと誤解されているよ

うに思うのですけれども、もう一度、総務課長、答

弁。 

○総務課長（田中利幸君） １１番今村議員の御質

問に私のほうからお答えをします。 

 ちょっと言葉が足りなかったかと思いますが、い

わゆる職員ももちろんそうですが、その各種団体、

任意団体の事務局、あるいはその自治会の会長、役
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員、あるいはその子供会ですとか、いわゆるＰＴ

Ａ、あるいは各種サークルの事務局、さまざまな

ケースがあるかと思います。 

 職員においてはそれぞれ、それらのお子さんが小

さいとか、そういう条件の中でそのＰＴＡの会長を

やるケースもあるかと思います。自治会の持ち回り

の役員をやることもあるかと思います。 

 いわゆるそのボランティアの定義、これらが非常

に難しいと思います。規定にあります特別休暇につ

いては、いわゆる社会貢献を認められる活動につい

て、この特別休暇を設定しているという意味であり

ますので御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 今の説明でわかりまし

た。そのように最初、答弁していただければいいの

ですよ。このボランティア休暇が設けているよとい

うふうに私はとりましたから、そのいろいろな団体

の事務局やっている人たちに対しては、その５日間

の範囲内でそれはとれるだというふうに解釈できる

ではないですか、これは。そのようにとったわけで

す。 

 職務専念義務免除の話でございますけれども、こ

れもわかります。職務に専念する義務というのはご

ざいます、例えばそういった事務局をやっている人

のところに稼業中、職務中に電話がかかってきた場

合、その団体の誰かが質問するために、その質問に

答えることも義務違反になるのか、そこら辺は答え

ていいのか、これは非常にこういうのはあると思う

のです。仕事中は８時半から１７時１５分ですか、

これは一切にまかりならないということで指導され

ているのか、そこをお聞きしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員のただいま

の御質問にお答えさせていただきます。 

 これは、今、議員が御質問にありましたような、

そういう言葉と申しましょうか、通常の電話の受け

答え、そういうやり取り、その都度その都度、それ

が職務専念義務違反になるのか、あるいはならない

のか、そういったような思いを持って対応させてお

りません。それは、社会通念上、常識でそれを判断

できるものだというふうに理解しております。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） わかりました。 

 では、福祉灯油の件について、答弁にございます

ように非常に短い６行の答弁なのですけれども、

私、これをもらって中村議員と村上議員に答弁した

とおりと書いてありますけれども、どんな答弁をし

たかわからなかったのです。きょう、ここに来て初

めてわかった。 

 この答弁書を１日前に配る目的の一つには、再質

問をより深くやるためにというのがあると思うので

す。今後から、そこをちょっと考慮していただきた

いということで、これは別に答弁は要りません。 

 それで一つだけお聞きしたいのですけれども、恒

久的な支援制度を構築するように検討しているとい

う答弁をいただいているわけで、その構築というこ

とも、そして先ほど担当課長のほうからも、中村議

員のときだったですか、そういったものをもう検討

したということを言われまして、実際に恒久的な支

援制度の検討した内容というのですか、どういった

ものを検討されているのか、言える範囲というか、

わかる範囲で言っていただければと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １１番今村議員の福祉灯油

に関連いたします御質問にお答えさせていただきま

す。 

 具体的にどういうような事業を想定しているか

と、私の思いの中ではもう既に幾つかのことは発想

しております。そういったこともかいつまんで担当

の課のほうへ私も思いを伝えている部分もございま

す。 

 しかし、制度として構築する中でそういったもの

がなじむのか、あるいはなじまないのか、ほかに補

完している制度はあるのかないのか、そういったこ

とを今、検証中でございまして、冒頭中村議員にお

答えさせていただきましたように、それらがきちっ

と制度として皆さん方にお示しできる段階になりま

したら、お示しさせていただこうと思っていますけ

れども、そんなだらだら時間をかけていればいいも

のではございませんし、一方で今のこの非常に社会

の動きが流動的でございまして、これらも恒久的な

制度となりますと、その都度その都度、手を入れる

ようなことをなるべく避けるように制度設計しなけ

ればなりませんので、今、あれとこれとこれという

ことを申し上げて、それがもう先走っても非常に

ちょっと制度設計上、また課題になってきますの

で、具体的に申し上げることはできませんが、私の

概念で申し上げますと、やはり子育てから、あるい

は子どもを教育されている世代の方々、あるいはと

りわけ高齢者の方々、それらの皆さん方に広く生活

の支援策だというふうに実感していただける仕組み

づくりを頭で描いているということで御理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） 最後にもう一つだけ、今

までこれは未来志向の話ですよね。これからは、こ

うやっていく考え、非常によいことであろうという

ふうに思っています。 
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 私が質問をしましたのは今冬の福祉灯油はどうす

るのかと、あるいはまた再検討はあるのかというこ

とを聞いているわけで。その答弁の答えとして、先

に質問した２人の議員の名前上げてそのとおりであ

ると書いていてもさっぱりわからない。 

 私がこれを再質問しなかったら、レベルの低い話

ですれども、我々これから議会広報のためのつくっ

ていかなければならない、そんなお二人に答弁した

とおりなんて書いてら私が笑われますので、同じこ

とでもよろしいですから、ちょっとお話ししていた

だきたいなと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 答弁書のお示しの仕方につ

きましては、今村議員のほうから御指摘いただきま

したように、個々の議員の皆様方に対して同じよう

な情報を共有していただけるようにお示しすること

が適当であろうと、それはおっしゃるとおりだとい

うふうに考えております。 

 それから、福祉灯油に特定した福祉灯油というも

のについて特化した事業の実施の再検討はあるかと

いうことにつきましては、さきの議員の皆さん方に

も申し上げておりますように、そういった灯油の高

騰というような要素も新たに設ける事業の中に反映

したものにしていきたいということで御理解をいた

だきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１１番

今村辰義君の一般質問を終了いたします。  

 少々早いですが、昼食休憩といたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

────────────────── 

午前１１時４８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の一般質問を継続いたします。 

 次に、１２番岡本康裕君の発言を許します。 

○１２番（岡本康裕君） 私は、さきに通告しまし

た防災についての１項目について御質問をさせてい

ただきます。 

 平成２４年３月の第１回定例会にて、避難所や備

蓄、訓練等、防災についての質問をさせていただい

たが、今回においては公共建築物、特に防災の拠

点、要所になるであろう役場本庁舎や消防庁舎、２

次避難所に指定されている社会教育総合センターに

ついて伺います。 

 大規模な災害が発生した場合は、さまざまな情報

や行動の支持、命令の拠点になるのが役場庁舎であ

ると考えております。 

 また、消防庁舎は災害現場へ急行し、救急対応に

いち早く対応する前線になり、災害対策本部が設置

されることになると考えております。 

 一方、社会教育総合センターは避難が長引いた場

合に避難所としての利用が考えられますが、次の点

について伺います。 

 （１）公共建築物、特に教育施設における耐震、

耐力診断が行われて結果が出ましたが、役場庁舎は

耐震診断を受けたのかどうかお伺いいたします。 

 （２）庁舎が被災し、機能不全に陥った場合に仮

庁舎等はどこに移転する考えがあるのかお伺いいた

します。 

 （３）消防庁舎は耐震、耐力診断は受けたのかど

うかお伺いします。 

 （４）社会教育総合センターは通常、年間でア

リーナ５万５,０００人、コミュニティーセンター

部分１万４,０００人、合計約６万９,０００人の利

用があり、災害時には避難所になるが保守点検は適

切に行われているか質問させていただきます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の防災に関

します４点の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目と３点目の役場庁舎及び消防庁舎の耐

震診断に関する御質問について、一括してお答えさ

せていただきます。 

 役場庁舎及び消防庁舎の耐震診断につきまして

は、平成２２年度に国の補助を受け実施したところ

であります。 

 診断結果につきましては、国の構造耐震指数、い

わゆるＩｓ値となる震度６強以上の地震に耐えられ

る建築物の指標におきましては、災害応急活動に必

要な建築物のうち特に重要となる役場庁舎、これは

災害対策本部機能を持つことになるものでございま

す及び消防庁舎等のＩｓ値基準では０.８１以上と

されているところでありますが、役場庁舎では最低

Ｉｓ値で０.０９７、消防庁舎では最低ＩＳ値で０.

２９であり、いずれも耐震基準を満たしていないと

ころであります。 

 次に、２点目の庁舎が被災し、機能不全に陥った

場合の仮庁舎移転の考えについてでありますが、役

場庁舎の耐震診断結果を受け、大規模災害時におけ

る役場機能及び災害対策本部が機能不全に陥る最悪

のシナリオを想定して、保健福祉総合センターかみ

んへの移転を前提として、本年度、住民基本台帳

データを中心とした総合行政システムデータのバッ

クアップ機器をかみんに整備したところでありま

す。 

 これらの整備により、不測の事態には１日から２
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日間程度で住民基本台帳データを初め、各行政シス

テムにおいても最低限の復旧は可能と考えていると

ころであります。 

 次に、４点目の社会教育総合センターの保守点検

についてですが、施設保守点検といたしましては法

定点検として消防用設備及び電気保安点検、地下タ

ンク漏えい検査と受水槽清掃を実施しております。 

 また、法定外点検としてボイラー保守点検、これ

は毎年でございます及びトレーニング機器、これは

２年に１回及び自動ドア、これも２年に一度でござ

います、さらに吊り物装置、これは３年に１回でご

ざいますが、これらについても保守点検を実施して

いるところであります。 

 社会教育総合センターは、多くの町民の皆さんに

御利用いただいていることや災害時の２次避難施設

としても指定しているところから、今後におきまし

てもしっかりと安心・安全が保たれる施設として適

切な維持管理に努めてまいります。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 町長書かれました執行方

針の中に公共施設の建物、長寿命化とうたわれてお

りますが、物を大事に使っていくということで長寿

命化、手を加えてやっていくという方針でいらっ

しゃいますが、今、町長の答弁にありましたように

Ｉｓ値が非常に１桁違う強度ということで、数字だ

けを見るとちょっと足がすくんでしまうような強度

なのかなと今、感じましたが、補強は考えられてい

ますでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 議員お話のように非常に役場庁舎のことを指して

おられるのかなと思いますけれども、まさしくＩＳ

値で判断いたしますと１桁違うというのが実態でご

ざいます。 

 現在、それらに対します対応の仕方として、耐震

化を現この駆体の中で補強を図るのかというような

御質問でございますけれども、実は私も専門家では

ございませんけれども、私が承知している範囲内で

お答えさせていただきますけれども、こういう建

物、多階層のものについては、特に学校も同じです

けれども、御案内のようにその揺れに対して縦軸、

Ｘ軸の揺れ、あるいはＹ軸、横軸の揺れ、そういっ

たものがございますけれども、とりわけこの役場庁

舎については長辺のＹ軸に対しては褒めたものでは

ありませんけれども、そこそこ一定程度の数字が出

ているといたしまして、このＸ軸に対しましては本

当に１桁違うということになると、これを改修、あ

るいは耐震化をするとなると耐震壁と言ったほうが

わかっていただけると、もう本当に断層のように、

幾層にも部屋を小刻みに壁を入れて耐震化をしなけ

れば、Ｘ軸に対しては耐震強度を確保できないとい

う、これは現実的でありませんし、そういうこの建

物を耐震化ということは、現在、想定していないと

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 想定していない。例えば

わかりやすく言えば、庁舎、西に向かって東西が長

くて南北が短いということで、弱い部分が出てくる

という、Ｘ軸とＹ軸、そういうことだと思われます

が、例えば議場で想定しますと、こっちの柱から

あっちの柱に壁を入れなければならないというよう

な、こう入るということで、補強した場合、業務に

かなり支障が出るのではないかと、細切れみたいな

のがたくさんできるといったようなイメージ、今

持ったのですか、例えばそういう方法でなくてブ

レース工法というのですか、僕もちょっとわからな

いのですけれども、外壁にＸ軸で入れるというよう

な、想定もされていないということでよろしいです

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えいたしますけれども、そういう短辺の補強と

いう部分になりますと、この議場の一番東側の壁に

ブレースということはできます。それと一番、裏口

のほうに２カ所はできますけれども、中間に２個ブ

レースを入れていくということは、これは現実的で

はないと思います。 

 非常に技術屋でないから、それ以上のことはわか

りませんが、技術を担当しているほうからは現実的

でないというふうに聞いているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 補強策が長寿命化でも対

策が打てないということになると、ほかに方法とし

ては改築という方法しかないのかなと想像されます

が、そういった検討を内々というか、町長の中では

あるということでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えいたします。 

 非常に私としても悩ましい部分でございます。こ

れは、それぞれ各自治体を行政を預かる首長の立場

に立っておられて、そしてこういうような施設を耐

震強度が弱い施設、庁舎を持っておられる自治体の

首長どなたも共通しているのではないかなと思いま

すけれども、精神論的にはこれはしっかりと安心、
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安全を保つような建物を構えることが、これは至極

普通の思いだと思います。 

 しかし一方で、やはりそうなりますと財政的に支

えきれるのか、あるいはそれより先に例えば役場、

あるいはこういう自分たちで仕事をするものを整備

する前にすることはあるだろうと、現実に議論にな

るとそういうのが、一般的でございまして、私もこ

ういった議論を皆さん方とともに、今、する状況に

あるかどうかということはまだ判断しておりません

けれども、内部としての課題としては、これはもう

既に押さえておりますので、現在、そういう状況だ

ということで御理解いただきたい。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 悩ましい問題、言ってし

まえば財源の問題も含め悩ましい問題なのかなと。 

 ただ、先ほども申しましたように有事の際には拠

点となるべく場所ということで、ここがやられてし

まっては元も子もないといいますか、かみんに移す

という方策も考えられているので、一時安心なので

すが、かみんにずっと永続的にという話にも今後

なっていかないのかなと。 

 それから、あったら大変なのですけれども、被災

してからでは、これは遅い、庁舎がやられてしまっ

てからでは遅いという、そうなった場合、今まで何

をやっていたのだと今度またそういった面で批判も

受けるようなことになりますので、そういった話を

全面に出していくという考え、近い将来なのか、遠

い将来なのかわからないですけれども、テーブルの

上に乗せるといった行為をいつごろしたらいいのだ

ろうかということはお考えの中にあるでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 先ほどのお答えと重複するかもしれませんけれど

も、そういう時期をどういう時期に皆さん方に、あ

るいは町民の皆さん方に御提供申し上げるかという

ことは、今、今日は想定しておりませんけれども、

いずれにいたしましても、そういう議論が、そうい

う御提案を申し上げるときには全くニュートラルで

どうしたらいいでしょうかという提案を私は理事者

として望ましくないと、やはり方針を決めて御相談

申し上げるべきだというふうに思っております。 

 ただ、そのときに概して自分たちの、先ほど申し

上げました自分たちの仕事をする場所を立派にする

のが先かという住民感情が起こるのは一般的な流れ

だというふうに今、首長同士が話をすると、そうい

う実態も垣間見ているものですから、課題としての

大きさをこれは申し上げるまでありません。 

 少し、内部協議も重ねて、それと先ほど申し上げ

ました財源の当然、仕組みも描きませんと御提案も

できませんので、もう少し、災害ってあすかもしれ

ませんし、５００年後かもしれませんけれども、悩

ましいのが実態でございますけれども、少し内部で

課題を整理してからということで御理解いただきた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） そのタイミングとしては

ちょっと図りかねているといったことかと思います

が、例えば私なんかはちょっと考えるのは、例えば

公民館だけではない、例えば例を挙げて言うと公民

館も古くなってきたし、そういった意味ではやる、

今度新たに改築するだけではなくて、合わせ技で庁

舎も複合施設のような感じで、公民館的な機能を備

えた町民のコミュニティーが持てるような場も一緒

にセットでやっていくといったようなこと、これは

町民合意、当然、必要ですけれども、そういったこ

とをすることによって一元管理で公共施設の集約が

できるということ、一元管理ができる、ランニング

コストもばらばらで建っているよりは一つで建って

いたほうがランニングコストもかからない、管理も

しやすいのではないかということで、そういったよ

うなことも少し考えられるのかなと、個人的ですけ

れども思っていたのですけれども、町長答弁で難し

いということで、ちょっと聞こうかと思っていたの

ですけれども、公共事業の優先順位としてはほかに

どういったものがあって、庁舎を初め、消防もそう

ですけれども、プライオリティー、順番が高いのか

低いのかというところをお聞かせ願いたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 優先順位から言えば高いと、これは申し上げて差

し支えないと。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 今、お伺いしましたよう

に消防庁舎、今、本庁舎の話でしたけれども、もし

そういった話になって現実味帯びてくるとなると、

消防庁舎も先ほどのＩｓ値、そんな高くないという

ことで、このニーズが高い、救急搬送だとか、今

回、年に４００件以上だとかというのもあります

し、通常でも高いということで、ちょっとお伺いし

ます足し増し足し増し、増築増築でちょっと使い勝

手の悪い部分もあるというお話もちらっとお聞きし

たのですけれども、そういった場合、役場庁舎とあ

わせての消防庁舎ということもお考えなのかどうか

お伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 
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○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 役場庁舎につきましての位置づけ、優先順位等も

ありますけれども、むしろ本庁舎よりむしろ優先す

るのかなというぐらいの、一体ということはちょっ

と今、想定しておりませんけれども、誤解しないで

聞いていただきたいのですけれども、前のめりに

なっているというふうに理解しないでいただきたい

のですけれども、私の率直な胸の内を申し上げます

と、消防庁舎等についても救急車両が格納されてい

る車庫に、万が一、大規模と言わなくても一定程度

の例えば地震なんかが発生して、シャッターが開か

なくなったと、少し狂うことによって、そんなこと

はもう何千年に１回ということではなくて、そうい

うことは耐久度もどんどん落ちてきていますから、

そういうことも現実には考えておかなければならな

いということを考えると、先ほど申し上げました優

先度は高いと、だけど町民の皆さん方の思いと、思

いを共有できるかということになると、少しまだ距

離があるのかなという理解が現実でございます。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 役場庁舎もそうですが、

消防庁舎にしても財源の問題もあるとは思うのです

が、財源に関することは、今後、例えば国の防災や

減災対策ということで、そういったところからの補

助だとかということはわからないですけれども、も

う想定に入れながら、そういった時期をタイミング

を見計らうというのは見られていらっしゃいます

か。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 財源構成につきましては、財政当局からいろいろ

情報もいただいております。 

 残念ながら、そういった国の一定程度の補助や助

成はあるにいたしましても、財源の多くはやはり自

賄いをしなければならないということかというふう

に伺っていまして、相当、その財源のほうのハード

ルは高いなということで、これは相当、長期にわ

たってそういう備えをして、そして政策としてまと

めていかなければならないのかなという感覚を持っ

ているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 先ほど町長も言われまし

たが、各自治体の首長さんが苦慮している考えはあ

るけれどもということで、北海道新聞さんの１３年

２月２７日のあんぐるというコラムでも庁舎建てか

え壁高くということで、財源とそれこそ旭川で言っ

たら市民合意がなかなか難しいのではないかという

ことで、財源に関しては起債を４分の３起こして出

してということで、考えてはいるようですが、耐震

が旭川庁舎の場合は背が高くて０.０４ということ

で、かなりのっぽでぐらつきが多くて根元が弱いと

いうような結果も出ているようですが、我が町には

自治基本条例ありまして、その情報の共有というと

ころもございまして、ちょっと調べさせて、町の

ホームページ等から調べさせていただいたら、

ちょっと情報がそのＩｓ値に関しては載っていな

かったので、ちょっとその間、総務課さんのほうに

行ってお尋ねもしたりしているのですが、そういっ

た情報を今後、町民の方々に流す、流し方はいろい

ろありますが、そういった考えと今、町長お考えに

なった考えを今後、流していく必要があるのではな

いのかなと、町の方向性としてはこういうことも考

えている、優先度高いけれどもなかなかというとこ

ろも、情報発信をされたらどうでしょうかというこ

とをお聞きしたいのですが。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 今、確認いたしましたけれ

ども、岡本議員の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 学校のＩｓ値は公表させていただいております、

庁舎についてはしておりませんけれども、町民の皆

さん方に課題を共有していただくためのツールとし

てはインターネットでホームページで公開すること

も大事でしょうけれども、それも否定するわけでは

ありませんけれども、むしろやはり住民会長さんだ

とか、あるいはそういった方々に積極的に情報を公

開して、そして議論のきっかけをつくるということ

のほうが私としてはある姿かなというふうに理解し

ております。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） ともかく内部だけでの話

も必要なのですが、外に向けても少しずつ発信し

て、町民の方が漏れ伝わってきた話というのではな

くて、こういう問題も、ああいう問題も抱えている

ぞということを認識していただくのがまず第一なの

かなということで、３・１１で防災庁舎が流されて

しまったみたいな、そういう記憶もまだ記憶に新し

いのですが、そういったことも勘案しながら決まっ

たことと、思っていることというのはやはり今後、

考えていかなければならない、役場だけでは考えら

れない、庁舎だけでなくて、町民の皆さんも一緒に

考えていただく、住民会だとかいろいろな折りを見

て情報を発信していくというのは大切なのではない

かなと思うのですけれども、ある日突然言われて

も、そんなの知らないぞと始まると、これがまた感

情的に町民感情としてはいつどこで決まったのだと



― 84 ― 

いう話にもなりかねないので、情報の共有というの

は非常に大切なのかなと、そのように考えておりま

す。 

 済みません、また消防庁舎の話に戻るのですが、

ちょっとこれは広域連合の管轄になるかもしれませ

んが、例えば消防庁舎を改築ということになると、

そういった制度も広域連合や国、道、持ち合わせて

いないのかちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員のただいまの消防

庁舎整備についての今、お尋ねいただきましたよう

なことの前提に基づいた情報収集しておりませんの

で、それは必要に応じて現在お答えできませんの

で、申しわけございません少しお時間ください。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） いろいろ悩むねたも多い

ということであるわけなのですが、この間の総合防

災訓練、十勝岳総合防災訓練で所見公表いただいた

各団体の中で、陸上自衛隊さんのほうからの所見を

いただいた中に、レベル４以降は第２師団、遠軽、

名寄、留萌等の部隊から大量に人を派遣する形にな

るということで、この中では今後、２師団管轄の中

で司令部の中で調整をしたいという内容の所見だっ

たのですが、去年の防災訓練のときは多分、警察の

所見だったと思いますが、車両の置く場所がないと

いうことで、駐車スペースを確保したらどうだとい

う反省点もいただいておりますが、建物改築どうな

るかわからない中、あれをしろ、これをしろと言っ

て、スペースをとれだとか、あっちをこうしろとい

う話もならないと思いますが、そういったところも

全体的なこともかんがみて計画される時期には計画

していくべきなのではないかと思いますが、いかが

でしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １２番岡本議員の防災に対

する、災害に対する備え方の御質問についてお答え

させていただきますけれども、昨年の防災訓練の公

表、それから今年度の公表、それらの情報共有は既

に駐屯地、あるいは警察のほうとさせていただいて

おります。 

 そういうような時の備えはどういうふうにしよう

かということについての協議はしておりますけれど

も、それらについては対応できるというすべも構築

しておりますけれども、その消防庁舎等につきまし

てはその庁舎と絡めての情報共有といいますか、思

いで共有はしておりませんけれども、いずれにいた

しましても先ほどからお尋ねいただいておりますよ

うに、役場庁舎も消防庁舎も含めて非常に重い課題

ではありますけれども、申し上げておりますように

優先度も高いことから、私としては逃げることなく

しっかりと町民の皆さん方に町としての思いをお伝

えして、そしてきちっと方向づけを共有して、そし

て仮に前に進むものだとしても、しっかりとした合

意のもとで進められるようにこれから、そのうち検

討してまいりますということではなくて、これはも

う担当において具体的にどういう組み立てができる

かということを検討させますので、御理解いただき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） １２番岡本康裕君。 

○１２番（岡本康裕君） 次、社会教育総合セン

ターなのですが、町長も何度となく年に式典なり、

挨拶なりで足繁く運ばれると思いますが、私もス

ポーツしているときはあれなのですけれども、式典

などに参加させていただいたときに天井の具材が一

部雨漏りのような腐食といいますか、ちょっと色が

変わってちょっとぼやぼやっとしていたものですか

ら、今回、聞かさせていただいたと、管理はちゃん

とされているということなので安心したところでご

ざいますが、これから例えば繰り返しになるかもし

れませんが、何か例えば防災計画、来年度予定され

ているということで、そういったところに公共施

設、例えば役場庁舎、消防庁舎等の改築等々という

文言は、これは載らないですよね。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 岡本議員の御質問にお答え

させていただきますけれども、防災計画はそういう

ハードの整備はちょっとまた違うかなと思いますの

で、御理解いただきます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 以上をもちまして、１２番岡本康裕君の一般質問

を終了いたします。 

 次に、１０番中澤良隆君の発言を許します。 

○１０番（中澤良隆君） 私は、さきに通告いたし

ました２項目、３点について質問をさせていただき

たいと思います。 

 まず１項目めの健康かみふらの２１計画について

町長にお伺いをいたします。 

 このほど、平成２５年度から平成３４年度までを

計画期間とする第２次の健康かみふらの２１計画が

策定されました。 

 この健康かみふらの２１計画に基づき、町民の乳

幼児から高齢期まで、それぞれの時期にあわせた健

康増進の取り組みが計画的に推進され、町民の健康

づくりに弾みがつき、健康の町上富良野が実現され

るものと大いに期待をするものであります。 

 さて本題に入りますが、この計画の中で私が特に

関心を持った取り組みについてであります。それ

は、学童健康診査についてであります。まずは、１
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点目として、この学童健康診査についてお伺いをい

たしたいと思います。 

 生涯を通じ、健やかで心豊かに生活するために

は、何よりも健康が大切であると思います。子供の

ころから規則正しい生活習慣を身につけ、生涯を通

じて継続していくことが必要であると考えておりま

す。 

 そこで、今年度から新たに小学校５年生と中学校

２年生の希望者を対象に生活習慣病予防健診、加え

て保健指導を実施するとのことでありますが、この

ことにつきましては子供のころから健康への関心を

持ち、みずからの健康実態を把握する、その人の将

来にとって大変、有意義なことだと思います。 

 小５、中２の希望者による学童健康診査は一定の

評価をしたいと思いますが、さらにもっと踏み込ん

でもろもろの障がいがあるとは思いますが、より成

果を高めるために小学校５年生及び中学校２年生の

全員を対象に学童健康診査を行っていくべきだと考

えますが、町長のお考えをお伺いいたします。 

 次に、１項目め２点目の質問ですが、健康かみふ

らの２１では、生活習慣病の予防に視点を置いて町

民の健康増進を図るとのことであります。 

 私は、生活習慣病を予防するためにはバランスの

よい食生活が大切であり、その中でも野菜の摂取は

最も重要であると健康づくり研修会や住民健診の際

の保健指導等でいつも聞かさせてきています。 

 特に野菜はがん予防に有効なビタミンや食物繊維

を効果的に摂取できる食品であり、１日３５０グラ

ム以上の接種が必要だとも聞かされています。 

 そこで、生活習慣病予防にとって重要な野菜摂

取、我が町の町民の野菜摂取量の状況はどのように

なっているのかお伺いします。 

 また、１日３５０グラムの野菜を摂取するため、

町民の皆さんに自覚してもらう必要があると思いま

すが、どのような取り組みを考えているのかお伺い

いたします。 

 次に、２点目の農業後継者対策についてお伺いを

いたします。 

 今、上富良野町農業が置かれている状況は農家戸

数の減少、農業従事者の高齢化、また担い手不足な

ど、大きな課題を抱えています。 

 私はこれらの課題の中でも次の上富良野町農業の

担い手となる若い後継者をいかに確保し、そしてい

かに育てていくかが課題解決の第一歩だと考えてい

ます。 

 現在、各地域に徐々に２０代から４０代の農業後

継者が育ちつつあることは大変、喜ばしいことだと

思います。 

 しかしながら、私が心配、懸念するのは、この方

たちの交流の場がほとんど見受けられないことであ

ります。若い方々でありますから、将来に対する夢

や希望、反面、経営に対する不安や迷い、農業技術

の面など、仲間と語り合う場を求めているのではな

いかと思います。 

 かつては、農業という職業を同じにする青年活動

が活発に行われ、仲間づくりが進められ、団体活動

を通じてそれぞれが成長をしてきたと思います。

今、各地に点在する農業後継者にとって仲間たちと

の交流する場が必要であります。 

 昨今の風潮としては、団体活動を継続的に行うこ

とは大変、難しいことだと思います。初めは年に

二、三度で結構だと思います。町が呼びかけ人と

なって研修、交流、情報交換の場をつくり、彼らの

成長を支援し、後押しをしていくことが将来の上富

良野町農業の基盤づくりにつながると考えます、町

長の考え方をお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず１項目めの健康かみふらの２１計画の推進施

策に関する２点の御質問にお答えさせていただきま

す。 

 まず１点目の全員を対象とした学童健康診査の実

施についてですが、議員御指摘のとおり、子供のこ

ろからの生活習慣病対策は非常に重要性を増してお

ります。 

 特に北海道の子供は肥満の割合が小学校、中学校

の全ての学年で全国平均より高い状況ですが、本町

においても同様の傾向で肥満の子供は１０％を超え

ている実態にあり、昨年、町がモデル健診として実

施した小学校５年生及び中学校２年生３２人の血液

検査では、３８％の子供に脂質異常や高血糖、高尿

酸などの所見が見られたところであります。 

 子供のころから動脈硬化などの血管変化が始まっ

ていると言えます。これらには、脂肪や糖分の過剰

摂取と野菜不足、運動習慣が少ない生活等が背景に

あり、次代を担う子供たちの健康診査と健診結果に

基づく保健指導は非常に重要だと考えており、本年

度実施する学童健診受診者の健康実態の傾向も把握

した上で、父母や学校関係者等、子供たちの健康実

態に対する認識の共有を一層深めまして、当面、サ

ンプル検査を重ねながら、全員を対象とした健康診

査の必要性について検討してまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、２点目の野菜の摂取に向けた取り組みにつ

いてでありますが、野菜は傷んだ細胞を修復すると

きに必要なビタミンと糖やコレストロールにくっつ

き便に出してくれる食物繊維を多く含んでいること
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から、がんや糖尿病、脂質異常症等の予防のために

も１日３５０グラム以上の摂取が必要と言われてお

ります。 

 しかし、北海道の野菜摂取量は全国の中で最も少

なく、平均１日２７０グラム以下と言われており、

健診や相談で町の実態を見ても３５０グラムを取っ

ている方は２割程度しかいない実態になります。 

 特に細胞の入れかえの激しい子供や妊婦、若者の

野菜不足は深刻であり、冬に保存が効かない緑黄色

野菜の摂取が特に少ない状況にあることから、今後

においては健診や相談の機会のみならず、あらゆる

機会を通じて地域での学習を進め、野菜が取れてい

ないことによって起きている健康障がいの実態を共

有し、１日３５０グラム野菜を摂取する必要性につ

いて根気強く理解を得る努力を行ってまいります。 

 また、冬期間の野菜の保存方法や調理法の工夫、

あるいは手軽な野菜栽培法等々、さまざまな視点か

らも健康なまちづくりに向けた取り組みを進めてま

いりたいと考えておりますので、御理解を賜りたい

と存じます。 

 次に、２項目めの農業の後継者対策に関する御質

問にお答えいたします。 

 本町における農業者数はかつて１,０００戸を超

えておりましたが、人口減や後継者不足などによ

り、今日では３００戸前後まで減少し、そのうち後

継者がいる方は８０戸前後となっており、将来にお

ける農業には大きな課題となっているのが実態であ

ります。 

 また後継者に関する課題については、農業のみな

らず、町の産業全体において共有する大きな課題と

認識をしていることから、後継者や担い手に対する

支援制度を継続して行うとともに、平成２５年度か

ら各産業において中核的な役割を担えるリーダー育

成のための人材育成アカデミー事業を３年計画で実

施する予定であります。 

 新年度は、本事業において２０代から４０代の若

者を対象に若者みずからの意識向上や課題認識を

持ってもらうためのきっかけづくりを目指し、講習

会等を開く計画をしており、こうした機会を利用し

て参加者が情報交換や交流も行えるよう検討してま

いりたいと考えております。 

 また、農業委員会が所管している上富良野町あぐ

りパートナー協議会では、独身青年が集まる機会を

設け、交流の促進はもとより、担い手の活動が盛ん

になる取り組みを進めているとは把握いたしており

ます。 

 いずれにいたしましても、若い人たちが職種を問

わず交流を図ることは大変、重要なことであること

から、そのような機会づくりの支援につきましては

社会教育分野を含め、町全体として取り組んでいく

必要があると認識しておりますので、御理解を賜り

たいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、町長のほうからいた

だいた答弁の中でも、本町の子供たちにも脂質異常

とか高血糖、それから高尿酸などの所見が見受けら

れるということであります。また、生活習慣の面に

おいても心配な面が多々あるとのことであります。 

 私は子供のころから、自分の体とか健康実態を保

護者も含めて知るということが大変、重要であろう

と、そんなふうに考えています。 

 今、町では希望者によるサンプルを取り、我が町

の５年生の傾向はとか、中学校２年生の傾向はとい

うことであります。 

 それで自分自身の健康というものを、その実態と

いうものをなかなか持ち合わすことができないので

はないかなと、できることであれば小学校５年生、

中学校２年生のぜひ全数調査及び悉皆調査を早いう

ちに実施すべきだと考えますが、町長の再度のお考

えをお伺いしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 小学校５年生、中学校２年生の健康診査について

でございますけれども、診査の必要性、全員を対象

に行う診査の必要性については、私も共有できると

ころであります。 

 しかし、この間、平成２３年、２４年と２カ年に

わたってサンプル調査をさせていただいてきており

ますけれども、ここに行き着くまでの過程の中で学

校現場、あるいは御父母、さらには教育委員会、そ

れらの皆さん方と保健福祉を担当する部署とのさま

ざまな健康診査をするということのまず意義の共有

に一定程度時間はやはりかかった実態がございま

す。 

 健康を預かる現場はその必要性を早くから指摘を

していたわけですけれども、このサンプル調査に至

るまでも一定程度の時間も要しながら合意という

か、思いを共有してきております。 

 そういった関係から、今度は全員を対象にという

ことになりますと、まだこの事業の意義をもう少し

深掘りして思いを共有していただくことでないと、

本当の成果が組まれないなというふうに考えており

ますので、こういったサンプル調査を重ねて、そし

て揺るぎないバックデータを整えて、そしてそれを

いろいろ学校現場も含めてお示ししながら、診査の

必要性をしっかりと整えて、そして前へ進めていく
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ことのほうがいいのかなということで、まだ一定程

度、何回ということは申し上げられませんけれど

も、まだサンプル調査を今続ける時期だというふう

に理解をしているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） いろいろいな障がいがあ

ると多分思いますし、私の経験からしてもそうだと

思います。 

 そんな中で、やはりこういうことというのはある

程度の目標設定みたいなものが必要なのかなと、ど

こら辺の年度まで全数調査を実施するとか、そうい

うことを掲げながら物事を進めていかないと、なか

なか時間だけ経過してしまうということも考えられ

ますので、ぜひ強いリーダーシップと目標を持って

いただければなと、そんなふうに思うところです

が、もう一度お願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 悉皆調査につきましては、先ほど申し上げました

ように平成２５年度につきましては実施を予定して

おりませんし、２６年度を目標にするのか、２７年

度を目標にするのかということは、今ここで申し上

げられませんけれども、事の必要性は共有できてお

りますので、障がいという表現はよくないかもしれ

ませんけれども、課題を共有できるような条件整備

には勢力的に努めてまいりたいと思いますし、一

方、まず健診結果を見てこういう状況ですというこ

とを認識していただく以前に、もう既にサンプル調

査をして大ざっぱな傾向はつかめていますので、私

は今、町として大事なことはやはり家庭の皆さん

方、先ほどのこの先の野菜にも共通しますけれど

も、まずその食育というものの充実もあわせて行っ

ていくことが非常に大事だというふうに理解してお

りますので、そのような広がりのある、厚みのある

取り組みにしていきたいというふうに考えておりま

すので御理解いただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 学童健康診査のほうにつ

いては了解をいたしました。 

 次に、野菜の摂取の関係でありますが、町長の答

弁にもありましたように上富良野町の実態として

も、各年代を通じて野菜の摂取が不足している、ま

たそれにもまして本当は必要な子育てのお母さんた

ちとか、お子さんとか、そういう方たちが特に野菜

の摂取が少ないのだという実態にあるとお伺いをい

たしました。 

 そこで、実際にこの野菜の摂取量、１日３５０グ

ラムを目標に近づけるために先ほどの答弁ではあら

ゆる機会を通じて地域での学習を進めるとのことで

あります。 

 もう少し具体的にこんな場を利用してとか、そん

な考え方がお持ちであればお聞かせいただければと

思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 中澤議員の御質問に野菜摂

取に関する御質問にお答えさせていただきます。 

 私の頭の中で思い描いている、具体的にその取り

組みを進める手法として、これは一、私の思いでご

ざいますので御理解いただきたいと思いますけれど

も、私は担当課長にも申し上げておりますけれど

も、かつて十何年前に今の上富良野の特定健康診査

が非常に全国でも指折りの受診率になっていると、

このそもそものきっかけが私なりに記憶するところ

ではモデル地区を町内で設けて、そして本当に根気

強く一つのモデル地域に熱心に理解をしていただい

て取り組んでいたと。 

 その当時、私、遠巻きに見ていて、そんなことを

する必要ってあるのかなというようなことを遠巻き

で見ておりましたけれども、担当されていた当時の

保健師の皆さん方は本当に根気強くやっていまし

た。それが今日に結びついてきているというふうに

思います。 

 ですから、そういう地道な地域を特定するなり、

グループを特定するなり、世代を特定するなりし

て、方法はいろいろありますでしょうけれども、そ

ういうことでまず集中的にそういった取り組みをす

ることによって、それからだんだん広がりを持って

きて町民の皆さん方と価値を共有できるものだとい

うふうに私は理解しております。 

 まず、薄っぺらく広くではなくて、厚く深く取り

組んでほしいということで指示しているところでご

ざいます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、町長がみじくもおっ

しゃいましたけれども、健康というのはやはり個々

人のその責務とか責任で行うものだというふうに思

います。 

 自戒も含めてでありますが、私も健康に余り注意

をしてこなかったほうで、今さらながらちょっと後

悔をしているところであります。 

 そのような中で、健康づくりを進めていくという

ことは本当に困難なことがあると思いますし、この

野菜の摂取や何かというのは本当に家庭内にも入っ

ていかなければならないようなことだと思います。

確かに困難はつきものでありますが、やはり行政と

してはその住民が気づかない点や、それから動機づ

けをしていくということが行政の役割だと思います
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ので、そこら辺に力を注いでいただくということで

お願いをしたいと思います。 

 また、野菜の摂取の問題で冬期間の野菜保存だと

か、調理方法の工夫、手軽な野菜の栽培方法などと

いうことも取り組んでいくのだとお答えをいただき

ました、すばらしい取り組みだと思います。これに

つきましても、どんな考え方や何かをお持ちかお聞

かせいただければと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 特に、これだけ豊富な野菜が取れるところ、北海

道、特にこの富良野原野上富良野町でございます。

それを十二分に本来の野菜のおいしさだとか、ある

いは野菜を摂取することの大事さだとか、それを皆

さん方に認識していただくことさることながら、

ハード面で野菜の私ども農村部で暮らしている者に

ついては野菜の冬季の保存というには習慣的にする

ような習慣になっていますから、特にハードルが高

いわけではないですけれども、やはり街場にお住み

の方はなかなか保存するということは、昔の人は結

構知恵で家の片隅に土を掘って保存していたという

こともあったのでしょうけれども、最近は土の出て

いる部分がだんだん減ってきていますので、そうい

うこともかなわない、あるいはアパートだとか何か

にお住まいの方はなおできませんので、先進事例で

申し上げますとこれが全てではございませんけれど

も、町が介在して町民のための保存する、言葉で何

て言っていいかわかりませんけれども、コンテナを

二つ、三つ格納できるような、共有スペースを持っ

た保冷庫というか、そういうものの整備している町

もございます。それは、それぞれ名前がついていて

自由に自分で出し入れしていける、その保存する室

温管理は建屋全体が雪を冷房に使ってやっています

けれども、そういうところも既にあります。 

 そういうところで街場の人たちの利便性にサービ

ス提供しているという、それがうちの町にできるか

どうか別として、そういうミニ版みたいものでもで

きれば、あるいは各保冷庫みたいなものが有効であ

れば、そういったことを奨励するとか、いろいろ思

いはありますけれども、そういうようなまずハー

ド、保存する、そういうところからも少し応援しな

ければなかなか現実は進まないのかなという意味で

申し上げているところでございます。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 前向きな御答弁ありがと

うございます。 

 その中で私がもう１点、ちょっと質問項目から離

れるかもしれないのですが、地産地消という活動が

今、注目をされています。地産地消というのは、地

元でつくった物を地元で消費するということです

が、せっかく今、町長もおっしゃっていたようにす

ぐれた農産物、おいしい農産物、お米から始まって

野菜、そして農畜産物というような形の中で、ただ

消費者からすると本当にどこに買い求めて行ってい

いのか、中茶屋があったり、いろいろな直売所が

あったり、また肉も最近スーパーや何かでも上富良

野町産の肉が売られていたりとかしますけれども、

なかなか野菜の摂取にかかっても手に入らないとい

うのが実態ではないかなと、もっと今、それに加え

てウィズ店も閉店になる、あそこに旬ちゃんや何か

が直売所を設けていたというようなこともありまし

た。そんなことがなくなる、消費者の方たちが簡単

に買い求められるような場づくりというものも私は

必要ではないかなと考えております。 

 町長のお考えをお聞かせいただければと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 このたびの私の町政執行方針の中でも触れさせて

いただいておりますけれども、まさしく今まで生産

者は生産するのみ、そこからなかなか踏み出すこと

はできなかった実態にございます。 

 そういったような反省を踏まえて、今後は生産者

とそれを扱って販売していただく商店の皆さん方、

そういった人たちとのつながりを町が介在してそう

いうつながりのきっかけづくりをして、そして本当

にこんなことを申し上げるのはちょっと失礼ですけ

れども、本当に町民の皆さん方がこの上富良野町で

取れて旬のおいしさというものをまだまだ理解して

いただく余地があると思っていますので、そういう

つなぎ役を町がさせていただいて、そして本当に旬

のおいしい物を上富良野町内で求めていただけるよ

うな、そういうことが進むような積極的な働きかけ

をやっていきたいと思いますので、よろしく御理解

をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） それで、農業の後継者対

策のほうに移りたいと思います。 

 私は今回特に上富良野町の農業の将来というもの

を素人ながら考えさせていただきました。まずは、

農業の担い手に手厚い支援策が必要であろうと考え

て町長に質問をしたところであります。 

 もちろん、後継者問題は農業のみならず、町の産

業全体に共通する課題、それは私も十分、承知をし

ているところであります。 

 ただ、私が今回、農業の後継者ということで限ら
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させていただいたのは、私が私事なのですが、昭和

４５年に役場に入ったときには１,０２７戸の農家

がありました。今、農家戸数が３００ということ

で、そのうちの後継者がいる農家が８０戸という答

弁をいただきました。 

 また、４０歳以下の農業従事者、平成２２年のセ

ンサスで把握すると２１名ということであります。

今、上富良野町の農業の将来を考えるときに、今、

上富良野の農地は約７,０００ヘクタール、その有

良農地を１０年ぐらい前から考えたとき、今言った

４０代以下の人、それから後継者担い手の人たちが

背負っていかなければならないと考えるところで

す。 

 多分、そんなに簡単に規模拡大もできませんで

しょうし、機械力の問題、労働力の問題といろいろ

あると思います。 

 そんな中で、私はやはり担い手の人たちが情報交

換、仲間づくり、そういうことをより深めていくと

いうことが大切ではないかなということで今回、質

問をさせていただいたところであります。 

 ぜひ、町長のほうからもう一度、この農業後継者

の担い手対策についての考え方をお伺いさせていた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の農業後継

者に対する御質問にお答えさせていただきます。 

 議員から御質問ありましたように、また議員の経

験からお話いただきましたけれども、まさしくかつ

ての上富良野町の当時は昭和４０年代で申し上げま

すと、農業後継者のみならず町の後継者、若い人が

本当にたくさんおられた時代でありました。 

 そういう時代にはそれぞれ組織が自分でみずから

行動する力も持ち合わせておりまして、交流等も十

分、行われておりましたけれども、現在、議員御指

摘のように少なくなったにも関わらず、その活動そ

のものが自分で積極的に前へ出て活動するというよ

うな今、なかなかそこまでの仕事に追われていると

言ったほうがいいでしょうか、余裕がないという

か、そういう実態だというふうに私は理解しており

ます。 

 しかし、少ないながらもいろいろなグループ、い

ろいろな団体に所属している人は大なり小なり、何

かに所属しておられます。 

 ただ、そういった団体、具体的に青少協もありま

す。今、青少協は農家の後継者おられないようです

けれども、青少協もありますし、農協青年部もあり

ますし、あるいは富良野緑峰高校をよりどころにし

ているグループもあったりということで、ただそう

いう人たちの、またこれも交わりも少ないのです。

少ないというか、むしろないと言ったほうがいいぐ

らいですね。 

 ですから、そういった人たちが農業後継者のみな

らず、いろいろな上富良野町の将来を背負っていた

だく若い人たちがことしはまず町が先に先頭に立っ

て、そういう人たちが集っていただく機会を提供し

て、そこから派生してつながりを持っていただける

ようなまずきっかけを町をことしからつくりたいと

いうことで、議員の御質問にもありましたけれど

も、何とか私もそれぞれ日夜、それぞれ自分の持ち

屋で頑張っておられる方々がもう一歩前へ出て、そ

していろいろ視野を広めていただくようなことに力

を入れていかなければならないと思っておりますの

で、ぜひ御理解をいただきたいと思っております。 

○議長（西村昭教君） １０番中澤良隆君。 

○１０番（中澤良隆君） 今、町長からお答えをい

ただきました。 

 本当にやはり今の若い人たち、担い手の人たち、

年齢幅が相当広いと思うのです。ですから、結婚し

ている人、結婚していない人、家庭を持っていた

り、持っていない人、それから自分の趣味を生かそ

うとしている人など、たくさん種々いろいろな考え

方が起きていますので、継続的な団体活動というの

は本当に困難な時代なんだなと思います。 

 ただ、先ほども申し上げましたように上富良野町

の農業を考えたときに、やはりこの人たちが上富良

野に根づいてもらって頑張ってもらわなかったら、

上富良野のあすの農業はないと思います。 

 そういう面で、今、地球温暖化のことから、当

然、本州の米作産地から北海道に生産地がシフトし

てきたとか、また現政権下では成長戦略の中に農業

が入っている、そのようなことで逆に考えとるチャ

ンスなのかなと、そんなときにこのチャンスを上富

良野町も生かさなくてはいけない、そのためには後

継者の皆さんが集っていろいろと雑談や何かができ

る、本当に年一、二度、二、三度で結構だと思うの

です。町長が言っていただいたように、町が音頭を

とっても、そんな場をぜひつくっていただければな

と思いますので、もう一度力強いお言葉をいただけ

ればと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） １０番中澤議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 なぜ、こういう状況なのかなということ、私いつ

も自分で自問自答しております。 

 まず、積極的に多くの大勢の仲間とかかわりた

い、交流を持ちたいという気持ちは後継者の皆さん

方それぞれ心の中では持っております。 

 しかし、今の農業の経済状況を考えると、やはり
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我々が現場で後継者として過ごしていたころは、例

えば秋の農作業が終わると翌年の春までは準備期間

ということで、ほかに仕事を行くこともしないで暮

らしができました。 

 今の若い人たちはもう、今の農作業が終わるか終

わらないうちに、もう次の仕事を探して、一冬中働

いています。しかも、そういう働く中では時間も

しっかりと雇用契約の中で拘束されていますから、

自由な時間はもちろんとれません。 

 そういう人たちが一堂にみんなでフリーな時間を

つくって集まれるかといったら、これは物理的に私

は無理だと思います。 

 ですから、本来、農業で食べていけるような、そ

ういう力強い産業にならない限り、私は根本は解決

できないと思っています。 

 ですから、まずそれまでのアプローチの仕方とし

ては、やはり先ほど申し上げましたように、農業か

ら、農業生産からの生産物を利用して、冬季の間も

それを販売するなり、あるいは加工するなり、そう

いった本来の仕事を拡張していかない限りは、私は

非常にハードルが高いということで、商業も一緒で

す。やはり、本来の自分の仕事で１年暮らしが立て

れるような、そういう産業構造に町を変えていかな

いと、私はこれは根本の解決ができないと思ってい

ますので、ぜひ皆さん方のお力もこれからおかりい

ただきたいと、おかしいただきたいと思いますので

よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

中澤良隆君の一般質問を終了いたします。 

 次に、４番米沢義英君の発言を許します。 

○４番（米沢義英君） 私は、次の項目について町

長及び教育長に質問いたします。 

 まず第１点目にはＴＰＰ問題についてでありま

す。 

 安倍内閣は、アメリカとの環太平洋連携協定に関

する共同声明を発表し、交渉参加へ動き出しまし

た。また同時に、きょうの報道ではあさってまでに

参加を表明するという方針も打ち出したようであり

ます。 

 しかし、安倍内閣はさきの選挙でＴＰＰ参加は絶

対反対だと言いながら、その公約を破るという事態

になりました。絶対、許されるものではありませ

ん。 

 また、最近、北海道新聞の報道でも、このＴＰＰ

参加絶対阻止を声に、十勝管内音更町では４,３０

０人が参加し、商工業者や行政、消費者団体などな

どあらゆる階層の人たちが反対の意思表示をすると

いう大集会にもなりました。 

 また、１１日には札幌集会も行われ１,４００人

がＴＰＰ反対、また決議を上げるという事態になっ

ています。これは単に、農業者だけの問題ではな

く、医療、知的財産や金融、工業や公共事業などな

ど、大幅な産業に被害が出るということが明らかに

なり、多くの団体が立場を超えて反対するという事

態になっているのではないでしょうか。 

 しかし、安倍内閣はこの声に一向に耳を傾けよう

とはしません。このＴＰＰ参加というのは、非常に

恐ろしい内容であります。 

 例えば、参加する前提条件としてアメリカの基準

に合わさなければならないということが求められま

す。また同時に、例外品目は関税撤廃を基本として

いるという状況であり、特例は一切認めないという

のがこの交渉の中身であるということは明らかで

す。 

 そしてまた同時に、これが仮に通るとするならば

どうなるでしょう。この日本の基幹産業の農業、上

富良野町や富良野圏域の農業が壊滅的な打撃をこう

むることは明らかです。 

 例えば、農水省の試算でも生産量で米は９０％減

少する、小麦はわずか数％しか残らない、ほぼ壊滅

状態、牛肉は３３％、てん菜、乳牛製品などは全壊

するというまで言われているというのが実態であり

ます。 

 このことを考えれば、後継者どころではなく、地

域の産業や地域の町がなくなってしまうという事態

にも遭遇しかねないという状況であります。 

 富良野農協の試算では米、麦、ビートの主要３品

目だけでも、その被害総額が６４億円に上ると発表

しています。 

 そういう意味では、ＴＰＰ参加を絶対阻止して地

域の産業や関連産業、地域の町を守るということは

何よりも大切になってきているのではないでしょう

か。 

 そこで町長にお伺いいたしますが、安倍内閣が打

ち出したＴＰＰ参加表明に対して、どのように思わ

れていますか。また同時に今後とも町長はＴＰＰ参

加阻止の反対の意思表示をされるのか伺います。 

 二つ目には、ＴＰＰ参加に反対するのであれば、

反対集会を町としても企画し、開催すべきだと思い

ますが、この点について答弁を求めます。 

 次に、農業後継者支援について伺います。 

 農業後継者が結婚してもすぐ家族と同居するので

はなく、一時的に賃貸住宅で暮らすという場合もあ

ります。別居を奨励するわけではありませんが、間

近に見ている私にとっては、まさに農業をしながら

家族を守りながら、一体として経営も行うというこ

とが今、普通になりつつあるというのが実態であり

ます。 
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 そういう意味では、一時でありますが家賃の補助

制度を行うなど、後継者対策の一環としても実施す

べきだと思いますが、この点について答弁を求めま

す。 

 次に、観光行政について伺います。今、ことしか

ら新年度より観光振興計画に基づく観光産業の再生

の取り組みが始まろうとしています。観光客の方が

町へ来ても地元の特産品など購入できる場所が見当

たらないという声を耳にすることがあります。 

 また、観光振興計画をつくるときのアンケートに

もそのようなことが回答として上って明記されてい

ます。 

 そういう意味では、今、観光マップの作成などと

あわせて、同時に他の町でも行っているように地元

の特産品を購入できるような場所を確保するという

こと、見晴台はありますが、あれでは十分と言えま

せん。町としても、今後の対策として検討すべきだ

と思いますが、この点について町長の答弁を求めま

す。 

 次に、福祉行政についてお伺いいたします。上富

良野町においては、認知高齢者の方がふえる傾向に

あります。平成２４年度では４５１人、平成１８年

度の３４９人に比べて１０２人ふえるという状況が

見受けられます。新年度からは、社会福祉協議会に

より、小規模多機能型居宅介護施設が建設、開設さ

れる予定でありますが、それで十分というものでは

ありません。 

 介護施設を利用したいと願う人々からすれば、町

の介護施設ではまだまだ十分と言えないというのが

状況であります。 

 そうなれば当然、他の自治体の施設に入所せざる

を得ないという実態が明らかになっています。現

在、町には９床のグループホームしかありません

が、今後のことを考えれば介護経過にもあるよう

に、早急にグループホームの増床、あるいは支援施

設が必要だと考えますが、この点について答弁を求

めます。 

 次に、地域元気臨時交付金の活用についてお伺い

します。政府は、地域経済の活性化及び雇用の創出

を図ることを目的にし、事業に対する新たな事業に

対する財政措置をするということを発表しました。

借り入れをして事業をする場合には、元利償還金返

済に対して一定の交付税措置がされるというもので

あります。 

 今、多くの自治体ではこれを活用して、住民の暮

らしに切実なものに対して財政運用を行うなどの実

施計画を立てつつありますし、またもう既に計画を

立ているものに対しての財政措置が行われ、上富良

野町においては上富良野小学校がその対象になりま

した。 

 そういう意味では、この財源を活用して事業計画

をするということが必要だと考えておりますが、町

として今後どのような事業計画を進めようとしてい

るのか、この点についてお伺いいたします。 

 次に、お伺いしたいのは、教育行政についてお伺

いいたします。 

 東中中学校が平成２６年３月で閉校になります。

閉校後の活用について伺います。以前からも多くの

住民から合宿する場所がない、あるいは合宿する施

設や体験型の施設の設置を求める声、また同時に将

来、農業者を目指したいという農業実習生を受け入

れる施設としての活用の要望なども多数出されてお

りますが、今後、どのように対処されるのか教育長

にお伺いいたします。 

 二つ目には、上富良野高校の生徒の確保という形

で、ことしから新年度から通学補助の見直しがされ

ようとしています。あわせて私は、食育の立場から

も、子供たちが朝、食事を抜いて登校するという生

徒も見受けられます。 

 基本は、家庭での食事ではありますが、そういう

意味では給食を提供するなど、具体的な対策も必要

かというふうに思いますが、以上の５点について答

弁を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず１項目めのＴＰＰに関する２点の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず１点目の安倍内閣がＴＰＰに参加を表明した

ことに対してですが、去る２月２３日に行われまし

た日米首脳会談後、安倍首相はＴＰＰでは聖域なき

関税撤廃は前提でないことが明確になったとして、

なるべく早い段階で決断したい旨を表明されまし

た。 

 しかしながら、聖域なき関税撤廃が前提でないと

しても、どの品目が関税撤廃の対象から除外される

のか、特に農林、漁業に大きな影響が懸念される

中、具体的な情報もなく、いまだに国民的議論を行

う状況になっていないことから、私といたしまして

も極めて遺憾に思うところであります。 

 とりわけ、農業は基幹産業である北海道、さらに

上富良野町であり、ＴＰＰ交渉への参加につきまし

ては、断固として反対でございます。 

 ２点目のＴＰＰ参加の反対集会を町として企画す

べきではとの御質問についてでございますが、町が

主催しての反対集会を企画する予定はございません

が、町と共通の思いを持つ団体等から共催や協力の

依頼があった場合には、ともに行動してまいりたい
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と考えております。 

 次に、２項目めの農業後継者支援策に関する御質

問にお答えいたします。 

 農業後継者に限らず、結婚をして住居を決める際

には親と同居し、同一世帯として生活する方、同じ

家で二世帯住宅として生活する方、親と同居せず、

別に居を構える方など、一時的、恒久的を問わず、

これらは個々の事情によりさまざまな選択肢がある

ものと認識しております。 

 こうした状況の中で、農業の後継者や担い手に対

しては別途支援制度を設けておりますことから、議

員御質問の賃貸住宅やアパートで生活をする方を対

象とする家賃の補助制度については考えておりませ

んので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３項目めの観光行政に関する御質問にお答

えいたします。 

 行政報告でも申し上げましたとおり、本町観光行

政の指針となります上富良野町観光振興計画を昨年

の１２月２８日に策定いたしました。今後は、この

計画を本町の観光を推進する原動力として町民皆様

との協働により、さまざまな事業を展開しながら、

観光地域づくりを進め、地域の活性化につながるよ

う努めてまいります。 

 議員御質問の地元特産品の販売促進についてであ

りますが、観光振興計画策定時に行ったアンケート

調査において、地元のシンボルとなる特産品が乏し

いという回答を得ているところでもありますことか

ら、まずは上富良野町の知名度アップにつながる特

産品や食メニューの開発に力を注いでまいりたいと

考えております。 

 また、特産品購入の店舗開設につきましては、商

業者や観光業者のお力を大いに期待するところであ

り、町といたしましては今年度、地元特産品を取り

扱う店舗などを掲載した上富良野タウンガイドを作

成し、見晴台公園など観光案内所等で配付するな

ど、情報発信に努めることで、商店街や観光施設の

活性化につなげてまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、４項目めの認知症共同生活介護事業所、い

わゆるグループホームの整備についての御質問にお

答えいたします。 

 議員御発言のとおり、認知症高齢者については、

その予防のため介護予防事業に取り組んできており

ますが、後期高齢の７５歳を契機に脳の老化が進ん

で、その割合が加齢とともに増加する傾向にあるこ

とから、その必要性を認識しているところでありま

す。 

 このようなことから、第５期介護保険事業計画に

おいて、新たにワンユニット９床の整備を位置づけ

ているところであり、今後においては第５期介護保

険事業計画最終年の平成２６年度までに整備される

よう、民間事業者に対しまして、町の計画について

の情報提供を行うとともに、公募等の検討も行い、

早期整備に向けて取り進めてまいりたいと考えてお

りますので、御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、５項目めの元気交付金に関する御質問にお

答えいたします。 

 議員も御承知のとおり、国におきましては長引く

経済低迷からの脱却を図るため、日本経済再生に向

けた緊急経済対策として地域の公共事業を積極的に

実施する内容の補正予算が成立いたしました。 

 その内容は、地方の資金調達に配慮し、緊急経済

対策の迅速かつ円滑な実施ができるよう、今回限り

の特別の措置として地方公共団体追加公共工事の地

方負担総額の８割に相当する額を地域の元気臨時交

付金として交付される内容となっております。 

 本町におきましては、上富良野小学校改築工事が

その対象事業となることが見込まれることから、さ

きの議会において関連予算の補正の議決をいただい

たところであります。 

 これら、小学校改築工事等に関連する地域の元気

臨時交付金の交付額はおおむね２億円程度と試算を

しているところであります。 

 御質問の交付金についてでありますが、本制度の

目的や本町の当面する課題等を十分、精査するとと

もに、将来へつけを回さない財政運営も重要な要素

であることから、その活用につきましてはさまざま

な選択肢を想定し、方針を定める現在、準備作業を

進めているところであります。 

 このようなことから、取り組み内容をまとめ次

第、具体的事業をお示しし、議会の皆様とも協議を

させていただきたいと考えておりますので、御理解

を賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の６項目

め、教育行政に関する２点の御質問にお答えいたし

ます。 

 １点目の東中中学校の廃校後の活用であります

が、平成２６年３月をもって６７年の歴史に幕を閉

じ、残念でありますが閉校することになりました。 

 閉校に至る経過につきましては、議員も御承知の

こととは思いますが、昨年３月に行われました東中

住民会総会において、保護者の意向を尊重した中で

最終的に閉校が決定されたところであります。 

 閉校が決定した以降におきましては、跡地利用に

ついて東中住民会の意見の取りまとめを依頼してい

たところ、地区の班長会議などを通じ、意見集約が

行われた結果、本年２月、東中住民会から農作業の
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人材確保のための宿泊施設に活用できないか検討を

お願いしたいとの御意見をいただいたところであり

ます。 

 教育委員会といたしましては、貴重な御意見と受

けとめ、農業を基盤とする町でありますので、今後

は内部の関係部署で検討を図り、一定の方向性を見

出した中で地元関係機関を含め、協議を進めてまい

りますので御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、２点目の上富良野高校の振興策につきまし

ては、教育執行方針でも述べさせていただきました

とおり、新年度から新たに通学交通費や下宿代、就

学支援金の助成を行うとともに、継続して資格取得

検定の補助や入学準備金など、保護者の経済的負担

の軽減策を図るための支援などを進める予定であり

ます。 

 御質問のありました学校給食の提供につきまして

は、道内における道立高校での実施例も大変、少な

い状況でありますので、上富良野高校に対します新

たな支援につきましては、上富良野高等学校教育振

興会などの御意見をいただくなど、研究、検討を行

いたいと考えておりますので、御理解を賜りたいと

存じます。 

○議長（西村昭教君） 再質問、ございますか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ＴＰＰについてお伺いいた

します。 

 答弁の中には聖域なき関税撤廃が前提ではないと

いう形になっておりますが、これは全く逆で全て関

税を撤廃するということが交渉の前提になっている

わけです。 

 それで各団体や立場を超えて、医療や金融も含め

て、知的財産も含めて大騒ぎになっているというの

が実態だということをよく理解していただきたいと

思います。 

 これは一地方の論ずる問題ではないというふうに

思いますが、これは上富良野町にとっても大きな問

題になります。これは、平成２３年度のふらの農協

の影響はどうなるかという試算でも、作付面積が

８,４５３ヘクタール失われるという試算が出てお

ります。 

 これを上富良野町に置きかえるとどうなるかとい

う形なのですが、２,７９２ヘクタールの農地が喪

失してしまうという形になります。販売額は水稲、

麦、てん菜、あるいは畜産関係を入れますと２３年

度実績で、これは農協のいただいた資料なのです

が、２７億円の被害が出ますから、当然、この上富

良野町にお金が回らなくなる、落ちなくなる、それ

と景気が悪くなるということが当然、浮かび上がっ

てくる。 

 また同時に輪作体系がかわりますから、当然、偏

りができて、農作物の被害が病気がついたり、害虫

がついたりだとか、こういうことが考えられます。 

 そうしますと、あらわれた数字以上のものが、こ

の上富良野町や日本、北海道でもやはり大きな影響

が出るということは明らかであります。 

 そういう意味で私は、今回のＴＰＰというのは地

域の町をやはり崩壊させる、これぐらいの恐ろしい

打撃を与える非情な交渉の内容だということを町長

にぜひ理解していただきたいというふうに思ってお

ります。 

 そこでお伺いしたいのは、町長は反対だと言って

おりますから、また同時に反対のやはり集会を開く

べきだという質問に対して、共催や協力の依頼が

あった場合には行動しますという消極的な態度を

とっておられる。 

 私は、町長みずからが地域の人たちに呼びかけ

て、やはりこの富良野圏域、あるいは上富良野町で

も反対集会やりましょうという言葉が出て、私は農

家の人がほっとするのだと思いますが、これは余り

にも消極的な答弁だというふうに思いますが、町長

は今、私が述べたことについてどのようにお考えな

のか、この点についてお伺いしておきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員のＴＰＰに関

します御質問にお答えさせていただきます。 

 ＴＰＰが進むことによる懸念は議員がるるお話い

ただいたことと共有できるかというふうに思ってお

ります。 

 とりわけ、北海道につきましてはその受ける打撃

は半端なものでないと。試し算でございますけれど

も、北海道としては２兆円を超える影響があるだろ

うというような試算も一方ではされているところで

ございます。 

 そういう中で、このＴＰＰに対する基本の基本的

な私の臨み方としては、これはもう断固反対以外の

何者でもございません。 

 では、具体的に議員から御質問にありますよう

に、上富良野町が旗を振って反対を主張するべきで

はないかというお尋ねかと思いますけれども、既に

町もかかわっております上川総合開発期成会等がも

う既に、これは町もその構成員の一つでございます

ので、町としてのと申しましょうか、意志というも

のはそういった形で、あるいは町内においても思い

を共有する団体、組織等が意義を共有して行動を起

こすことが適当だろうというふうに考えておりまし

て、町が後先は別として、町が企画をして主催をし

て集会等を開くというような手法を今、想定してい



― 94 ― 

るものではございません。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 押し問答する気はありませ

んが、私はそれだけの決意があっても、私は本当に

いいのだというふうに思っていたので、こういう答

弁は非常に私自身がっかりしております。農業者の

町長がこういうことで本当にいいのかと、確かに首

長としてのいろいろ体面だとかありますが、私は体

面を超えてやはり農業者を守らなければならないと

いう、この立場からもＴＰＰ反対をやはり唱えるべ

きだというふうに思いますが、もう一度この点につ

いてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきますが、繰り返しになりますけれど

もＴＰＰの交渉は進むことについては、いかなる説

明を受けようと現段階でそれについて理解をする気

持ちは持っておりませんし、断固反対を貫いていく

ことは私のスタンスでございます。 

 その立場でこれからも臨んでまいりたいというふ

うに考えます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ある農家の方は、これはて

ん菜、ビートをつくっている農家の方なのですが、

もうこうなったらてん菜、ビートは太刀打ちできな

いということを言っておられました。 

 この間、肥料等も上がってきていると、また養豚

や牛を飼っておられる方についてはもう畜産も本当

に先行きわからないという、そういう声が上富良野

町の中でも聞こえるという実態になっているわけで

す。 

 私は、そういう意味ではきちっとした働きかけを

今後ともやられるかどうかということを、集会、確

かにあさってぐらいの発表になりますが間に合うか

間に合わないかという状態もありますが、もう一度

確認いたしますが、働きかけはしますか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきますが、先ほどからお答えさせてい

ただいておりますように、思いを共有する人たちの

考えを一つにしてとる行動が私は私たちのスタンス

だというふうに理解しておりますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） これは平成２３年の１１月

１８日の北海道新聞なのですが、当時の農協のセン

ター長の方がこんなことを言っておられます。 

 農家がビートをつくれなくなると輪作が崩れてし

まうと、製造も工場も閉鎖に追い込まれるというよ

うな話もしております。 

 この富良野圏域の農協というのは、やはり地域の

主要産品がやはり生産資力で、これが崩れると地域

の崩壊につながるということも話としてうかがわれ

ております。 

 そういう意味では、引き続き町長はこういう問題

に対してみずからの意思表示としてＴＰＰ反対をぜ

ひ今後とも貫いていってほしいというふうに思いま

す。 

 次に、観光行政についてお伺いいたします。町長

は、特産品の答弁の中にメニューの開発に力を注ぎ

たいということを訴えております。 

 また同時にタウンガイドなどをつくって、そう

いったものを主力にして一歩一歩前へ進めたいとい

うことでありますが、特産品のメニューの開発、そ

れでは何に力を入れるのかというところがよく具体

的に出てきておりません。 

 私はこういうものも仮に開発したとしても、やは

りきちっとそれを展示して販売できるようなやはり

場所がなければ生きてこないのかなというふうに思

います。 

 確かに、今、上富良野町でも各商業者の方や関連

する業者の方が頑張っておられます。おられますけ

れども、さらにやはりきちっとした上富良野町の名

前を売れる場所をきっちりつくって、やはり道の駅

にするかどうかは別としても、そういう施設のやは

り核となるところがどうしても必要だというふうに

思いますが、この点についてお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の観光行政におき

ます特産品等に関する御質問にお答えさせていただ

きますが、まず特産品の開発、あるいは申し上げま

したように食のメニューの開発等につきましては、

これは町が特産品をつくっているというようなこと

は到底、そういう立場をとるべきではないと思って

いますし、民間の方々がそういう力を発揮していた

だくことが当然の姿だろうと思います。 

 それで、そういったものを種々開発したり、ある

いは生み出したものをどのようにそれを観光開発、

あるいは商行為に結びつけていくかということに対

しましては、そういう情報の提供、あるいはサンプ

ル、要するにアンテナショップのような、そういっ

たものはある程度、法的な力を持って支えることは

あり得るのかなというふうに思っております。 

 しかし、実際そういった特産品等を営業行為とし

て行っていくのは、これはやはり民間の皆さん方の

お力に委ね、そしてそれによって活性化を図ってい

くことが私はあるべき姿だと思っております。 

 先進的な観光との先進地等におきましても、やは
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り個人の個々人の観光業者、あるいは商業者等の皆

さん方が、そういった特産品、お土産品も含めまし

て、積極的に販売活動しているのが、それが現実の

姿であるし、それが望ましいというふうに考えてい

るところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 私、何も場所の提供をしな

さいと、それだけでもいいではないかということな

のです。 

 今、町が言っているように、そのアウトソーシン

グという形で見晴台にしていますが、やはりそうい

う形の手法もとれるわけですから、やはりよく工夫

して考えて、やはり町を売り出す仕組みをつくって

いかないとだめなのだというふうに思っているの

で、いつも町長はそこへ来るとトーンが下がって、

もう後ろに下がるというような答弁を繰り返してい

るというようなこの間の実態だと私は思っていま

す。 

 そういう意見では、こういったものも含めて十

分、今後検討すべきだというふうに思いますが、検

討されるかどうかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきます。 

 町の事業として、そういう物販を、あるいは特産

品と申しましょうか、そういったものを販売した

り、提供したりするようなものを町の事業として取

り組むことは適当ではないというふうに理解をして

おります。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） なかなか理解されていない

のか、私の言い方も悪いのだと思います。 

 そこら辺は町長もう１回、上富良野振興計画を読

み直していただいて、何があそこに述べられている

のかということをもう一度読み直していただきたい

というふうに思っております。 

 次に、福祉行政についてお伺いいたします。 

 今、上富良野町にはグループホームというところ

が９床しかベット数がありません。実際の上富良野

町で将来の推計でも３０数名の方がこの施設を利用

するのではないかというような推計表が介護計画の

中にもうたわれております。 

 近年、介護の認知高齢者の方がふえて高齢になれ

ばなるほど、そのやはり若いときからも含めてなの

ですが、やはり認知症に陥る方がふえるという状況

が介護計画の中にも書かれておりますし、２１の福

祉健康づくりの計画の中にも書かれております。 

 そういう意味では、平成２６年度までに整備をし

たいということで、位置づけられておりますが、そ

こでお伺いしたいのはこの間、これに対して一定部

分、情報の発信もしているところもあるのだという

ふうに思いますが、何らかの形で町に対して将来、

町がそういう用意があるのであれば、グループホー

ムを設置したいという、そういうような法人が出て

きているのかどうなのか、この点、お伺いしておき

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の福祉施設につい

てのグループホームについての御質問にお答えさせ

ていただきますが、複数の私、聞いております限り

は、そういった問い合わせ等は今までにも数事業者

から問い合わせがあるという実態にございます。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） やはり、今後のことを考え

れば、早急にそういう事業者ともコンタクトをとり

ながら、きちっとした介護計画に位置づけられたグ

ループホームの設置が早急にやはり整備されること

がこういう認知高齢者の方の介護の負担、あるいは

家族の介護の負担の軽減につながるものだというふ

うに考えておりますので、ぜひその方向で進めてい

ただきたいと、町ではこういう事業に対しては手を

出さないという方針でありますから、行革の方針に

のっとって進められております。 

 それならばやはり、民間の事業者が積極的に手を

挙げるのであれば、積極的に町もやはりそれにこう

した中でのグループホームの設置を進めるべきだと

いうふうに思いますので、この点、もう一度確認し

ておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） ４番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきますが、冒頭のお答えでも述べ

させていただいておりますが、第５期の最終年度の

２６年度になりますけれども、それまでに整備した

いということはもう町の方針として押さえておりま

すので、その実現に向けて取り組んでまいりたいと

いうふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 全体の介護計画の中では、

いろいろと施設整備ができたから、それで終わりと

いう状況ではありません。 

 訪問居宅介護のあり方の問題だとか、いろいろな

課題が投げかけられております。そういう課題も含

めて、結局、介護の質を上げない限りは、こういう

介護の手厚い介護というのはほど遠い方向に進むの

ではないかなというのが私の印象であります。 

 次にお伺いしたいのは、元気臨時交付金の活用で

あります。 
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 町の読み取る範囲では、積極的に財政のことが

あって活用しないのではないかなというふうに思っ

ております。今後、行政として議会に対してこの活

用する項目等については今、準備進めているという

ことでありますので、これはもう４月時点において

一定の事業計画を示してほしいという計画が道だと

か、国から出てきていると思いますので、この点、

間に合うのですか、大まかな内容等がもう既に恐ら

く決まっていなければならないというふうに思いま

すが、その何点かでも決まっている項目等があれば

お知らせ願いたいとふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の元気交付金に対

します御質問にお答えさせていただきますが、どこ

の部分をやはり読み取っていただいているのか、取

り組まないというふうに理解しているというお話を

されておりましたけれども、私はちょっと理解でき

ませんが、取り組もうとしているところでございま

す。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 積極的に取り組まないので

はないかなという私は印象を受けました。 

 というのは、将来の財政運用のつけを残したくな

いという項目が入っているのですよ、ここに。そう

すると、そういうことも頭の中に、脳裏の中に浮か

んだものですから、やはりこういうお金を使って、

例えばいろいろな余剰金も当然、生まれてきます。

本来、使うべきものは交付されますから、幾ばくか

のお金が余りますよね、余ると言ったら失礼ですけ

れども、財政は健全財政ではないというのが前提で

した。 

 例えば、そういうお金を使いながら、また元気交

付金を使いながら富原球場の横のトイレの改修にそ

ういうお金を、余剰金を使うだとか、いろいろな手

法が見えてくるのです。  

 そういうものをやはり住民の切実な要求にお金を

きっちり使うということを前提とした実施計画を出

てくるということを信じるしか、今、この段階では

ありませんので、疑う余地ありませんが、そういう

方向で検討しているということで確認してよろしい

ですか。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（向山富夫君） 米沢議員の御質問にお答え

させていただきますが、ここにも答弁でも申し上げ

ておりますけれども、今さまざまな選択肢を想定し

て検討を進めていると、準備を進めているというこ

とを申し述べたつもりでございます。 

 しかし、今、目先にそういう原資があるから思い

つくまま何でもやればいいというような、そういう

財政規律を乱すような、将来につけを残すようなこ

とは絶対あってはならないということを申し上げて

いるわけでございまして、しっかりとこれを有効に

活用する準備は現在、具体的な事業名は今、きょう

ここで申し上げる状況ではございませんけれども、

その取り組みを前提にした作業は進めているという

ことは申し上げておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ、そういった住民との

かかわりの中で早急に急がなければならないもの、

そういうものに対して財源が充てられるというよう

な要素がある事業であれば、積極的に私は活用すべ

きだというふうに考えております。 

 次にお伺いしたいのは、教育行政の中で東中中学

校の廃校後の問題であります。ここでは確かに地域

の住民会からの要望等において、農業作業の実習作

業の宿泊施設を検討していただきたいということ

で、十分、検討するということで協議も進めたいと

いうことでありますが、そこの中に入っているのか

もわかりませんが、合宿等だとか、そういったとこ

ろにやはり使えるような施設の活用もあわせて検討

されるというふうに受けとめてよろしいですか。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

 今、先ほども答弁させていただきましたけれど

も、東中住民会から出ている項目では、そういう項

目はございません。 

 ただ、東中中学校の面積等を考えたときに、どれ

ぐらいのここの宿泊する部分に使うのだとか、今後

において建物全体の面積を踏まえた中で、いろいろ

な可能性も探っていく中で合宿の部分も出てくるか

もしれませんし、そういう部分で今の段階では意見

を受けたという段階でして、検討はこれから進んで

いるというふうに御理解をいただきたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） ぜひ、そういうものも含め

てより多くの住民の意見を聞きながら、そういった

施設の活用を、また活用するということになればい

ろいろな課題も出てくるかと思いますが、検討の中

に加えていただきたいというふうに考えておりま

す。 

 次に、給食の問題でありますが、確かに実施して

いるところは少ないというふうに思います。少ない

からやらないのではなくて、やはり子供たちのこの

食育の問題も含めて、やはり考えたときに、やはり

安定的にそこで食べれるというような給食であって

も私はいいのではないかというふうに思います。 
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 そういう意味では少ないからやらないではなく

て、やはりきっちりとしたその方向性も考えながら

研究、検討を行いますという答弁でありますが、ど

こまで研究、検討されるのか、いろいろな解釈もあ

りますけれども、その点、検討していただけるかど

うか、もう一度確認しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（服部久和君） ４番米沢議員の高等学校

の給食についての御質問にお答えしたいしと思いま

す。 

 まず、道立高校でありますので一番に高校の管理

運営事項、ここの部分、希望がなければ一切手も足

も出ないということをまず御理解いただきたいと思

います。その中で、理解が得られる、ＰＴＡもそう

いう意向であると、順番に協議を進めていく中で、

そういう部分も含めまして研究をしてまいりたい

と、それが大前提でその後、検討に入ってとくるの

ような形になるのかなと思います。 

 決して、一切しないということでこの文書をまと

めているわけではございませんので、御理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎休会の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月１４日から２１日までの

８日間を休会といたしたいと思います。これに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１４日から２１日までの８日間を休

会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は、全

部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 日程変更により、４日目が１４日から２２日とな

りましたが、事前配付しました議事日程のとおり進

行いたします。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１４日から２１日までの８日間は休会といたしま

す。 

 ３月２２日は、本定例会の最終日で、開会は午前

９時でございます。 

 なお、休会中の３月１５日、１８日、１９日、２

１日の４日間は予算特別委員会をいずれも午前９時

から開会いたしますので、各会計予算書並びに既に

配付の関係資料を持参の上、定刻までに御参集賜り

ますようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ２時５９分 散会
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○議事日程（第４号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 議案第３３号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消の件 

第 ３ 議案第３４号 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部支消の件 

第 ４ 予算特別委員会付託 

    議案第 １号 平成２５年度上富良野町一般会計予算 

    議案第 ２号 平成２５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

    議案第 ３号 平成２５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 

    議案第 ４号 平成２５年度上富良野町介護保険特別会計予算 

    議案第 ５号 平成２５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 

    議案第 ６号 平成２５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

    議案第 ７号 平成２５年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 

    議案第 ８号 平成２５年度上富良野町水道事業会計予算 

    議案第 ９号 平成２５年度上富良野町病院事業会計予算 

第 ５ 議案第１８号 上富良野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例 

第 ６ 議案第１９号 上富良野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める条例 

第 ７ 議案第２０号 上富良野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例 

第 ８ 議案第２１号 上富良野町一般廃棄物処理施設技術管理者の資格を定める条例 

第 ９ 議案第２２号 上富良野町営住宅の整備基準に関する条例 

第１０ 議案第２３号 上富良野町の道路の構造等に関する条例 

第１１ 議案第２４号 上富良野町高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る道路の構造に関する条

例 

第１２ 議案第２５号 上富良野町水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格に関する条例 

第１３ 議案第２６号 上富良野町公共下水道の構造等の技術上の基準に関する条例 

第１４ 議案第２７号 上富良野町都市公園条例の一部を改正する条例 

第１５ 議案第２８号 上富良野町新型インフルエンザ等対策本部条例 

第１６ 議案第２９号 上富良野町児童館条例の一部を改正する条例 

第１７ 議案第３０号 上富良野町畜産担い手育成総合整備型事業分担金徴収条例 

第１８ 議案第３１号 上富良野町観光開発審議会条例の一部を改正する条例 

第１９ 議案第３２号 上富良野町障がい者自立支援事業条例の一部を改正する条例 

第２０ 議案第３５号 教育委員会委員の任命の件 

第２１ 議案第３６号 固定資産評価審査委員会委員の選任の件 

第２２ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者推薦の件 

第２３ 発議案第１号 上富良野町議会会議規則の一部を改正する規則 

第２４ 発議案第２号 上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条例 

第２５ 発議案第３号 平成２５年度地方財政対策に関する意見の件 

第２６ 発議案第４号 公務公共サービスを担う非正規雇用労働者の雇用安定と均等待遇実現を求める意見

の件 
追加日程    

     発議案第６号 ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見の件 

第 １ 

第２７ 発議案第５号 町長の専決事項指定の件（上富良野町税条例の一部を改正する条例） 

第２８ 閉会中の継続調査申出の件 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１４名） 

      １番  佐 川 典 子 君      ２番  小 野   忠 君 
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      ３番  村 上 和 子 君      ４番  米 沢 義 英 君 

      ５番  金 子 益 三 君      ６番  徳 武 良 弘 君 

      ７番  中 村 有 秀 君      ８番  谷     忠 君 

      ９番  岩 崎 治 男 君     １０番  中 澤 良 隆 君 

     １１番  今 村 辰 義 君     １２番  岡 本 康 裕 君 

     １３番  長谷川 徳 行 君     １４番  西 村 昭 教 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町     長  向 山 富 夫 君     副 町 長         田 浦 孝 道 君 

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         米 田 末 範 君 

 教育委員会委員長         菅 野 博 和 君     農業委員会会長  中 瀬   実 君 

 会 計 管 理 者         中 田 繁 利 君     総 務 課 長         田 中 利 幸 君 

 産業振興課長         前 田   満 君     健康づくり担当課長         岡 崎 智 子 君 

 町民生活課長         北 川 和 宏 君     建設水道課長         北 向 一 博 君 

 農業委員会事務局長         菊 池 哲 雄 君     教育振興課長         野 﨑 孝 信 君 

 ラベンダーハイツ所長         大 石 輝 男 君     町立病院事務長  松 田 宏 二 君 

 高齢者支援班主幹         北 川 徳 幸 君     福祉対策班主幹         真 鍋 浩 二 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         藤 田 敏 明 君     主      査  佐 藤 雅 喜 君          

 主 事         新 井 沙 季 君



― 101 ― 

午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告             

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名でございます。 

 これより、平成２５年第１回上富良野町議会定例

会４日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告             

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（藤田敏明君） 御報告申し上げます。 

 予算特別委員会、長谷川委員長から、今期定例会

で付託されました議案第１号から議案第９号までの

議案について、審査報告書の提出がありました。 

 なお、さきに御案内のとおり、人事案件の議案第

３５号教育委員会委員の任命の件及び議案第３６号

固定資産評価審査委員会委員の選任の件並びに第１

号人権擁護委員候補者の推薦の件につきましては、

後ほど議案をお手元にお配りいたしたいと思います

ので御了承願います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

    １１番 今 村 辰 義 君 

    １２番 岡 本 康 裕 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第３３号 

◎日程第３ 議案第３４号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第３３号上

富良野町公共施設整備基金の一部支消の件、日程第

３ 議案第３４号上富良野町十勝岳地区振興基金の

一部支消の件を一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（田中利幸君） ただいま一括上程いた

だきました、議案第３３号上富良野町公共施設整備

基金の一部支消の件及び議案第３４号上富良野町十

勝岳地区振興基金の一部支消の件につきまして、一

括して提案の要旨を御説明申し上げます。 

 このたびの平成２５年度の一般会計予算におきま

しては、町税及び地方交付税などの減少により一般

財源総額が減少した中で予算編成を行ったところで

ございますが、本年度は、懸案であります上富良野

小学校整備事業を初め、老朽化している公共施設等

の計画的な修繕の財源に充てるため公共施設整備基

金を、また吹上温泉保養センター改修及び吹上露天

の湯改修の財源に充てるため十勝岳地区振興基金

を、それぞれ一部支消することで財源調整を図った

ところであります。このようなことから、公共施設

整備基金及び十勝岳地区振興基金の一部を支消する

ため、各基金条例の規定に基づきまして議会の議決

を得ようとするものでございます。 

 それでは、以下、議案を順次朗読し、説明にかえ

させていただきます。 

 議案第３３号上富良野町公共施設整備基金の一部

支消の件。 

 上富良野町公共施設整備基金の一部を次により使

用するため、上富良野町公共施設整備基金条例第６

条第２号の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、支消金額、８,０９０万円。 

 ２、使用目的、公共施設の更新及び改善に多額の

経費を必要とするため。 

 ３、使用年度、平成２５年度。 

 次の議案に移ります。 

 議案第３４号上富良野町十勝岳地区振興基金の一

部支消の件。 

 上富良野町十勝岳地区振興基金の一部を次により

使用するため、上富良野町十勝岳地区振興基金条例

第６条第５号の規定により、議会の議決を求める。 

 記。 

 １、支消金額、２,７０３万円。 

 ２、使用目的、十勝岳地区の公共施設の維持、修

繕に関する事業に充てるため。 

 ３、使用年度、平成２５年度。 

 以上、説明といたします。御審議いただき、議決

賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。ございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 
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 討論を省略し、これより、採決いたします。 

 初めに、議案第３３号上富良野町公共施設整備基

金の一部支消の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３４号上富良野町十勝岳地区振興基

金の一部支消の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 予算特別委員会付託 

○議長（西村昭教君） 次に、日程第４ 予算特別

委員会に付託審査の議案第１号平成２５年度上富良

野町一般会計予算、議案第２号平成２５年度上富良

野町国民健康保険特別会計予算、議案第３号平成２

５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、議

案第４号平成２５年度上富良野町介護保険特別会計

予算、議案第５号平成２５年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算、議案第６号平成２５

年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算、議案第

７号平成２５年度上富良野町公共下水道事業特別会

計予算、議案第８号平成２５年度上富良野町水道事

業会計予算、議案第９号平成２５年度上富良野町病

院事業会計予算の件を一括して議題といたします。 

 本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長、長谷川徳行君。 

○予算特別委員長（長谷川徳行君） ただいま上程

されました予算特別委員会付託の件につきまして、

朗読をもって報告とかえさせていただきます。 

 予算特別委員会審査報告書。 

 本委員会に付託された議案は、審査の結果、次の

とおり決定したので、会議規則第７７条の規定によ

り、審査の経過等を付し報告する。 

 予算特別委員長、長谷川徳行。 

 記。 

 １、審査の経過。 

 本委員会は、平成２５年第１回定例会（第２日

目）が開かれた３月６日に設置され、同日、議案第

１号から議案第９号までが付託された。 

 ３月１５日に委員会を開き、正・副委員長、分科

長を選出し、直ちに議案審査に入り、議案第１号の

一般会計予算、歳入各款と歳出１款から４款まで款

別に質疑を行い、理事者の答弁を求めた。 

 ３月１８日に委員会を開き、議案第１号の一般会

計予算、歳出５款から予算調書まで款別に質疑を行

い、理事者の答弁を求めた。 

 ３月１９日に委員会を開き、議案第２号から議案

第９号までについて、それぞれ歳入歳出を一括して

質疑を行い、理事者の答弁を求めた。その後、二つ

の分科会で、それぞれ審査意見の取りまとめを行っ

た。 

 ３月２１日に委員会を開き、各議案の審査意見を

集約し、理事者に提出を行った。その後、町長から

所信表明を受け、議案ごとに討論と採決を行った。 

 ２、表決及び結果。 

 議案第１号から議案第９号までの討論を行い、議

案ごとに起立による採決を行った結果、平成２５年

度上富良野町一般会計予算及び平成２５年度上富良

野町国民健康保険特別会計予算、平成２５年度病院

事業会計予算について、審査意見を付し、全議案が

賛成多数により原案可決となった。 

 ３、審査意見。 

 別紙、平成２５年度予算特別委員会審査意見につ

いては、御高覧いただいたものとして省略させてい

ただきます。 

 以上で、予算特別委員会審査報告といたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、予算特別委

員長の報告を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件に対する委員長報告は、意見を付して全て原

案可決であります。 

 委員長の報告のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から第９号までは、委員長の

報告のとおり決しました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第１８号 

◎日程第６ 議案第１９号 

◎日程第７ 議案第２０号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第１８号上

富良野町指定地域密着型サービス事業者等の指定に

関する基準を定める条例、日程第６ 議案第１９号

上富良野町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例、日程第７ 

議案第２０号上富良野町指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地

域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の件

を一括して議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 
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 健康づくり担当課長。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ただいま一

括上程いただきました、議案第１８号上富良野町指

定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準

を定める条例、議案第１９号上富良野町指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する

基準を定める条例及び議案第２０号上富良野町指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準を定める条例について、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 この３条例につきましては、地域の自主性及び自

立性を高めるための改革の推進を図るための関係法

律の整備に関する法律が施行され、同法により介護

保険法の一部改正がなされ、これまで厚生労働省令

で定められてきた介護事業に係るさまざまな施設の

設備基準等について市町村の条例で定めるものと

なったことから、当該条例を制定するものでありま

す。 

 まず、議案第１８号上富良野町指定地域密着型

サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例

の制定について、御説明申し上げます。 

 本条例につきましては、地域密着型介護老人施設

の入所定員及び介護事業者の申請者の資格について

基準を定めるものであり、その設定に当たっては、

従来の省令等の基準に基づき設定したところであり

ます。 

 また、条例に町が独自に盛り込む基準につきまし

ては、第１点目は、第３条の申請者の資格要件に、

上富良野町暴力団排除の推進に関する条例に基づ

き、暴力団の排除の基準を追加します。 

 ２点目は、第４条として、町外に所在する事業所

を指定する場合については、個々のケースを判断

し、本町が定める基準とほぼ同等のサービスが確保

されると判断される場合には指定できることの規定

を追加します。 

 なお、施行期日は、平成２５年４月１日でありま

す。 

 次に、議案第１９号上富良野町指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について、御説明申し上げま

す。 

 本条例は、本則で２０１条と膨大なことから、概

要について御説明させていただきます。 

 この条例は、要介護度１から５までの要介護者に

対してサービスを提供する地域密着型サービス事業

に係る人員、設備及び運営に関する基準を定めるも

のです。地域密着型サービス事業の類型、計８種類

ごとに、基本方針、人員、設備、運営の基準をそれ

ぞれ定めてございます。その設定に当たりまして

は、従来の省令等の基準に基づき設定したところで

あります。 

 また、条例に町が独自に盛り込む基準につきまし

ては、１点目として、指定地域密着型介護老人福祉

施設の居室定員についてです。所得の少ない場合で

も利用しやすいなどの、利用者の多様なニーズに対

応するため、１室当たりの定員に幅を持たせ、定員

は４人以下とします。なお、北海道の条例において

も同様の独自基準が設けられております。 

 ２点目は、記録の保存期間の延長についてです。

省令による基準では、関係書類の保存期間を２年間

としていますが、指定地域密着型サービス事業者等

が不適切な請求に基づき介護報酬を受け取った場

合、介護給付費の返還請求権の時効は５年であるた

め、保存期間を５年間に延長します。 

 ３点目は、非常災害対策についてです。省令によ

る基準では、認知症対応型共同生活介護及び小規模

多機能型居宅介護事業所の非常災害対策について

は、事業者が定期的に行うこととされている、避

難、救出、その他必要な訓練の実施に当たって、地

域住民の参加が得られるよう連携に努めなければな

らないこととされています。町では、認知症対応型

通所介護、地域密着型特定施設入居者生活介護及び

地域密着型介護老人福祉施設についても、介護等の

支援を受けながら日常生活を営む施設であることに

鑑み、同様の規定を設けます。また、本町は、活火

山十勝岳を抱えていることなどから、噴火、地震、

風水害などの自然災害を想定した非常災害対策の実

施を町独自に追加します。なお、北海道の条例にお

いても同様の独自基準が設けられています。 

 ４点目は、介護従事者の資質の向上についてで

す。省令では、介護従事者の資質の向上のために研

修の機会を確保するとしていますが、より一層の向

上を図るため、研修項目について明記し、計画性を

持って定期的な研修を実施することについて規定し

ます。 

 ５点目は、地域包括支援センターとの連携につい

てです。地域包括ケアシステムの構築には、地域包

括支援センターを中心とした包括的な連携の仕組み

が必要であることから、地域密着型サービスの事業

運営に当たっては、地域包括支援センターとの連携

を明確に規定します。 

 なお、施行期日は、平成２５年４月１日でありま

す。 

 次に、議案第２０号上富良野町指定地域密着型介

護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の
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ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の制定について、御説明いたします。 

 この条例は、要支援１から２までの認定を受けた

要支援者を対象とする地域密着型介護予防サービス

の事業の基準や効果的な支援の方法に関する基準を

定めるものでございます。 

 内容は、地域密着型介護予防サービスの事業の類

型ごとに、基本方針、人員、設備、運営、支援の方

法の基準をそれぞれ規定するものです。先ほどの条

例と同様に、記録の保存年限の５年間への延長、非

常災害対策の拡充、介護従事者の資質の向上、地域

包括支援センターとの連携の、４項目の独自基準を

設定しております。 

 なお、施行期日は平成２５年４月１日でありま

す。 

 以上、議案第１８号、議案第１９号、議案第２０

号の説明といたします。御審議いただき、御議決賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 議案第１８号の指定に関す

る基準を定める条例のところでございますけれど

も、町としても、こういった指定の基準を定める条

例ができましたとしましても、今、日本で３０５万

人、認知症がいると。そして、１４０万人の人が自

宅で待機をしている状況にあると。１０年後には４

７０万人になって、１０人に１人が認知症になるで

あろうと。そうすると、上富良野町もだんだん高齢

化になりまして、こういった地域密着型サービス事

業が必要になると思うのですけれども、それでは、

こういった基準ができたとしても、それでは、国の

基準に適合して、指定基準に合うのでということ

で、何カ所も指定してしまうということになるのか

どうか。私は、町としても難しいケースも出てくる

のではないかと、このように考えますけれども、そ

れについてはどのようにお考えになりますか。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） ３番村上議員

の御質問にお答えしたいと思います。 

 ただいまの条例に関して、町の施設の整備、介護

保険施設全般の施設の整備の御質問かと思います

が、第５期の介護保険事業計画では、現在の利用者

等々の需要を見込み、小規模多機能居宅介護事業所

１施設並びにグループホーム、１ユニット９床の整

備計画に盛り込んでいるところでございます。 

 今後につきましては、また、他施設との整備の状

況、あわせて、有料老人ホーム等々の状況もありま

すので、そこら辺の状況を勘案した中で、第６期以

降に向けて、上富良野町にとって必要な施設がどの

ぐらいかというのを検討して次期計画に盛り込みた

いと考えておりますので、御理解いただきたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） なぜ、こういうことを言う

かといいますと、宮町にありますグループホームで

すね、あそこは町外、旭川業者の方で、結構、あそ

こは２ユニット１８人。町は大変厳しい条件を出し

まして、３年の実績を見せてもらってから、あとの

９人、１ユニットは認可しようということで、大変

厳しい基準のもとで、それでどうなったかといいま

すと、グループホームも２ユニット１８人で成り立

つと思って計画を立てて、事業計画を上げてやった

のですけれども、町としては、ちょっと待ってくだ

さいと。そういうこと、いろいろ事情があったと思

うのですけれども、そういうことで、今度どうなっ

たかといいますと、今度は高齢者の住宅に変えたの

ですね、事業所ももちませんので。 

 そういったケースがありましたので、町外の業者

であっても、こういう基準を満たせば判断されると

ありますので、この町の判断ですけれども、そう

いった基準にきちんと基づいてやっていただくよう

にお願いしたいと思うのですよね。そういった件を

ちょっと指摘しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） ただいま村上

議員の御質問なのですが、現実に、町内の事業者、

当初、２ユニット１８名で計画してございました。

それで、昨年度で６年がたちまして、指定更新とい

う形で、いろいろ、指定更新の内容を検討させてい

ただきました。また、この６年間にも、数回にわた

り事業所に実地指導及び監査等々の指導が入ったと

ころです。結果的に、いろいろ指摘させていただい

たことはあるのですけれども、現段階では、まだこ

の全部改善に至っていないというようなことで、ま

だ、更新についても、１ユニットの更新のみとなっ

ている現状です。そのような背景もありまして、事

業者指定については、国の指定基準は満たしている

のですけれども、特に運営面、ケアの充実という面

での部分を重点的に判断して今後の指定を行ってい

きたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 
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 全般にわたるかというふうに思いますが、基本的

なところで、今回の条例部分の改正等で、１室当た

り定員４名以下というふうに定めました。例えば、

こういう部屋の基準を設定する場合、１平米、例え

ば、国あるいは道が６平米ぐらいだとしましたら、

町は７平米以上を必要最小限要件とした場合、そう

いう場合も、こういう主権の移譲という形で盛り込

むことが、独自のライン、不可能なものは当然それ

は盛り込まれませんけれども、そういうことは独自

で盛り込まれるのかどうなのか、お伺いいたしま

す。 

 それと、非常に、これは管理監督という点で、行

政に、従来もそうなのですが、より責任の度合いが

求められるのかなというふうに思いますが、例え

ば、業者がこういった指定に反した介護支援計画を

つくっていない、あるいは帳簿の整理をしていない

などなど、まだたくさんありますけれども、そう

いった場合、当然、それにかかわった行政が管理監

督という立場からするというふうに思いますが、そ

の点は従来と変わらないのか、もしも変わったとす

れば、どういったところが変わったのか、お伺いし

ておきたいというふうに思います。 

 次にお伺いしたいのは、介護従事者の資質の向上

ということで、国などの努めなければならないとい

う形で、上富良野町は、それをより明確にしたとい

う形に、実施するという形にしました。これは、実

施するに当たって、回数等は特に明記されておりま

せんが、１回も、２回も、３回も実施したというこ

とになると思いますが、この点は、特に回数等に

は、さわられていないのはどういうふうなことなの

かなというふうに、自主性に任せるという形になる

のかなというふうに思いますが、その点、お伺いい

たします。 

 地域包括支援センターとの連携ということで、努

めるを明確に規定するという形にしましたが、これ

が明確にされることによって、例えば、定期的な連

携協議が行われるなど、そういったところも含めた

具体的な支援に当たっての連携が明確にされたとい

うことですから、その連携の内容等、会議等はどう

いった頻度で行われるのか、一般的に連絡等も含め

てという形に思いますが、その点、お伺いしておき

たいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） ただいまの、

４番米沢議員の何点かの御質問にお答えしたいと思

います。 

 １点目の設備基準について、町が独自に面積要件

等々を定められるかという点については、ちょっと

後ほど調べて御回答したいと思います。 

 ２点目の、事業所がもろもろの、うちの指定基準

を守っていないときの対応についてですが、これに

つきましては、従来も、実地指導で、まず直らな

かったら、指導、監査、勧告というようなスタイル

で、従来も指導をしているところです。今後につい

てもこのような形は変わらないので、継続してこの

ような形をとって指導に努めていきたいと思ってお

ります。 

 ３点目の研修計画、回数を明記していないという

ことで、その考え方なのですけれども、研修につき

ましては、それぞれ多種な事業所もありますので、

町としては、その事業所の趣旨に沿ったような運営

ができるような研修ができるように、ある意味、自

主性に任せて、あえて回数は明記していないところ

でございます。 

 ４点目の、地域包括センターとの連携という点な

のですけれども、これにつきましては、現在も地域

密着型施設につきましては、運営推進会議というこ

とで設置する義務がありますので、具体的には、運

営推進会議につきましては、町の職員、現在も地域

包括支援センターの職員、あわせて家族の代表者、

あと、地区の代表者、このような形で２カ月に１回

開催をさせていただきまして、その運営内容とか事

業の内容、これからの事業の報告、あわせて、現在

の施設については改善項目がありますので、その改

善項目に対しての２カ月間の改善内容を発表してい

ただいて、それについては、いろいろ協議していた

だく場を設けておりますので、今後につきまして

も、その運営推進会議を活用した中で随時進めてい

きたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのは、そ

うしますと、例えば、財源的な問題ですが、その研

修上の問題で、より明確にしたということであれ

ば、地方が行うものに対する、いわゆる、そこの当

該の事業所が行う、小さな話から進めたいと思うの

ですが、そういった実施計画で研修を行う場合、い

わゆるお金を何とか支援できないのかという場合、

施設要件で、いろいろ出てくるのかなというふうに

思います。そういう場合、今、現状では、この間の

説明でも、そういった財源的な部分については認め

られていないということで説明がありました。そう

しますと、なかなか、こういう要件をいろいろ決め

たとしても、やはり本来であれば、そういった財政

的な支援の部分も含めた中での面積要件だとか何と

かと実施するのであれば、そういうものも入っても

不思議ではないのかなというふうに思います。条例

で言えば、その条例そのものを設置すればそれで済
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むわけなのですが、実施する側としたら、それに伴

う財源の部分だとか、どうしよう、こうしようとい

う話も出てきますから、従来の、国の施設の整備に

当たる財源を当然活用すると思いますが、そういっ

た幅というのですか、自治体に裁量の幅、そういっ

たものは認められているのかどうなのか、こういっ

た点もお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） ただいまの米

沢議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 財源の問題ということで、運営面に対する財源と

いうことで理解してよろしいですか。 

 運営面に対しての財源の支援という形なのですけ

れども、確かに、町においては、国の基準以上の研

修を求めて今回条例を提案させていただいたところ

なのですけれども、介護保険事業者として、一事業

者ですので、運営のケアの質の向上等々について

は、その事業所の中でやっぱりやっていただかなけ

ればならないかなと考えておりますし、そのケアの

質が高まることによって、ある意味、利用者さんも

評判がよくなって、そちらのほうに利用者さんが多

く行くというような趣旨も考えますと、町から一般

財源といいますか、特別な財源支援をするという考

えは、現在のところ持ち合わせておりません。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 持ち合わせていないという

ことで、そんなようなニュアンスで聞いておりまし

たが、将来的に、こういう地域主権という形で、そ

ういった条例の移譲だとかということが行われ、実

際に行われてきています。そうすると、やっぱりこ

ういった条例を設定するに当たって、いろいろ財源

的な裏づけも含めた保障がなければ進められない部

分も出てくるのかなと思いますが、この点、町長、

どうなのでしょうか、将来のことはわからない部分

なのですが、やっぱり近々の問題でも、そういうこ

とを求められる可能性もありますので、この点は、

国、道の指導、あるいは要綱などでは、将来的な財

源の保障はどういうふうになっているのか、お伺い

いたします。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ４番米沢議員の御質問に

私のほうから、まずお答えをさせていただきたいと

思います。 

 社会福祉法人につきましては、法令で、一定程度

の条件がございますので、その条件を満たすような

形で、今、町もごく一部でございますけれども、助

成策を講じているところであります。今、議員のほ

うからの御質問については、多分、本来、事業者と

して最低限条件を整えなければならない要素かなと

いうふうに聞かせていただきましたので、そういう

類いのものについては、当然にして、事業者がそう

いう事業を営む中で対応するという考え方が多分妥

当であろうというふうに思います。広く見ますと、

社福に対しましても、今、担当主幹のほうから御説

明もありましたように、いろいろ、年次計画の中

で、こういう地域事情からすると、民間事業者をあ

る意味誘致するような動きも、ケースによってはと

らなければなりませんので、そういう中で、いろい

ろと、そういう導くための施策としてのことは考え

られますが、押しなべて、全てにおいてその財政的

な支援をするということについては、今後、具体的

なケースに沿って判断をしなければならないという

ふうに考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 済みません。先ほどの答弁をいたさせます。 

 高齢者支援班主幹、答弁。 

○高齢者支援班主幹（北川徳幸君） 済みません、

先ほど、米沢議員の１点目の、設備基準についての

町独自の考えというか、町によって面積要件が変え

られるかということについての御質問なのですけれ

ども、この部分につきましては、今回の分権一括法

の関係で、従うべき基準となっておりますので、国

の基準どおりに設定させていただいたところです。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、採決いたします。 

 初めに、議案第１８号上富良野町指定地域密着型

サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例

の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１９号上富良野町指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２０号上富良野町指定地域密着型介

護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに



― 107 ― 

指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準を定める条

例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第２１号 

◎日程第９ 議案第２２号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第２１号上

富良野町一般廃棄物処理施設技術管理者の資格を定

める条例、日程第９ 議案第２２号上富良野町営住

宅の整備基準に関する条例の件を一括して議題とし

ます。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（北川和宏君） ただいま一括上程

いただきました議案第２１号上富良野町一般廃棄物

処理施設技術管理者の資格を定める条例及び議案第

２２号上富良野町営住宅の整備基準に関する条例に

つきまして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 なお、条例の朗読につきましては省略させていた

だき、その概要のみの説明とさせていただきますの

で御了承願いたいと思います。 

 最初に、上富良野町一般廃棄物処理施設技術管理

者の資格を定める条例についてでありますが、これ

まで、一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格につ

いては、省令、廃棄物の処理及び清掃に関する法律

施行規則に基づき行ってきたところであります。地

域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を

図るための関係法律の整備に関する法律の成立によ

る廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部改正に

より、町が設置する一般廃棄物処理施設の技術管理

者の資格について、町の条例で定めることとされた

ことから、本条例を制定するものであります。 

 内容についてでありますが、一般廃棄物処理施設

の技術管理者は、一般廃棄物処理施設の維持管理に

関する技術上の業務を担当し、維持管理する事務に

従事する他の職員を監督する職務で、資格基準につ

いては、その職務を遂行するための知識及び技術を

有する者でなければならないものであり、環境省令

では、厳格にその資格基準が定められており、本町

においても、環境省令で定める資格基準と同様とす

ることが適切であると考え、本条例の制定に当たっ

ては、環境省令の資格基準を準用し定めるものであ

ります。ただし、環境省令で定められている旧大学

令、旧専門学校令及び旧中等学校令に基づく規定に

ついては、該当するものの年齢から適用しないこと

としたものであります。 

 また、施行期日については、平成２５年４月１日

から施行するものであります。 

 続きまして、上富良野町営住宅の整備基準に関す

る条例についてでありますが、これまで本町の町営

住宅等の整備については、公営住宅法及び省令、公

営住宅等整備基準に基づき行ってきたところであり

ます。地域の自主性及び自立性を高めるための改革

の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の

成立による公営住宅法の一部改正により、省令で規

定していた公営住宅等の整備基準について、町の条

例で定めることとされたことから、本条例を制定す

るものであります。 

 内容についてでありますが、第２条から第１１条

及び第１３条から第１７条の規定については、国土

交通省令で定める整備基準をもとに定めたところで

あります。ただし、第１２条の規定は、買い取り及

び借り上げの町営住宅については、本条例では適用

しないこととしたものであります。また、１８条の

規定は、駐車場について本町独自の整備基準として

定めたものであります。 

 また、施行期日については、平成２５年４月１日

から施行するものであります。 

 以上、議案第２１号上富良野町一般廃棄物処理施

設技術管理者の資格を定める条例及び議案第２２号

上富良野町営住宅の整備基準に関する条例の説明と

させていただきます。御審議いただきまして、議決

くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 議案第２２号の第２章の敷

地の基準のところですが、災害の発生のおそれが多

い土地及び公害等とかというところがありますけれ

ども、どこが災害、公害に遭うのかわからない、そ

ういった場所になるかと思いますけれども、それは

避けましてという項目がありまして、かつ、通勤、

通学日用品の購買その他入居者の日常生活の利便を

考慮して設定されたものでなければならないと、こ

ういうふうなことになりますと、これだけ明記され

ますと、なかなか敷地の設定というのは大変難しく

なると思うのですけれども、その点、町としての判

断、適切にと考えますけれども、その点いかがで

しょうか。この公害、災害というところは、ちょっ

とどうなのでしょうか、そこを避けてとありますけ

れども。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 



― 108 ― 

○町民生活課長（北川和宏君） ３番村上議員の、

町営住宅の整備基準の敷地に関する関係でございま

すが、いわゆる土地の状況の中で、崖崩れだとか、

頻繁に水害等に遭う敷地であるとか、そのような土

地は避けるとかいうことでの事例等が示されている

ところでありますので、町において、今置かれてい

る公営住宅については、現状の部分については、頻

繁に崖崩れのあるような場所だとか、常に水害に

遭って、つかるような状況、たまにちょっと水があ

ふれ出て、つかるということも、ないことはないの

ですけれども、頻繁にということになると、そのよ

うなところは今のところないのではないのかなと想

定しているところでございます。 

 今後におきましても、その整備に関しては、その

部分の対策を十分した上での対応をすべきと考えた

ところでございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 １３番長谷川徳幸君。 

○１３番（長谷川徳幸君） ただいまの関連なので

すが、その第５条のところに、日用品の購買その他

入居者の日常生活の利便を考慮して選定されるもの

でなければならないと。泉町南団地、扇町団地は、

それに属さないものと私は思うのですけれども、そ

の辺どのようなお考えですか。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） １３番長谷川議員

の御質問に答えます。 

 日用品等の購入と、それから通勤等に支障のある

場所と、町としては考えていないところです。当

然、土地計画法上も住居地域ということで指定して

おりまして、当然、人がそこに住んで、それぞれの

学校に通う、職場に通う、買い物に行くという場所

で、不便な場所だという認識としては持っていない

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 一般廃棄物の処理技術者管

理の資格という形で、これは、町の一般廃棄物、焼

却施設が該当するのかなというふうに考えておりま

すが、他のものに該当するような施設が上富良野町

にあるのかという点と、二つ目は、技術管理の上

で、当然、こういった資格を有した人が従来から従

事しているかというふうに思いますが、この点、

ちょっとお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の一

般廃棄物処理施設に関する質問にお答えします。 

 まず、上富良野町において一般廃棄物処理施設に

ついては、クリーンセンターのみでございます。ま

た、そこに従事している技術管理者につきまして

は、今回、技術管理者の資格要件として条例で定め

るところですが、以前も、先ほども御説明で申し上

げたとおり、環境省令で定められている資格基準に

基づき進めているところであり、当然、この技術は

有していた者でやっていたところでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 医療廃棄物は、この条項で

いえば、当然、所定外のものになるかというふうに

思いますが、今回、そういったもの等については条

例の改正等は行われなかったということで、わかる

のですけれども、そこの点、ちょっと経過などわか

れば、わかる範囲でよろしいです。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北川和宏君） ４番米沢議員の御

質問にお答えします。 

 今回の条例改正につきましては、町が設置する一

般廃棄物の処理施設に関して条例で定めなければな

らないということでありまして、今回、それに基づ

きまして、町が設置している施設がございますの

で、それによりまして、今回、条例を制定させてい

ただきますということでございます。その医療廃棄

物等の施設についての、また要件等については何ら

示されておりませんし、町が設置するものもござい

ませんので、今回は、この部分については入ってい

ないということでございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、採決いたします。 

 初めに、議案第２１号上富良野町一般廃棄物処理

施設技術管理者の資格を定める条例の件を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２２号上富良野町営住宅の整備基準

に関する条例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 
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────────────────── 

◎日程第１０ 議案第２３号 

◎日程第１１ 議案第２４号 

◎日程第１２ 議案第２５号 

◎日程第１３ 議案第２６号 

◎日程第１４ 議案第２７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第２３号

上富良野町の道路の構造等に関する条例、日程第１

１ 議案第２４号上富良野町高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に係る道路の構造に関する条

例、日程第１２ 議案第２５号上富良野町水道事業

の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格に関す

る条例、日程第１３ 議案第２６号上富良野町公共

下水道の構造等の技術上の基準に関する条例、日程

第１４ 議案第２７号上富良野町都市公園条例の一

部を改正する条例の件を一括して議題といたしま

す。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（北向一博君） ただいま一括上程

いただきました議案第２３号から議案第２７号まで

の建設水道課が所管する５件の条例案について、順

に説明してまいります。 

 まず、議案第２３号上富良野町の道路の構造等に

関する条例について提案の要旨を御説明いたしま

す。 

 平成２３年５月２日に公布された地域の主権性及

び自主性を高めるための改革の推進を図るための関

係法律の整備に関する法律、以下、通称の地域主権

改革一括法と呼ばせていただきますが、この法律に

より道路法の一部が改正され、道路の構造等につい

ても都道府県及び市町村の条例で定めるよう規定さ

れました。改正後の道路法第３０条第３項に基づい

て政令の道路構造令を、また、第４５条第３項に基

づいて国土交通省令の道路標識、区画線及び道路標

識に関する命令を参酌して、今般、上程の条例を定

めようとするものです。 

 規定する基準については、参酌原則に基づき、従

前どおり国の基準を用いることを基本にして、北海

道において、道内事情を考慮した北海道道路の構造

の技術的基準等を定める条例を制定しているため、

これも参酌するものとなっております。 

 それでは、本条例案については条文朗読を省略さ

せていただき、以下、条文ごとに要約して御説明し

てまいります。 

 第１条では、道路法に基づき、町道の構造の技術

的基準を定めることを規定しております。 

 第２条では、本条例で使用する用語を定義するも

のです。 

 第３条では、道路の区分を国の基準である道路構

造令によることを規定しております。 

 以降、第４条から第４４条までは、１ページから

１５ページにわたり各種道路施設及び設備につい

て、それぞれの構造の技術的基準を規定していま

す。 

 次に、第４５条では、本条例で定める標識の寸法

は、国の規格で定めるものを使用することを規定し

ております。 

 なお、第８条の路肩、第９条の停車帯、第１２条

の歩道、第１４条の堆雪幅、第２２条の視距につい

ては、積雪寒冷地の対応として北海道が定めた基準

を用い、その他については国が定める基準となって

おります。 

 附則では、第１項で、施行日を平成２５年４月１

日とすること。第２項では、施行日において工事中

の道路に対する経過措置を規定しております。 

 以上、議案第２３号上富良野町の道路の構造等に

関する条例の説明といたします。 

 続きまして、議案第２４号上富良野町高齢者、障

害者等の移動等の円滑化の促進に係る道路の構造に

関する条例について、提案の要旨を御説明いたしま

す。 

 地域主権改革一括法により高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に関する法律の一部が改正さ

れ、これまで政令及び国土交通省令により定められ

ていた、道路における高齢者、障害者等の移動上及

び施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進に

関する基準については、省令に定める基準を参酌し

て、都道府県及び市町村の条例で定めることとなり

ました。 

 本条例に規定する基準については、参酌原則に基

づき、従前どおり国の基準を用いるものとなってお

ります。 

 それでは、本条例案については条文朗読を省略さ

せていただき、以下、章ごとに要約して御説明して

まいります。 

 第１章、総則では、第１条で条例制定の趣旨、第

２条では、条例で使用する用語を定義しておりま

す。 

 第２章、歩道等では、第３条から第１０条におい

て歩道の幅員、舗装、勾配、高さ、横断歩道との接

続、車両乗り入れ部の基準などについて構造を規定

してございます。 

 第３章、立体横断施設では、第１１条から第１６

条において立体横断施設の設置と当該施設に附帯す

るエレベーター等の設置基準と構造について規定し

ております。 

 第４章、乗合自動車停留所では、第１７条と１８



― 110 ― 

条で歩道との高さ基準、ベンチ及び上屋の設置義務

を規定するものです。 

 第５章、自動車駐車場では、第１９条から第２９

条において自動車駐車場における障がい者用駐車施

設、停車施設の設置基準、また、出入り口通路な

ど、施設設置と構造の基準を規定してございます。 

 第６章では、第３０条から３４条において移動円

滑化のために必要なその他の施設として、案内標

識、視覚障がい者誘導ブロックなど、施設の主な分

類と設置基準について規定しております。 

 附則において、施行日を平成２５年４月１日とす

ること。附則の２項から６項においては、設置基準

の一部適用の猶予と代替措置、適用が困難な場合の

特例措置について規定しております。 

 以上、議案第２４号上富良野町高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に係る道路の構造に関する

条例の説明といたします。 

 次に、議案第２５号上富良野町水道事業の布設工

事監督者及び水道技術管理者の資格に関する条例に

ついて、提案の要旨を御説明いたします。 

 地域主権改革一括法により水道法が改正されたこ

とに伴い、従来、水道法施行令及び水道法施行規則

で定められていた基準等について、町が条例で定め

ることとされたため、法令参酌の基本原則に基づ

き、本条例を制定するものです。 

 それでは、本条例案につきましては条文朗読を省

略させていただき、以下、条文ごとに要約して御説

明してまいります。 

 第１条では、水道法第１２条及び第９条３項に基

づき、基準を定める目的を定めております。 

 第２条では、布設工事監督者を設置する工事の種

別と範囲を定めるものです。 

 第３条は、水道法施行令及び水道法施行規則を参

酌して引き移し、布設工事監督者が有すべき資格を

定めるものです。 

 第４条は、水道法施行令及び水道法施行規則を参

酌して引き移し、水道技術管理者が有すべく資格を

定めるものとなっております。 

 施行日は、平成２５年４月１日となっておりま

す。 

 以上、議案第２５号上富良野町水道事業の布設工

事監督者及び水道技術管理者の資格に関する条例の

説明といたします。 

 続きまして、議案第２６号上富良野町公共下水道

の構造等の技術上の基準に関する条例について提案

の要旨を御説明いたします。 

 地域主権改革一括法により下水道法が改正された

ことに伴い、従来、下水道法施行令で定められてい

た基準等について、町が条例で定めることとされた

ため、法令参酌の基本原則に基づき、本条例を制定

するものです。 

 本条例案については条文朗読を省略させていただ

き、以下、条文ごとに要約して御説明してまいりま

す。 

 第１条では、改正下水道法に基づき、構造と維持

管理の基準を定める本条例の趣旨を定めています。 

 第２条では、本条例で使用する用語が法令等の例

に基づくことを規定しております。 

 第３条から第５条は、下水道法施行令第５条の

７、第５条の８、第５条の９に規定する構造及び技

術上の基準を引き移し、規定するものです。 

 第６条は、法令と同様に適用除外を規定するもの

です。 

 第７条は、下水道法施行令第１３条を引き移し、

終末処理場の維持管理基準を規定するものです。 

 附則において、施行日を平成２５年４月１日とす

ること。また、施行日現在の既存施設及び当該施設

を改築する場合の扱いについて規定しております。 

 以上、議案第２６号上富良野町公共下水道の構造

等の技術上の基準に関する条例の説明といたしま

す。 

 次に、議案第２７号上富良野町都市公園条例の一

部を改正する条例について提案の要旨を御説明いた

します。 

 地域主権改革一括法により都市公園法及び高齢

者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

が改正され、これまで国が法令で定めていた都市公

園の設置基準、公園施設の設置基準及び特定公園施

設の設置基準については、国が定める基準を参酌し

て地方公共団体が条例で定めることとされたため、

上富良野町都市公園条例の一部を改正し、当該各基

準を規定するものです。 

 なお、本改正においては、改正前の上富良野町都

市公園条例の条項を参照する他の例規があるため、

条項号数の移動が生じないよう、また、参酌基準で

示されている引き移しによらず、同一の基準内容を

別表で規定することによって、条文の階層構造が複

雑化することを避ける内容となっております。 

 それでは、本条例改正案については条文朗読を省

略させていただき、以下、改正内容を要約して御説

明してまいります。 

 まず、条例冒頭の目次の部において、今般、改正

部分を追加するものとなっております。 

 第１条の目的においては、高齢者、障害者等の移

動等の円滑化の促進に関する法律に基づく部分を参

酌するということで追記してございます。 

 次に、第１章の次に、第１章の２、配置及び規模

等の基準を新たに追加し、１ページから２ページの
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第２の２、第２の３の二つの条において、都市公園

法施行令で定める基準と同一の基準を規定しており

ます。２ページの半ば、追加する第１章の３、移動

等円滑化の促進に係る特定公園施設の設置基準で

は、第２条の４として、高齢者、障害者等の移動等

の円滑化の促進に関する法律施行令で規定する特定

公園施設と同一の基準を定め、この内容について

は、別表（１）の２として表記することを規定して

おります。 

 追加する２ページから１０ページの別表（１）の

２には、園路及び公園、屋根つき広場など、８種類

の施設及び設備について構造と基準を規定するもの

となっております。 

 末尾附則においては、施行期日を平成２５年４月

１日とすることを規定しております。 

 以上、議案第２７号上富良野町都市公園条例の一

部を改正する条例の説明といたします。 

 ただいま説明の上程５条例につきまして御審議い

ただきまして、議決を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、一括して質疑に入ります。 

 ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 議案第２３号の道路の構造

の条例のところでございます。これの５ページにあ

ります、自転車道の幅員を定めるに当たっては、当

該道路の自転車の交通の状況を考慮するという項目

があるのですけれども、自転車の交通量までは、町

としては承知していないのではないのでしょうか、

どうなのでしょうか。 

 それと、今回の条例の改正は、国の基準のいいと

ころもあったと思うのですけれども、町としては道

の基準を採用してということになっておりますけれ

ども、そういったところはいかがでしょうか。

ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 まず、５ページの歩道の通行数については、現実

的に掌握してございません。この通行する人数、通

行車両といいますか、自転車の数などは、整備に当

たって、その時点で整備基準が適正かどうかという

ことの指標として用いるため、そのたびごとに測

定、計測する内容となってございます。 

 あと、北海道の基準、それから基本的には、国の

基準をそのまま引き移すものとなっておりますけれ

ども、これは、北海道の基準につきましては、特に

北国という特例、積雪寒冷地であるということか

ら、北海道で独自の基準を設けております。道路が

国道、道道、それから町道という形で網目を構造し

ている関係上、北海道の基準に合わせて、道路の構

造に格差が生じないようにするのが一番適切と判断

して、同じ北海道に倣ったものとしてございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ３番村上和子君。 

○３番（村上和子君） 自転車道なんかは、庶民が

大変望むものなのですよね。だから、やはり一回、

交通量ぐらいは調査していただいてもいいのではな

いかなと、そういったところに緊急雇用の、雇用を

起こしてもらってもいいと思うのですけれども。い

ろいろなところで交通量とか出てきていますし、国

の基準のいいところもあるのですけれども、国の基

準では、どうも私どもの地域は当てはまらないとい

うことで、道の基準に基づいていると思いますけれ

ども、いろいろなところが、交通量、交通量と入っ

ておりますので、一回そういったことも検討してい

ただいたらどうかと思いますけれども、いかがです

か。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ３番村上議員の御

質問にお答えいたします。 

 まず、確かに、現在ある道路、町道で言えば４０

０キロ近くありますけれども、それらをくまなく情

報収集するというのは一番いい方法かもしれません

けれども、現実的に、常に人の流れというのは変わ

る条件がありまして、必要なときに計測して、その

上に適切な道路構造をもって対処するという方針で

ございます。 

 なお、特に通勤、通学などで自転車を利用する方

が多くありますけれども、その交通安全上の利用か

ら、ぜひとも基準に沿った構造が望ましいものであ

りますけれども、この整備に当たっては、非常に高

額な、用地が拡張しなければならないということが

ありまして、費用が生じます。このため、附則部分

でも書かれておりますけれども、現状であるものに

ついては、改修とか改築のときに配慮しなさいとい

うことで、現状のものは基準に合っていないから合

わせなさいというレベルにはなっていないというこ

とで判断してございます。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 高齢者、障害者の移動円滑

促進の条例で、例えば、４章の乗合自動車の停留

所、ベンチ及び上屋の設置等があります。そのほか

に、休憩所の施設では、歩道には適当な間隔でベン

チ及び上屋を設けるなどの、他の特別な理由があれ
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ばこの限りでないなどなど、いろいろと制限も加え

られておりますが、そうすると、現状では、こうい

う条例を見ますと、設置しなければならないものが

設置されていないだとか、いろいろと、細かく見れ

ば出てきているのかというふうに思いますが、その

点は、現状ではどのようにお考えか、お伺いいたし

ます。 

○議長（西村昭教君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（北向一博君） ４番米沢議員の御

質問にお答えいたします。 

 ここで規定されている基準につきましては、義務

規定として書かれている部分、それから努力規定と

して書かれいる部分がございます。義務規定として

書かれている部分につきましては、附則の部分に書

かれてありますけれども、経過措置として、既存の

施設については、何らかの変更を加えるときに、そ

の新たな基準に合うように整備するということであ

りまして、この基準に合わせることを目的として改

築することを義務化しているものではないと解釈し

ております。 

 今後、整備する新たな施設については、当然に、

当該条例で規定するものに近づけるよう、それか

ら、一定の幅を持った基準となってございますの

で、そこら辺の利用実態、それから周辺の地形とか

住宅の位置、いろいろな条件が加味される部分があ

りますので、できるだけ即すような措置をとってま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより採決いたします。 

 初めに、議案第２３号上富良野町の道路の構造等

に関する条例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２４号上富良野町高齢者、障害者等

の移動等の円滑化の促進に係る道路の構造に関する

条例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２５号上富良野町水道事業の布設工

事監督者及び水道技術管理者の資格に関する条例の

件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２６号上富良野町公共下水道の構造

等の技術上の基準に関する条例の件を採決いたしま

す。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第２７号上富良野町都市公園条例の一

部を改正する条例の件を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。 

 再開は１０時５０分といたします。 

────────────────── 

午前１０時１９分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第２８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第２８号

上富良野町新型インフルエンザ等対策本部条例の件

を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 健康づくり担当課長。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ただいま上

程いただきました議案第２８号上富良野町新型イン

フルエンザ等対策本部条例について、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 国において、新型インフルエンザ等の発生時に、

国民の生命及び健康を保護し、並びに国民生活及び

国民経済に及ぼす影響が最少となるようにすること

を目的として、新型インフルエンザ等対策特別措置

法が平成２４年５月１１日に公布され、ことし５月

に、その施行が予定されています。市町村において

は、この法律の施行後、国の緊急事態宣言以降は対

策本部を設置することとなり、必要事項は市町村の
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条例で定めることとされているため、制定するもの

です。 

 以下、議案につきましては要点のみの説明とさせ

ていただきます。 

 第１条は、新型インフルエンザ等対策特別措置法

に基づき、上富良野町新型インフルエンザ等対策本

部に関し、必要な事項を定めることを目的としてお

ります。 

 第２条は、本部長、副本部長、本部役員の役割及

び職員の設置について規定しております。 

 第３条で、情報交換及び連絡調整を円滑に行うた

め、必要に応じ対策本部の会議を招集することを規

定しております。 

 第４条で対策本部に部を置くことができるとして

おります。 

 附則につきましては、この条令は新型インフルエ

ンザ等対策特別措置法の施行の日から施行する旨を

規定しております。 

 以上で、議案第２８号上富良野町新型インフルエ

ンザ等対策本部条例の説明といたします。御審議い

ただき、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ４番米沢義英君。 

○４番（米沢義英君） 国の緊急事態の宣言以降、

対策本部を連動して設置するということの話かと思

いますが、恐らく、その基準等が示されるというの

があるのだろうと思います。どの段階でこれを発令

されるのか、わかる範囲で、わからなければよろし

いです。 

○議長（西村昭教君） 健康づくり担当課長、答

弁。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ４番米沢議

員の、どの段階で発令となるのかという御質問にお

答えいたします。 

 現時点におきましては、４月以降に、政府行動計

画でありますとか、詳細なガイドラインの策定が予

定されております。その策定の中に盛り込まれるも

のと考えております。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第２８号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第２９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第２９号

上富良野町児童館条例の一部を改正する条例の件を

議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 健康づくり担当課長。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ただいま上

程いただきました議案第２９号上富良野町児童館条

例の一部を改正する条例について、提案の要旨を御

説明申し上げます。 

 児童館に配置している児童厚生施設員と児童厚生

員のうち、児童厚生員の職制と職名を平成２５年度

から変更するため、関係条文を改正するものでござ

います。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第２９号上富良野町児童館条例の一部を改正

する条例。 

 上富良野町児童館条例（平成１９年上富良野町条

例第１０号）の一部を次のように改正する。 

 第５条中「児童厚生員、その他」を削る。 

 附則。 

 この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第２９号上富良野町児童館条例の一

部を改正する条例の説明といたします。御審議いた

だき、御議決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第２９号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第３０号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第３０号

上富良野町畜産担い手育成総合整備型事業分担金徴

収条例の件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（前田 満君） ただいま上程いた
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だきました議案第３０号上富良野町畜産担い手総合

整備型事業分担金徴収条例につきまして、提案理由

を申し上げます。 

 畜産担い手育成総合整備事業につきましては、公

益財団法人北海道農業開発公社が事業主体となり、

平成２５年度から平成２８年度にかけまして、国、

北海道の補助を受け実施するものでありますが、受

益者においては補助金を除く負担が伴うことから、

地方自治法第２２４条の規定に基づき、事業によっ

て直接利益を受ける者より分担金を徴収するもので

あります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第３０号上富良野町畜産担い手育成総合整備

型事業分担金徴収条例。 

 （目的）。 

 第１条、この条例は、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２２４条の規定に基づき、上富良野

町における畜産担い手育成総合整備型事業（以下

「事業」という）に係る分担金の賦課、徴収及びそ

の他分担金に関し必要なことを定めることを目的と

する。 

 （分担金の額）。 

 第２条、分担金の額は、当該事業に要する費用の

総額から、国及び道の補助金を差し引いた額の範囲

内で町長が定める。 

 （納付義務者）。 

 第３条、前条の規定により算出した分担金は、当

該事業によって直接利益を受ける者から徴収する。 

 （分担金の徴収方法）。 

 第４条、分担金は、単年度の事業完了ごとに指定

期日までに納入通知書により徴収する。第２項、前

項の定めるもののほか、分担金の徴収に関しては、

町税の徴収の例による。 

 （徴収の延期）。 

 第５条、町長は、納付義務者が、天災その他特別

の事情により納期限までに納入することが困難と認

められる場合には、分担金の徴収を延期することが

できる。 

 （委任）。 

 第６条、この条例の施行に関し必要な事項は、町

長が定める。 

 附則。 

 １、この条例は、公布の日から施行する。 

 ２、この条例は、事業完了と同時にその効力を失

う。 

 以上で、議案第３０号の提案説明とさせていただ

きます。御審議いただきまして、議決賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第３０号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第３１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 議案第３１号

上富良野町観光開発審議会条例の一部を改正する条

例の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 産業振興課長。 

○産業振興課長（前田 満君） ただいま上程いた

だきました議案第３１号上富良野町観光開発審議会

条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由

を申し上げます。 

 上富良野町観光開発審議会条例は、上富良野町の

観光事業に関する総合的な開発対策を樹立し、その

円滑な推進を図るために、町長の諮問に応じて審議

し、意見を答申していただくこととなっております

が、かみふらの十勝岳観光協会が平成２０年１２月

１日施行の国の公益法人制度改革により、昨年４月

より、社団法人かみふらの十勝岳観光協会から一般

社団法人かみふらの十勝岳観光協会へと変更したこ

とから、第３条第１項第１号の、組織する審議会委

員の名称を「社団法人かみふらの十勝岳観光協会会

員」から「一般社団法人かみふらの十勝岳観光協会

会員」へと改正しようとするものであります。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第３１号上富良野町観光開発審議会条例の一

部を改正する条例。 

 上富良野町観光開発審議会条例（昭和４７年上富

良野町条例第３４号）の一部を次のように改正す

る。 

 第３条第１項第１号中「社団法人かみふらの十勝

岳観光協会々員」を「一般社団法人かみふらの十勝

岳観光協会会員」に改める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で、議案第３１号の提案説明とさせていただ

きます。御審議いただきまして、議決賜りますよう

お願い申し上げます。 
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○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第３１号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 議案第３２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 議案第３２号

上富良野町障がい者自立支援事業条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 健康づくり担当課長。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） ただいま上

程いただきました議案第３２号上富良野町障がい者

自立支援事業条例の一部を改正する条例について、

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 障害者自立支援法、障害者自立支援法施行令及び

障害者自立支援法施行規則が改正されることから、

これらの法令名を引用している本則及び別表を改正

するものです。 

 以下、議案を朗読し、説明といたします。 

 議案第３２号上富良野町障がい者自立支援事業条

例（平成１８年上富良野町条例第２４号）の一部を

次のように改正する。 

 第１条中「障害者自立支援法」を「障害者の日常

生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」

に改める。別表中「障害者自立支援法」を「法」に

改める。 

 附則。 

 この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

 以上で、議案第３２号上富良野町障がい者自立支

援事業条例の一部を改正する条例の説明といたしま

す。御審議いただき、御議決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了します。 

 討論を省略し、これより議案第３２号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎発言訂正の申し出 

○議長（西村昭教君） １３番長谷川徳幸君。 

○１３番（長谷川徳幸君） 先ほど、予算特別委員

会審査報告に誤りがありましたので、訂正をお願い

したいと思いますので、お諮り願います。 

○議長（西村昭教君） 今、１３番長谷川徳幸君か

らありました案について、お諮りしてよろしいで

しょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） それでは、１３番長谷川

君、お願いします。 

○１３番（長谷川徳幸君） まことに申しわけあり

ません。先ほどの報告につきまして、審査経過の４

行目、歳入各款と歳出１款から、私は３款と御報告

しましたが、ここを４款に訂正していただきたいと

思います。 

 次に、６行目、議案第１号の一般会計予算歳出、

私は４款と報告しましたが、５款と訂正していただ

きたいと思います。 

 次に、２番の表決及び結果の２行目、平成２５年

度上富良野町介護保険特別会計予算を平成２５年度

上富良野町国民健康保険特別会計予算に、その後

に、平成２５年度病院事業会計予算を加えていただ

きたいと思います。 

 このようなことがないように留意しますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 今、長谷川徳行委員長より

訂正がありましたので、これについて了承いたしま

すか。よろしいですか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 今、長谷川委員長の申し出

について了承されました。 

 それでは、暫時休憩します。 

 人事案件でございますので、今、議案をお配りい

たします。少々お待ちください。 

────────────────── 

午前１１時０９分 休憩 

午前１１時１３分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、再開い

たします。 

────────────────── 
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◎日程第２０ 議案第３５号 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 議案第３５号

教育委員会委員の任命の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た議案第３５号教育委員会委員の任命の件につきま

して、提案の理由を御説明させていただきます。 

 これまで教育委員を務めていただきました増田修

一氏でありますが、御本人の辞職の申し出がござい

まして、去る１月１０日付をもって辞職の同意をい

たしたところであります。以降、空席となっており

ました教育委員として、このたび新たに佐藤大輔氏

を任命いたしたく御提案させていただくものであり

ます。 

 佐藤氏におきましては、人格、識見ともにすぐれ

た方でありまして、教育委員として適任者であると

考えているところであります。ぜひ、御同意を賜り

ますようお願い申し上げます。 

 なお、佐藤氏の経歴等につきましては、別添配付

させていただいておりますので、御高覧賜り、参考

としていただければと存ずるところでございます。 

 以下、議案の朗読をもって御提案させていただき

ます。 

 議案第３５号教育委員会委員の任命の件。 

 上富良野町教育委員会委員に次の者を任命したい

ので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定により、議会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町ừừừừừừừừừừ⁹ 

 氏名、佐藤大輔、ừừừừừừừừừừ生まれ。 

 以上でございます。御審議賜りまして、御同意賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は先例により、質疑、討論を省略し、直ちに

採決をいたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております教育委員会委員の

任命の件は、これに同意することに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第２１ 議案第３６号 

○議長（西村昭教君） 日程第２１ 議案第３６号

固定資産評価審査委員会委員の選任の件を議題とい

たします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程をいただきま

した議案第３６号固定資産評価審査委員会委員の選

任の件につきまして、提案の理由を御説明申し上げ

ます。 

 固定資産評価審査委員会委員につきましては、３

名で構成されておりまして、この３月末をもって任

期満了を迎えるところであります。そのうち２名は

引き続き、１名は新しく選任させていただきたく、

３名いずれの方も、人格、識見ともにすぐれた方で

ありまして、選任につきまして議会の御同意をお願

い申し上げるものでございます。 

 なお、３名の方の経歴等につきましては、別添配

付させていただいておりますので、御高覧を賜り、

参考としていただければと思うものでございます。 

 以下、議案の朗読をもちまして説明とさせていた

だきます。 

 議案第３６号固定資産評価審査委員会委員の選任

の件。 

 固定資産評価審査委員会委員に次の者を選任した

いので、地方税法第４２３条第３項の規定により議

会の同意を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町ừừừừừừừừừừ。 

 氏名、四釜富士夫、ừừừừừừừừừừừ生ま

れ。 

 住所、上富良野町ừừừừừừừ⁹ 

 氏名、船引武通、●●●●●●●●●●生まれ。 

 住所、上富良野町●●●●●●●。 

 氏名、谷本博昭、●●●●●●●●●●生まれ。 

 以上でございます。御審議賜りまして、御同意賜

りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は先例により、質疑、討論を省略し、直ちに

採決いたしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております固定資産評価審査

委員会委員の選任について同意を求める件は、これ
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に同意することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり同意することに決

しました。 

────────────────── 

◎日程第２２ 諮問第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第２２ 諮問第１号人

権擁護委員候補者の推薦の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま上程いただきまし

た諮問第１号につきまして、上程の御説明を申し上

げたいと思います。 

 人権擁護委員推薦につきましては、御活躍いただ

いております瀧本良幸氏が、本年９月３０日に１期

目の３年の任期を満了されることになっておりま

す。瀧本良幸氏におきましては、平成２２年１０月

から人権擁護委員として人権擁護活動やその普及活

動にも積極的に取り組んでおられる方でございま

す。ことし１０月以降も引き続き再任をお願いいた

したく、人権擁護委員法の規定に基づきまして法務

大臣へ推薦するに当たりまして、議会の意見を求め

るために御提案させていただくものでございます。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件。 

 人権擁護委員の候補者として、次の者を推薦した

いので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により

議会の意見を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。 

 氏名、瀧本良幸。 

 以上でございます。御審議いただきまして、御了

承賜りますよう、何とぞよろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は先例により、質疑、討論を省略し、直ちに

採決をいたしたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 異議なしと認めます。 

 これより、諮問第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり適任と認めることに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり適任と認めること

に決しました。 

 非常に早いのですが、暫時、昼食休憩としたいと

思います。 

 午後１時より再開いたします。 

────────────────── 

午前１１時２２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第２３ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 次に、日程第２３ 発議案

第１号上富良野町議会会議規則の一部を改正する規

則の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程されました発

議案第１号上富良野町議会会議規則の一部を改正す

る規則の内容につきまして、要点のみ御説明を申し

上げます。 

 昨年の９月５日に地方自治法の一部を改正する法

律が公布され、同日施行された今回の自治法の改正

を受けまして、標準会議規則の改正案が全国町村議

長会から示されたことから、それに準じて改正をす

るものでございます。今回の自治法改正によりまし

て、本議会においても委員会同様に、公聴会、参考

人の招集が行えることにより、会議規則の一部を改

正しようとするものでございます。 

 おめくりいただきまして、１７条及び第７３条

は、自治法の改正によりまして引用条文を改めるも

のでございます。 

 １４章、公聴会に関しまして、６条を新たに追加

をいたすところでございます。 

 第１５章は、参考人として１条新たに追加をする

ものでございます。 

 以下、発議案第１号を上程いたします。 

 発議案第１号上富良野町議会会議規則の一部を改

正する規則。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員金子益三。 

 賛成者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 内容につきましては、既に御高覧いただいたもの

として省略をさせていただきます。 

 以上、御審議賜りましてお認めいただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、発議案第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２４ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第２４ 発議案第２号

上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条例の

件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程されました発

議案第２号上富良野町議会委員会条例の一部を改正

する条例につきまして、内容を説明させていただき

ます。 

 同じく、今回、地方自治法の一部を改正する法

律、平成２４年法律第７２号が施行され、議会の委

員会に関する規定を簡素化し、委員の選任法、在任

期間等について法律で定められていた事項を条例に

委任されたことから、関係する３項を新たに追加

し、委員会条例の一部を改正しようとするものでご

ざいます。 

 以下、発議案に関しまして、内容を朗読をもって

説明にかえさせていただきます。 

 発議案第２号上富良野町議会委員会条例の一部を

改正する条例。 

 上記の議案を、別紙のとおり、会議規則第１４条

第２項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員金子益三。 

 賛成者、上富良野町議会議員今村辰義、同じく佐

川典子。 

 上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条

例。 

 上富良野町議会委員会条例（昭和６２年上富良野

町条例第８号）の一部を次のように改正する。 

 第７条第１項を次のように定める。 

 （委員の選任）。 

 第７条、議員は少なくとも一つの常任委員となる

ものとする。第４項を第６項とし、第３項を第５項

とし、第２項を第４項とし、第１項の次に次の２項

を加える。 

 ２、常任委員、議会運営委員及び議会広報特別委

員（以下「委員」という）は、会期の初めに議長が

会議に諮って指名する。ただし、閉会中においては

議長が指名することができる。 

 ３、特別委員は、議長が会議に諮って指名し、委

員会に付議された事件が議会において審議されてい

る間在任する。ただし、閉会中においては議長が指

名することができる。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 以上、御審議賜りまして原案お認めいただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、発議案第２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２５ 発議案第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第２５ 発議案第３号

平成２５年度地方財政対策に関する意見の件を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ただいま上程されました

発議案第３号につきましては、議案の朗読をもって

説明させていただきます。 

 発議案第３号平成２５年度地方財政対策に関する

意見の件。 

 上記議案を、別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義。 

 賛成者、上富良野町議会議員佐川典子。 

 裏面をごらんください。 

 平成２５年度地方財政対策に関する意見書。 

 平成２５年度地方財政対策は、一般財源総額が前

年と同水準で確保されており、これまで地方税財源

の安定的な確保について強く要請してきた地方の声

を理解していただいたものと関係各位の御尽力に対

し敬意と感謝の意を表するところである。 

 しかしながら、国の財政再建を目的とした三位一

体改革によって、市町村は地域間格差が拡大し、厳
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しい財政運営を強いられ、深刻な経済、雇用状況と

相まって、地域の疲弊が深刻化していることに加え

て、地方税制は地方の自主的な根幹をなすにもかか

わらず、平成２５年度税制改正大綱では地方の声が

十分に反映されたものとは言えないなど、地方は将

来の財政運営に大きな不安を抱いている。 

 このような状況において、国家公務員の給与減額

支給措置に準じて、地方公務員の給与削減を求める

ために地方交付税を削減したことは、その根拠が極

めて不明確な上に、厳しい財政事情から、国に先駆

けて給与の独自削減や定数削減を行っていた地方の

努力を踏みにじる極めて不合理な措置であり、同時

に、地方交付税制度の地方公共団体間の財源の不均

衡を調整する財源調整機能、及び、どの地域に住む

住民にも一定の行政サービスが提供できる財源保障

機能を無視した、税源が乏しく財政基盤の脆弱な団

体ほどその影響を大きく受ける不公平な政策であ

る。 

 特に、地方との十分な協議を経ないままで、国の

政策を地方に一方的に押しつけるために、地方固有

の財源である地方交付税を削減したことは、これま

での国と地方の信頼関係を大きく損なう非常に理不

尽な措置で、極めて遺憾であると言わざるを得な

い。 

 よって、国は、今回のような措置を二度と繰り返

さないように、次のとおり強く要望する。 

 １、地方交付税は、地方の固有財源であり、これ

を減額しないこと。また、地方交付税を減額し、使

途に制限のある財政措置の計上については、自治体

の自由裁量権を著しく制限することから、行わない

こと。 

 ２、地方財政制度は、行政需要に基づく財源保障

を行うことが基本であり、中立かつ客観的な地方財

政計画、地方交付税の算定に改めること。 

 ３、地方公務員の給与決定は、自治体が自主的に

条例により決定することが原則であり、国が臨時特

例法で定める給与削減を、自治体に強要しないこ

と。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出す

る。 

 平成２５年３月２２日、北海道空知郡上富良野町

議会議長西村昭教。 

 提出先につきましては、衆議院議長、参議院議

長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣でありま

す。 

 以上であります。御審議賜りまして、お認めくだ

さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、発議案第３号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２６ 発議案第４号 

○議長（西村昭教君） 日程第２６ 発議案第４号

公務公共サービスを担う非正規雇用労働者の雇用安

定と均等待遇実現を求める意見の件を議題といたし

ます。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ただいま上程いただきま

した発議案第４号につきまして、議案の朗読をもっ

て説明とさせていただきます。 

 発議案第４号公務公共サービスを担う非正規雇用

労働者の雇用安定と均等待遇実現を求める意見の

件。 

 上記議案を、別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義。 

 賛成者、上富良野町議会議員佐川典子。 

 裏面をごらんください。 

 公務公共サービスを担う非正規雇用労働者の雇用

安定と均等待遇実現を求める意見書。 

 政府は、２００９年５月１３日、公共サービスに

関し基本理念を定め、及び国等の責務を明らかにす

るとともに、公共サービスに関する施策の基本とな

る事項を定めることにより、公共サービスに関する

施策を推進し、もって国民が安心して暮らすことの

できる社会の実現に寄与することを目的とし、公共

サービス基本法を制定した。 

 公共サービスは、どのような形で行われても、そ

の実施に当たっての最終的な責任は、その公共サー

ビスを実施すべき者にある。これはもちろん、その

実施形態が委託であるか直営であるかは問わない。

自治体でも、業務委託や指定管理者制度は広範に使

用されているが、自治体の職員が直接サービスを提

供していない場合でも、その実施に当たっての責任

は自治体にある。 

 また、自治体内部にあっては、住民サービスの維

持・拡充のために、臨時・非常勤職員がこれまで常
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勤職員の担ってきた業務を携わり、全国的に見ても

全職員の３割以上を占めている。公務サービスの総

合性・専門性・継続性を維持していくためには、こ

うした非正規職員の安定した雇用・均等待遇、常勤

職員増員が求められている。 

 昨年、労働者が安心して働き続けることができる

社会を実現するため、有期労働契約の適正な利用の

ためのルールを整備することを目的に、労働契約法

が改正された。労働契約法は、公務員を適用除外と

しているが、この法改正の趣旨に照らせば、恒常的

業務を担っている非正規職員の正規職員化、不合理

な労働条件の禁止を準用適用し、公務の規範性を示

すことが求められている。 

 ＥＵ諸国を初めとする多くの先進諸国は、客観的

に合理的な理由のない有期労働契約の締結自体を禁

止し、無期契約労働者との均等待遇のための法規制

を行っている。 

 ところが、我が国には、契約期間の上限規制があ

るのみで、契約締結事由を制限する規定は存在しな

い。また、均等待遇については、ＩＬＯ第１００号

条約を批准しているにもかかわらず、ほとんど改善

が見られず、ＩＬＯの総会基準適用委員会から過去

三度にわたって法及び慣行の両面で、男女同一価値

労働同一報酬を積極的に推進していくよう求められ

ている。 

 雇用の継続と安定性は、労働者の生存権（憲法２

５条）保障のかなめであるとともに、幸福追求権

（憲法１３条）の要素をなすものである。また、正

規労働者と非正規労働者との待遇差は、一種の社会

的身分による差別（憲法１４条）と評価可能なほど

固定化するに至っている。 

 よって、北海道空知郡上富良野町議会は、関係機

関において、下記項目の具体化を図られるよう強く

要請する。 

 １、無期雇用原則の明文化、有期労働契約を締結

できる事由についての規制（入口規制）、均等待遇

原則の確立を柱とする有期労働契約規制を行うこ

と。 

 ２、ＩＬＯ第９４号条約に基づき、国にあって

は、早急に公契約法を制定すること。 

 ３、増大する行政需要に柔軟に対応するため、均

等待遇に基づく任期の定めのない短時間公務員制度

を確立すること。 

 ４、公務公共サービスを担う非正規雇用労働者の

労働条件を改善し、官製ワークングプアをなくすた

め、均等待遇に基づく賃金労働条件が確保されるよ

う、関係法制の整備を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２５年３月２２日、北海道空知郡上富良野町

議会議長西村昭教。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、総務大臣であります。 

 以上であります。御審議賜りましてお認めくださ

いますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより、発議案第４号を採決い

たします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

──────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 先ほど、今村辰義君外１名から、発議案第６号Ｔ

ＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見の件が提出され

ております。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、発議案第６号を日程に追加し、直ちに議

題とすることに決しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 発議案第６号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 発議案第６

号ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見の件を議題

といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ただいま上程いただきま

した発議案につきまして、議案の朗読をもって説明

とさせていただきます。 

 発議案第６号ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意

見の件。 

 上記の議案を、別紙のとおり、会議規則第１４条

第２項の規定により提出いたします。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義。 

 賛成者、上富良野町議会議員佐川典子。 

 裏面をごらんください。 

 ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する意見書。 
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 ＴＰＰは、関税を全て撤廃することが原則であ

り、我が国の農林水産業や農山漁村にこれまでにな

い壊滅的な打撃を与え、我が国の食料安全保障を根

底から揺るがし、食料自給率を低下させ、地域経

済・社会の崩壊を招くおそれがあります。 

 また、ＴＰＰは、１次産業の農業を中心に、地域

経済も含め１兆５,８４６億円の影響があると、北

海道知事が３月１９日の道議会で発表したが、医

療、公共事業、金融、食の安全、雇用など、さまざ

まな分野に影響が及ぶ可能性があり、国民生活の根

幹にもかかわる極めて重大な問題であります。 

 このため、多くの国民や道民、地方議会と自治体

首長は、ＴＰＰ協定交渉への参加に反対・慎重な対

応を強く求めてまいりました。 

 つきましては、ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関し

て、下記のとおり要請いたしますので、貴殿の特段

の御高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 記。 

 ＴＰＰ交渉への不参加。 

 ＴＰＰは、１次産業のみならず、医療、公共事

業、金融、食の安全、雇用など、さまざまな分野に

影響が及ぶ、国益を損なう極めて重大な問題であ

り、到底国民の合意を得られる問題ではないことか

ら、政府は、事前協議を含めた一切のＴＰＰ交渉参

加に向けた取り組みを断念すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出いた

します。 

 平成２５年３月２２日、北海道空知郡上富良野町

議会議長西村昭教。 

 提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大

臣、農林水産大臣、外務大臣、経済産業大臣であり

ます。 

 以上、説明といたします。御審議賜りまして、お

認めいただきますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、発議案第６号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決しました。 

────────────────── 

◎日程第２７ 発議案第５号 

○議長（西村昭教君） 日程第２７ 発議案第５号

町長の専決事項指定の件（上富良野町税条例の一部

を改正する条例）を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 １１番今村辰義君。 

○１１番（今村辰義君） ただいま上程いただきま

した発議案第５号町長の専決事項指定の件につきま

して、提案の要旨を説明申し上げます。 

 現在、衆議院で審議中の平成２５年度地方税法の

一部改正に伴います住宅土地税制の見直しなど、所

要の改正を行うため、町長において専決処分をする

ことができるよう指定しようとするものでありま

す。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 発議案第５号町長の専決事項指定の件（上富良野

町税条例の一部を改正する条例）。 

 上記の議案を、次のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出します。 

 提出者、上富良野町議会議員今村辰義。 

 賛成者、上富良野町議会議員佐川典子。 

 町長の専決事項指定の件。 

 次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。 

 記。 

 平成２５年度の地方税法の一部改正に伴う上富良

野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０号）

の一部を改正すること。 

 以上、説明といたします。御審議賜りましてお認

めいただけますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 討論を省略し、これより発議案第５号を採決いた

します。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２８ 閉会中の継続調査申出の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２８ 閉会中の継続

調査申出の件を議題とします。 
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 議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の申出書の事件について、閉会中の継続調査の

申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 各委員会からの申し出のとおり、閉会中の継続調

査とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員会からの申し出のとおり、閉会中

の継続調査とすることに決しました。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は全て終了いたしました。 

────────────────── 

◎退任・退職挨拶 

○議長（西村昭教君） ここで、今月３月３１日を

もって定年退職されます管理職の方々から御挨拶を

いただきたいと思います。 

 なお、順序につきましては、５０音順で進めたい

と思います。よろしくお願いを申し上げます。 

 最初に、健康づくり担当課長、岡崎智子君。 

○健康づくり担当課長（岡崎智子君） 本日は、こ

のような議場において御挨拶をさせていただきます

ことを、議長さん初め議員の皆さんに厚くお礼申し

上げます。 

 私ごとですが、３月３１日をもちまして３８年間

の上富良野町役場の勤務を終えることになりまし

た。苫小牧が出身なものですから、山に憧れ、余り

人口が何十万とかそういうところではなくて活動が

できる場所がいいなと思って、上富良野町に就職を

させていただきました。そして、３８年、迷った

り、さまざまな保健活動の中で、うまくいかなかっ

たり、本当にこの人には申しわけない思いをしたと

いう思いで見送った方もたくさんいましたけれど

も、やはり１１年の年に、寝たきり老人ゼロ作戦と

いう長野に学べという活動を始めましてから、多く

の町民の皆さんが、健診結果を改善するために自分

の生活を変えていく姿を見させていただきまして、

本当に予防の可能性を信じることが自分の中ででき

ることが、本当に、この３８年の中の一番の大きな

思い出となっております。退職後は、農業もやりな

がら、地域の中で、予防活動も自分なりの日々の暮

らしの中で進めていきたいと考えております。 

 本当に上富良野町は景色もよく、人も温かく、そ

して職員も伸び伸びと、議員の皆さんにも温かく見

守っていただきながら過ごせる町だというふうに、

自分はよそから来ましたので、すごくそういう思い

を深く抱いております。ますます、この町が発展さ

れますことを御祈念申し上げております。本当に、

皆さん、ありがとうございました。（拍手） 

○議長（西村昭教君） 次に、会計管理者でありま

す中田繁利君。 

○会計管理者（中田繁利君） 定例議会の終了後、

定年退職の挨拶をさせていただきますことに感謝申

し上げます。 

 私も、岡崎課長と同じ昭和５０年の４月に奉職い

たしまして、３８年間勤務させていただくことにな

りました。税務課税務係をスタートにいたしまし

て、いろいろな部署で仕事をさせていただき、異動

のたびに新たなことを体験して、たくさんの人から

御指導をいただき、また、いろいろな方々と交流を

することができました。特に思い出に残っているこ

とは、下水道事業の開設とパークゴルフ場の新設業

務に携わったこと。また、議会事務局長に発令され

て、すぐに決算特別委員会が開催され、議場の事務

局長席で口述書を朗読したこと。また、平成２０年

度ラベンダーハイツ事業の特別会計補正予算におき

まして、次年度の給食業務委託に伴う債務負担行為

の追加の件が、所管の厚生文教常任委員会に付託案

件となりまして審査することになり、給食業務委託

は認められず、当初予算を修正することなり、議会

始まって依頼の出来事になってしまいました。この

ように、何度か前例のない仕事に携わりましたが、

そのたびに、よき先輩、よき上司、よき仲間に恵ま

れまして、それらの仕事を終えることができまし

た。向山町長を初め、西村議長や議員各位、監査委

員、また、各行政機関の委員の皆様には、いろいろ

な面で御指導をいただきまして厚くお礼申し上げま

す。 

 一生懸命に、誠実に、そして仲よくやればいいと

いう、そういう信念でいろいろなことをやってまい

りましたが、そのことによりまして、いろいろと御

迷惑をおかけしましたり、また、御心配をおかけし

たのではないかと思っております。そんな私がここ

まで務めることができましたのも、よき先輩、よき

上司、また、よき仲間に恵まれ、そして健康にも恵

まれ、家族の協力と理解があったからこそと思って

おります。本当にたくさんの方々に支えられまして

退職を迎えられたということで、大変感謝しており

ます。ありがとうございました。退職後は、今まで

やってきましたいろいろなことの活動を通しなが

ら、スポーツの振興とか町の活性化のために少しで

も貢献したいなと思っております。 

 皆様におかれましては、それぞれの立場で御活躍

されますことを御期待申し上げ、さらに一層の御活

躍を御健康を祈念いたしまして、退職の挨拶とさせ

ていただきます。本当に長い間、お世話になりまし

た。ありがとうございました。（拍手） 
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○議長（西村昭教君） 次に、産業振興課長、前田

満君。 

○産業振興課長（前田 満君） ただいま紹介いた

だきました産業振興課、前田です。３月３１日をも

ちまして定年退職ということになります。このよう

に、議場におきまして、退職に際しての御挨拶の機

会をいただきましたことに対しまして、まず、お礼

を申し上げます。 

 私は、昭和４８年に町立病院をスタートして、４

０年間、役場、町の職員として勤務をさせていただ

きました。実は、もう６０歳でありますが、６０ま

で、ほかの町で住んだことがございません。上富良

野町で生まれて、ずっと上富良野町で育って、本当

の上富良野っ子だという自負を持ちながら、何とか

上富良野のために仕事ができているということの自

画自賛をしながら、今まで過ごしてきたなと思って

おります。 

 本当に、何の力にもなれませんけれども、ただ、

これまで多くの皆様に、さまざまな御指導やら叱責

もあったり、ほめていただいたり、さまざまな御助

言や何かをいただきながら何とか過ごせたのかなと

いうことで、改めて感謝申し上げるところでありま

す。 

 退職後につきましては、何もするつもりはござい

ませんが、町の憲法と言われております自治基本条

例、これを、退職してからもう一回読み直したいと

思っています。そして、町民として何をしなければ

ならないか、そういうものも改めて見ながら、まち

づくり、向山町政のまちづくりに協力できればなと

いう形の中で過ごしていきたいと思います。 

 今後におきましても、皆様の御健勝と、それか

ら、一層の御活躍をお祈りしまして、言葉足らずで

はございますけれども、御挨拶とさせていただきま

す。本当にどうもありがとうございました。（拍

手） 

──────────────── 

◎町 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） 次に、本年最初の定例会で

ありますので、町長から御挨拶をいただきたいと思

います。 

 上富良野町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） 議長のお許しをいただきま

して、一言お礼の御挨拶を申し述べさせていただき

たいと思います。 

 このたびの３月５日から始まりました平成２５年

第１回定例会におきまして、大変長期間にわたりま

して、議員の皆さん方には慎重に審議を重ねていた

だきました。おかげさまで、私ども御提案させてい

ただきました全議案につきまして御議決を賜りまし

たことと、いろいろな審議を通じまして大変貴重な

御意見を多数寄せていただきましたこと、あるいは

御助言いただきましたことに、改めて感謝を申し上

げる次第でございます。 

 何度も申し上げておりますが、本当に町民の皆さ

ん方が、なかなか、この経済が低迷している中で、

将来に対する不安、あるいはこの閉塞感というもの

が拭い切れない状況の中で生活されている実態がご

ざいます。このたび、皆さん方からお認めいただき

ました平成２５年度の予算執行を通じまして、本当

に町民の皆さん方が一歩でも二歩でも幸せを実感し

ていだけるような、そういうまちづくりに全身全霊

を傾けて取り組みたいというふうに決意をしている

ところでございます。 

 これから、新年度の予算執行に当たりましても、

皆さん方から適切に、また御指導やら御意見等を賜

りながら執行してまいりたいと思いますが、この第

１回定例町議会におきまして、本当に数々の御意見

を賜りましたことを大変感謝申し上げているところ

でございます。 

 そして、ただいまお三方から御挨拶いただきまし

た職員の皆さん方にも、何十年にわたります町に対

する貢献に対しまして、私のほうからもお礼を申し

上げる次第でございます。 

 本当に、本日まで長期間にわたりまして、皆さん

方に御苦労、いろいろ御協力いただきましたこと、

改めて感謝申し上げますとともに、今回の議会の進

行に当たりまして、議長にも大変御配慮いただきま

したことをあわせてお礼を申し上げまして、御挨拶

とさせていただきたいと思います。本当に長い間あ

りがとうございました。（拍手） 

────────────────── 

◎議 長 挨 拶             

○議長（西村昭教君） 私のほうからも、一言御挨

拶を申し上げます。 

 まず、３月５日からの定例会、予算議会でありま

すけれども、長谷川委員長を中心に、予算特別委員

会、大変長い間、慎重審議いただきまして、本当に

ありがとうございました。また、大変御苦労さまで

ございました。 

 いよいよ予算も全部承認されまして、いよいよ車

の両輪として４月１日からスタートするわけであり

ますけれども、この車の両輪、手綱を締める方が誰

もおりません。お互いに車を自分で回しながら進む

わけでありますから、当然、相手の車とチームワー

クを組んで進んでいかなければなりません。進める

側と、それから、いろいろな声を反映させながら一

緒に歩む側と、これから一年、取り組んでいくわけ

でありますけれども、どうぞ、そういう意味では、
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いろいろな不安材料もあるかもしれませんですけれ

ども、やはり、一つ一つ小さな積み重ねを大きな成

果につながるように、やはり努力していくことが大

事だと思いますし、そういう中から、きっといい結

果が出るのかなと思っているところであります。そ

ういう意味で、また一年、それぞれ住民の代表であ

る議会の皆さん方の温かい御協力と、また、行政に

向かっての愛情ある厳しいお言葉を出していきなが

ら、また一年、ともに進んでいければいいのかなと

思っているところでございます。 

 また、先ほど、３月３１日をもって退職される３

名の方々、本当に３８年、あるいは４０年と、長い

間勤務いただきまして本当に御苦労さまでございま

した。また、改めて、行政に貢献いただきましたこ

とを厚くお礼申し上げたいと思います。人生、寿命

８５年から９０年という中で、まだ人生３分の２し

か歩んでおりませんので、これからの人生が本当に

充実した人生であることを御期待申し上げますとと

もに、町の発展に、今までの経験をまた一つでも御

支援をいただければありがたいかなと思います。そ

れとあわせて、まずは健康に十分留意されながら、

元気で、これから、また社会の中で御活躍されるこ

とを御祈念申し上げたいと思います。本当に、長い

間ありがとうございました。 

 以上をもちまして、一言、私の御挨拶とかえさせ

ていただきます。どうも、ありがとうございまし

た。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告             

○議長（西村昭教君） これにて、平成２５年第１

回上富良野町議会定例会を閉会いたします。 

午後 １時４１分 閉会 
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